















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







まえがき──あるいは逃とう走そう一段だん落らく案内




　はじめましての方は、はじめまして。

　私わたしの過か去こ作──特にこの『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』の既き刊かん──を読んでいただいている方は、お久しぶり。

　ライターの藤井忍ふじい・しのぶです。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』（以後『ＡＲ２Ｅ』）というテーブルトークＲＰＧを使った『アリアンロッド・サガ』というリプレイシリーズの一作品です。

　ここで最初に用語の簡かん単たんな説明をさせていただきます。




　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで楽しむ遊びです。

　プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒ぼう険けんへと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？




　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『ＡＲ２Ｅ』という、剣けんと魔ま法ほうの世界を舞ぶ台たいにした、ファンタジーと呼ばれるジャンルを扱あつかったゲームのルールです。

　この本で舞台になっている〝アルディオン大陸〟では、現げん在ざい大陸全土に及およぶ戦せん乱らんが巻まき起おこっています。その中で、様々な事じ情じようにより翻ほん弄ろうされた結果、世界を支し配はいしようと目もく論ろむ勢せい力りよくと戦うのが、このリプレイの主人公たちです。




　また前ぜん述じゆつのとおり、本書は『アリアンロッド・サガ』というシリーズの一部です。ただし、この『ゲッタウェイ』シリーズだけを読んだ場合でも内ない容ようが理り解かいできるように書きました。もしあなたが『サガ』シリーズを読んでいないという場合は、まずは本書と既刊二冊さつを読んでいただき、そのあとで他のシリーズを読まれるとよいでしょう。

　特に『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』（以後『デスマーチ』）シリーズは本書との関連が強いのでお薦すすめです。




　少々説明が長くなりましたが、要するに本書は楽しくゲームを遊んだ様子をつづった読み物です。難むずかしいことはさておき、先を読み進めてください。

　愉ゆ快かいな仲間たちによる冒険が、あなたを待っています。







前ぜん巻かんまでのあらすじ




　帝紀八一三年。内ない乱らん状じよう態たいにあったグラスウェルズ王国からひとりの少女が出しゆつ奔ぽんした。

　彼かの女じよの名はヒルダ。養よう父ふが暗殺され、護ご身しんと仇かたき討うちのため故こ国こくを離はなれたのだ。レイウォール王国へと渡わたった彼女は、〝世界平和研究所〟という施し設せつでリージュ、チコ、ギデオンの三人と出会った。そしてその直後〝バルムンク〟と名乗る謎なぞの敵に施設は急きゆう襲しゆうを受ける。

　敵の追つい跡せきから逃のがれたヒルダたち〝ゲッタウェイ〟一行は、予言者を自じ称しようするマーリンという少年に言われてバウエストンという都市へ行ったのを皮切りに、アルディオン大陸で起こるいくつかの事件と邂逅した。そして帝紀八一四年一〇月、ヒルダたち四人はアルディオン大陸を統べる統とう一いつ帝てい戴たい冠かんの儀ぎ式しきが行なわれるエストネル王国で、〝大崩壊グレートデイストラクシヨン〟と呼ばれる大だい爆ばく発はつと、それにともなうエストネル王国の崩ほう壊かいに遭そう遇ぐうすることとなった。

　行く先を失った一行は、ヒルダの養父ゴーダ伯はくの古い知ち己きであるヴィクトリオという領りよう主しゆがいるビルベリの町へと向かった。しかしそこでゲッタウェイ一行は王者の証あかしとされる王おう威いの竜りゆう輝き石せきを乱らん用ようする悪漢の企たくらみに出くわす。義ぎ憤ふんに駆かられ、その企くわだてを阻そ止しするヒルダたち。結果として領主と町の住人、そして逃にげ込こんできた難なん民みんたちの信しん頼らいを得たゲッタウェイ一行は、その町で暮くらすことを決意し自分たちの家を得るのだった。
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆明日への展てん望ぼう──みなさん憶おぼえていますか？




　毎度お馴な染じみ、東京秋葉原にあるＴＲＰＧ制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室。

　その部屋にあるテーブルを三名の男女が囲んでいました。




「……なぜだか今、職しよく員いん室しつに呼よび出だされた学生の気分です」

「ふっふっふ。（低くくぐもった声で）こぉーわーくーなぁいよーぅ」

「社長、それは怖こわがらせているようにしか聞こえません」




　……えーと。この会話をしている三名の正体は次のとおりです。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やくにしてゲームデザイナー。代表作は『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』など。『ブレイク』シリーズの著ちよ者しや。『無印』のナヴァール、『デスマーチ』のギィといった人気ＰＣのプレイヤーでもあります。

　この本と同時に『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』を上じよう梓ししています。




たのあきら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．営えい業ぎよう部長兼制せい作さく部長。二〇一二年二月に発売された『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』の著者。『デスマーチ』のマルセルのプレイヤーでもあります。

　通つう称しようは〝黒いドラえもん〟だとか。




藤井忍ふじい・しのぶ

　そして本書『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』（以下、『ゲッタウェイ』）シリーズの著者、私わたしこと藤井忍です。『アルシャードガイア　リプレイ２　美少女★女神と伝説の愛天使』（エンターブレイン刊）が発売中ですので、そちらもよろしくお願いします！

藤井忍公式サイト　http://sin05.gonna.jp/




　この三名がいったいなぜ、何の話をしているのか？

　その説明の前に、『ゲッタウェイ』二巻かんのエンディングを思い出していただきましょう。
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　……思い出していただけましたでしょうか？

　右ページのイラストのとおり、苦労を重ねてきたギルド〝ゲッタウェイ〟のメンバーは、メルトランド辺へん境きようにある小さな城じよう塞さい都市ビルベリについに安住の地を得ました。

　その後、二〇一二年二月に『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ アルディオン レボリューションガイド』（以後『ＡＲＧ』）が発売。

　同年三月に『デスマーチ』六巻が発売となり、ふと気がついてみると……。




藤井：なぜかビルベリの町が大ピンチなのですが？

鈴吹：そうだねえ。〝四し面めん楚そ歌か〟という言葉があるけど、ビルベリは五つの勢せい力りよくに囲まれているからねえ。

たの：四面楚歌の場合四方向同どう一いつ勢せい力りよく。それに比くらべると情じよう勢せいははるかにデリケートですな。

鈴吹：おまけに、周囲の国が欲ほしがっている〝王威の竜りゆう輝き石せき〟、〝ヒースの芽〟、〝ピアニィに酷こく似じした少女〟とそろっているからねえ。
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たの：いつ、ビルベリが攻こう撃げきを受けても不思議ではありませんね。

藤井：はにゃあ！




　そうなのです！

　次の地図をご覧ください。
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　辺境の田舎いなか町まちにすぎなかったビルベリ。

　それが、フェリタニア合がつ衆しゆう国こく、戦国メルトランド、アガルタ公国、グラスウェルズ王国、神聖せいアンリ帝てい国こくと、計五カ国の勢せい力りよく圏けんの中心になってしまうとは！




鈴吹：『ゲッタウェイ』のネタに困こまらないように、奮ふん発ぱつしたからね。

たの：……ちょっと盛もりすぎだったかもしれませんが。

藤井：確たしかに、シナリオのネタには事欠かないのですが……。

鈴吹：「が」？

藤井：えーと、その話をする前に、いくつか質しつ問もんがあります。

たの：なんでしょう？

藤井：たのさん……のＰＣであるマルセルが、『デスマーチ』六巻のエンディングでこんなことを言ってますよね？




マルセル：そして提てい案あんがある。フェリタニア合衆国を再さい編へん成せいして、大だい統とう領りよう選挙をやりたい！

（『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』六巻より抜ばつ粋すい）
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たの：はい。言いました。

藤井：それってどういうことなんでしょう？

たの：つまりですね、分ぶん裂れつしてしまったフェリタニア合衆国を再びまとめるために、誰だれが大統領になるのかを選挙で決めようと……。

藤井：あ、知りたいのは選挙の目的ではありません。方法なんです。

鈴吹：方法？

藤井：だって、選挙といっても今の日本のように、全成人が選せん挙きよ権けんを持って投票できるわけじゃないですよね？




　これまで王おう政せいでやってきて、しかもそれぞれの国が弱点を抱かかえている情勢で、現代日本のように普ふ通つう選挙権を与あたえて選挙なんてできるかというと……。




たの：もちろん、それは無理です。




　ですよねー。




藤井：……とすると、どういう方法で選挙をするのか？　まずそれが知りたいわけです。

鈴吹：なるほど。藤井さんいいところに目をつけたね。それはわたしも知りたかった。

たの：採用されるかどうかは著ちよ者しやのかわたな次第ですが、一いち応おう案は考えてありまして。

藤井：どんな案ですか？

たの：旧フェリタニア合衆国の構こう成せい国こく、グラスウェルズ、メルトランド、ゴルフォード、アヴェルシア、ベルリール、各国の王の中から選挙でひとりを選んで大統領を決めるという案を考えています。

藤井：王様同士で選挙するんですか？　私の知っている選挙とは全然別物に感じます。

たの：中世ドイツの選せん帝てい侯こう会議のイメージですね。

藤井：……なるほど。そう言われるとそれも選挙なのか、という気がしてきます（笑）。

たの：で、統とう一いつ帝スリスが大統領を任にん命めいする形にする、というのがマルセルの腹はらづもりです。
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鈴吹：そうなのか！　そりゃまたえげつない（笑）。




　突如机つくえを叩たたいて笑いながら喜ぶ鈴吹社長！




藤井：え、えげつないんですか？

鈴吹：そりゃそうだよ。だって出来レースでしょ？

たの：はい。おそらくこの方法で選挙を実じつ施ししたら、フィリップが大統領になるでしょう。
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藤井：……すみません。話についていけません。

たの：えーと……順番に説明しますね。まず、マルセルとしては彼かれの立場から大陸の戦せん乱らんを鎮しずめるためにフェリタニア合衆国の国々が仲なか良よくした方がいい、と考えているわけです。

藤井：なるほど。それはわかります。

たの：ところが、合衆国を構成する中で最大の国であるグラスウェルズは必ずしもフェリタニア合衆国の傘さん下かでいる必要はありません。

藤井：そういえば、『デスマーチ』六巻でもそういう話をしてましたね。

たの：そこでマルセルとしては、グラスウェルズに有利な条件を出して、代わりに合衆国体たい制せいを認みとめさせようと考えているわけです。

鈴吹：要するに、合衆国大統領にフィリップを就つけることで、合衆国というシステムを安定させよう、ってことだよね。

たの：グラスウェルズの弱点は国家の正せい統とう性せいです。アンソンは「王威の竜輝石に頼たよらない」体制を模も索さくすると言っていますが、なかなかすぐにできることではありませんから。
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鈴吹：そこで、「統一帝から認みとめられた」という理由で権けん威い付けをするということだよね。もちろん、そうすることでフェリタニアはグラスウェルズの国力を利用できる。

藤井：でも、フィリップが選ばれるとは限らないでしょう？

たの：グラスウェルズがフェリタニア体制を抜けると困る国はどこですか？

藤井：え？　……えーと。まずメルトランドがそうですよね。……アヴェルシアもそうか。対妖魔の最前線だから、フェリタニア体制が弱体化すると困りますよね。

たの：メルトランドとアヴェルシア、つまりスリスとウィルフレッドの二票があり、グラスウェルズがそれに乗るなら、ベルリールとゴルフォードが結けつ託たくしても勝ち目はないんです。

藤井：ずるい！　それはずるいなあ（笑）。




　なるほど……これが〝黒いドラえもん〟と言われる悪知恵なんですね。
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たの：なにより、スリス自身を除けばフィリップの対抗馬になるのが……。

藤井：あ！　ドワーディンさんしかいないのか。……それはないですね（笑）。

鈴吹：普通に考えてベルリールもフィリップに乗るよね。アヴェルシアと状況が似てるし。

たの：あそこはシナリオ集で提供しているユーザーのＰＣの領りよう分ぶんなんで、どう動いたとしても大たい勢せいに影響ないように考えましたけどね。

藤井：ゴルフォードがフェリタニアを抜ける可能性は？

たの：その場合ゴルフォードが味方を減らすだけ損になります。基本、旧フェリタニアの構成国はフェリタニア体制があった方が得なんですよ。無条件でスリスの下につくのではなくなるべく有利な条件で体制を維持したいわけです。ただ……。




　少し言いよどんで藤井を見るたのさん。




たの：……ただ、マルセル的な視点で見るとひとつ懸け念ねんがありまして。

藤井：懸念？

たの：『ゲッタウェイ』二巻で登場した竜輝石は、グラスウェルズの王威の竜輝石でしょ？

藤井：あ、やっぱり気付いてました？

たの：竜輝石が〝白い〟って描びよう写しやがあったから、そうじゃないかなあ、と。

藤井：それで先ほど言っていた懸念とは？

たの：グラスウェルズの竜輝石を、フェリタニアとグラスウェルズが争うというのは、マルセルの構想にとって最大の危険ですから。王威の竜輝石をフィリップが持てば最悪グラスウェルズの合衆国離脱が現実化する。

藤井：確かにグラスウェルズとフェリタニアがビルベリを争い合う理由として、白い王威の竜輝石を出したわけですが……。

鈴吹＆たの：黒い！　さすが藤井さん！　黒い！（笑）

藤井：おふたりにそう言われると、釈しやく然ぜんとしませんが……、それはさておき色々合点がいきました。これでシナリオが作れそうです。

たの：「合点がいった」と、いうと？

藤井：つまりですね……。




　おふたりに今回のシナリオの構想を話す藤井。

　どちらも「ほう！」という感じで少し驚いていました。




藤井：それから鈴吹社長にもお訊ききしたいことがあるんです。

鈴吹：なにかな？

藤井：それはですね……。




　とまあ、このような感じでおふたりへの質しつ問もんをすませた私は、シナリオをまとめました。

　そして時間はあっという間に過すぎ去さり、リプレイ収しゆう録ろく当日がやって来たのです。







◆Preplay 02◆胸騒ぎの巡り会い




「（ひそひそ）なんか藤井さんが陰いん謀ぼうを企んでいるから気をつけろよ」

「（ひそひそ）なんで分かるっすか？」

「（ひそひそ）藤井さん、社長、たのさんの三人で色々相談していた。あの腹黒い三連星が揃って何もなしって方がおかしい」

「スゴイ説得力だ!?（笑）　にしても腹黒い三連星って、何？」

「（ひそひそ）ふっ、それは私の趣味の問題だ」

「（ひそひそ）腹黒ジェットストリームアタックとか、マジ勘弁してほしいっす」

「でも、藤井さんが悪巧みをするのはいつもの事では～？」

「……それもそうか」

「はにゃあ!?」




　……とまあ、こんな感じの愉快（笑）な会話を繰り広げつつ、いつものメンバーがＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室に集まってくれました。

　さっそく紹介しましょう。




菊きく池ちたけし

　通称〝きくたけ〟さん。

　ゲーム制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の専せん務む取締役副社長で、『ＡＲ２Ｅ』のゲームデザイナーです。数々の作品を手がけてきたリプレイの名手で、『アリアンロッド・サガ』シリーズでは『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以後『無印』）シリーズの執しつ筆ぴつをしています。




大おお竹たけみゆ

　フリーランスの女じよ性せい声せい優ゆうさん。『無印』シリーズで、フェリタニア合衆国の女王ピアニィのプレイヤーをしています。ＴＲＰＧ部ルティナスの部長でもあります。また、この本と同時発売の『イェーガー』で、チャイというＰＣを担たん当とうしています。

大竹みゆblog　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/
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渋沢佳奈しぶさわ・かな

『異界戦記カオスフレア Ｓｅｃｏｎｄ　Ｃｈａｐｔｅｒ』（新紀元社刊かん）などで活かつ躍やく中の、大おお阪さか在ざい住じゆうのイラストレーター。『ＡＲ２Ｅ』のルールブックには渋沢さんのイラストが掲けい載さいされています。『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ』シリーズでは藤堂凛々花とうどう・りりかのプレイヤーを担当しています。




緑谷明澄りよくや・あきすみ

　ゲーム制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくの、新しん進しん気き鋭えいのライター。前ぜん述じゆつのＴＲＰＧ部ルティナスの部員でもあります。

　著ちよ書しよは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』シリーズ、『アルシャードffリプレイ　天使がくれた世界滅めつ亡ぼう』（エンターブレイン刊）など。

　この本と同時発売の『イェーガー』では、エメロードというＰＣを担当しています。
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藤井忍

　このリプレイのＧＭと執筆を担当している、私、藤井忍です。

　プロフィールは前述したので略。




藤井（以下、ＧＭ）：皆みなさん、では『ゲッタウェイ』第五話の収録を始めます！

一同：よろしくお願いしまーす。




●今回予告とハンドアウト

　帝紀八一五年六月。

　戦乱の大陸アルディオンで、新たな戦乱の火種がくすぶり始める。

　つかの間の平へい穏おんを過すごすビルベリもまた、その流れからは無む縁えんではいられない。

　揺ゆれ動うごく世界情勢の中、結けつ婚こんを申もうし込こまれるリージュ。




大竹：け、結婚!?




　そして、ひとりの少年と出会うチコ。




緑谷：しょ、少年!?

渋沢：おお、これは恋の予感！（笑）







　ふたつの巡めぐり会あいは世界の破は滅めつをもたらすのか？

　それとも新たなる時代を切り拓ひらくのか？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

　第五話「邂逅★ロマンティック」




　───竜の石は散り、新たなる戦乱の時代へ。




菊池：邂逅★ロマンティック……。

ＧＭ：はい。

菊池：何だよ、このマヌケなタイトル!?（一同笑）

ＧＭ：全然マヌケじゃないですよっ！（笑）

大竹：すごい……今回予告の時点で、リージュには結婚の話が振ふられてる。

緑谷：チコも、ロマンスの予感がひしひしとする！　ロマンティックっていい響きっすね！

渋沢：あはは、ふたりともがんばれ。私は優やさしく見守っていよう（笑）。

ＧＭ：では、ハンドアウトを配はい布ふします。




▼ヒルダ用ハンドアウト

コネクション：ヴィクトリオ　　　関係：師し匠しよう

　最近、キミはヴィクトリオの仕事を手伝っていた。

　それで分かったことは、自分たちとビルベリが直面している国こく際さい情勢の複ふく雑ざつさだ。

　一手間ま違ちがえればこのビルベリを中心に大戦争が起こりかねない。

　こんな時、あの偉い大だいな養父だったらどんな手を打つだろうか？
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渋沢：なるほど……ビルベリを取とり巻まく情勢は複雑ですよね。

ＧＭ：そうですね。色んな国に囲まれて、狙ねらわれやすい位置にありますから。

渋沢：面めん倒どうくさい場所だな。ＧＭも、もっと大陸の端はしの町にしてくれればいいのに！（笑）

ＧＭ：私としても『ＡＲＧ』でここまでややこしい立地になるとは思いませんでした。

菊池：はっはっは。油ゆ断だんも隙すきもないな（笑）。

渋沢：菊池さんがやったんでしょ！（笑）




▼チコ用ハンドアウト

コネクション：出会った少年　　　関係：慕ぼ情じよう（変へん更こう可か）

　ビルベリの住人は流る浪ろうのキミたちのことを受け入れてくれた。

　それどころか、キミ個こ人じんを聖せい樹じゆとして敬うやまってくるありさま。

　そんな日々の中、キミは町の中で道に迷まよう少年と出会う。

　ひと目で育ちが良いと分かるこの少年、いったい何者だろうか？




緑谷：おお、関係が〝慕情〟！　これが今回予告に出てきた少年っすね！

ＧＭ：はい。この少年とはオープニングで出会うことになります。実じつ際さい出会ってみて、関係を他のものにした方が良いと思った場合はその時点で変更してください。

緑谷：育ちがいいって、どんな感じなんですかね？

ＧＭ：身なりもいいし、言動からも気品が感じられるというイメージです。

緑谷：名も知らぬ少年と甘あまいラブロマンス！　始まる前から、胸むねがキュンキュンします☆




▼リージュ用ハンドアウト

コネクション：アンリ　　　関係：慕情（変更可）

渋沢：アンリに慕情!?（笑）

ＧＭ：もし、大竹さんが関係が他のものが良いと思った場合、遠えん慮りよなく変更してください。

大竹：……チェンジで。

緑谷：即そつ決けつだ!!（笑）




アンリ

　グラスウェルズ王国の王位継けい承しよう権けん第一位だった人物。現げん国こく王おうフィリップの叔父おじ。帝紀八一三年に反はん乱らんを起こしたが失敗。生死不明になっていたが大崩壊グレートデイストラクシヨン後に神しん聖せいアンリ帝国の建国を宣せん言げんし、歴史に返かえり咲ざいた。
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大竹：う～ん。リージュから見たら、お兄様……ヒューバードにひけを取らない人かどうかが、気になるポイントですね。
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緑谷：王族で、野心を持っていて、祖そ国こくを追われてますから……ヒューバードとそこそこ共通点はありますよ（笑）。

菊池：どう考えてもアンリにリージュを満足させる戦闘力があるとは思えない！

大竹：あたしの判断基準はそこなの!?（一同笑）

ＧＭ：えーと。ハンドアウト、続きを読み上げますね。




　ビルベリの町で過ごすキミのもとに、ひとりの男だん性せいが結婚を申もうし込こんできた。

　申し込みの手紙からは、キミに対して不自然なまでに熱を上げている様子が伝わってくる。

　さらに、キミを奪うばい取とるために軍まで動かしているらしい。

　その男の名は、アンリ。

　神聖アンリ帝国の皇帝その人だった。




緑谷：軍を動かすとか、物騒っす！（笑）

渋沢：チコとリージュ、お相手に差がありすぎる（笑）。

大竹：それにしても、リージュと結婚して、アンリにどんな得があるんでしょう？

緑谷：リージュは、身分は高くないっすからねぇ。普通なら婚こん約やく話なんて来ないはず。

菊池：ピアニィにそっくりなところを利用するつもりなんじゃねぇの？　いい具合にピアニィは行方不明だから、リージュをピアニィだと言いい張はることは可か能のうだ。

大竹：なるほど！　アンリ、案外頭いい！（笑）

ＧＭ：アンリは切れ者ですからね。

渋沢：長い間愚ぐ鈍どんなふりをして周囲を騙だまし、ここぞというところで本ほん性しようを見せて、国を乗っ取ろうとしたから、か。

菊池：でも、反乱は失敗してるから、やっぱり無む能のうなんじゃないかなぁ（笑）。

大竹：どちらにしろ、アンリとはロマンスになりそうな気がしませんよ～（笑）。




▼ギデオン用ハンドアウト

コネクション：ビルベリの住人たち　　　関係：庇ひ護ご

菊池：何だ、「関係：慕情」じゃないのか（一同笑）。

渋沢：ビルベリの住人全員とロマンスしたいと!?（笑）

菊池：そんなことはないけど。でも、慕情が続いたもんだから、つい（笑）。




　キミはいま、人生の絶ぜつ頂ちよう期きにあった。

　ビルベリの住人は皆みなキミを慕したい、尊そん敬けいの眼まな差ざしを向けてくる。

　そんな彼らが、国際情勢の悪化による不安をキミに訴うつたえてきた。

　彼らのために、キミができることはないだろうか？




菊池：国際情勢？　ギデオンは難むずかしいことなんて分からないよ？（一同笑）

緑谷：この中で最年長なのに、世せ情じように疎うといってどういうことっすか！（笑）

菊池：世情に疎い大人おとなで悪いか!?　俺おれにできるのは、雨あま乞ごいのダンスを踊おどるくらいだ！




　ギデオンがダンスを踊っても、雨は降ふりません。




菊池：（ハンドアウトを読み直して）俺、人生の絶頂期、なのか。

緑谷：あとは転落するのみっすね。

菊池：そんなことないよ！　あと四〇年くらい絶頂期が続いたっていいと思わないか!?

渋沢：思わない（きっぱり）。

菊池：今、即そく答とうだったよ!?




＊　　　＊　　　＊




渋沢：今回はラブコメちっくな展てん開かいになるんだろうか……。

緑谷：チコとリージュのハンドアウトはラブコメ要よう素そが入ってるように見えるっすが。

大竹：でも、今回予告だと「世界の破は滅めつ」とか「新たなる時代」とか言ってますからね。

菊池：ビルベリの雲行きがあやしくなってきてるというのは分かった。オープニングが終われば、どんな感じなのか分かるんじゃないか？（笑）

渋沢：それだと手て遅おくれになっている可か能のう性せいが（笑）。でもまあ、とりあえず全ぜん容ようが分かるまでは手の打ちようはないか。

ＧＭ：では次に、ＰＣの成長報ほう告こくに移うつりましょう。今回は一気に10レベルに到達です。

一同：わーいっ!!




●ＰＣの成長




▼ヒルデガルド・ゴーダ（10レベル）の場合

ＧＭ：ＰＣの成長報告をお願いします。まずはヒルダから。

渋沢（以下、ヒルダ）：ウォーリアから、上級クラスのナイトに転てん職しよくしたぞ！

一同：おおおお────っ！

大竹：お姉様は騎き士しになられたのですね～♪

ヒルダ：このギルドだと、ウォーロードよりはナイトの方が良さそうだと判はん断だんしたんだ。そして【ＨＰ】も[image: ]……とうとう三桁けたになった。ディフェンスは任まかせろ。

菊池：攻撃に偏かたよりがちなメンバーが多いから、みんなを守る盾たて役がいてくれると嬉うれしい。

ヒルダ：装そう備びは、武ぶ器きを光の槍やり、胴どう部ぶ防ぼう具ぐをクリスタルアーマーに買かい換かえた。光の槍は、ダメージを物理から〈光〉属ぞく性せいの魔ま法ほうへと変更できる。

緑谷：攻撃面でも着実にパワーアップしてる！

ヒルダ：まぁ、ダメージは12Ｄ＋16点くらいだから、大したことないが。

菊池：12Ｄ＋16点なら、十分に強いじゃないか。

ヒルダ：（真しん剣けんな面持ちで）いいか、12Ｄということは、最低12点しか出ないということもあり得るデータなんだ！

菊池：２Ｄの平へい均きん値ちが７だから、12Ｄの平均値は42。12点ってことはないだろ。

ヒルダ：……菊池さん。

菊池：何だ。

ヒルダ：２Ｄの平均値が７だなんて……幻げん想そうだ（一同笑）。

大竹：ヒルダお姉様は、ダイスの出目にコンプレックスがあるんですね（笑）。
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▼チコ・Ｈ・ワトソニー（10レベル）の場合

緑谷（以下、チコ）：チコっす～！　オイラも10レベルになって、上じよう級きゆう職しよくに転職！　メイジからソーサラーになったっす！

ヒルダ：チコはウィザードでなく、ソーサラーを選んだんだな。

チコ：そうっす。二巻冒ぼう頭とうでソーサラーのグレイお爺じいちゃんに師し事じしてたのもあって、同じクラス構成に（笑）。
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ＧＭ：スキルは何か目新しいものを取得しましたか？

チコ：【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】無む視しのダメージを与えられる《クラッシュバリア》と、ＧＭに質問ができる《スタンドバイ》あたりっすかね。

ヒルダ：《スタンドバイ》はＧＭの腹はら黒ぐろなシナリオ対たい策さくだな（笑）。

チコ：そうっすね（笑）。あと、アブソリュートスタッフと大地のローブを購入したっす。
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▼リージュ・フェア・リース（10レベル）の場合

大竹（以下、リージュ）：リージュはパラディン／ガンスリンガーで攻撃を強化しました～っ！（一同笑）

ヒルダ：リージュは聖せい騎き士しの道を選んだんだな。なるほど、確かに攻撃に特化したタイプだ。（シートを見つつ）だが、《ヒール》、《クイックヒール》や《プロテクション》に《アフェクション》と防御・回かい復ふく系のスキルはしっかり押さえているじゃないか（笑）。

リージュ：でも、今回はガンスリンガーのスキルをいっぱい取ったんですよ！（力説）　《カウンターショット》でしょ、《ラストアクション》でしょ、それから……。

菊池：ちょっと待て！　《ラストアクション》は戦せん闘とう不ふ能のうになる時に使うスキルだぞ。つまり、それは回復役のリージュが倒たおれる時、だ。ギルドは敗北寸すん前ぜんだぞ!?（爆ばく笑しよう）

リージュ：大だい丈じよう夫ぶです！　何とかなりますよ！（笑）

ＧＭ：まぁ、このギルドの戦闘方ほう針しんは「みんなで攻撃しよう」ですから。

リージュ：そう！　ひとりやふたり倒れても、みんなで攻撃してればきっと勝てますって！

ＧＭ：装備に関してはどうですか？

リージュ：胴部防具をクルセイダーガーブ、補ほ助じよ防具をファインポイントアーマー、装そう身しん具ぐを豊ほう穣じようの花か冠かんに変更しました。クルセイダーガーブは、《ヒール》や《プロテクション》の効こう果かが＋２なので、回復役としても少し強化されました♪
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▼ギデオン・ガバドン（10レベル）の場合

菊池（以下、ギデオン）：町で遊んでいるだけに見えて、俺もちゃんと10レベルになった。

チコ：おっちゃんは一番年上なんだから、しっかり働いて欲ほしいっすよ！（笑）

ヒルダ：我われ々われは、なすべきことが多い。ギデオンなりに忙いそがしい日々を送ったと思うぞ。

ギデオン：ふむ。じゃあ、ヒルダの手伝いをして経けい験けん点を稼かせいだってことにしとこう。

ＧＭ：どんなスキルを取得しましたか？

ギデオン：《ドッジムーブ》のレベルを上げたから、回かい避ひがかなり得意になったぞ。

チコ：おっちゃんがより素す早ばやくなった！

ギデオン：そう。まさに、蝶ちようのように舞まい、蜂はちのように逃にげる！（一同笑）

リージュ：蜂のように逃げるって……（笑）。

ヒルダ：蜂のように刺せっ！　それを言うなら！（笑）

ギデオン：ははは、冗じよう談だんだ。他にも、ダメージを上げるスキルの《ファイアステップ》も取得したんで、地味ながら攻撃も強くなってるぞ。

ヒルダ：なんだ。それならばいいのだが。

ＧＭ：装備はどうなりました？

ギデオン：大おお幅はばに変わった。武器が両手ともキドニーダガー、胴部防具がフェザーアーマー、補助防具が俊しゆん足そくのブーツ、装身具が手入れ道具になったぞ。以上だ。
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●ギルドの成長

ＧＭ：では、ギルドの成長をしましょう。ギルドレベルが４から６になりますね。

ヒルダ：これで、新たなギルドサポートがふたつ取得できるな。

ギデオン：俺らに向いてそうなのは、《限げん界かい突とつ破ぱⅡ》と《再さい行こう動どう》ってところかな。

ヒルダ：では、新しん規き取得はそのふたつにしよう。

リージュ：あとは、何を持っていくか、ですね？

チコ：《蘇そ生せい》と《再行動》は必須っすよね。

ヒルダ：《陣じん形けい》があると、私が素早く接敵できるな。

リージュ：今回予告の感じだと、《偽ぎ装そう情じよう報ほう》の使いどころはなさそうですね……。

ギデオン：〝ロマンティック〟だしな。《偽装情報》を使って仕掛ける話ではなさそうだ。

ヒルダ：そうなると、あとは《限界突破Ⅱ》か《祝福》の選せん択たくになる。

ギデオン：【ＭＰ】に関してはポーションで代用できるから、《祝福》はなくていいと思う。

ヒルダ：では、《蘇生》《陣形》《限界突破》《限界突破Ⅱ》《再行動》を持っていくか。

リージュ：そうですね～。

ヒルダ：私の戦闘準じゆん備びが整うのは、２ラウンド目になりそうだから、《限界突破》を使うのは２ラウンド目になるかもしれないけどな。

ＧＭ：では、オープニングに移りましょう。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆追憶の午後




　帝紀八一五年六月。

　戦国メルトランド、ビルベリにある領りよう主しゆの館。

　ヒルダは領主のヴィクトリオと、チェスを指しながら、アルディオンの情勢について話し合っていた。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ります。まずはヒルダのオープニングシーンから。

ヒルダ：はい。

ＧＭ：時期は帝紀八一五年六月のある昼下がり。二巻の終わりから、約半年後になります。

ヒルダ：私たちもかなりビルベリに馴な染じんでいる頃ころ合あいだな。

ＧＭ：そうですね。場所はビルベリ領主の館、ヴィクトリオの執しつ務む室しつ。

ヒルダ：ヴィクトリオの仕事を手伝っているシーンか？

ＧＭ：いえ、今は休きゆう憩けい中。ヴィクトリオの執務室にあるテーブルを使って、彼とヒルダはチェスに興きようじているというシーンにしたいと思います。

ヒルダ：おー！　なんかかっこいい（笑）。それでいきましょう。

ＧＭ：「それにしても、大変な世の中になったものだ」と、彼はヒルダに語りかけます。

ヒルダ：待ってました！　プレイヤーとしても今世界がどうなっているか是非知りたい。

ＧＭ：では『ゲッタウェイ』二巻のあと、何が起こったか順次説明しますね（←とテーブルの上に地図を広げる）。




　ここで説明したのは前巻や17ページから書いた内ない容ようとだいたい同じ。

　くどくど書いてもしかたがないので要約すると……。




①大崩壊によりエストネル王国は滅亡、ピアニィたちは行方不明。

②フェリタニア合衆国が分裂し新しん興こう勢力が台頭した。

③ビルベリの町が、五つの勢力に囲まれている。




　そして、『デスマーチ』六巻の結果を受けて。




④フェリタニア合衆国包ほう囲い網もうが敷しかれ攻撃を受けたが、フェリタニアは撃げき退たいに成功した

⑤フェリタニア合衆国は大統領選挙によって再さい編へんを図ろうとしている。




ＧＭ：……とまあこんな感じになっております。

一同：事じ件けんが盛もりだくさんだ！

ＧＭ：『ゲッタウェイ』シリーズ担当の私も『ＡＲＧ』や『デスマーチ』に負けないよう、イベント盛りだくさんでいきたいです！

ヒルダ：いやいやいや！（←手のひらを顔の前で激はげしく振ふりながら）

チコ：そんなところを競わなくていいっす！（笑）

リージュ：スリスちゃんやイザベラさんはどうなったんでしょう？

ギデオン：スリスは暗殺されそうになったがアキナが助けた。イザベラも今のところは無事だな。（←『ＡＲＧ』の著者で『デスマーチ』のプレイヤーなので当然くわしい）

[image: ]

ヒルダ：まあよかった……のかな？

ＧＭ：では、ここまでの説明を踏ふまえたうえでビルベリの状じよう況きようを聞いてください。

ヒルダ：わ、わかった。
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ビルベリ

　周囲を複ふく数すうの勢力に囲まれたビルベリは、〝王威の竜輝石〟〝ヒースの芽〟〝ピアニィ似にの少女〟を擁ようし、すべての勢力から狙われている。
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一同：最悪だ!!

ヒルダ：なんで周囲の勢力にこんなことが知られてるの────っ!!

リージュ：まあ、王威の竜輝石についてはジェラルドさんが吹ふい聴ちようしてましたからねえ。

[image: ]

チコ：ヒースの芽も衆しゆう目もくにさらしているし……。

ギデオン：リージュも顔を隠かくして生活しているわけじゃないしなあ。

ＧＭ：人の口に戸は立てられぬ、ということですね。

ヒルダ：ま、まあ仕方ないか……。では、世情をヴィクトリオから聞いた私は問い返します。「ビルベリは注目の的のようですが、差さし迫せまった脅きよう威いはなんでしょう？」

ＧＭ：ヴィクトリオはヒルダに答えます。「現状は切せつ迫ぱくした脅威はない。ただ、山の向こうを神聖アンリ帝国軍が通つう過かしていったこともあったし、いつどうなってもおかしくない」

ギデオン：神聖アンリ帝国軍か。それは『デスマーチ』六巻のエピソードだな（笑）。

ヒルダ：なるほど……。厳きびしい状況だけど、とりあえず一安心かな。

ＧＭ：「我々は我々に今できることをする以外にはなかろう」とヴィクトリオが言います。

ヒルダ：そうだな、そのとおりだ。……ところで、いまさらだが、この町での私の仕事は、具体的には何だろうか？

リージュ：難なん民みんを受け入れたり、世話をしたりしているんじゃないですか？

ＧＭ：難民の面倒はアナリタが見ています。彼かの女じよはビルベリ護民団という組織の代表になりました。
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リージュ：ああ、人望があるアナリタさんなら向いてますね！

ＧＭ：ヒルダの仕事で一番忙しいのは、裁さい判ばん官かんの職しよく務むでしょう。

ヒルダ：私が、裁判官だと!?

ＧＭ：別名、揉もめ事ごとの仲ちゆう裁さい。

ヒルダ：なんて面めん倒どうくさそうな!!

チコ：確かに難民と町を救ったヒルダお姉ちゃんなら揉め事の仲裁には最適っす！（笑）

ヒルダ：ははは（苦笑）。まさか、私が文官めいた仕事をすることになるなんてな。

ＧＭ：もちろん、町の警けい備び隊たいの編へん制せいと指し揮きも、ヒルダが執とることになります。

ヒルダ：えっ、警けい備び隊長も私なのか!?

ＧＭ：ビルベリで一番強かった騎士のレイチェルを打うち倒たおしましたから。
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ヒルダ：……そ、そう言われてしまっては仕方ない。引き受けよう。自分たちがしたことの責せき任にんは負わないとな。

リージュ：さすがはお姉様！

ヒルダ：元より、何もせずにいるのは性しよう分ぶんに合わない。懸けん命めいに働いた分、ビルベリが住みよい町になるなら、やりがいもあるさ。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：で、場面は戻もどりましてヒルダとヴィクトリオはチェスを指しているところ。ふたりとも饒じよう舌ぜつではなさそうですから、チェスに興じながらポツポツと語ることになるでしょう。

ヒルダ：「チェスはお義父とう様の趣しゆ味みだったなぁ」と喜んでお相手をしますよ。

ＧＭ：ヴィクトリオは優しく笑いながら盤ばん面めんを眺ながめます。「ヒルダ殿の義父であるゴーダ伯はくとも、何度かチェスを指したことがあるよ」
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ヒルダ：私はお義父様に勝てたことがありません……。

ＧＭ：「安心するといい、わしもそうだった」（一同笑）

チコ：ゴーダ伯、容よう赦しやないっす！（笑）

ヒルダ：（ぽつりと）お義父様は……チェスも、強かった。

ＧＭ：「そうだな。いつも気むずかしい顔をしていた彼が、チェスをする時だけは、楽しそうにしていたよ」

ギデオン：おお、なんかやりとりが格かつ好こいい。

ＧＭ：「ゴーダ伯は高い理想の持ち主だった。君はその遺い志しを継つぐつもりはないのかね？」

ヒルダ：お義父様の、遺志？

ＧＭ：「大陸に平和をもたらすこと。ただ、彼はそのためならば、手しゆ段だんは問わなかったが」とヴィクトリオは苦笑交じりに言います。

ヒルダ：……その点で言えば私はお義父様の後こう継けい者しやではありません。……もし武力以外の方法で平和がもたらせるならば、別ですが……。

ＧＭ：すると、ヴィクトリオは優やさしい声で「そうか。きっと、ゴーダ伯もあの世で満足しているだろう」と言います。

ヒルダ：盤面から顔を上げて、ヴィクトリオ殿どのの顔を見る！




　驚おどろいたような顔のヒルダを、ヴィクトリオが穏おだやかな瞳ひとみで見つめながら言った。

「自分と同じ生き方をするよりは、子こ供ども自身が望むように生きて欲しいと思うものさ……父親というものは、な」




ヒルダ：！（←一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる）

ＧＭ：……と、ヒルダが成長を感じさせる台詞せりふを言ったらいいと思うよ、と鈴吹社長から言われておりました（一同笑）。

ギデオン：社長の入いれ知ぢ恵えかよ！（笑）

チコ：こんなことまで予よ測そくしてるっすか！（笑）

ヒルダ：では……自分の胸にそっと手を当てて、お義父様のことを偲しのびます。

ＧＭ：「もし生きていれば、『どこに出しても恥はずかしくない、自じ慢まんの子だ』と言ったに違ちがいないさ」

ヒルダ：……ありがとう。今まで、こんな風に、お義父様の話をできる人はいなかった。だから、あなたとこうやって話ができて、とても嬉しい。

ＧＭ：「こちらこそ。話につきあってくれてありがとう」とヴィクトリオが笑いかけたところでこのシーンを終わります。

チコ：うーん。ヴィクトリオのおっちゃんの発言が微び妙みように死にフラグっぽいっす（笑）。







◆Opening 02◆俺は人気者




　ゲッタウェイの面々が、ビルベリに住むようになって、はや半年。

　ギデオンは、持ち前の調子のよさで、町の人々と意気投合していた。




ＧＭ：次は、ギデオンのオープニングシーンです。場所はビルベリ……。

ギデオン：（モノローグ風に）あれから約半年。俺は、ビルベリで暮くらす人間すべてと、友人になっていた……（一同笑）。

チコ：住人全員と友人!?　おっちゃん、何でそんな子供っぽい見栄を張はるっすか!?（笑）

ギデオン：前回活躍したんだ、友人の数くらいサバ読んでもいいだろ!?（笑）

ＧＭ：ギデオンが言っていることも、あながち間ま違ちがってないですよ。

一同：えっ!?

ＧＭ：ヒルダと同様に、ギデオンもビルベリが抱えていた問題を解かい決けつした功労者です。当然、住人たちから慕したわれています。

ギデオン：お、俺が、慕われて、いる……？（←「想定外だ！」という表情）

ＧＭ：そうですよ。ちゃんとハンドアウトもそうなっているでしょう？（笑）

ギデオン：（ハンドアウトを読み直す）……本当だ！　「ビルベリの住人は皆キミを慕い」って書いてある！（一同笑）

ＧＭ：そんなわけで、ギデオンが町に出向くと、と老ろう若にやく男なん女によから声をかけられます。

リージュ：（住人になって）「ギデオンさん、ちょうど今、パンが焼けたんですよ！　ちょっと持っていって！」

ヒルダ：（住人になって）「今夜一いつ杯ぱいやりましょう！　もちろん、奢おごりますから！」

チコ：（住人になって）「ギデオンおじちゃん、遊んで～！」

ギデオン：おお……俺が、受け入れられている！　受け入れられているぞー!!（嬉き々き）

チコ：ああ、おっちゃんが満ち足りた顔をしてるっす！

リージュ：おじ様、よかったですね～。

ギデオン：ああ、俺は今人生の絶頂期だよ！　……よしみんな、とりあえず飯を食おうぜ！

ヒルダ：ちょっと待て。難民を受け入れた今、住人の数が膨ふくれあがって、ビルベリは食料が乏とぼしいんじゃないか？

ＧＭ：少ない食料をみんなで分け合って食べている状じよう態たいです。それでも、住人たちはギデオンに優ゆう先せんして食料を回そうとしますよ。

リージュ：みなさん……優しいですね……。

ギデオン：ははは、ひとりで食べても美味しいわけないだろう！　食事は、皆で食べてこそ、だ。ほら、平等に分けよう、平等にな！

ヒルダ：ほほう。独ひとり占じめするかと思ったら、そんなことはなかったか。いい心がけだ。

ＧＭ：「やっぱりギデオンさんは優しいなぁ」「しかも強い！　頼たよりになるなぁ！」「何かあっても、ギデオンさんが何とかしてくれるさ」と、住人たちの表情が晴れてきました。

ギデオン：はっはっは、何かあっても、お前たちを守ってやるさ！　……ヒルダが。

ヒルダ：おいおい（笑）。

ＧＭ：すると、そんなギデオンにビルベリの住人は不安を訴えかけます。

ギデオン：不安？　どんなこと？

ＧＭ：「こないだ旅の商人が言ってましたけど……フェリタニア合衆国軍が近くに駐ちゆう屯とんしてるんですって？」とか「山を越こえた向こう側には、神聖アンリ帝国の軍ぐん勢ぜいがいるって！」とか「いつ攻せめられるのか気が気じゃないっすよ！」とか……。

ギデオン：ふむ、これは……いよいよやばくなったら逃げるしかないな。

一同：：おいっ！（笑）

ギデオン：……と内心思っていても口には出さない。逃げる時はこっそり逃げるさ。

一同：最低の大人だ!!

ギデオン：仕方ないだろ？　もし大国の軍隊に攻められて、この難民だらけで食料も乏しい町に籠こもって応おう戦せんするのか？　そっちの方が被ひ害がいは大きいぜ？

チコ：理り屈くつは正しいっすが、人間として、大人としてどうかと思うっす！

ギデオン：もちろん大人なので思っていることを正直に口に出したりはしない。町の連中には「そういうことはヒルダに任まかせておけばなんとかなるさ！」と言っておく。

ヒルダ：こらっ！　何でも私任せか！

ＧＭ：「ああ～、ヒルダさんはお若わかいのにしっかりしていらっしゃるからなぁ」

ギデオン：そうだろう、そうだろう？　だから、あいつに任せておけば安心だ！

ＧＭ：そんなギデオンを住人たちは、やんやともてはやします。

ギデオン：……やばい。こうも良くされると、さすがに罪つみの意い識しきを感じてきた（一同笑）。




　基き本ほん的てきに善ぜん人にんなギデオンであった。




ヒルダ：ここまで住人に期待されてるなら、もっと仕事をこなしてもらわないとな。

リージュ：町の人に慕われているなら、マネージメントをするというのはどうでしょう？

ギデオン：マネージメント？

チコ：要するに、町の人にどんな仕事をさせるか割わり振ふる作業っすね。

ギデオン：自分で仕事をしないのか！　それなら向いているかもしれない（笑）。嬉き々きとしてマネージメントをするぞ！

ＧＭ：では、ギデオンが秘ひめられた才さい能のう（？）に気づいたところで、シーン終しゆう了りようです。







◆Opening 03◆それは運命の出会い!?




　ビルベリに移うつり住すんでからというもの、チコは毎日町を散歩していた。

　町並みはいつもと変わらない。

　でも、そこに住む人々の暮くらしは変わっていく。

　ヒルダたちの努力によって人々が笑顔になっていく。それを見るのがチコの楽しみだった。

　そして、そんなチコを見つめるひとりの人物がいた。




ＧＭ：では、次。チコのオープニングシーン。チコはひとり、町中を歩いています。

チコ：お散歩、お散歩♪　帽ぼう子しを被って、てっくてく～♪

ＧＭ：チコが町を歩いていると、「ありがたや、ありがたや」と年配の人々が拝おがんできます。

チコ：えっ、ど、どうして？　オイラ、別に偉えらい人でも何でもないっすよ!?

ギデオン：チコの頭に生えている〝偉い大だいなるヒース〟を拝んでるんだろ。

ＧＭ：ギデオンの言うとおりです。〝偉大なるヒース〟はメルトランド人にとって信しん仰こうの対象。拝むのも自然なことです。

チコ：ええっ、そ、そんな～！　帽子を押おさえながら「特別扱あつかいとか、あんまり嬉しくないっすよ!?」と言っちゃうっす！

リージュ：きっと、チコちゃんと年の近い町の子供たちとかは無む邪じや気きに遊んでくれますよ～。

チコ：そ、そうっすよね！

ヒルダ：（町の子供になって）「あ、チコちゃんだ～！」

リージュ：（町の子供になって）「今からみんなで石いし蹴けりでもしようって言ってたんだ。一いつ緒しよに遊ぼう？」

チコ：よ、よかった～、オイラはひとりぼっちじゃない！（感かん涙るい）

ギデオン：でも、いざ遊ぼうとすると、親おや御ごさんたちが「〝偉大なるヒース〟を宿した聖せい女じよ様がお怪け我がなされたらどうするの！」と言って、子供を連れて行くんだな！（一同笑）

チコ：そ、そんなぁ！　オイラも、お友達が欲しいっす!!

ＧＭ：ま、まぁ、最初のうちは聖女様ということで特別扱いされていましたが、最近は打うち解とけてきて、チコのことをかわいがってくれたりしますよ。

チコ：よ、よかった！　なら、みんなに挨あい拶さつをしつつ、散歩をするっす。これも、一種の見回りっすよ♪

ＧＭ：やがてチコが町外れにたどり着くと、少年がひとりで歩いているのを見かけます。キョロキョロと物もの珍めずらしそうに辺りを見回してますね。

ヒルダ：少年!?（声が上うわ擦ずる）

ＧＭ：外見年ねん齢れいは、チコより若じやつ干かん上……一五歳くらい。質の良い衣服を身に纏まとっていたり、バッグなどがシンプルながらに使いやすそうだったり、身なりが良いです。

ヒルダ：ほう、中学生くらいの、身なりの良い少年。ほほう、ほほう。

ＧＭ：チコにはその少年に見覚えはありません。旅装しよう束ぞくに身を包み、どうもこの町の人間ではない様子。

チコ：旅人かな？　「何をしてるっすか？」と話しかけてみよう。

ＧＭ：少年はチコの方へ振ふり向むくと、「すみません。この町に来たばかりで、道がよく分からなくて」と困こまったように言います。

チコ：ほほう、道に迷まよってるっすか。

ヒルダ：良家の子息がひとり旅？　親なり護ご衛えいなりはいないのか？

ＧＭ：一応、彼自身は武器を背せ負おってます。

ヒルダ：武器？　どんな？

ＧＭ：打だ撃げき武器……まぁ、ぶっちゃけてしまえば、ハンマーです。

チコ：護ご身しん武器にハンマーを選ぶとは珍めずらしい……。

ヒルダ：ハンマー？　……あっ!!




　何かに気付いた様子の渋沢さん。




チコ：ヒルダお姉ちゃん？　どうかしたっすか？

ヒルダ：いや……シーンを続けて。私はその場にいないから、口出ししない（笑）。

チコ：じゃあ、不ぶ躾しつけかなぁと思いつつも、もう少しその少年を観察するっす。何か他に特とく徴ちようはないっすか？　具体的な容よう姿しの描写をプリーズ！（そわそわ）

リージュ：チコちゃんがそわそわしてる（笑）。

チコ：そりゃあもう！　ハンドアウトを読む限かぎり、この少年は、オイラのロマンスのお相手っすから！（そわそわ）

ＧＭ：そうですね……その少年は品のある顔立ちをしています。なかでも一番目をひくのは、紫むらさき色いろの瞳でしょうか。

ヒルダ：（「ガタッ!!」とプレイヤーが立ち上がる）

ギデオン：紫色の瞳!!　こ、これは、もしかして……。

ヒルダ：や、やっぱり、あの有名ＮＰＣ!?（そわそわ）

ＧＭ：「え、ええと……？」　チコに見つめられて、少年は戸と惑まどっています。

チコ：こっちから声をかけておいて何ですが、チコは人見知りするので「あ、あう……そ、その……」と言葉を詰つまらせるっす。




　ビルベリの片かた隅すみで、言葉に詰まりながら見つめ合う少年と少女。




ＧＭ：「君はこの町の人？　僕ぼくはヴィクトリオという人の屋や敷しきに行きたいんだけど……」

チコ：ヴィクトリオさんは知り合いだから、案内するっすよ！　えっと……お兄ちゃん、お名前なんていうっすか？

リージュ：そういえば、まだお互たがい名乗り合ってないんですね～（笑）。

ＧＭ：「僕の名前？　えっと、その……あ！　そう、僕の名前はマクリルっていうんだ！」

一同：マクリル！（笑）

リージュ：これ、露ろ骨こつに偽ぎ名めいですよね～♪

ヒルダ：ああ。マクリルという偽名。そして、紫色の瞳……。

ギデオン：間ま違ちがいないな。この少年は……。




　全員でそわそわする、ギルド〝ゲッタウェイ〟のみなさん。




チコ：プレイヤーとしては正体に気付きますが、チコが気付けるはずがないので、そういうロールプレイをするっす！　「じゃあ、マクリルさんは、オイラについてくるといいっす」

ＧＭ：マクリルは「ありがとう。君の名前は？」とチコに訊たずねます。

チコ：「オイラはチコ。ヴィクトリオさんのお屋敷に案内するっす！」と手を差し出します。

ＧＭ：「ありがとう」とマクリル少年は手を握にぎり返します。その手はとても温あたたかいです。

チコ：キュン☆（←胸がときめいた音）
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ＧＭ：マクリルは道すがらチコに向かって「このビルベリには、変わった人たちがいるんだって？」と世間話を始めます。

チコ：変わった人？

ＧＭ：「ピアニィ陛下に似にた人がいるとか……」

リージュ：ギクッ！

ＧＭ：「所しよ在ざい不明になったはずの王威の竜輝石を、町の領主が持っているとか……」

ヒルダ：うっ!?

ＧＭ：「それから……（声を潜ひそめて）〝偉大なるヒース〟の芽があるとか」

チコ：ビクーン！（飛び上がった）　あ、あははは、そ、そんなわけないじゃないっすか！　人の頭に生えているとか、そんなことないっすよ～！（ガクガク）




　ロールプレイでなくプレイヤー本人が挙きよ動どう不ふ審しんになる緑谷さん。




ＧＭ：「メルトランドでは今〝偉大なるヒース〟があれば、国民の心がまとまって混こん乱らんが収まるんじゃないかっていう人がたくさんいるんだ」とマクリルは言います。

チコ：それは確かにそうかも……。

ＧＭ：「チコはどこの国で生まれたの？」

チコ：メルトランドっすよ。都会に住んでたっす。

ＧＭ：「そうなのか。僕の母もメルトランド人なんだけど、父はグラスウェルズの騎士でね。だから、僕はメルトランド人とグラスウェルズ人のハーフなんだ」

チコ：なるほど……。

ヒルダ：……くーっ!!（←言いたいことをこらえて悶もだえている）

ギデオン：この会話「マクリル」の正体がわかってるプレイヤーの方が緊きん張ちようするよ（笑）。

ＧＭ：そんな話をしているうちに、やがて領主の館にたどり着きます。「チコ、ありがとう。とても助かったよ」とマクリル。

チコ：どういたしまして！　というか、ヴィクトリオさんの所まで案内するっす！

ＧＭ：「本当に!?」と、マクリルは驚いた顔になります。

チコ：「これでもここには、顔が効くっす！」と、館の中に連れて行きます。

ＧＭ：ではここでシーンを終了します。ところでハンドアウトの［慕情］はどうします？

チコ：この少年なら、関係は慕情のままでいいっす！（笑）







◆Opening 04◆求婚★ノーセンキュー




　ビルベリの町でロマンスが進行するその頃。

　同じ町の別の場所では、あまりロマンティックとは言えない出来事が進んでいた。




ＧＭ：最後に、リージュのオープニングシーンです。リージュがヴィクトリオの執務室へ呼び出されるところからスタートします。

リージュ：了りよう解かいです。では部屋に入ったら質問します。「ヴィクトリオさん、今日はどんなご用よう件けんですか？」

ＧＭ：ヴィクトリオは渋しぶい顔をしながら、「ちょっとおかしな手紙が来たのだ。たぶん、リージュ宛てだろう」と手紙を差し出してきます。

リージュ：あたし宛ての手紙？

ＧＭ：「ああ、たぶん」　手紙は立りつ派ぱな箱に入っていて、きちんと封ふう蝋ろうがしてあります。宛あて名なは「リージュ・フェア・リース様」になっています。

リージュ：なるほど。確かに、あたし宛てですね～。

ヒルダ：ずいぶんと格かく式しき張ばった手紙だな。

チコ：リージュお姉ちゃんに手紙を寄よ越こす相手なんて、限かぎられてると思うっす。

リージュ：そうですね。手紙をくれそうなあては、お兄様かリディルさんくらいしか浮うかびませんよ。
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ＧＭ：「とりあえず、目を通すのが良いかと」と手紙を読むように促うながします。

リージュ：そうですねぇ。ぴり（←手紙の封を開けた）。

一同：ドキドキ（内容に期待している）。

リージュ：あっ、あたし、一応グレイさんに読み書きを習ったけど、文字を読むのは得意じゃないんですよ。ヴィクトリオさん、代わりに読んでもらえませんか？（笑）

ＧＭ：「分かった。では、わしが読み上げよう」とヴィクトリオはリージュから手紙を受け取って、内容を読み上げます。格式張った時候の挨拶がえんえんと続いたあと、本題が始まります。




「親愛なるリージュ陛へい下か！

　私は陛下の御おん身みをこの大陸中で一番心配する者です。

　あなたは美しく、力強く、この大陸で最高の女性であらせられる！

　しかし、非ひ道どうなる部下に国を追われ、艱かん難なん辛しん苦くの時を迎むかえていらっしゃることでしょう」




リージュ：非道なる部下？（眉まゆを顰ひそめる）

チコ：リージュお姉ちゃんに部下はいないっすよね？

リージュ：このお手紙の主は、何か勘かん違ちがいしていらっしゃるのでは？

ＧＭ：手紙の内容はこう続きます……。




「あなたは、その美び貌ぼうと人望によって大陸に統一をもたらした！

　しかし、今はこのビルベリのような小さな町で日々を過すごしていらっしゃる。

　そんな生活は、あなたに相応ふさわしくありません!!」




リージュ：…………。

ヒルダ：まぁ、誰とリージュを間ま違ちがえてるのか、想そう像ぞうはついたな……。

ＧＭ：手紙はまだ続きます……。




「大陸の王となるべく生まれ、力を持ち、そして、王となったにもかかわらず、非道なる部下に背そむかれ、辛つらい思いをしている。

　それは、この私、アンリ・グラスウェルズも同じなのです。

　そう……あなたは、私と似ている！」




リージュ：似てませんっ！（一同笑）

チコ：こ、これは……『イフ』でリディルさんが口説かれた時と同じ台詞！

ギデオン：そう、だな（笑）。

ヒルダ：まさにアンリらしい口説き文もん句くだ！（笑）




「この大陸を再ふたたび統一し、治めることができるのは、この私以外にはいないのです。

　そして、その側にいて、支ささえになれるのは、同じ境きよう遇ぐうのあなたしかいない！

　ゆえに、私は運命と神しん竜りゆう王おうの導みちびきにより……結婚を申もうし込こみます!!」




リージュ：こ、この手紙は一体……。

ヒルダ：（呆れたという表情で）ただ戯ざれ言ごとが書いてあるだけだよ。




「そこ！　シーンに出ていない外野は余よ計けいな口出しをつつしみたまえ！　私はリージュ陛下に申し上げているのだ」




ヒルダ：手紙が返事するなよ！（一同笑）

チコ：しかも、微妙にメタ発言っす！（笑）

リージュ：あたしは困こん惑わくして黙だまり込こんじゃいます。

ＧＭ：すると、ヴィクトリオが「神聖アンリ帝国のアンリ皇こう帝ていが、リージュに結婚を申し込むとは……」と心底困惑した声を出します。

リージュ：このお手紙をくださった人は、アンリさんと言うのですか？　あたしのこと、知ってるんでしょうか……？

ＧＭ：ヴィクトリオは「少なくとも、本人は知っていると思おもい込こんでいるのだろう」と言って続きを読んでくれます。




「お返事をくださらなくても、あなたの心は分かっております。

　あなたを救えるのは、私しかおりません。

　速やかに準備をして、お迎えにあがります。

　今しばしお待ちください。

　それでは、再さい会かいの日を楽しみにしております。

　世界であなたをもっとも愛する男　神聖アンリ帝国　皇帝アンリ・グラスウェルズ　拝」




チコ：最後の最後まで、アンリっぽい！　これはもう本人からの手紙と考えて間違いないっす（笑）。

ヒルダ：ああ。恥はずかしげもなく、こんなすっとこどっこいな手紙を寄よ越こせるのは、アンリしかいないだろうな。

リージュ：アンリさんは、思し慮りよの足りない人なんでしょうか？（一同笑）

ＧＭ：するとヴィクトリオがリージュにアンリについての解かい説せつをしてくれます。




　かつてアルディオン大陸で一、二を争う大国だったグラスウェルズ王国。

　その国の王の叔父で王位継承権第一位だったのがエダム公アンリだ。アンリは国王フィリップに対し反乱を起こすが、その部下により鎮ちん圧あつされ、行方不明になっていた。

　そして、大崩壊の後、グラスウェルズ南部を制せい圧あつし、神聖アンリ帝国樹じゆ立りつを宣言したのだ。




リージュ：プレイヤーとしてはよく知っていますが……評ひよう価かに困こまる人ですよね（笑）。

ヒルダ：しかし……回りくどい手紙だったな（笑）。

リージュ：とっても分かりにくい求きゆう婚こんでした～（一同笑）。

ＧＭ：「ただし、アンリ殿は、リージュと別の人物を勘違いしているようだな」

リージュ：ですよね～♪

チコ：要するにリージュお姉ちゃんのことをピアニィだと思っているっすね（笑）。

ＧＭ：「行方不明のピアニィ陛下が、野心を持ったマルセル殿たち部下に裏うら切ぎられ、国を追われた、と」

ヒルダ：そして、護身のために名前を変え、ビルベリでひっそりと暮らしている……そう思っているということか？（笑）

ギデオン：マルセルは裏うら目め軍ぐん師しなんだぞ！　ピアニィを陥おとしいれようと作戦練っても、裏目に出るに決まってる！（笑）

チコ：少なくとも、アンリさんはそう思わなかったんじゃないっすかね？（笑）

リージュ：それなら、宛て名はあたしじゃなくて、ピアニィ様になるんじゃないですか？

ＧＭ：「偽名で暮らしているなら、ピアニィの名を出すのはよくないと踏ふんだのだろう」

チコ：なんという無意味な心こころ遣づかい！（笑）

リージュ：なるほど！　ピアニィさんだと思い込んで、あたしに求婚してきたわけですね！

ＧＭ：「そうだな。わしとて、事じ情じようを聞かねば、リージュのことをピアニィ陛下だと勘違いしただろう」

リージュ：ヴィクトリオさんに言います。「あたし、アンリさんと結婚したくないです」




　ですよねー（笑）。




リージュ：「でも、断ことわったら、それが戦争の火種になったりしませんか？」と訊ねます。

ＧＭ：ヴィクトリオは「そうだな。もし、本当にアンリ殿がビルベリにやってきたら、困こまった事じ態たいになるだろうな」と言います。

リージュ：戦争になった場合、ビルベリ側が不利ですよね？

ＧＭ：はい。さすがに軍事力では神聖アンリ帝国の方が明らかに上です。

リージュ：うう……こ、困りましたぁ（頭を抱かかえる）。

ＧＭ：「まずはヒルダ殿、そして君の仲間と相談するのが良いのでは？」とヴィクトリオは言います。

リージュ：そうですね。ヒルダお姉様やおじ様、それにチコちゃんもいる場所で話し合ってみます。

ＧＭ：それでは、リージュが決意したところで、シーンを終了します。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆ノルウィッチでの密みつ談だん




　リージュが手紙の扱あつかいに困こまっていた頃ころ。

　ノルウィッチ城じようにある王国軍ぐん師しのための執しつ務む室しつでは、若わかき王国軍師代理と、メルトランド貴き族ぞくの青年が、ビルベリに関する問題に討議を重ねていた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ。最初のシーンは、実はマスターシーンです。

一同：おや？

ＧＭ：登場するのは、『デスマーチ』でおなじみのマルセル、それから、読者投とう稿こうＮＰＣのアベル・クリードです。
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チコ：クリード……。

ＧＭ：メルトランド王家の血ち筋すじのひとつ、クリード家の人間です。紫むらさき色いろの髪をした、二〇代半ばの貴族然とした容よう貌ぼうの男だん性せいです。




マルセル・ベルトラン

　フェリタニア合がつ衆しゆう国こくの軍師。ナヴァール不ふ在ざいの今代理を務めている。『デスマーチ』シリーズのＰＣで、数々の伝説により、裏うら目め軍師の名をほしいままにしている。




アベル・クリード

　メルトランド三王家のひとつクリード家の一員で、若き優ゆう秀しゆうな政せい治じ家か。だが裏うらではメルトランドの反はん合がつ衆しゆう国こく勢せい力りよくの活動を支し援えんしているという噂うわさもある。油ゆ断だんならない人物。『ＡＲＧ』で採さい用ようされた読者投稿ＮＰＣである。




ＧＭ：場所はノルウィッチ、マルセルの執務室。マルセルとアベルが何やら話をしています。

ヒルダ：なるほど。フェリタニアの軍師とメルトランドの王族が話し合い、か。

チコ：なんか嫌いやな予感がするっす～。

ＧＭ：アベルが「ピアニィ様の行方はまだ掴つかめていないのかね？」と訊たずねると、マルセルはしかめっ面で「不本意ながら」と答えます。




「そうか。……ときに、マルセル君、ビルベリの話は聞いているかね？」

「はい」

　マルセルの回答に満足したように、アベルは優ゆう雅がに話し出す。

「それならば、話は早い。ビルベリにいるという、ピンクブロンドの髪をツインテールに結ゆわえた少女……その容よう姿しは、ピアニィ様に瓜うりふたつらしいじゃないか」

「……そのようですな」

　苦り切った顔で、マルセルは頷うなずく。

「だが、あくまで噂です。その少女をピアニィ様だと結論付ける理由もない」




リージュ：さすが我わが部下！　マルセルさんは噂に踊おどらされたりしませんね♪（一同笑）

ヒルダ：マルセルを部下に持っているのはピアニィ！　今の大おお竹たけさんはリージュだし（笑）。

リージュ：はっ、ごめんなさい。つい……（笑）。

ＧＭ：マルセルとアベルの話し合い、まだ続きますよ？




「ビルベリについては、まだ噂がある。我がメルトランドの聖せい樹じゆ、〝偉い大だいなるヒース〟が存そん在ざいしていると聞いた！」

「〝偉大なるヒース〟を重んじるメルトランドの気き風ふうは分かりますが、落ち着いていただきたい。あくまで、噂に過すぎません」

「しかし、本当ならば、放ってはおけない！　その点はマルセル君も分かるだろう？」

「……分かりました。その件けんについては、近いうちに人員を見み繕つくろって、調ちよう査さをさせます」




ＧＭ：ふたりの話し合いが済すんだところで、シーンは終しゆう了りようとなります。

リージュ：残念。マルセルさん、「ビルベリは調査しなくていい」って言ってくれなかったかぁ。

ヒルダ：実じつ際さい、ビルベリに〝偉大なるヒース〟は存在してるしなぁ（チコを見つつ）。

チコ：ははは……そうっすね。オイラ、調査されちゃうっすかね（冷ひや汗あせ）。

ヒルダ：チコにヒースが宿っていることまでは掴つかんでないみたいだが、さて、どうなるやら。

ギデオン：ビルベリを気にしているのがメルトランド王家の人間だから、いくらマルセルでも、無下にはできないんだろうな。お偉えらいさんは大変だな（笑）。

チコ：おっちゃん……他人ひと事ごとのように言ってるっすが、いずれはオイラたちに降ふりかかってくる火の粉になりかねないんすよ？（笑）

ギデオン：そうなったら、その時考えればいいさ！

ヒルダ：相変わらず「明日からがんばる」の精神は変わらないんだな（笑）。

ＧＭ：ではこの辺で、シーンを終了します。







◆Middle 02◆騒そう乱らんの前まえ触ぶれ




　ヒルダがヴィクトリオと執務室で会話をしていると、チコが少年を引き連れて帰ってきた。

　深みのある紫むらさき色の目が、静かな意い志しの強さを感じさせる少年であった。

　マクリルと名乗った彼かれは、どうやら領りよう主しゆのヴィクトリオに用よう件けんがあるらしい……。




ＧＭ：次のシーンになります。シーンプレイヤーはヒルダですが、ＰＣは全員登場です。

一同：はーい。

ＧＭ：場所はビルベリ、領主の館。時じ系けい列れつとしては、オープニングシーンであった出来事がひととおり済んだあとです。ヴィクトリオも登場します。

チコ：じゃあ、オイラはマクリルさんを連れて、館へ戻もどってくるって感じっすね。

ギデオン：俺おれは二ふつ日か酔よいで青い顔をして、館内をフラフラと。「うえぇ、気持ち悪い……」

ヒルダ：吐はきそうになるまで酒を飲むな！（笑）　仕方ない、水を持って来よう。

ギデオン：そいつは、ありがてぇ。

ＧＭ：ではギデオンがヒルダに介かい抱ほうされているところにチコが入室してきます。

チコ：了りよう解かいっす！　「ヴィクトリオさん、お客さんっすよ～」

ＧＭ：チコが連れてきたのは、紫の目が印象的な品の良い少年。

ヒルダ：……うんうん、そうだよなぁ（力強く頷く）。

チコ：しかも、手を繋つないでるっすよ！（一同笑）

ヒルダ：ヒルダは驚おどろいた顔で「おや、チコが懐なついているとは珍めずらしい」と言うよ。

ギデオン：うぇ～と、二日酔いをさますために、もらった水を飲みつつ……。「その少年は誰だれなんだ？」と、チコが連れてきた少年を見よう。

チコ：この人は、マクリルさんって言うっす！　ヴィクトリオさんに用事があるらしくて、オイラが道案内をしたっすよ！

ヒルダ：「なるほど」とヒルダは答えます（←プレイヤーはそわそわし始めている）。

ＧＭ：では、マクリルとヴィクトリオは「突とつ然ぜんの訪ほう問もんにもかかわらず、お時間を割さいていただき、まことにありがとうございます。僕ぼくの名は……マクリル、と申します」「そう畏かしこまらず。わしがビルベリの領主、ヴィクトリオ・オラーノだ」と言葉を交わします。

ヒルダ：で、マクリル殿どの、ご用よう件けんは何でしょう？

ＧＭ：マクリルは「重要な情報を持ってきたのです」と姿し勢せいを正します。

ヒルダ：重要な情報？

ＧＭ：「はい。……このビルベリの近くに神しん聖せいアンリ帝てい国こくがあるのはご存ぞんじですよね？」

ヒルダ：ああ。

ＧＭ：「この町に、あの国の皇こう帝ていアンリが、秘ひ密みつ部隊〝ゴーストレイダーズ〟という名の特とく殊しゆ部隊を送おくり込こんだらしいのです」

一同：〝ゴーストレイダーズ〟!?（笑）

ギデオン：何だ、その〝ファントムレイダーズ〟のパチモンみたいな部隊は！（笑）

チコ：もうちょっとマシな名前にすればよかったのに（笑）。




ファントムレイダーズ

　世間を騒さわがす謎なぞの盗とう賊ぞく団だん。その正体は、グラスウェルズ王国、幻げん竜りゆう騎き士し団だん所しよ属ぞくの特殊部隊である。『ブレイク』シリーズのＰＣたちのギルドだ。そのうちのひとり、アンソン・マンソンは現在、グラスウェルズ王国軍師を務めている。




ヒルダ：名前に関して思うところはあるが、とりあえず話を進めよう。「それが本当ならば、きな臭くさい話だ。情報提てい供きようは感かん謝しやするが……何故なぜ、その話を我われ々われに？」

ＧＭ：「僕はグラスウェルズの方からやって来ました。神聖アンリ帝国とは敵てき対たいしているので、この状じよう況きようは嬉うれしくないのですよ」

ヒルダ：なるほど。

ギデオン：グラスウェルズ「の方」……か（ニヤリと笑う）。

リージュ：あたしもここで言いたいことがあります。「ヒルダお姉様、あたし、アンリという方からお手紙をもらってしまいました！　どうしましょう～？」と言います。

ヒルダ：「手紙？」とリージュに聞き返そう。

リージュ：はい、これです！（みんなの前に手紙を広げる）

ヒルダ：では、その手紙を読んで、「アンリは何を考えているんだ？」とあきれて言おう。

ＧＭ：ヴィクトリオが「アンリ殿はリージュをピアニィ陛へい下かと勘かん違ちがいされているようだ」と解かい説せつします。

リージュ：で、でもぉ……あたし、ピアニィさんじゃありませんよ？

ＧＭ：マクリルはリージュを見て、「ですが、アンリ殿が間ま違ちがえるのも仕方ないことでしょう」と穏おだやかに笑います。

リージュ：えっと、あなたは？

ＧＭ：「初めまして。僕はロ……いえ、マクリルと申します」

一同：ＧＭがわざとらしく言い間違えた！（笑）

リージュ：「初めまして、マクリルさん。あたしは、リージュ・フェア・リースと申します」と返事します（笑）。

ＧＭ：ところで。実は、ここで渋沢さんに相談しなければならないことがあります。

ヒルダ：私わたしに相談？

ＧＭ：はい。ヒルダはこの〝マクリル〟と知り合いである可か能のう性せいがあるので。

ヒルダ：ああ、なるほど。私はマクリルの正体を見み抜ぬける可能性があるのか。

ＧＭ：そのとおりです。ヒルダが彼と顔見知りかどうかは渋沢さんが決めてください。ここで正体を見抜いても、見抜かなくてもシナリオはちゃんと進みます。

ヒルダ：そうですね……小さい頃に何度か会っていて、実際に名乗ってもらえば気づく程てい度どの関係がいいかな。ここで気づくよりは、あとで分かった方が楽しそうだ（笑）。

ＧＭ：了解しました。

チコ：ところでオイラ、アンリさんの手紙を読みたいっす！

リージュ：いいですよ～。

ヒルダ：じゃあ、回し読みするか。

チコ：（読みながら）あ～、これはないっすわ～。かえって気が萎なえるってもんっす。

リージュ：そうですよね！　乙おと女め心ごころを分かってない言い回しですよね～！

ギデオン：俺、だんだんアンリに同どう情じようしてきた（笑）。ヒルダ、フォローしてやれよ。

ヒルダ：（爽さわやかな笑顔で）あははは、あの男、こんなくだらない手紙を書いてたのか！（一同爆笑）

ギデオン：（愕がく然ぜんと）ヒルダがフォローに回らないだと!?

ヒルダ：（けろりとした顔で）だって、私から見れば、アンリは仇かたきのひとりだからな。

ＧＭ：そうですね。ゴーダ伯が亡なくなる原げん因いんとなった内ない乱らんを起こしたのは、アンリですからね。義父の仇と言って間ま違ちがいないでしょう。

ヒルダ：そういうことだ（笑顔）。

リージュ：お姉様、顔は笑ってますけど、目が笑っていらっしゃいませんよ～（笑）。

ＧＭ：そんな時、チコはマクリルがじっとあなたを見つめていることに気づきます。

チコ：えっ、オイラっすか？　え、ええと、どうしたらいいっすかね？（照れ）

リージュ：マクリルさん、もしかして、チコちゃんの帽ぼう子しの中身が気になるんですか？

ＧＭ：「はい」と素す直なおに頷うなずきます。

チコ：うっ、そ、それは……！　あわわ、どうしよう!?（焦あせる）

ＧＭ：うろたえるチコを見て、マクリルは「いえ、無理に帽子を脱ぬがなくていいですから」と微笑ほほえみます。

ヒルダ：ロ……じゃない、マクリル！　とってもかわいい～！（悶もん絶ぜつ）

ギデオン：この少年はきっと父親に似にて、いい男になるぞ！（胸むねを張はる）

ヒルダ：自じ画が自じ賛さん!?　その父親キャラを演えんじたのは、菊きく池ちさんじゃないですか！

ＧＭ：父親に似ると、軟なん派ぱな男になりますね。

ヒルダ：似ないで[image: ][image: ]！　軟派男になるのはもったいない!!

リージュ：そういえば、自じ称しようマクリルさんの身の上は、あたしたち殆ほとんど聴いてませんね。

ＧＭ：明めい確かくに分かりますが、マクリル本人は語りたがっていません。「ともかく、ゴーストレイダーズは、昔から非ひ合ごう法ほうな任にん務むについてきた組そ織しきのようです。あまり行ぎよう儀ぎのよろしくない手しゆ段だんにでる可能性も高いです。注意しておくに越こしたことはないかと」

チコ：神聖アンリ帝国と敵対しているらしいとはいえ、わざわざビルベリに忠ちゆう告こくに来てくれるなんて、親切っすね。

リージュ：ゴーストレイダーズはビルベリに何をしに来るんでしょう？　戦争……？

ＧＭ：「ビルベリと戦争がしたいのならば、特殊部隊でなく正せい規き軍ぐんを差し向けるところです。他に意図があるのではないかと」

ギデオン：ぶっちゃけた話、リージュをさらいに来たんじゃねぇの？

ヒルダ：まぁ、タイミング的に、リージュが目的なのは間違いないだろうな。さらうのか調査したいのか、そこは分からないが。

チコ：詳くわしく調べてみないと、さすがに分からないっすよね……。

ＧＭ：みなさんの話の行方を見守っていたヴィクトリオが「では、ゴーストレイダーズに関する調査はみなさんにお願いしよう」と言います。

ヒルダ：おや。それは渡わたりに船。「良かったな、ギデオン。ちゃんと仕事が来たぞ」

ギデオン：おおおぉぉぉ～、仕事しないと駄だ目めなのかやっぱり～！（一同笑）




　しましょうよ、仕事。




ヒルダ：とにかくヴィクトリオ様の提てい案あんを引き受けよう。

チコ：そういえば、マクリルさんはこれで帰き還かんしちゃうっすか？

ＧＭ：マクリルが「いえ、もうしばらくビルベリに滞たい在ざいしようかと思います」と言うと、ヴィクトリオが「よければ、この館に逗とう留りゆうするといい」と提案します。

チコ：おっ、これは……！（そわそわ）

ＧＭ：ヴィクトリオが「逗留ついでに、チェスの相手でもしていただければ、なおよろしいのだが」と笑うと、マクリルは照れたように「……未み熟じゆくですが」と頷きます。

ヒルダ：よし、やったっ！　ロッ……マクリルとひとつ屋根の下～！（一同笑）

ギデオン：ハンドアウトの相手でもないのに、何でヒルダが万ばん歳ざいしてんだよ!?（笑）

ヒルダ：今喜んだのはヒルダじゃなくて、ただの渋沢佳奈しぶさわ・かななのっ！　ヒルダは「ヴィクトリオ殿がそう仰おつしやるなら、それで」くらいしか言わないって！（笑）

チコ：オイラは素直に喜ぶっす♪

リージュ：あたしも嬉うれしいです♪　マクリルさんは優やさしそうですし！

ＧＭ：というわけで、マクリルはヴィクトリオの館に滞在することになりました。もし、この後みなさんが「マクリルに会いたい」と思えば、いつでも訪たずねることができます。

一同：は～い。

ヒルダ：じゃあ、ヴィクトリオの執務室から退たい出しゆつするか。「失礼しました」

ギデオン：「しかし、マクリル……か。どっかで聞いた名前だなぁ。確か、グラスウェルズの騎き士しでマクリルっていたような」と、ここでヒルダに聞こえるように呟つぶやくぞ（笑）。

ヒルダ：む？（笑）

ギデオン：しかも、〝神聖マクリル帝国〟とかいうギルドがあったよな。そこの魔ま術じゆつ師しが野菜が好きだとかなんとか……。

チコ：事じ情じよう通つうぶるのかと思ったら、微び妙みように間ま違ちがって情報憶おぼえているし！（笑）

ヒルダ：了解。じゃあ、ギデオンの言葉を聞いて、「あとでマクリルと少し話し合う時間を取るか」と思ったことにしよう。

チコ：えへへ～、マクリルさんとしばらく一いつ緒しよに生活～♪

リージュ：チコちゃん、ずいぶんと楽しそうですね～？

チコ：えっ、そ、そんなことないっすよ!?（両手をぶんぶん振ふる）

リージュ：顔が赤くなりましたよ～？　それに、芽も真っ赤です～♪（一同笑）

ヒルダ：それ、間違いなく茹ゆだってるから！　芽が枯かれるから！（笑）

チコ：落ち着け～、オイラ、落ち着け～（団扇うちわでパタパタと頭上の芽を扇あおぐ仕草）。

ＧＭ：では、ここでシーンを終了しましょう。







◆Middle 03◆調査を開始せよ




　マクリル少年の訪問は、ギルド〝ゲッタウェイ〟の面々に様々な波は紋もんをもたらした。

　なかでも、神聖アンリ帝国の秘密部隊〝ゴーストレイダーズ〟潜せん入にゆうの報しらせは、ビルベリの町の平へい穏おんを揺ゆるがしかねない問題であった……。




ＧＭ：では、次のシーン。情報収しゆう集しゆうシーンとなります。シーンプレイヤーはギデオンで、全員登場となります。場所は、ヴィクトリオの館にある、ヒルダの執務室にしましょう。

ヒルダ：私専せん用ようの執務室があるのか（笑）。まあ、裁さい判ばんなどもしているしな。

ギデオン：ほいほい。調べられる項こう目もくは、どんなのがある？

ＧＭ：現状ですと、項目はふたつあります。




・ゴーストレイダーズについて：難なん易い度ど：10／【幸運】判はん定てい




・マクリル少年について：難易度：10／【知力】判定




チコ：マクリルさんについても調査項目が……。

ＧＭ：プレイヤーのみなさんは、マクリルの正体を分かっていても、キャラクターたちはまだ知る術すべがありませんでしたから（笑）。

リージュ：そうですね。調査という手順を踏ふんで知るのがいいですね～（頷く）。

ヒルダ：私は【知力】が低い！　マクリル少年と昔会っているが、そのことを思い出せずにいるという演えん出しゆつにしよう（笑）。

チコ：オイラは【知力】11！　得意分野なんで「マクリル少年について」を調べるっす。

ＧＭ：了解しました。判定をどうぞ。

チコ：（ダイスを振る）達成値ちが14だから、判定成功っす！

ギデオン：生まれて初めてのロマンスに、チコは浮うき足あし立っているようだな（笑）。

チコ：そそそそそ、そんなことないっすよ？（笑）

ＧＭ：マクリルは、立たち居い振ふる舞まいや装そう備びなどから、上流階級出身であり、また、聖せい騎き士しとして訓練を積んだ者であると推すい測そくできます。

ギデオン：ハンマー持ってたもんな、そういえば（笑）。

ＧＭ：それから、メルトランド王家の人間は、体の一部に紫色を宿していることが多いです。

チコ：マクリルさんは、瞳ひとみが紫だったような。

ＧＭ：はい。そして、メルトランドの王族で紫の瞳を持つと知られているのは、アガルタ公国の少年公こう爵しやくロッシュ・アガルタと、その姉であるナーシア・アガルタのふたりです。

ヒルダ：少・年・公・爵！（「ガタリ」とイスから立ちあがる）

ギデオン：渋沢さんが食いついたぞ（笑）。

ヒルダ：そりゃあそうですよ！　だって、私がどれほど……が好きかというと……って、私の萌もえ語りはどうでもいいんです（笑）。先を続けてください。（すたっと座る）

チコ：えっと……そういえば、マクリルさんは、お父さんがグラスウェルズ人だけど、お母さんがメルトランド人って言ってたっす！

ヒルダ：ここまできたらもう分かってもいいだろう。ヒルダは「もしかして、あの少年はロッシュなのか!?」と驚おどろく。
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チコ：ついに正体が明らかになったっす！

ギデオン：……ふぅ。ここまでずいぶん引っ張ったな（笑）。

リージュ：なんだかひと仕事終えた気がしますね（笑）。




　いや本当に。




リージュ：お姉様、あの方とお知り合いなのですか？

ヒルダ：ああ。私の養父であるゴーダ伯が面めん倒どうを見ていた子こ供どものうちのひとりだ。名前は、ロッシュ・アガルタ。小さい頃に会ったことがあるんだが……。

リージュ：成長していたから、気づかなかったんですか？

ヒルダ：「そうだな」……ＰＣはね。プレイヤーは薄々気づいてたけど（笑）。

チコ：義ぎ姉きよう弟だいみたいなものっすか？

ヒルダ：まあ、遠い親戚くらいの感覚かな。そして、ロッシュには姉がいたはず。

チコ：ナーシアさんっすか！　ＧＭ、ビルベリにヒースがありそうだって情報はどれくらい世間に流れてるもんすかね!?（ガクガクブルブル震えながら）

リージュ：ナーシアさんが、ヒースを刈かりに来ないか心配？

チコ：そりゃもう（笑）。




ナーシア

　ナーシアはグラスウェルズの特殊部隊ファントムレイダーズに所属していた。メルトランド戦役のさ中、彼女は倒れゆく〝偉大なるヒース〟から次代のメルトランドの女王と認みとめられた。そしてその際、ナーシアは新たに芽生えるであろう、〝偉大なるヒース〟に彼女の持つ竜輝石を渡す約束をしている。

[image: ]




ＧＭ：みなさん、忘わすれないでください。「ロッシュの姉であるナーシアが〝偉大なるヒース〟を探さがしている」というのは、プレイヤーは知っていても、ＰＣは与あずかり知しらぬことです。

ヒルダ：ああ、「ファントムレイダーズが〝偉大なるヒース〟を盗ぬすんだ」という噂が広まっているだけか。

ギデオン：ナーシアがファントムレイダーズにいたことも、〝偉大なるヒース〟と約束を交わしたってことも、秘密事じ項こうだからな。一いつ般ぱんには広まっていないだろう。

チコ：そうっすね……。

ＧＭ：もちろん、「メルトランド王家の人間ならば、〝偉大なるヒース〟の行方を気にしているのではないか？」とＰＣが考えることは自由です。

チコ：……ううっ、そうっすか。ロッシュさんがオイラを見つめていたのは、オイラに惹ひかれたんじゃなくて、〝偉大なるヒース〟を気にしてってことっすか……（しょんぼり）。

ギデオン：あははは！　まぁ、元気だせよ！（チコの肩かたをポンと叩たたく）

リージュ：じゃあ、「ゴーストレイダーズについて」調べます！

ＧＭ：判定をどうぞ。

リージュ：（ダイスを振る）13。成功です～♪

ＧＭ：ゴーストレイダーズは、アンリ配下の特殊部隊です。現在、難なん民みんに紛まぎれてビルベリに潜せん伏ぷくしている可能性が高いです。

ギデオン：目的は？

ＧＭ：まだ不明です。その代わり、難易度12の【感知】判定に成功すると、ゴーストレイダーズの居い場ば所しよについてどうやってあたりをつければいいか、判はん明めいします。

ギデオン：（ダイスを振る）……成功！

ＧＭ：まず、現状から説明します。

一同：現状？

ＧＭ：前ぜん巻かんでみなさんが難民受け入れを決めたため、ビルベリは身元不明の人が増ぞう加かしています。正せい確かくに言うと、受け入れを優先しているため、身元確かく認にんの作業が追いつかないのです。

ギデオン：うおっ、そう来たか！

ヒルダ：それは、そうだろうなぁ。だからといって、命からがら逃れてきた人たちを「身元が分からないから」と無下に追い返すに忍しのびないし……。

ＧＭ：はい。ですから、結果として「この人はどこに住んでいて、どんなことをしていた人だ」という確認作業に手間も時間もかかっているわけです。ただ、今は難民受け入れ組織の代表をしているアナリタを訪たずねれば、いくらか情報が手に入ると思われます。

ギデオン：じゃあ、判定に成功した俺が「こういうことは、アナリタに聞くのがいいんじゃねぇか？」と提案したことにしよう。

ヒルダ：これは早めにアナリタのところに行かないといけないな。

ＧＭ：では、このシーンはこれにて終了します。







◆Middle 04◆意い外がいな才さい能のう




　ビルベリにゲッタウェイ一行がやって来た時、真っ先に世話になったのがアナリタだ。

　彼女は今、各地からやって来る難民たちの世話をするという仕事を割り振られていた。

　そしてその日、忙しく働くアナリタのもとに予定にはなかった来客があった。




ＧＭ：次のシーン。みなさん全員で、アナリタが代表を務める難民の受け入れ組織、ビルベリ護ご民みん団だんの事務所に行くということでよろしいですか？

一同：はい。

ＧＭ：では、ビルベリ護民団の施設に到とう着ちやくしました。簡かん素そでこぢんまりとした建物に、順番待ちの難民たちがたくさん押おしかけています。

リージュ：みなさん、早く事務処理が終わるといいですねぇ。

ＧＭ：そしてみなさんは職しよく員いん用ようの通用門から、アナリタの部屋へ入ります。棚たなにも机つくえにも書類がぎっしりですが、整せい理り整せい頓とんが行いき届とどいた部屋ですね。

チコ：じゃあ「アナリタさ～ん、ちょっとお話があるっすが～！」と声をかけるっす。

ギデオン：飯をたかりに来たぜ！（一同笑）

ヒルダ：ギデオンの言うことは気にしないでくれ。聞きたいことがあって来たんだ。

ＧＭ：分ぶ厚あつい書類に目を通していたアナリタでしたが、みなさんがやって来たのを見て、仕事の手を止めます。「あらあら、どうしましたか？」

リージュ：ゴーストレイダーズという方々を捜さがしているんですけど……。

ギデオン：おい！　直球過ぎるだろ!!

リージュ：アナリタさんなら、信しん頼らいできると思って。

ヒルダ：リージュ。そんな質問をされてもアナリタは困ってしまうよ。

ＧＭ：「ゴーストレイダーズ、ですか？」とアナリタは首を傾げます。

ヒルダ：そういう名の神聖アンリ帝国の特殊部隊がいるそうなんだ。

ギデオン：ここ最近、ビルベリにやって来た人の中で、怪あやしいヤツはいなかったか？

ＧＭ：アナリタはしばらく考えたあと、「まだ身元をきちんと確認できてない方々の書類があります」と答えます。

ギデオン：おお、それだ！　それを見せてもらおうじゃないか。

ＧＭ：「いいですよ。こちらです」と、ドカンと書類の山をみなさんの前に置きます。

ギデオン：ＯＨ……書類の山……プレイヤー的にデジャビュ……（一同笑）。

ＧＭ：「なにしろ日増しにこの町へ逃げてくる人が増えている有あり様さまなので」

ヒルダ：この書類の山から、怪しそうなヤツの目星をつけろ、ということか？

ＧＭ：そうです。具体的には、難易度15の、【感知】か【幸運】の判定になります。達成値によって段階的に絞り込める人数が変わりますので、なるべく高い目を出してください。

ギデオン：俺が判定しよう。《ダンシングヒーロー》で判定のダイスを増ふやせるからな。

ヒルダ：よろしく頼たのむ。

ギデオン：ああ、実力を見せてやる。（ダイスを振る）22で成功！（一同拍はく手しゆ）

ＧＭ：では、怪しい人物を三人にまで絞しぼり込こみました。

ギデオン：ぱっぱと書類を仕分けして「俺が見たことないのはこいつらだけだ。あとは、会って話をしたことがあるけど、イイ奴やつらだったぞぉ。俺が太たい鼓こ判ばん押おしてやる」と言おう。

リージュ：そういえば、ギデオンさんは町の人たちと仲良しってお聞きしました～。

ヒルダ：三人にまで絞しぼり込こむとは、大したものだな。

チコ：おっちゃんもやればできるっすねぇ（笑）。

ＧＭ：アナリタは感心したように「ギデオンさん、素す晴ばらしい才さい能のうですね。それを活かしたお仕事をなさればいいのに」と言います。

ギデオン：ほ、褒ほめられるようなことはしてないっ！（視し線せんを逸そらす）

チコ：あーっ、おっちゃんが照れてるっす～！（笑）

ギデオン：て、照れてないから！（笑）

ヒルダ：まぁ、そういうことにしておこうじゃないか（笑）。

ＧＭ：では、ギデオンが絞しぼった怪しい人物三名の情報を提示しましょう。




・歓かん楽らく街がいに、妙みように羽は振ぶりの良い男がいる

・町外れの幽ゆう霊れい屋や敷しきで、怪しい人ひと影かげの目もく撃げき情報が多発

・難民テントで、いろいろと聞き回っている男がいる




ＧＭ：この三箇か所しよの他に、「ロッシュに会いに行く」という項目もあります。どこを誰が回るかは、みなさんの判断にお任せします。もちろん、ひとりで行ってもいいですし、複ふく数すう人にんで行ってもかまいません。

ヒルダ：誰がどこを回るのがいいかな……。

チコ：バラバラに当たるのがいいっすかね？　怪しい人物がビルベリにいるっていうのに、いたずらに時間だけを経けい過かさせるのはちょっと……。

ギデオン：でも、万が一、判定が必要になった時に、ひとりだと融ゆう通ずうが利かないぞ。

リージュ：そうだとしたら、一箇所につきふたりで当たるのが良さそうですね～。

ヒルダ：そうだな。

ギデオン：俺、こういうシチュエーションだと、つい怪かい談だん話ばなしをしたくなるんだよね～！（わくわく）

ヒルダ：そんなことで盛もり上あがるのか？（笑）

ギデオン：うん。なぁ、リージュ？

リージュ：か、怪談話……ですか？

ギデオン：うんうん（にこにこ）。

リージュ：リージュは「面白そうですね！」と目を輝かがやかせます。

ギデオン：あれ？　大竹さんは怪談話が苦手だったんじゃ……。

リージュ：苦手ですよ！　でも、リージュは純粋で好こう奇き心しん旺おう盛せいなので、ここで怯おびえたりしないんです！（笑）

ギデオン：ちぇー！　つまんねーの（笑）。

ヒルダ：じゃあ、幽霊屋敷はギデオンとリージュに行ってもらおう。

チコ：オイラはロッシュさんに会いに行きたいっす。

ヒルダ：ロッシュには、私も話をしておきたい。チコと私で会いに行っていいか？

リージュ：いいですよ～。あとは、繁はん華か街がいと難民テントですね。

ギデオン：繁華街なら任まかせろ！（ドンと胸を叩く）

チコ：おっちゃんが飲みはじめないよう、オイラがお目付役でついていってあげるっす。

ヒルダ：じゃあ、難民テントは、私とリージュで回ろうか。

ＧＭ：では、誰がどこを回るか決まったところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle 05◆少年の誘い




　マクリルの正体は、本当にアガルタ公国のロッシュ・アガルタなのだろうか？

　そして、その目的は？　チコは少年と直ちよく接せつ話をすることにした。




ＧＭ：では、次は、チコとヒルダがマクリルと名乗る少年に会いに行くシーンです。ヴィクトリオの館の彼が逗とう留りゆうしている部屋に赴くことになります。

チコ：はーいっす！　アガルタ公国のロッシュさんと思われるマクリルさんのとこですね。あわよくば正体を聞きたいっす。

ヒルダ：私も了りよう解かい。しかし、私わたしは最初から登場していてよいのだろうか？

チコ：ほえ？　どうしてっすか？　別に一いつ緒しよにいても問題ないっすよ？

ヒルダ：だって、ロマンスなんだろ？　私が居いたらお邪じや魔まになるじゃないか！（一同笑）

ギデオン：気にするところはそこなのか……（笑）。

ヒルダ：気にするよ！　少年少女のかわいい逢おう瀬せを邪魔したくない！（笑）

ＧＭ：では、最初はチコのみ登場で、ヒルダは好きなタイミングで登場してください。

ヒルダ：了解。さて。私は一旦席を外そう（←ガタリと、椅子から立ち上がる渋沢さん）。




　なんで、外に出ようとするんですか!?




ヒルダ：（そわそわしながら）いやほら、これからヒルダの中の人〝渋沢さん〟が萌もえまくるシーンが始まる予感がしまくりなのだ……。

一同：…………。

ヒルダ：そして、二巻かんのエストネルのシーンのように、取り乱してしまいそうなんだ！　その前に、〝渋沢さん〟をロッカーにしまっておかないと！（←力説）




　それは、『ゲッタウェイ』第二巻。〝真の四宝の試み〟の直前のシーンでした。

　集結するセインやノーデンスの殿との方がたたちに思いを馳はせ、かつてない盛り上がりを見せた渋沢さんをご記憶の方も多いでしょう。




ギデオン：し、渋沢さん、面白すぎるだろ！（笑）

チコ：渋沢さん！　自分をしまっちゃうことなんかないっすよ！

ギデオン：あ～、そもそも（笑）。この場にいなければ、話の展開がわからなくなるぞ？

ヒルダ：（ためらいがちに座りつつ）そ……それもそうだな。では、この場に残るとしよう。

ＧＭ：……（か、可愛い）。では始めます（笑）。チコはマクリルの部屋の前に来ました。

チコ：じゃ、ドアをノックして、中に入るっす。「マクリルさ～ん、遊びに来たっす～」

ＧＭ：「ようこそ。美味しいお菓か子しがあるよ」と、彼はチコを小こ綺ぎ麗れいな室内に迎むかえます。

チコ：お菓子ぃ──っ!?　いただくっす！　早く早く！（一同笑）

リージュ：色気より食い気ですね～（笑）。

ＧＭ：マクリルは「よかったらどうぞ」と、お土産のグラスウェルズ饅頭まんじゆうを出します。

チコ：いっただっきま～す！　〝まふっ〟とお饅頭にかぶりつくっす。

ＧＭ：美味しそうにお菓子を食べるチコを見て、マクリルは優やさしく微笑ほほえみながら、お茶をいれてくれます。「ちょっと待ってね。ちゃんと蒸むらしてからいれた方が美味しいから」

チコ：あれ？　自分でお茶をいれるっすか？　高こう貴きな身分の人なのに……。

ＧＭ：「親しい友人がいてね。昔、彼かれのためによくいれていたんだ」

ギデオン：ああ、フィリップ王に仕えていた頃ころのことだな（笑）。

ヒルダ：フィリップ王のために、ロッシュくんが紅こう茶ちやをいれていた……ですってっ!?（←ガタンと椅子から立ち上がる）




　渋沢さんが萌えまくりです。




ＧＭ：どうかしましたか？（にっこり）

ヒルダ：……あ（我に返って）。すみません、ヒルダはまだ登場してませんでしたね。〝渋沢さん〟をロッカーにしまっておきます（←着席）。

チコ：渋沢さん。なんと可愛い生き物っすか!?（わなわな）

ヒルダ：…………う、うう（←照れているらしい）。

ＧＭ：では、話を戻します（笑）。紅茶をチコに出しながら、マクリルは言います。「来てくれて嬉うれしいよ。ふたりきりで話したいことがあったからね」

チコ：ドキーン☆　「ふ、ふたりきり……っ!?」（上うわ擦ずった声で）

ＧＭ：「うん。……帽ぼう子しの下が、気になってるんだ。できれば見せて欲ほしい。駄だ目めかな？」

チコ：イキナリそんな。……って、やっぱり狙い興きよう味みあるのはそっちっすか～！（一同笑）

ＧＭ：もちろん、嫌いやならば断ことわっていいんですよ？

チコ：う～ん、でも、ヒルダお姉ちゃんの義弟おとうとみたいな人っすよね。だったら、信しん頼らいして見せちゃってもいいか……（おずおずと帽子を取る）。

ＧＭ：「チコ、それは……」

チコ：これはオイラの大切な〝芽〟っす（きっぱり）。

ＧＭ：「〝偉い大だいなるヒース〟の芽ってことかな？」

チコ：そうっす！




〝偉大なるヒース〟はメルトランドを守護する聖樹であった。

　先だってのメルトランド戦役で命脈を断たれたそれは、今、チコの頭で新たな芽として息づいていた……。




ＧＭ：マクリルは続けて言います。「そうか……。ねぇ、君はこの〝偉大なるヒース〟の芽をどうするつもり？」

チコ：エリカお爺じいちゃんと約束したように、平へい穏おんな土地に植えるつもりっす。そのためには、この大陸が平和にならないと……。
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ＧＭ：「えっ!?　エリカお爺ちゃんって……」

チコ：〝偉大なるヒース〟の化身みたいな人っす。オイラ、夢ゆめで何度も会ってるっすから。

ＧＭ：「すごいな、君は！　〝偉大なるヒース〟と話すことができるのか」

チコ：〝偉大なるヒース〟がオイラに何か伝えたいことがある時に、一方的に言いに来るだけっすけどね。それに、オイラは女王の素そ質しつはない、ただのフィルボルっす。

ギデオン：幻まぼろしの花が咲さいた時、誰の頭の上にも花は落ちなかったからなぁ（笑）。




　ギデオンが言っているのは、『ゲッタウェイ』第二巻、第四話でチコがその身に宿した〝偉大なるヒースの芽〟を衆目にさらした時のことである。

　メルトランドの女王の資格を持つ者には、その頭上に舞い散るヒースの花びらが落ちるという言い伝えがあるのだ。




ＧＭ：「女王の素質がなくても、〝偉大なるヒース〟を宿しているだけで、十分にすごいことだよ」と苦笑します。

チコ：そ、そうっすかね……？

ＧＭ：「うん」とマクリルは頷うなずきます。ではそろそろヒルダも登場してください。

ヒルダ：ああ。扉とびらをノックしよう。「失礼。ヒルデガルドだが、マクリルさんに話がある」

ＧＭ：「どうぞ、お入りください」

ヒルダ：室内に入ってから、チコがいることに気づく。「すまない。お取とり込こみ中だったか」

ＧＭ：「いえ、かまいませんよ。……ヒルデガルド・ゴーダさん、でしたね」と、噛かみしめるように、ヒルダのフルネームを呼よびます。

ヒルダ：「私のことは憶おぼえていないだろうが……久ひさしぶりだな、ロッシュ」と声をかけよう。

ＧＭ：マクリルは悪戯いたずらっぽく笑って、「やっぱり、気づかれていましたか」と言います。

ヒルダ：当然だ。……すぐに気づけなくて、すまなかったな。

チコ：ここは「ロッシュって、あのアガルタ公国の？　本当っすかぁっ!?」と驚おどろくっす（笑）。




　なんだか憑つきものが落ちたかのように、ここにきて落ち着きを取り戻すみなさん。




ＧＭ：「偽ぎ名めいを名乗ってすいませんでした。改めてご挨あい拶さつを。ロッシュ・アガルタです」そしてヒルダを見つめて言います。「お久しぶりです、ヒルデガルド・ゴーダさん」

ヒルダ：「ああ、久しぶりだな。……もっとも、今のあなたに対して、こんな口の利き方をしていてはいけないかな？」とちゃかしたように言おう。

ＧＭ：「気にしないでください。僕ぼくとあなたは、血が繋つながっていないとはいえ、姉弟みたいなものですから」と笑います。

ヒルダ：「そうか」と優やさしい笑顔を浮うかべよう。

ＧＭ：「ただ、僕がビルベリへ来ていることは秘ひ密みつなんです。口外しないでくださいね」

チコ：なるほど。国家元首が単身外国にいるというのは、表おもて沙ざ汰たにできないすよね。

ヒルダ：逆ぎやくに、なぜロッシュ自身が危き険けんをおかして乗のり込こんできたのかが、私は気になる。

ギデオン：神しん聖せいアンリ帝てい国こくの動きを知らせるだけならば、密みつ使しを送ればすむからなぁ。

ヒルダ：やはり聞くしかあるまい。「お前はなぜ、このビルベリに単身やってきたのだ？」

ＧＭ：「〝偉大なるヒース〟があると聞いたので、この目で確たしかめたかったのです」

ヒルダ：お前がメルトランド人の血を引いているからか？

ＧＭ：「……そうですね。僕の母は、メルトランド王家の人間で、なんらかの予言を授かっていたようなんです」
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ギデオン：母親のリアノンはロッシュが幼おさない頃に亡なくなっている。ロッシュ自身は、彼かの女じよのことをちゃんと憶えてはいないだろうなぁ。

ＧＭ：「あくまで、聞いた話ですが……〝偉大なるヒース〟の予言を受けて、母は短い生をまっとうしたとか……」

ヒルダ：そうか……。

ＧＭ：「はい。だから〝偉大なるヒース〟のことが気になるんです」

ヒルダ：では、実じつ際さいお前の目で見て、どう思った？

ＧＭ：チコの方を見て、「チコの言うとおり、いつか〝偉大なるヒース〟が大地に根を下ろして、大たい樹じゆになるといいですね」と微笑みます。

チコ：ドキーン☆

ギデオン：（にやにやしながら）おいおい、何を硬直してるんだ（笑）。

リージュ：なんだかんだチコちゃんはロマンスって感じで、いいなぁ（笑）。

チコ：いやいや、ロッシュさんが見ているのは、〝偉大なるヒース〟っすから～。

ヒルダ：ははは、それだけかな（笑）。ともあれ聞きたいことがもうひとつ。「ロッシュが来た意味があったのなら良かった。……ナーシアは元気にしているか？」

ＧＭ：「たぶん……。姉は旅に出ていて、あまり帰ってこないのです。何でも、『やらなくてはならないこと』があるそうで」

ヒルダ：そうなのか。この混こん沌とんとした大陸で、お前たちなりに戦っているんだな……。

ＧＭ：「何を仰おつしやるやら。ヒルダさんだってがんばっているじゃないですか」と言って、窓まどから町並みを見下ろします。「この町は、いい町です。難なん民みんを受け入れ、皆みなが明日に希望を持って生きている」

ヒルダ：「お前の目にそう映うつったのなら、何よりだ」

ＧＭ：「そんな町で幸せに暮らしているチコにこんなことを言うのはなんだけど……」と、ここでロッシュが瞳にある決意を込めて、チコの方を見ます。

チコ：何っすか？

ＧＭ：「チコ、僕と一緒に来ないか？」

チコ：え？

一同：えぇぇぇぇ──っ!?




　またも騒然となるゲッタウェイのみなさん。




ＧＭ：「一緒に〝偉大なるヒース〟を根付かせに行こう。それは、君の願いなんだろう？　大だい丈じよう夫ぶ、君のことも〝偉大なるヒース〟の芽も、僕が守るから」

チコ：あわわわわわっ！　も、萌えまくりのシチュエーションっす──っ!?（←ガタンと椅子から立ち上がる）

リージュ：ち、チコちゃん？

チコ：はぁはぁっ！　オイラの中の〝緑谷さん〟が暴れ出しそう！　……早く！　早く！　〝緑谷さん〟をロッカーにしまわないと！




　最近は暴走するプレイヤーをロッカーにしまうことが、トレンドなのでしょうか？




ヒルダ：はっはっは、気持ちはわかるぞ（笑）。

リージュ：いいなぁ、チコちゃん。

ギデオン：落ち着け。騙されて連れて行かれ、チョキンと芽を切られても知らんぞ？（笑）

チコ：はっ！（ＧＭの方を見る）

ＧＭ：そういった害意は感じられません。ただ、純じゆん粋すいに〝偉大なるヒース〟を根付かせるための方法を探さがしに行こうよ、と誘さそっているように思えます。

ギデオン：なるほど。ロッシュ本人は信頼できそうかな。

ＧＭ：「僕の母は、〝偉大なるヒース〟から、再さい生せいの神しん託たくを受けている。母亡なき今、それを姉が引ひき継ついでいるみたいなんだ。だから、僕ができることは何でもする」

チコ：そうっすよねぇ。（残念そうに）やっぱヒースの芽がらみっすよねぇ。

ＧＭ：ロッシュは頭に「？」を浮うかべながら微笑みます（笑）。

ヒルダ：ここで私からロッシュに聞きたい。「チコは〝偉大なるヒース〟と約束をしたそうだ。大陸が平和になった時、その芽を大地に根付かせるとな。ヒースの願い──この大陸を平和にする方法がお前にはあるのか？」

ＧＭ：「ありません。それに僕には大陸をどうしたい、という展てん望ぼうはありません」

ヒルダ：だろうな。

ＧＭ：「僕のすべきことは、アガルタ公国を守って行くこと」

ヒルダ：ほう。

ＧＭ：「僕と姉はメルトランド人であり、グラスウェルズ人でもあります。そして、リド＝エマルムに住む人々は、みんなそうです。その国を守っていくので、今は精せい一いつ杯ぱいですね」

ヒルダ：自分の国を守る……か。その気持ちはよく分かる。

ＧＭ：「だからこそ、アガルタ公国の人間は〝偉大なるヒース〟を大事にします。もちろん、チコのこともね。今、僕が言えるのはそれだけです」

ヒルダ：う～ん……。

ギデオン：まあ、肝心なのはチコの意い志しだな。

チコ：……（しばらく考えて）じゃあ、「ご、ごめんなさい。でも、まだアルディオン大陸は戦せん乱らんのまま。だから、今アガルタ公国に行って〝偉大なるヒース〟を根付かせることはできないっす」と答えます。

リージュ：チコちゃん……。

ＧＭ：「まぁ、そう言われると思っていたよ。今すぐでなくていい。ゆっくり考えて、それからちゃんとした回答をくれればいいよ」

チコ：う、は、はいっす……。

ヒルダ：ひとつだけロッシュにはっきりと言っておこう。「ともあれ、ロッシュ。〝偉大なるヒース〟を宿しているのはチコだ。ちゃんと、彼女の意志を尊そん重ちようするんだぞ？　意志をねじ曲げるようなことは、いくらお前でも許ゆるさないからな」

チコ：ヒルダお姉ちゃん……ありがとうっす！

ＧＭ：「はい、分かっています」ロッシュは誠せい実じつに答えます。ではシーンを終しゆう了りようします。次は、リージュとギデオンのシーンとなります。

一同：はーい。







◆Middle 06◆幽ゆう霊れい屋や敷しきで見つけたもの




　ギデオンとリージュは町外れにある幽霊屋敷と呼ばれる家へとやってきた。

　ここで怪しい人影が目撃されているというが……。




ＧＭ：では、次。町外れにある幽霊屋敷のシーンを行ないましょう。

リージュ：あたしとおじさまのシーンですね！

ギデオン：道すがら、俺おれはリージュに延えん々えんと怪かい談だん話ばなしを聞かせるぞ（笑）。

ヒルダ：おい、リージュがかわいそうだから止め……。

リージュ：なるほど～、そういう敵てきもいるんですね！　いつ戦えますか？（一同笑）

ギデオン：情じよう緒ちよの欠片かけらもねぇ返事だなオイ！（笑）




　ここまで頼たのもしい回かい復ふく役も珍めずらしいです！




ＧＭ：人が住まなくなってから久ひさしいようで、家屋はボロボロ。倒とう壊かいの危険があるので、現げん在ざいは立たち入いり禁きん止しとなっています。窓は戸が閉しめられていて、中の様子はうかがえません。

リージュ：なるほど～。とりあえず、玄げん関かんから中に入れないか試しましょうか。

ギデオン：一応、俺が先頭に立つ。罠わながあったら困るし。

ＧＭ：玄関と思おぼしき場所に行くと、ドアが開けっ放しになっています。

リージュ＆ギデオン：あれ？

ギデオン：何で玄関だけドアが開いてるんだ？

リージュ：ちょっと、中を覗のぞき込こんでみましょうか？

ＧＭ：屋敷の中を覗き込むと、暗くら闇やみの中に、ぼうっと赤い光がふたつ浮うかび上あがっています。

ギデオン：うわっ、で、出た～!?（飛び退すさる）

リージュ：敵出しゆつ現げんですかっ♪（銃じゆうを構かまえる）

ＧＭ：「一体何者だ……？」と低い声が屋敷の中から響ひびいてきます。

ギデオン：たたた、ただ散歩して迷まよい込こんだだけだごめんなさいっ！（慌あわてふためく）

リージュ：もしかして、噂うわさのお化けというものですか？　戦えるんですかっ！（わくわく）
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ＧＭ：「こんな町外れの屋敷に何の用だね？　ワシはグラスウェルズのイルシール大学で教きよう鞭べんを執とっているオズモッドＫケー７セブン博士である！」鎧よろいのような体をがっしゃがっしゃと揺ゆらして、出てきたのはひとりのエクスマキナです。
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リージュ：大学の先生！　じゃあ、攻こう撃げきしちゃ駄目ですね（銃をしまう）。あたしたちはビルベリ領りよう主しゆの使いの者です～。怪あやしい者じゃありません。

ギデオン：ところで大学の先生とやらがこんな場所で何をしてるんだ？

ＧＭ：「ビルベリへは、遺い跡せき調ちよう査さのためにやって来たのだ！」オズモッドＫ７は、イルシール大学の身分証しよう明めい書しよを提てい示じします。

ギデオン：身分証明書持ってるじゃん。じゃあ、怪しいヤツは別にいるってこと……？

ＧＭ：「ハハハ、ワシはビルベリ護民団に届とどけ出ではしてないんだけどな！」（一同笑）

ギデオン：出せよ！　大学教きよう授じゆ様なら、何もうしろめたいところないだろ！

ＧＭ：オズモッドＫ７は「ここがメルトランド領りよう内ないでなければそうしたさ」と肩かたを竦すくめます。

リージュ：メルトランドでは、エクスマキナへの風当たりが強いって、習いました！

ＧＭ：「そうそう。調査が終わればイルシールへとさっさと帰き還かんするつもりだからのぅ。届け出さずにいたのだ」

ギデオン：そういうのはかえってトラブルを大きくする元なんだよ！　まあいい、身分が確たしかなのは分かった。書類を書いてくれ。俺が護民団に提出してやるから。

リージュ：大学教授なんですよね？　あたし、先生の講こう義ぎを受けてみたいです♪

ＧＭ：「そうかそうか！　では、ひとつ面白い話をしてやろう」

リージュ：わくわく！（目がキラキラ輝かがやいている）

ギデオン：おいおい、手短かに頼むぞ。

ＧＭ：「このビルベリは地の時代に造られた地下遺跡の上に建てられた町なのだ」

一同：へ～！（興きよう味み津しん々しん）

ヒルダ：そんな由ゆい緒しよ正しい町だったのか……知らなかった。

リージュ：そのビルベリの地下遺跡には、何が眠っているんですか？

ＧＭ：「端たん的てきに言ってしまえばダンジョン……」

リージュ：やったあああ！　待ってました～♪




　リージュ、手を叩たたいて大喜びです（笑）。




ギデオン：喜ぶところじゃねーだろ（笑）。

ＧＭ：なお、オズモッドＫ７曰いわく、屋敷の奥おくには地下へと通じる階かい段だんがあり、その先がダンジョンになっているそうです。

ギデオン：そういや、前の話でも、地下ダンジョンへと潜もぐったっけ。そうそう、これは言っておいてやろう。……実は、ビルベリに怪しい者が侵しん入にゆうしたというたれ込こみがあって、俺たちはそれを調査しているんだ。あんたも気をつけた方がいいぞ。

ＧＭ：「ほう、怪しいヤツ……。それならば、心当たりがあるぞ」

ギデオン：何だって!?

ＧＭ：「グラスウェルズ内ない乱らんの時にアンリ側についた連中を、中央広場で見かけたぞ」

ギデオン：何だってぇ!?

ＧＭ：確か特殊部隊の連中だったと思うが……。

ギデオン：何だってぇー!?




　まるで「何だって」と繰り返すマシーンにでもなったかのようなギデオン。




リージュ：意外に有ゆう益えきな情じよう報ほうが得られましたね～（メモを取る）。

ギデオン：そうだな。よし、ヒルダたちのところへ行くか！

リージュ：は～い（笑）。じゃあ、オズモッドＫ７さん、遺跡の調査が進んだら、結果を教えてくださいね！

ＧＭ：「領主の館へ調査報ほう告こく書しよを持っていけばいいのか？」

リージュ：はい！（力強く）　……ダンジョンアタックが楽しみです！（わくわく）

ＧＭ：「それにしても」とオズモッドＫ７は町の方へと視し線せんを向けます。

ギデオン：？

ＧＭ：「ビルベリはいい町だな。心配していたけれど、エクスマキナのワシが差別されるようなことは結局なかった」

ヒルダ：そうなのか？

ＧＭ：逆に聞きますが、エクスマキナだからといって、皆みなさんは差別しますか？

リージュ：するわけないですよ～。ね、お姉様？

ヒルダ：ああ。エクスマキナも他の種族も、平等に受け入れるに決まっている。

ＧＭ：そうですよね。ゲッタウェイのみなさんの言動を見て、保ほ守しゆ的てきなこの町の人々も、考え方が柔じゆう軟なんに変わってきてるのです。

ヒルダ：そうなのか……。

リージュ：嬉しいですね。あたしたちの考えが受け入れてもらえて、そして、いい方向に変化して、褒ほめられるなんて。

ヒルダ：そうだな。

ギデオン：よし、アンタも俺の友達だ！　今度酒でも一緒に飲もう！（笑）

リージュ：講義もいっぱい聞きたいです♪

ＧＭ：「はは、分かった。いつでも誘ってくれ」　では、オズモッドＫ７と話が終わったところで、シーンを終了します。







◆Middle 07◆真相と葛藤




　ロッシュ・アガルタ。

　同じ養よう育いく者しやゴーダ伯によって育てられた縁もあり、ヒルダが信頼するに足る少年だ。

　そんな、彼にヒルダは言わねばならないことがあった……。




ヒルダ：ところでＧＭ。私はロッシュともう少し話をしてみたいのだが？

ＧＭ：実は私もロッシュとヒルダの会話するシーンを入れたいと思っていました。時間的にはロッシュの部屋でのシーンの直後。〝偉大なるヒース〟関係の話が一段落したあとでどうでしょう？

ヒルダ：了解。ではロッシュに「話がある」と言おう。チコは先に部屋に戻っているように。

チコ：話の内容も気になるけど（笑）。わかったっす～。

ＧＭ：さて、チコも去り、扉もバタンと閉められた後、部屋で向かい合うロッシュとヒルダと言う状況です。彼はヒルダに向き直って問いかけます。「ひとつ伺いたいことがあります」

ヒルダ：ロッシュから先に話を振ってきたか。「何を訊きたいのかな？」と答えます。

ＧＭ：「ヒルダさんは、なぜグラスウェルズを出しゆつ奔ぽんしたのですか？」

ヒルダ：む……そうきたか。迷うな。正直に話していいものか？　……（しばらく考えて）。あえてストレートに言おう。「──我が義父オスウィン・ゴーダを暗殺したアンソン・マンソンを討つためだ」

チコ：あわわ……言ってしまったっす～。

ヒルダ：実はこの話をしたくてシーンを作ってもらたったんだ（笑）。

ＧＭ：私としてもその話が聞きたかった！（笑）　すると、ロッシュはしばらく考え込んでから、言葉を選ぶようにして言います……。




「……ゴーダ伯を殺した犯人は、アンソンさんではありません」




ギデオン：ついに真実が告つげられた！

ヒルダ：私は「なにっ!?　確証はあるのか!?」と驚きます。

ＧＭ：「僕も直じかに見たわけではありません。ただ、アンソンさんと行動を共にしてきた姉のナーシアが教えてくれました。ゴーダ伯を殺したのは秘密組織バルムンクの幹かん部ぶだと」

ヒルダ：「なんだと!?」……ああ、ついに知ってしまった!!

ギデオン：これでヒルダの旅の動機がひっくり返るなあ。

チコ：ロッシュさんの言うことは信頼できるっすか？

ヒルダ：そこなんだが……。ナーシアがそう言ったというなら、まず間違いないだろう。ナーシアもまた、彼女なりにお義父様を敬愛していた。それに……。

ギデオン：それに？

ヒルダ：逆に言うと、ゴーダ伯暗殺の犯人とナーシアが確信したなら、とうの昔にアンソンの首は胴体と切り離されているだろう。

ギデオン：怖いこと言うなよ！（一同爆笑）

ヒルダ：…………う、うう。

チコ：どうしたっすか？

ヒルダ：……今、私はとっても面白がっていている!!

ギデオン：なんと！（笑）

ヒルダ：だってそうでしょ？　本当に色々あってこの町に流れてきて、ようやく新しい自分たちの家を作ろうってところまで積み上げたところじゃない？　そして、その出発点が間違いだったと気づいたのよ？　わかる？　この私の中の大葛藤!?

ギデオン：なるほど。今ヒルダの背景が〝ぐにゃあ〟と歪んでいるところだな。

ヒルダ：まさにそう！　あああぁぁぁっ！　このオイシクて面白い状況を、どうすればいいんだぁ～っ！

ＧＭ：そこまで面白がってもらえて光栄です（笑）。

ヒルダ：それにしても、ここに来てこの展開……。やはりこのＧＭは腹黒だった……。




　お褒めいただきありがとうございます（笑）。




ヒルダ：では、ヒルダは表情を曇らせてこう言います。「そんな……私は今まで、何のために……」

ＧＭ：それに対してロッシュはすまなそうに言います。「混乱させたようですみません。でも、誤解しているようなら解いておきたくて」

ヒルダ：「いや、よく教えてくれた……。だが、この事実が自分の中でも整理がついていない」と、沈んだ調子で答えよう。

リージュ：お姉様が傷ついてらっしゃる……。

ＧＭ：「ヒルダさん……」と心配そうなロッシュ。

ヒルダ：「いずれにせよ、この問題は自分の中でよく考えてみる必要がありそうだ……」ＧＭ、ここでシーンを切っていいか？

ＧＭ：私としては伝えたかった情報は伝えたので、かまいません。

ヒルダ：（爽やかな笑顔で）はっはっは、この葛藤を簡単に解消するのももったいない。今後のロールプレイに活用させてもらおう！

一同：そんなオチかよ！（一同爆笑）

ＧＭ：では、このシーンを終了します（笑）。







◆Middle 08◆歓かん楽らく街がいの不ふ審しん者しや




　不審者を捜さがすために歓楽街にやってきたチコは、昼間から酒を飲んで酔よっ払ぱらっているおとなたちを眺ながめ、困こまったようにため息をついた。

「これじゃ、どの人が不審者なのか、判はん別べつつかないっすよ……」




ＧＭ：さて、次のシーンですが……。

リージュ：中央広場に行った方がいいのかな？

チコ：でも、この状態で中央広場に行っても、何をして良いのか分からないっすよ？

ギデオン：オズモッドＫ７が言ってたヤツらの人相もよく分からないし。

ヒルダ：ただビルベリにやってきただけだったら、そもそも捕とらえるわけにもいかないしな。

チコ：もうちょっと情報を集めて、確かく証しようを得ないと動けないっすね。とりあえず、歓楽街にでも行ってみるっすよ。

ＧＭ：分かりました。では、歓楽街のシーンをやりましょう。

チコ：オイラとおっちゃんが登場っすね。

ＧＭ：では……時じ刻こくは昼下がり。夜になれば住人たちが酒を酌くみ交かわし歓かん談だんに興きようじるだろう歓楽街も、今開いている酒場は一軒けんのみ。ただ、何人かの男が思い思いに酒を飲んでますよ。

ギデオン：じゃ、店主に声をかける。「おやっさん！　一いつ杯ぱい飲ませてくれよ！」

ＧＭ：店主は「ギデオンさん、昼間っからお酒ですか？　ヒルダさんに怒おこられますぜ」と苦笑します。

ギデオン：堅いこと言うなって！　俺とおやっさんの仲だろ？

ＧＭ：「仕方ないなぁ。ギデオンさんの頼たのみじゃ断れないや」と酒を出してくれます。

ギデオン：おっと、この酒場にいるみんなにも一杯ずつ振ふる舞まってやってくれ。

チコ：おや？

ギデオン：チコに「酒場での聞きき込こみは、酒で口を軽くするのが一番だ。俺に任まかせておけって」と耳打ちするぞ。

チコ：なるほど！　おっちゃん、案外頼たよりになるっす！

ギデオン：案外は余よ計けいだっ！（笑）

ＧＭ：ギデオンが皆に酒を奢おごると「ギデオンさん羽は振ぶりがいいっすね？」「いいんですか？　じゃあ、ありがたく！」「いや、いい人だなぁ、ギデオンさん！」と歓かん声せいがあがります。

ギデオン：いいってことよ！　ところで、ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いいか？

ＧＭ：「俺らに分かることなら何でも！」

ギデオン：やたら羽振りの良いヤツが、最近この辺に現あらわれたりしてないか？

ＧＭ：そうすると、客のひとりがさっと顔色を変えて、慌あわてた様子で酒場から飛び出します。

チコ：いきなり当人発見すか!?

ギデオン：おっと！　逃のがさないぜ！

ＧＭ：では、飛び出した男を捕つかまえたければ、難なん易い度ど15の【敏びん捷しよう】判はん定ていに成功してください。

チコ：オイラ、【敏捷】は７。

ギデオン：ふふふ、余よ裕ゆう！　【敏捷】は10もある！

チコ：じゃあ、おっちゃんに任せたっす。

ギデオン：《ダンシングヒーロー》を使って、ダイスを一個こ増ふやそう。（ダイスを振ふる）出目が１、１、２で、達成値ちが14だと!?

リージュ：きっと、おじさまは酔よいのせいで足がふらついたんですね～（笑）。

チコ：しょうがない、ここはオイラが……。（ダイスを振る）出目11！　達成値18で成功！

ＧＭ：チコは素す早ばやく先回りをし、見事逃にげ出だした男を足止めすることができました。

チコ：タックルして捕まえるっす！

ギデオン：「おぉう、チコ～、良くやった～……うぃーっく！」っと酔よっ払ぱらいな俺があとから千ち鳥どり足あしで駆かけつけるぞ（笑）。

一同：駄目な大人だ！（笑）

ギデオン：仕方ないだろ！　出目が悪かったんだからさ。明日からがんばるよ！（笑）

チコ：おっちゃんはまたそれっすか！（笑）　とりあえず……捕まえた男を確かく認にんするっすか？

ＧＭ：「わ、私はエストネルの領主、シャリオン二世であ～る！　ああああ、怪しい者じゃないぞ！」と言い出します。貴き族ぞく風の身なりをした素そ朴ぼくな感じの男だん性せいですね。

ギデオン：エストネルの貴族か？　だが、あそこは……。

ＧＭ：「そう、領りよう地ちが妖よう魔まに占せん領りようされてしまい、ここまで這ほう這ほうの体ていで逃にげてきたズラ……」というわけで、読者投とう稿こうＮＰＣの、ゴンベイ・シャリオン二世です。




ゴンベイ・シャリオン二世（42歳さい／男／ヒューリン　投とう稿こう者しや：広島県　九皇さん）

　エストネルの元地方領主。美味しい野菜を栽さい培ばいし、王に献けん上じようした初代ゴンベイ・シャリオン一世の功こう績せきにより、領主となった一族。なお、悪人に利用される星の下に生まれついているらしい。
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ヒルダ：大崩壊グレートデイストラクシヨンで領りよう土どを失ったのか。ある意味被害者だな。

ギデオン：悪い事をしてないなら逃げなくたっていいだろう？

ＧＭ：「私はただ頼まれただけなんだべ！　ちょっとしたものをビルベリへと運び入れただけなんだ。悪いことはしてないズラ！」

ギデオン：何でこいつ、焦あせるとなまるんだ!?　それはそうと、何を運んだんだ？

ＧＭ：なまりについてはそういうキャラなんだそうです（笑）。運んだものに関しては「手のひらサイズの缶かん詰づめっぽいものを三つ。……たとえるなら、ツナ缶かんみたいなもんだべ」

一同：ツナ缶!?

ヒルダ：それ、たぶん、爆ばく破は缶だよな。

リージュ：リプレイとかでよく見かけますからね～、間ま違ちがいないと思います。

ＧＭ：「私は缶詰を三つ運び入れて、代だい価かとして少しばかり金をもらっただけズラ」とシャリオン二世。かみ砕いて説明するとビルベリ内部へ入る際さい、荷物検けん査さをされるのですが、彼は身分が高かったため、検査の際に多少の融ゆう通ずうが利いたということです。

ギデオン：なるほど。それでブツを運び入れたってわけか。

チコ：頼たのんできた人の人相は聞けるっすか？

ＧＭ：「フードを目深に被かぶっていたのであんまりくわしいことは……」と言いつつ、大おお雑ざつ把ぱな風体は聞き出すことができます。

チコ：じゃあ、人相をメモっておくっす。

ギデオン：運び入れたのはいつ？

ＧＭ：二～三日前のことだそうです。なお、そうやって隠いん匿とくして持もち込こむ以上、怪しい物とはシャリオン二世自身もうすうす気づいてはいたようです。

リージュ：お金に目がくらんだんですね……（笑）。

ＧＭ：「私はただ缶詰を運び入れただけだべ！　悪意はなかったズラ！」

ギデオン：うるさい。危き険けん物ぶつを運び入れたのだから、牢ろう屋や行きだ！　引っ立てるぞ！

ＧＭ：「うぅ……訳わけの分からない物を運び入れたのが運の尽つきだったズラ。妖魔から命からがら逃げて、住みよさそうなビルベリで、やり直そうと思ったのに……」とシャリオン二世は項垂うなだれます。

一同：…………。

ヒルダ：この人も……悪意があったわけではないんだよな。

チコ：「悪人に利用される星の下に生まれついている」って設せつ定ていっすからねぇ。




　危険物をビルベリに運び入れた容よう疑ぎ者しやとして、シャリオン二世は牢屋に繋つながれた。

　だが……。




ギデオン：そして「そうか、お前も苦労したんだな！　まぁ、もう一杯飲め！」と、俺は牢屋でシャリオン二世と酒を酌み交わすぞ！（一同笑）

ヒルダ：おい！　何をばかなことを……。

ギデオン：俺に考えがある。ここは任せてくれ。……というわけでどんどん酒を勧める。

ＧＭ：「あ、いただきます。ト、トレビア～ン！　ギデオンさん、いい人ですね！」（笑）

ギデオン：だろ？　で、どこまで話たっけ？

ＧＭ：「せっかく両親から受うけ継ついだ土地も泣く泣く捨すてる羽目に……」

ギデオン：そうかそうか。ただ、爆破缶を持もち込こんだのはいけなかったな。しばらく牢屋でおとなしく反省しててくれ。

ＧＭ：「爆破缶!?　あれは爆ばく弾だんだったのかや!?」

ギデオン：……本当に知らなかったのか？

ＧＭ：「てっきり、薬かなんかかと」

ギデオン：やれやれ。ウラがとれただけでも良しとするか。

リージュ：おじさまがまともに情報収集をしてます（笑）。

チコ：でも、これ以上は情報は出なさそうっすね。

ギデオン：だな。それにしてもコイツ見てると、昔の自分を見てるような、何ともいえない気持ちになって、他人事のように思えない！（笑）

チコ：そ、そうっすか（笑）。

ギデオン：ともかく、水で顔を洗あらって、気を引ひき締しめる。「さぁ、爆弾を止めに行くぞ」

ＧＭ：では、ギデオンが気合いをいれたところで、シーンを終了します。







◆Middle 09◆記者は見ていた




　心が乱れているからといって、自分の仕事をなおざりにはできない。

　不審者を捜すため、ヒルダはリージュを連れて、夕ゆう暮ぐれの難民テントへとやって来た。




ＧＭ：では、次のシーンです。舞ぶ台たいは難民テント。

リージュ：あたしとヒルダお姉様のシーンですね。

ヒルダ：先ほどのシーンのあとで、私としては複雑な心境なのだが。不審者の捜索をおろそかにできんし、リージュを心配させるわけにもいかない。通常どおり振る舞おう。

リージュ：お姉様、なにか無理してませんか？

ヒルダ：（わざとらしく）いや、なんでもないよ。ちょっと疲れてるんだろう（笑）。

ＧＭ：はい。城じよう外がいにある難民テントにやってくると、難民たちに取材をしている人を見つけます。時間帯としては夕暮れ時としましょう。

リージュ：どんな人ですか？

ＧＭ：小さな眼鏡めがねをかけ、無ぶ精しよう髭ひげを生やしたヒューリンの男性です。難民の話に耳を傾かたむけつつ、メモを取っています。

ヒルダ：記者か？

ＧＭ：はい、好こう奇き心しん旺おう盛せいな新聞記者です。名前はモルダン。投稿キャラです。




モルダン（45歳／男／ヒューリン　投稿者：千葉県　まっきーさん）

　アルディオンを股またにかけて活かつ躍やくする新聞記者。個こ人じんで「アルディオン・ニュース」という新聞を発行している。情報収しゆう集しゆう力りよくが高く、スクープもしばしばあげる。だが、その強引な取材のせいで敵も多い。
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ＧＭ：「ゲッタウェイチームのために使っていいですよ」ということでしたので、ありがたく採さい用ようさせてもらいました。

リージュ：ありがとうございます♪

ヒルダ：よし、このモルダンから情報を引き出せばいいんだな。

リージュ：あの～すいませ～ん。何をしてらっしゃるんですか～？

ＧＭ：モルダンは「何だね、あんたたちは？」と取材手帳をポケットにしまいます。さて、このモルダンから情報を聞き出すには、難易度13の【精せい神しん】判定をしてください。

リージュ：（ダイスを振る）18で成功です♪

ヒルダ：さすがだな、リージュ。

リージュ：じゃあ、ここは「ヒルダお姉様、この人は記者さんみたいですね～」と言って、あたしたちは怪しい者じゃないですってアピールをしましょう。

ヒルダ：了解。「私たちは、ビルベリ領主の部下だ。私がヒルダ、彼女はリージュ」

ＧＭ：記者は嬉うれしそうな顔をします。「ヒルダ？　ああ、この町で評ひよう判ばんの！　あとで取材に行こうと思っていたんですよ！　噂に違たがわずお奇き麗れいだ！」（一同笑）

ヒルダ：一気に三下っぽく見えてきたぞ、おい！（笑）

ＧＭ：「あ、私はアルディオン・ニュースという新聞を発行している新聞記者でして」とふたりに名めい刺しを差し出してきます。

ヒルダ：い、一応受け取っておくか……（笑）。

リージュ：新聞記者さん、どうしてこのビルベリへ？

ＧＭ：「いやぁ、面白そうなネタがあるところならどこへでも赴おもむくのが記者ですよ」

リージュ：でも、アルディオン大陸は広いですよね？

ＧＭ：「そうですが、ビルベリは特に興きよう味み深ぶかいですから」とニヤリと笑います。

ギデオン：まぁ、グラスウェルズ王国軍ぐん師しの養女が旗頭となり、〝偉大なるヒース〟があるとされ、ピアニィに似にてると噂の少女までいるとなれば、なぁ（笑）。

ヒルダ：私はそこまで有名とも思えないんだが。あくまで、領主補ほ佐さなだけだぞ。

リージュ：若わかくて美人の領主補佐だから、新聞のネタになるんじゃないですかね～？

ＧＭ：「ヒルダさんには是ぜ非ひ、ビルベリをここまで雰ふん囲い気きの良い町に変えた件けんについて、じっくり語っていただきたいと思っていたんですよ」とモルダンは力強く語ります。

ヒルダ：ほ、褒ほめてくれるのは嬉しいが、反はん応のうに困るから、話題を変えよう（一同笑）。「そ、その、あなたは、ビルベリ護民団に滞たい在ざい申しん請せいはすませたのか？」

ＧＭ：「それはまだです」

ヒルダ：だったら、申請をしてくれ。町の者が不審者だと勘かん違ちがいする可か能のう性せいがある。

ＧＭ：「分かりました、滞在申請をしておきます。その代わり、申請をしたら、ヒルダさんは取材を受けてくださるんですね？」（一同笑）

ヒルダ：ちょ……私はそんなことは言ってない！（笑）

ＧＭ：「ビルベリに良き変へん革かくをもたらしたあの人に聞く！　ヒルデガルド・ゴーダ、独どく占せんインタビュー……うん、これは一面記事にピッタリだ！」とモルダンは高こう揚ようしております。

ギデオン：ヒルダ、諦あきらめて取材を受けてこい（笑）。

ヒルダ：う、取材とか、慣なれてないんだよ（笑）。

リージュ：ところで、新聞記者さんということは、事じ情じよう通つうですよね？

ＧＭ：「ええ。仕し事ごと柄がらいろんな情報に通じています」とモルダン。

リージュ：この町で、最近、怪しい人を見かけませんでしたか？

ＧＭ：「怪しい人、ねぇ」と呟つぶやいて、ヒルダの方を意味ありげにちらっと見ます（笑）。

ヒルダ：……取材の件は前向きに検けん討とうするから、教えてくれないか？（笑）

ＧＭ：では、モルダンは機き嫌げんを良くして、取材手帳を繰くります。「あ～……変なことを言っているやつらがいましたよ」

一同：変なこと？

ＧＭ：「夜になったら広場に何かをセットする、とかなんとか。通りすがりの男たちの会話を聞き取っただけだから、意味はよく分からないですけどね」

ヒルダ：マズイ。今はもう夕方だから……。

ギデオン：あんまり時間は残されてねぇな。

リージュ：チコちゃんたちと合流して、中央広場に行くのが良さそうですね。

ヒルダ：そうだな。

ＧＭ：ここで、チコとギデオンが登場していいですよ。

チコ：了解っす。おっちゃんを引き連れて、オイラが登場するっす！

ギデオン：大変な情報を掴つかんだんだ。ビルベリ内部に、爆破缶が持もち込こまれたらしい。

リージュ：中央広場に不審人物、夜になったら広場にセット、という情報と合わせると……。

一同：「「「「ビルベリの中央広場に、もうすぐ爆破缶がセットされる！」」」」

ヒルダ：大変だ！

チコ：急いで中央広場に行くっす!!

ＧＭ：では、みなさんが中央広場へと向かったところで、シーンを終了します。







◆Middle 10◆強いられた選択




　中央広場へ行って、設せつ置ちされているであろう爆ばく破は缶かんを取とり除のぞかねばならない。

　夕ゆう闇やみに閉とざされた町中を走るヒルダたちは、同じくらい血相を変えたレイチェルから、衝しよう撃げき的てきなことを聞かされる。

「領りよう主しゆの館に不ふ審しん人物が侵しん入にゆうし、戦せん闘とうになっているとのことです！」




ＧＭ：では、皆みなさんは難なん民みんテントから中央広場へと、日の落ちたビルベリの町を疾しつ走そうするわけですが……。

一同：はい。

ＧＭ：血相を変えて、領主の館の方へと、引ひき締しまった表ひよう情じようで走っていこうとしているレイチェルと偶ぐう然ぜん出会います。

ヒルダ：……声だけかけておこう。「レイチェル、どうした？」

ＧＭ：ヒルダの方へ振ふり向むいた彼かの女じよは言います。「あ、ヒルダさん、ちょうど良かった。今、館に不審人物が侵入したとの知らせが！」

ヒルダ：不審人物!?　神しん聖せいアンリ帝てい国こくの工作員か？

ＧＭ：「詳くわしいことは分かりません！　ただ、警けい報ほう装そう置ちが作動したと、衛えい兵へいのひとりが知らせに来たのです」

チコ：警報装置が作動!?

ＧＭ：はい。警報装置が作動したので、屋や敷しきを警けい備びしている衛兵のひとりがレイチェルへ伝達を、残りは不審人物がどこに侵入したのか捜さがしているようです。

ギデオン：警報装置が誤ご作さ動どうしたという可か能のう性せいは？

ＧＭ：「分かりません。ただ、今、みなさんも私わたしも不ふ在ざいなのは確たしかです。何かが起こってからでは困こまります」

チコ：そんな！　屋敷にはロッシュさんが滞たい在ざいしてるっすよ!?　放っておけないっす！

ヒルダ：しかし、中央広場の爆破缶を放置するわけにもいかない。

ギデオン：中央広場での爆破缶の対たい処しよと、館での不審人物捜そう索さくのふたつのやるべきことがあるってことか。

リージュ：これって、ふた手に分かれて対処すべきでしょうか……？

ＧＭ：状じよう況きようを整理しますね。まず、「爆破缶の対処」について。こちらを放置すれば、じきに爆破缶が破は裂れつします。その場合、その場にいた人たちが巻まき込こまれるでしょう。こちらはＦＳ判はん定ていを使って処しよ理りをすることになります。

ヒルダ：ふむ。

ＧＭ：次に「館の不審人物」について。こちらを放置した場合、実は館で戦闘が発生します。こちらもやはり、人的被ひ害がいが出ることになります。こちらは、今からスタートして、駆かけつけるまでにかかったラウンド数によって、被害状況が変わります。

一同：何だって!?

ＧＭ：なお、みなさんは、中央広場へも、館へも、同じくらいの距きよ離りの位置にいます。ふた手に分かれてもいいですし、どちらかを先に対処してからもうひとつへと向かってもかまいません。どう対処するかはみなさんにお任まかせします。

ギデオン：俺おれは中央広場へさっさと向かいたい気持ちだ。

チコ：オイラはロッシュさんが心配っす。館に戻もどりたい……。

リージュ：あたしは、爆ばく弾だん対処をしたいです。

ヒルダ：ふた手に分かれて行動するのも手だが……。

ギデオン：ただ、ＦＳ判定をふたりで成功させるのは、大変だと思う。きっと、判定に使う能のう力りよく値ちが様変わりするだろうからな。

チコ：それはそうっすね。

一同：うーん……。




　悩むゲッタウェイのみなさん。

　人命がかかっているので無理もないのですが。




ギデオン：たぶん、ふた手に分かれて行動すると、どっちも失敗というオチになりそうだ。順番に全力で対処していく方がいいだろう。

ヒルダ：チコ、館には衛兵がいる。しばらくの間は彼かれらが持ちこたえてくれるだろう。だが、中央広場の件けんは、まだ我われ々われしか知らない。だから、我々が素す早ばやく向かって対処する必要があるんじゃないかな。

チコ：……分かったっす。「ビルベリはいい町になった」って思ってくれてる人たちのために、オイラたちはがんばらないといけないっすね。

ヒルダ：ああ。爆破缶を速そつ攻こうで片かた付づけて、急いで屋敷へ戻ろう。

リージュ：はい！　このギルドは、ＦＳ判定に強いイメージがあるから、きっと大だい丈じよう夫ぶです！（一同笑）

ＧＭ：では、「中央広場にて爆破缶の対処をしたあと、館へ戻る」というプランで、いいですか？

一同：はい！

ＧＭ：分かりました。では、中央広場に向かいましょう。







◆Middle 11◆爆破缶を処理せよ！




　まずは爆破缶を処理しようと、ヒルダたちは中央広場へとやって来た。

　広場は人でごった返していて、爆破缶を捜さがすのだけでも苦労しそうだ。




ＧＭ：みなさんは中央広場に到とう着ちやくしました。中央に噴ふん水すいがある広場で、あちこちに露ろ店てんがあります。住人たちは噴水の側で語らったり、露店を覗のぞいたり、思い思いに過すごしています。

リージュ：ここで爆破缶が炸さく裂れつしたら、大だい惨さん事じ確かく定ていですね……。

ヒルダ：衛兵がもしいたら、住人たちを広場から撤てつ退たいさせるように指し示じを出しておこう。

ＧＭ：そうですね。しかし、人が多く、店も広げられている状じよう態たいですから、小さな爆破缶を見つけ出すのには骨ほねが折れるでしょう。では、爆破缶を処理するためのＦＳ判定を行います。




■ＦＳ判定データ

・名めい称しよう：爆破缶を処理せよ！

・制せい限げん人数：４人

・終しゆう了りよう条じよう件けん：３ラウンド終了

・進行判定：【感知】

・難なん易い度ど：12

・成長点：60点

・完かん了りよう値：15

・支し援えん判定：能力値すべて
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ＧＭ：何ラウンド目に終了したかによって、館での被害が変わります。特に３ラウンド以上かかると、館で死し亡ぼう者しやが出ますので、注意してください。

ヒルダ：死人が出るのは嫌いやだ！　さっさとクリアしよう！

ギデオン：高めの達成値を出して、ガンガン進行値を進めていこうぜ。

リージュ：がんばりましょう！




●第一ラウンド

行動値

ギデオン　　　　　20

チコ　　　　　　　17

リージュ　　　　　13

ヒルダ　　　　　　７




ＧＭ：まずは、第一ラウンドのセットアッププロセスからです。

ギデオン：こっちは特になし、かな。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。行動値の一番高いギデオンからです。

ギデオン：ＦＳ判定をする。フェイト１点と《ダンシングヒーロー》を使って、判定のダイスを増ふやすぞ。８＋４Ｄ……（ダイスを振ふる）よしきた、達成値24！（一同喝かつ采さい）

チコ：今日のおっちゃんはひと味違うっす！

ギデオン：軽快なステップを踏みながら、爆弾の位置を発見するぞ!!

ＧＭ：達成値と難易度の差分が＋６以上でしたので、進行値が４点上じよう昇しようです。




進行値　０→４（完了値まで残り11）




ＧＭ：では、進行値３でイベントが発生します。

ギデオン：よし、イベント来た。きっと能力値が変わるぞ（笑）。

ＧＭ：謎なぞの肉を使ったケバブ露店の下で、ギデオンはひとつ目の爆破缶が入っているケースを発見しました。ケースはしっかりと閉とじられており、力ずくで強引に開かなければなりません。以後、判定に使用する能力値が【筋きん力りよく】に変へん更こうになります。難易度は12のままです。

ギデオン：おい！　ひとつ目の爆破缶を見つけたぞ！　【筋力】担たん当とう、出番だぞぉっ！（笑）

ヒルダ：（渋しぶい顔で）返事をしたくない。だが、私がやるしかないな（笑）。チコとリージュは待機してくれ。

チコ：了解。待機するっす～！

リージュ：待機しまーす。

ＧＭ：では、次はヒルダにメインプロセスが回ってきた。

ヒルダ：【筋力】判定だから、11＋２Ｄ。

リージュ：達成値18を出したいから、ダイス目で７欲ほしいところですね。

ヒルダ：うん。私は２Ｄの期き待たい値ちが５なので、フェイトを１点使用しておこう（真顔）。

ギデオン：おかしなことをサラリと言うな！　２Ｄの期待値は７だろ！（笑）

ヒルダ：私のダイス運だと、３Ｄ振って７出るかすら怪あやしいんだよ！（一同笑）

リージュ：だ、大だい丈じよう夫ぶ！　お姉様なら出せます！

ヒルダ：じゃあ、フェイトを１点使用して、３Ｄでチャレンジする。（ダイスを振る）……出目……７！（一同笑）

リージュ：達成値、ぴったり18でしたね（笑）。

ヒルダ：や、やった！　ある意味、予想どおりだった！（笑）　力ずくでケースを破は壊かいし、爆破缶を取り出すぞ！

ＧＭ：では、進行値が４点上昇します。




進行値　４→８（完了値まで残り７）




ＧＭ：さて、進行値６になったところで、イベントが発生します。ヒルダはケースを破は壊かいして爆破缶を回かい収しゆう、不発処理を施ほどこすことに成功しました。

ヒルダ：停止ボタンを押おして……っと、これで、ひとつ目の回収が成功したな。

ＧＭ：ここで、まだ広場に残っていた人たちが、噴水の中に沈しずめられている爆弾に気づきました。「あれ、爆弾じゃない!?」「えっ、爆弾だって!?」「マジヤバじゃね？」（一同笑）

一同：マジヤバどころじゃないっ！

チコ：何でそんなにチャラい言い方なんすか！（笑）

リージュ：緊きん張ちよう感が一気に解とけちゃいましたね（笑）。

ＧＭ：とにかく、爆破缶の存そん在ざいを知った住人たちは広場でパニックを起こします。

ギデオン：まぁ、普ふ通つうはそうなるよなぁ……。

ＧＭ：このままでは、爆破缶に近づけません。みなさんは、エキストラの衛兵たちを指し揮きして人々を安全な場所へ誘ゆう導どうさせ、爆弾への道を拓ひらく必要があります。以い降こうの判定で使う能力値を、【精せい神しん】に変更。難易度は12のままです。

リージュ：【精神】は11あるから、得意です♪

ヒルダ：じゃあ、大だい丈じよう夫ぶそうだな。

ＧＭ：では、待機していたリージュの番です。

リージュ：２Ｄで７出せばいいんですね～。（ダイスを振る）うん、出目は11。達成値22で成功です♪（一同拍はく手しゆ）

ヒルダ：これが……持って生まれたダイス運の差というやつなんだな……（一同笑）。

ＧＭ：進行値が４点上昇します。




進行値　８→12（完了値まで残り３）




ＧＭ：進行値が９と12の時点でそれぞれイベントが発生します。

一同：おお！

ＧＭ：まず、進行値９のイベント。リージュは的てき確かくな指示で、人々を避ひ難なんさせました。

リージュ：みなさん慌あわてずに広場から離はなれてください。爆破缶はあたしたちが処理します！

ヒルダ：リージュは意外にカリスマがあるのかもしれないな。

ＧＭ：そして、リージュは噴水に沈しずむ爆破缶に不発処理を施ほどこし、回収できます。

リージュ：はーい……じゃあ、噴水からすくいあげて、停止ボタンをぽちっと。

ＧＭ：そして、三つ目の爆破缶を捜すことになるのですが。

一同：が？

ＧＭ：ここからが進行値12のイベント。三つ目の爆破缶を見つけた瞬しゆん間かん、爆破缶から「にゅっ」と手足が生えてきて……。

ヒルダ：……はい？

ＧＭ：そのままスタコラサッサと逃にげ出だします（一同笑）。
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一同：逃げたー！（笑）

ヒルダ：何で缶ヅメから手足が生えるんだ！（笑）

リージュ：きっと、ドランさんの兄弟機なんですよ！　ほら、ドランさんはご兄弟に爆破缶がいらっしゃいましたから！（一同笑）
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ギデオン：やかましいっ！（笑）

チコ：おっちゃん、今はギデオンっす。だから、怒おこる理由はないっすよ（笑）。

ＧＭ：というわけで、逃げ回まわる三つ目の爆破缶を捕つかまえるため、判定に使用する能力値は【敏びん捷しよう】に変更になるはずだったんですが……。

リージュ：一気に進行値が12まで来てしまったので、イベントが終了してしまったんですよね（笑）。

ＧＭ：はい……。逃げ回る爆破缶は、あっという間にみなさんに取とり押おさえられてしまいました。

ギデオン：爆破缶……一いつ瞬しゆんの逃とう走そう劇げきだった（一同笑）。

リージュ：足下を撃うって、足止めしましたっ！

ヒルダ：で、爆破缶を押さえ込こんで……。

ＧＭ：三つ目の爆破缶は、停止ボタンのないタイプで、時間をかけて解かい体たいするしかありません。進行判定が、トラップ解かい除じよ、もしくは、【器用】判定に変更。難易度は14に上がります。

チコ：むむむ。順番としては、オイラの番なんすが……【器用】は苦手っす。

ギデオン：ロッシュを助けに行きたいんだろ？　フェイトを３点くらい使って、さっさと爆破缶解体を終わらせちまえ。

チコ：普通のＧＭならロッシュさんを殺すような真似まねをしないと思うっすけど、何しろ……。

リージュ：ゲッタウェイのＧＭは藤ふじ井いさんだから……死なないとは限かぎらないですねぇ。

ヒルダ：いーやーだー！　ロッシュを死なせたくない～！




　みなさんにこれだけ「信頼」していただけるのは光栄です（笑）。




チコ：勝負っす！　フェイト３点使用。

リージュ：チコちゃん、燃えてますね。

ギデオン：ああ、毒三下から、ただならぬ気合いを感じる。

チコ：おっちゃん、オイラの純粋な気持ちをちゃかさないで欲しいっす！　うおおおおおーっ!!　（ダイスを振る）……達成値は20っす！

ＧＭ：なるほど。では、進行値が４点上昇します。




進行値　12→15




ＧＭ：これで、三つ目の爆破缶も無事解除し、ＦＳ判定は終了です（一同大だい喝かつ采さい）。

ヒルダ：チコ、さすがだな！

チコ：へへっ、オイラがんばったっす。

ギデオン：フッ、やるじゃないか！

ＧＭ：ではこのシーンを終了します







◆Middle 12◆想定外の出来事




　爆破缶の処理を終え、ヒルダたちは領主の館へと急行した。

　ヴィクトリオは？　ロッシュは？

　無情にも過ぎてゆく時間の中、一行を待つ状況やいかに？




ＧＭ：では、シーンを始めます。シーンプレイヤーはヒルダですが、全員登場になります。みなさんはヴィクトリオの館へと戻もどってきました。

チコ：うぉおお～！　ロッシュさん、無事っすか!?

ヒルダ：とりあえず……向かうべきは、ヴィクトリオの執しつ務む室しつ、かな。

ＧＭ：そして廊ろう下かを進むと、あちこちに、負傷してうずくまる衛兵たちの姿すがたが。「侵入者が、ヴィクトリオ様の執務室へと……」「我々は大丈夫ですから……！」と、彼らは言います。

ヒルダ：……分かった。ヴィクトリオ殿どのを守ってみせる。

リージュ：あとで手当しますから、もう少しだけ耐たえていてくださいね！

ギデオン：行くぞ！

チコ：了解っす！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：そして、ヴィクトリオの執務室。みなさんが室内に駆かけ込こむと、まず剣けんを構かまえ傷きずだらけのヴィクトリオの姿が目に飛とび込こんできます。

ヒルダ：ヴィクトリオ様！

ギデオン：侵入者に立ち向かったのか……。

ＧＭ：そのヴィクトリオの腹はらには深々と、鞭むちの先せん端たんに短たん剣けんがついているチェインカッターという武ぶ器きの刃やいばが刺ささっています。

ヒルダ：何てことだ……！

ＧＭ：そして侵入者。全部で三名。それぞれ、チェインカッターを持ったフィルボル、弓を構えているドゥアン、ローブを纏まとったエルダナーンです。情じよう報ほう収しゆう集しゆうで聞き出した人相と、おおよそ一いつ致ちします。

ギデオン：じゃあ、こいつらで正せい解かいか……。

チコ：ＧＭ、ロッシュは？　ロッシュはどうなってるっすか!?

ＧＭ：ロッシュはぐったりした様子で、ドゥアンに抱かかえ上あげられています。どうやら、殴なぐって気き絶ぜつなどさせられている雰ふん囲い気きです。

ヒルダ：くそっ！　……「貴き様さまら──何者だっ!?」

ギデオン：おいおい。襲しゆう撃げき者しやがわざわざ名乗るわけな……。

ＧＭ：「我々は、〝ゴーストレイダーズ〟」（一同笑）
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ギデオン：名乗るのかよ！（笑）

ＧＭ：本家である〝ファントムレイダーズ〟にならって、こちらも名乗りますよ！（笑）ちなみにゴーストレイダーズは読者投とう稿こうキャラです。リーダーのエリヤが部隊の創設者で、他二名は適当なキャラをＧＭが選抜しました。




エリヤ（30歳さい／男／エルダナーン　投とう稿こう者しや：神か奈な川がわ県けん　グロックルさん）

　ゴーストレイダーズのリーダー。アンリの生き様に感動し、意気投合。ゴーストレイダーズを組そ織しきする。アンリの顔をかたどったバッジをつけ、危き険けんな任にん務むに挑いどむ。優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつ師し。
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クリスティーヌ（25歳／女／ドゥアン　投稿者：大おお阪さか府ふ　狐こ狸り童どうさん）

　ゴーストレイダーズの女弓兵。エリヤにスカウトされた。肉体を鍛きたえることが趣しゆ味み。自作の強弓は彼女以外に引ける者はないと言われている。アンリを最高の貴き公こう子しと考え、彼のためにつくしたいと考えている。が、アンリにはなぜか避さけられている。
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ベロニカ（17歳／女／フィルボル　投稿者：東京都　ビョンビョンボルグさん）

　ゴーストレイダーズのニンジャ。隠おん密みつ工作を得意とする。同じくエリヤにスカウトされた。アンリについていれば危険な任務で自分の実力を発はつ揮きする機会に恵めぐまれる、という動機で部隊に参加した。
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ＧＭ：みなさんを一いち瞥べつすると、フィルボルのベロニカが「ちっ、マズいな」とチェインカッターをたぐり寄よせます。ヴィクトリオは倒たおれこみます。

ヒルダ：ヴィクトリオ殿！

一同：ロッシュ！

ＧＭ：ベロニカは「この少年を返して欲ほしかったら、王威の竜りゆう輝き石せきを持って、町外れの丘おかに来い」と言いい捨すてます。

ヒルダ：待て！

ＧＭ：待ちません（笑）。エルダナーンのエリヤが「逃にげるぞ」と呟つぶやくと、ドゥアンのクリスティーヌはロッシュを抱かかえたまま、ひらりと窓まどから外へ。続いて他のふたりも……。

ヒルダ＆チコ：ロッシュ──っ!!

ＧＭ：すちゃっと着地した三人は、ましらのごとく館から遠ざかっていきます。

チコ：こらーっ！　ロッシュを返せぇぇぇっ!!

リージュ：このシナリオのヒロインはロッシュさんだったんですね……！（笑）

ヒルダ：絶対に救出してみせる（真顔）。

チコ：必ずっす！（うんうんと頷うなずく）

リージュ：あ……ヴィクトリオさんを手当しないと。《ヒール》をかけます。

ＧＭ：ヴィクトリオは「レイチェルとロッシュは？」と聞いてきます。なお、レイチェルはエルダナーンの相手をしていたので、負傷していますが、命に別状はありません。

ヒルダ：レイチェルと目配せをして「レイチェルなら大だい丈じよう夫ぶだ」と安心させるように言う。

ＧＭ：「そうか。客人は……」

ヒルダ：侵入者に拉ら致ちされました。追いかけて救出します。

ＧＭ：「何から何まですまない。よろしく頼たのむ」とヴィクトリオは言います。

ヒルダ：「この場は頼たのんだ」とレイチェルにあとを託たくして、ゴーストレイダーズを追います。

ＧＭ：「ご武ぶ運うんを」と彼女は答えます。では、みなさんが侵入者を追ったところで、シーンを終了します。







◆Middle 13◆意外な邂逅




　ロッシュを奪だつ回かいしなければいけない。

　ヒルダたちはゴーストレイダーズを追い、町外れの丘へと向かう。

　一方、ゴーストレイダーズは、事じ件けんの黒幕と連れん絡らくを取り合っていた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ最後のシーンになります。全員登場になります。

一同：はい。

リージュ：持ってこいと言われた竜輝石……。あたしが持っている謎の竜輝石と、お姉様が持っている王威の竜輝石、どっちのことでしょう？（首を傾かしげる）

ヒルダ：私が持っている王威の竜輝石のことだろう。リージュの竜輝石の情報は非ひ公こう開かいだし。

ＧＭ：そのとおりです。

ギデオン：ロッシュの命がかかっているから、王威の竜輝石は持っていくしかないな。

ヒルダ：ああ。だが、ゴーストレイダーズに渡わたすつもりはない。

ギデオン：おや、そうなのか。

ヒルダ：そのうえで、ロッシュは何としてでも、救出する。

チコ：はいっす！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ちょっと視し点てんを変えまして、場所は町外れの丘。ゴーストレイダーズが何やら錬れん金きん術じゆつのアイテムを弄いじっています。

一同：？

ＧＭ：遠くにいる同じアイテムを持つ相手と会話ができる、伝心の人形です。ただ、これは特とく別べつ製せいで、映えい像ぞうもやりとりできる機き能のうつきです（一同笑）。

ヒルダ：錬金術、便利すぎるだろう！（笑）

ギデオン：姿付きの方が分かりやすいから、そのくらいの演えん出しゆつはいいんじゃないか？（笑）

ＧＭ：特別製伝心の人形を介かいして、半はん透とう明めいの虚きよ像ぞうがホログラフのように浮うかび上あがります。ビジョンは彼らの主、神聖アンリ帝国の皇こう帝ていアンリの姿をとります。




「アンリ様、まことに申もうし訳わけありません。リージュ様が不在だったので、ビルベリ領主を誘ゆう拐かいして身み柄がらを交こう換かんしようと思いましたが……予想外の抵てい抗こうに遭いまして」

　頭を垂たれ報ほう告こくをするゴーストレイダーズ。アンリは不ふ快かいそうに眉まゆを顰ひそめる。

「ふむ、それでおめおめと帰ってきたのか？」

「いえ。領主の息子と思しき少年を連れて参りました」




ヒルダ：ロッシュはとばっちりだったのか！（笑）

ギデオン：ゴーストレイダーズ、無む能のうすぎるだろ！（笑）

ＧＭ：それでも「リージュと交換できそうな人ひと質じち」を取りました。彼らも努力してますよ。




「いいか、ピアニィ陛へい下かを確かく実じつにお連れするのだ。それから、竜輝石のことも忘わすれるな」

「は！」

「邪じや魔まする者は殺してしまえ。いいな？」




ギデオン：アンリ、すがすがしいくらい小物だなぁ（笑）。

ＧＭ：そして。アンリは改めてゴーストレイダーズを見つめ、ふいに顔をしかめます。

一同：？

ＧＭ：アンリは言います。「その、連れてきた少年の顔を、よく見せてみろ」

ギデオン：……あっ！

ＧＭ：アンリが顔色を変えて、「私はその少年を知っている！　そいつはビルベリの領主の息子などではない！」と言ったところで、シーンを終了します。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆対決！　ゴーストレイダーズ！




　ヒルダたちが約束の場所へたどり着くと、ゴーストレイダーズが待ち受けていた。

　そして、この場の様子を、神しん聖せい皇こう帝ていアンリが魔ま導どう通つう信しん回線越ごしに見つめる。

　ロッシュを救うには、彼かれらを倒たおさねばならない。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに入ります。皆みなさんが約束の場所へやって来ると、ゴーストレイダーズと、特とく別べつ製せい伝心の人形で映うつし出だされた虚きよ像ぞうのアンリが待っています。

チコ：ロッシュはどこっすか!?

ＧＭ：少し離はなれたところに寝ねかされていますね。とりあえず大きな怪け我がはなさそうです。

チコ：ほうっ……。ちょっと安心するっす～。

ＧＭ：では、虚像のアンリがリージュを見て目を輝かがやかせます。「ああ、陛へい下か！　メルトランド戦役の停戦会議以来ですな。お送りした手紙は、読んでいただけましたでしょうか？」

リージュ：お手紙は読みました。けれど、あたしはピアニィさんではありません！

ＧＭ：「分かっております、分かっておりますとも～。今は臣下に追われ、放ほう浪ろうされる身の上！　公おおやけに身分を語れぬことは重々承しよう知ちしております！　しかし、神聖アンリ帝てい国こくにいらっしゃれば、もうそんなことはしなくてよくなるのです。私わたしが、お守りいたしますゆえ！」

リージュ：ですから～、あたしはピアニィさんに似にてるだけで、違ちがう人間なのです～。

ＧＭ：「分かりました。あなたはリージュ。そのままのあなたを受け入れます！」（一同笑）

ヒルダ：は、話が通じない……（笑）。

ギデオン：さすがの俺おれでも、これは呆あきれる（笑）。

ＧＭ：アンリはみなさんの反はん応のうに気がつかず続けますよ（笑）。「大だい丈じよう夫ぶ、ゴーストレイダーズがあなたを神聖アンリ帝国へお連れします。ご安心を」

リージュ：あたしはあなたのところへは絶ぜつ対たいに行きません。そして──……。




「この町を混こん乱らんさせたゴーストレイダーズを、あなたのもとへ帰すわけにもいきません！」




一同：みな殺しにするつもりか!!（爆笑）

リージュ：違いますよ～！　戦って倒して全員捕とららえるという意味で……。




　いやあ、そうは聞こえませんでした（笑）。




チコ：毎度のことながら、リージュお姉ちゃんの言葉に背せ筋すじが寒くなるっす（笑）。

ＧＭ：アンリも急に話題をそらします。「や……約束どおり、竜りゆう輝き石せきを持ってきたのか？」

ギデオン：びびってないか？　アイツ（笑）。

ヒルダ：今回は許ゆるそう（笑）。「ああ、持ってきたぞ」と、竜輝石を取り出して見せてやる。

ＧＭ：「おお、それは王の石、しかもグラスウェルズの石ではないか！」

一同：なにっ！

ギデオン：……そういえば、前回「白い王位の竜輝石」って言ってたっけ？

ヒルダ：そうか！　白い石は、白竜王国……グラスウェルズの石か！

チコ：そりゃアンリの目の色も変わるっす!!

ＧＭ：「お前たち。ピ……いや、リージュ陛下とともに来るのであれば、受け入れてやらんこともないぞ」とアンリは言います。

ヒルダ：（吐はき捨すてるように）反逆者がよく言う！

ＧＭ：「反逆者だと!?　アレは反逆ではない！　この神聖皇帝による改かい革かくだったのだ。それを理り解かいできぬ愚おろか者ものどもが抵てい抗こうをしたせいであのような戦争になった」

ヒルダ：ふざけるな！　何を言おうが貴き様さまが反乱を起こしたのは事実！　そのせいで、私のお義父様は死んだ！　お前が愚かなクーデターを起こさねば……っ！

ＧＭ：「お義父様、だと？」

ヒルダ：私は、ヒルデガルド・ゴーダと言う者だ！

ＧＭ：「何っ！　ゴーダ……。すると、お前はあのオスウィンの養女のひとりか！」

ヒルダ：そうだ。いうなれば、貴様もまた仇かたき。そんな奴やつにリージュも竜輝石も渡わたさん！

ＧＭ：「く……！」アンリは歯ぎしりをします。

ヒルダ：それに……。

ＧＭ：「それに？」

ヒルダ：私は今回の事件で、お義父様の仇と思っていた人物が、実はそうではないことを知った……。

一同：…………。

ヒルダ：その行き場を失った怒りを、お前にぶつけさせてもらう！

一同：な、なにぃ──っ!!（一同爆笑）

リージュ：お……お姉様（爆笑）。

チコ：いいっすよ！　かまわないから、やっちまいましょうっす！（笑）

ギデオン：だな、どんな怒りでもいいから、この際、アンリをぶっとばそう！（笑）

ＧＭ：ヒルダの気迫にたじろぎながら、「な、何をわけのわからんことを……。ゴーストレイダーズ、陛下をお連れしろ。ロッシュも含ふくめて、他のやつらは殺せ。用済ずみだ」とアンリは言い放ち、通信を切ります。

ヒルダ：誰だれひとりとして殺させやしない。それに、リージュも連れてはいかせない！

ギデオン：それじゃ、ちゃっちゃと片かた付づけるか。ビルベリを荒あらした礼をしねぇとな。

ＧＭ：というところで、戦せん闘とうに入りましょう！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：まずは配置から説明を。ＰＣたちでひとつのエンゲージになっております。そこから５メートル離れた位置にチェインカッターを構かまえたベロニカさんがいます。

ヒルダ：鞭むち使いかあ……。

ＧＭ：で、そこからさらに５メートル離れた位置。ＰＣから10メートル離れた位置に残りのふたり。弓を使うクリスティーヌと、魔ま法ほう使つかいっぽいエリヤが同一エンゲージにいます。

チコ：ロッシュさんは戦闘にはいらないっすか？

ＧＭ：はい。戦場からは離れたところにいますので巻まき込こまれません。

リージュ：それ安心ですね～。

ＧＭ：配置についてはこんなところかな。それじゃ、第一ラウンド行きましょう！




●第一ラウンド

行動値ち

ベロニカ　　　　　27

ギデオン　　　　　20

チコ　　　　　　　17

エリヤ　　　　　　17

クリスティーヌ　　16

リージュ　　　　　13

ヒルダ　　　　　　７
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リージュ：戦闘だー、やったー！（一同笑）

ＧＭ：お待たせしました（笑）。では、セットアッププロセス。ベロニカからになりますが、まずはギルドサポート《陣じん形けい》を宣せん言げん。「仕事の時間だ。一気に仕留めるよ！」ベロニカが叫ぶと同時、ゴーストレイダーズの面々が一斉に戦闘移動します。




　放たれた矢のように走るゴーストレイダーズ。ベロニカがヒルダたちにエンゲージして動きを抑え込み、エリヤとクリスティーヌはエンゲージを別々に分けます。




ギデオン：有利な布陣を取ってきたか。

ＧＭ：移動が終わったところで、ベロニカは《タウント》をヒルダに使用。同時にオリジナルスキル《裏うら切ぎりの鎖くさり》も使います。

ヒルダ：いやな名前のスキルだな。どんな効こう果かなんだ？

ＧＭ：《タウント》で与えた［逆ぎやく上じよう］を受けている間、対象はあらゆる方法でカバーが行なえなくなります。

ヒルダ：なにぃ!?

チコ：ヒルダお姉ちゃんがカバーできなくなると、かなりきついっす！

ギデオン：つーか、第一ラウンドだと致ち命めい的てきだ！　《タウント》を《インタラプト》!!

ＧＭ：それは仕方ないですね。《タウント》が消されたので、《裏切りの鎖》の効果もなしになります。「お前の親父は死ぬ間ま際ぎわに靴くつを舐なめて命いのち乞ごいをしたって言うぜ？　お前はしないか？」と、ベロニカは小こ馬ば鹿かにしたように、ヒルダに言いました。

ヒルダ：その挑発に私は一いつ瞬しゆん、冷静さを失いかけてしまうが───。

ギデオン：それを俺が抑える。しっかりしろ、ヒルダ。安い挑発に惑わされるな！

ヒルダ：ギデオンの言葉で、はっと正気に戻る。助かった、ギデオン。

ＧＭ：というわけで、ヒルダは挑発に耐えました。【行動値】の20のギデオン、どうぞ。

ギデオン：挑発のお返しに、ベロニカに言うぞ。布陣で有利をとっていい気になってるみたいだが、この程度でこっちの動きは止められないってことを教えてやる！




　ベロニカに動きを封じられたかに思われた〝ゲッタウェイ〟。

　しかし、ギデオンは《ランナップ》であっさりとベロニカの脇を抜け、後方にいるふたりの敵に接近。チコも《アンパッサン》で、あっさりと離脱してみせます。

　さらに〝ゲッタウェイ〟側はギルドサポート《限界突破》と《陣形》を発動。強化を行ないつつ、ギデオンが魔術師のエリヤへエンゲージし、有利な布陣を構築していきます。




ギデオン：どんなもんだい。ふふんと、得意顔でベロニカを挑発だ。

ＧＭ：「ちっ、なかなかやるじゃないか」みなさんの鮮やかな動きに、ベロニカが思わず舌打ちしました。次はエリヤのセットアップになります。ここでオリジナルギルドサポートの《アンリ皇帝の応おう援えん》が使用されます。

チコ：それ何っすか？（呆あきれた様子で）

ＧＭ：エリヤの持つ伝心の人形が再ふたたびアンリの虚像を映うつして、「がんばれー」と応援するんです。効果は《エントリーマカブル》＋《ダンスマカブル》を使用するというもので、対象はクリスティーヌ。これで命中判定で一個でも６の出目が出れば、クリティカルになります。

ヒルダ：こ、これは面めん倒どうな！

ＧＭ：次はクリスティーヌ。オリジナルスキル《追おい討うちの瞳ひとみ》を使用。このラウンドの間、バッドステータスを受けているキャラクターへのダメージに＋20します。彼女の瞳が鋭さを増して、弱点となる部分を探り始めますよ。

リージュ：［逆上］を受けてたら、ヒルダお姉さまが危あぶなかったかもしれませんね……。

ギデオン：やばかったから止めたんだが、クリスティーヌのダメージも減るなら得したな。

ＧＭ：次はリージュですね。

リージュ：はい！　《ホーリーアタック》で自分に《ホーリーウェポン》を使用。魔術判はん定ていの直前に《グレイスフォース》。（ダイスを振る）成功したので攻こう撃げきのダメージに＋20です♪　魔導銃を魔術で強化しました。

ヒルダ：最後は私。《グレートコネクト》を使って、《コネクトフォース》一回目。神竜王の加護で肉体を強化する。

ＧＭ：ヒルダの身体が淡い輝きを纏まとって、強きよう靭じんさを増していきます。これでセットアップは全員終わりましたね。では、イニシアチブプロセスに移ります。

チコ：最初はベロニカのメインプロセスっすね。

ＧＭ：はい。ベロニカはムーブアクションで《ピンポイントアタック》、マイナーアクションで《フェイント》、メジャーアクションで《ゲイルスラッシュ》を使用。チェインカッターを勢いよく振り回して、《ワイドアタック》による二回攻撃を行ないます。

ギデオン：だろうな、武ぶ器きを聞いた時にそう来ると思ったよ！

ＧＭ：一回目の《ワイドアタック》は、《レイザーストーム》も使ってシーン全体攻こう撃げきです。

一同：いやぁぁぁぁ!?

ＧＭ：うなりを上げるチェインカッターが生き物のように空中を舞い、みなさんへと躍り掛かります。命中判定は（ダイスを振る）達成値30。《ピンポイントアタック》で【物理防御力】無視、《フェイント》でリアクションにマイナス１Ｄなので注意してください。

ギデオン：回避判定のダイスが減ったら、避けられんわ！

リージュ：大丈夫です。ここは任せてください。《カウンターショット》で撃ち落とします！　フェイトを１点使って（ダイスを振る）やったっ♪　達成値34！

チコ：さすがっす、リージュお姉ちゃん！

ＧＭ：では、攻撃は失敗になります。うなりを上げるチェインカッターは、魔導銃から放たれた弾丸によって弾き飛ばされてしまいました。ベロニカは一瞬驚きますが、すぐさま鞭の軌道を修正して二発目の《ワイドアタック》を放ちます。

ヒルダ：そういえば、二回攻撃だったか。今度はシーンじゃないよな。対象は誰だ？

ＧＭ：リージュとヒルダで。命中判定は……（ダイスを振る）ちょっと低くて22でした。

リージュ：回避のダイスが減ってるから避けられません。

ヒルダ：同じくだ。リージュを《カバーリング》する。リージュを背後にかばおう。

ＧＭ：了解しました。こちらはダメージロールの直前に《ピアシングストライク》を使用。《ゴーストアタック》と合わせて＋６Ｄで、合計38＋８Ｄになります。（ダイスを振る）……ダメージは69点の物理。ただし【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は無む視しになります。

リージュ：《プロテクション》しますよ。（ダイスを振る）22点軽けい減げんです。

ヒルダ：さらに《ウェポンガード》で７点止め。カバーでダメージ二倍になるから80点通るけど、残り45点で立ってる。リージュが展開した魔力障壁で威力が減じた鞭を、槍で何とか受け止めた。まだ健在だ。

ＧＭ：さすがヒルダ、防御力だけじゃなく、【ＨＰ】も高いですね。「あんた、なかなか頑丈な奴みたいだね。だけど、いつまで耐えられるかな？」鞭を手もとに引き戻しながら、ベロニカがにやりと笑います。次はギデオンの行動。

ギデオン：それじゃ、エリヤに攻撃しよう。ムーブアクションで《ピンポイントアタック》、マイナーアクションで《フェイント》、メジャーアクションで普通の攻撃だ。（ダイスを振る）命中判定の達成値は26。

ＧＭ：普通にやっても避けられないので《リポストベイン》を試みます。攻撃が自動命中しますが、リアクションを魔術判定でして、成功すれば効果強度５の［毒］を与えられます。

ギデオン：げっ!?

ＧＭ：（ダイスを振る）よしっ、クリティカル！

リージュ：でた、ＧＭのクリティカル～。

ギデオン：なんてこった。だが、攻撃は命中したんだ。ダメージロール行くぜ。《ピアシングストライク》を使って34＋５Ｄ（ダイスを振る）73点の物理ダメージ。こっちも【物理防御力】無視だ。防具の隙間を通すように短剣を突き立てる！

ＧＭ：むむむっ。それだと全部入ります。ギデオンの鋭い刺し突とつを受けて傷つきながらも、エリヤは毒の魔術で反撃しました。ですが、敵は防御を捨てて魔術で反撃。傷を負いながらもギデオンの体内に毒を送り込みました。

ギデオン：ぐはっ！　効果強度５だと、クリンナップに25点ＨＰロスか。痛いぞ！

ＧＭ：ふふ、ただではやられてあげません。さて、次はチコですが……。

リージュ：チコさんのメインプロセスの前に、イニシアチブで《クイックヒール》を使ってお姉さまを《ヒール》で回かい復ふくします。（ダイスを振る）発動は成功して、40点回復ですよ。

ヒルダ：助かる。【ＨＰ】85点まで回復した。これでまだ耐えられるだろう。

チコ：んじゃ、改めてオイラの行動っすね。ここはエリヤを集中攻撃っす。ムーブアクションで《ランニングセット》から《クラッシュバリア》。マイナーアクションで《エキスパート》、メジャーアクションで《ウォータースピア》！（ダイスを振る）クリティカルー！

リージュ：チコちゃん、すごい！

ＧＭ：これは厳しい！　もう一度《リポストベイン》を……ダメ、クリティカルしません！

チコ：よっし、攻めるっすよー！　《マジックフォージ》も入れて……（ダイスを振る）89点の〈水〉属性の魔法ダメージ。《クラッシュバリア》で【魔法防御力】は無視っす！

ＧＭ：あいたたた。《ウォータスピア》だから［放心］も受けちゃうんですよね。これで回かい避ひ判定マイナス１Ｄか……。次は攻撃を受けたエリヤの行動ですね。

リージュ：……んー。よし、イニシアチブプロセスに《カリキュレイト》で割り込みます！

ＧＭ：あうっ、こっちの行動がこない（笑）。

リージュ：マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションで《ファニング》を使って、ゴーストレイダーズ全員に攻撃！　命中は（ダイスを振る）達成値30。二丁拳銃で乱れ撃ちですよ！




　リージュの激しい銃撃に対して、クリスティーヌとエリヤはリアクションに失敗。

　ですが、最後のベロニカが意地を見せようと動きます。




ＧＭ：リアクションで《シャドウハイド》。これで回避に成功すると、メジャーアクションを一回行なえます。さらに回避判定の直前に《ディテクト》。この回避判定では、一個こでもダイス目６が出ればクリティカルになります。

ヒルダ：ちょっと止やめてよ、藤ふじ井いさん!?

ＧＭ：止めてと言われてもやりますよ！　そりゃ!!　（ダイスを振ふる）……あ、あれ？

チコ：よし、どっちの出目も５っす！

ギデオン：ふぅ、驚おどろかせやがって（笑）。

ＧＭ：な、なんでーっ!?　……達成値も超えられてない！

リージュ：さて、覚かく悟ごはいいですわね？（にっこり）　ダメージロール！（ダイスを振る）　98点の物理ダメージです！

ＧＭ：痛い痛い！　ゴーストレイダーズの面々は、それぞれ回避を試みますが、リージュの嵐のような弾幕を避けきれず、次々と吹き飛んでいきます。むう、集中攻撃を受けてるエリヤが得にやばいな～。でも、まだ倒れはしません！

ギデオン：ちっ、仕留めきれなかったか。

ＧＭ：残念でしたね。さあ、次はエリヤの行動です。ムーブで《ランニングセット》からの《ファストドロウ》。マイナーで《エキスパート》、メジャーで《ダブルキャスト》。

チコ：魔法二連発っすか。何を使うっすか？

ＧＭ：一回目は《レインボーカラー》。対象は〝ゲッタウェイ〟のみなさんになります。命中したら属ぞく性せいを〈風〉に変へん更こうしますよ。

ヒルダ：うわっ！　これ、絶対に次は〈地〉属性の攻撃魔法くるよね!?

ＧＭ：やっぱり分かっちゃいますか（笑）。

ヒルダ：【魔法防御力】０になっちゃう！　止やめてぇ～!?（悲ひ痛つうな叫さけび）

ＧＭ：止めません（笑）。こちらの命中は（ダイスを振る）クリティカル～♪

ギデオン：しかもクリティカルか！　きついな。カバーするヒルダには死活問題だ。

リージュ：クリティカルで避けましょう、お姉さま。ほら、こんなふうに……（ダイスを振る）……って、本当にクリティカルした!?（一同笑）

ヒルダ：さすが、大おお竹たけさん！（笑）

ＧＭ：（さらりと）あ、じゃあそれは《ニゲイト》で打ち消しておきます。

リージュ：がーん！（一同笑）




　結局、ほかの三人はクリティカルすることなく、回避に失敗。

　ヒルダたち全員の属性が〈風〉変更されました。




ＧＭ：みなさんの身体を〈風〉の魔力が包み込んだのを確認すると、エリヤが二発目の魔術を発動させます。《アースバレット》をやはりＰＣ全員に！（ダイスを振る）達成値は27。

チコ：気合で避けるっすー！　（ダイスを振る）クリティカル！　やったー!!

ギデオン：やるじゃないか、チコ。俺は《ドッジムーブ》で回避する。（ダイスを振る）普通に成功した。飛んできた魔法の岩を軽やかなステップで避けていく。

リージュ：あたしは失敗です～。

ヒルダ：私も命中。リージュを《カバーリング》するよ。

ＧＭ：（ダイスを振る）60点〈地〉属性魔ま法ほうダメージ。ヒルダとリージュを押し潰そうと、エリヤの放った巨大な岩の雨が降り注ぎます。

ヒルダ：《インバルネラブル》でダメージを０に！　リージュの前に立って、迫り来る岩を槍とバックラーで全部弾き返す！

ＧＭ：……とりあえず、切り札を一いち枚まい切らせたと考えよう。次はクリスティーヌ。ムーブで《ファストセット》《インビジブルアタック》。マイナーで《ブルズアイ》、メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》で、ギデオンに二回攻撃します。

ギデオン：二回とも俺か！

ＧＭ：ギデオンは［毒］が入ってるので、《追い打ちの瞳》でダメージに＋20できますから。

ギデオン：そういやそうだった。くらったら死ぬな。何としても避けないと。

ＧＭ：では一いち撃げき目。（ダイスを振る）37。高いけど、６が一個も出なかった……。

ギデオン：《ドッジムーブ》でリアクション！

ＧＭ：それを《インタラプト》っ！　ギデオンが回避しようとした方向に牽制の矢を放って動きを止め、そこに必殺の矢を打ち込みますよ！

ギデオン：げっ、やばい！　これじゃあ……ダメだ、回避失敗した！




　クリスティーヌの放った一発目の矢は、《スラッシュブロウ》も乗って合計[image: ]点のダメージを出しました。ギデオンを戦闘不能に追い込むのに十分な威力でしたが、リージュの《プロテクション》によって、ギリギリ生き残ることに成功します。

　そこへ追い打ちの二撃目が飛びますが──。




ギデオン：《ドッジムーブ》に、フェイト２点も注ぎ込んで回避！（ダイスを振る）よしっ、６が三個でクリティカル!!　とどめの矢を、身をひねってギリギリでかわした！

[image: ]

ＧＭ：あうっ。避けられちゃいましたか。残念！

ギデオン：ふう、マジでやばかったぜ。冷や汗をぬぐいながら、気合入れ直しだ。

ヒルダ：次は私だな。目の前のベロニカを殴なぐる。ムーブは特になし。マイナーで《コネクトフォース》二回目。メジャーで《バッシュ》に、《ボルテクスアタック》も宣言しておくぞ。不安だから命中判定にフェイトを１点使う。（ダイスを振る）出目は低め、達成値35だ。

ＧＭ：クリティカルしないと厳しい……（ダイスを振る）３と５と６。クリティカルせず。

リージュ：あぶなーい！（笑）　さすが藤井さん……ダイス目が怖こわいです（笑）。

ＧＭ：ベロニカは、ヒルダの突きを鞭で絡め取ろうとしますが、それよりも早く、槍の穂先が彼女の肩を貫きます。ダメージロールをどうぞ。

ヒルダ：《スラッシュブロウ》を使う！　これで20Ｄ＋[image: ]点！（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージ！　全力で槍を突き抜くぞ！

ＧＭ：ぐむ、これは痛い！　あまりの威力にベロニカはもんどり打って倒れそうになりますが、とっさに足を踏ん張って体勢を立て直します。まだまだ！

チコ：うーん、なかなかしぶといっす！

ＧＭ：これで全員行動済になりましたね。では、ゴーストレイダーズは《再さい行こう動どう》を宣言。

ヒルダ：こっちも《再行動》だ！

ＧＭ：では、全員未行動になりました。先頭に戻もどってベロニカのメインプロセス。ムーブで《ピンポイントアタック》、マイナーは《フェイント》。メジャーアクションは奥の手の《トライヒット》！　ヒルダに三回攻撃します！

ヒルダ：やめてよもー、ヒルダに鞭とか超ちよういやらしいじゃん！（一同笑）

チコ：何がどういやらしいんだろう……（笑）。

ＧＭ：とにかく一撃目いきますよ！　（ダイスを振る）あ、出目よくない。24。

ヒルダ：避けられるわけ……（ダイスを振る）クリティカル!!　バックラーで受け止めた！

ＧＭ：なんですと!?　では二撃目!!（ダイスを振る）やっぱりよくない、達成値26。初撃を止められたせいか、ベロニカさんの鞭さばきが、少し精彩を欠いてしまいました。

ヒルダ：でも、クリティカルじゃないと避けられない。（ダイスを振る）当たり！

ＧＭ：《ピアシングストライク》も入れて62点の物理ダメージ。【物理防御力】は無視で！

ヒルダ：それならギリギリ耐えられる！　とっさに急所は外して、肩で受け止める！

ＧＭ：二発目の手応えから、次で仕し留とめられると確かく信しんしたベロニカがにやりと笑う。くらえ、三撃目！（ダイスを振る）命中は23!!

ヒルダ：（ダイスを振る）無理だ、命中した！

ＧＭ：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）よし、73。ここで倒たおれろー！

ヒルダ：ここで《蘇そ生せい》を切るよ。みんなの【ＨＰ】を全快。これで今回は大丈夫。

リージュ：《プロテクション》もしておきますね。（ダイスを振る）23点止めました。

ヒルダ：さらに《ウェポンガード》で７点軽減。残り【ＨＰ】95！　ありがとう、リージュ。キミにはいつも助けられてばかりだ。

リージュ：いいえ。あたしこそお姉さまに助けられてばかりです。

チコ：ヒルダお姉ちゃんとリージュお姉ちゃんがいちゃいちゃしてるっす（笑）。

ギデオン：いつものことだ、ほっといて戦闘に集中しろ（笑）。




　続くギデオンは毒消しで［毒］を回復しつつ、エリヤに攻撃。命中判定で高達成値を出し、《リポストベイン》を突破。62点のダメージを出すも、敵を倒すにはいたりません。

　しかし、さらにチコがエリヤへ追撃。攻撃力重視で放たれた水の槍が、魔術による抵抗を吹き飛ばして、命中します。




チコ：ここで決めるっす！　ダメージロールに残りのフェイト２点を全部突つっ込こみます！（ダイスを振る）83点の〈水〉属性、魔法ダメージ！　これでどうっすか!?

ＧＭ：こ、これは……（計算中）……ダメ、その一撃でエリヤは倒れます！




　チコが魔法によって組み上げられた水の槍やりを放ちます。

　それは反はん撃げきの毒針ばりすらも呑のみ込こんで、エリヤへ突つき刺ささりました。

　弾き飛ばされ大地へ転がる彼に、再び立ち上がる力はもう残っていませんでした。




ＧＭ：くぅ、ギルドマスターが倒れた。ギルドシンボルを持っていたエリヤが倒れたので、こっちのダメージが減へります。

ギデオン：お前、ギルドマスターだったのかっ!!　こいつはいい。チコ、よくやったぞ！

チコ：ぶいっす！

ＧＭ：エリヤが倒れたので次はクリスティーヌ。シナリオ上、リージュは攻撃できないのでヒルダを攻撃します。ムーブは《ファストセット》から《インビジブルアタック》。マイナーは《ブルズアイ》、メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》。




　放たれた二本の矢は、両方ともヒルダに命中。しかし、ギルドシンボルを失い、ダメージの減ったクリスティーヌでは致ち命めい打を与あたえることができません。

　なんとかヒルダの【ＨＰ】を残り45点まで削けずるも、そこで行動終了となりました。




リージュ：こっちの番です。よくもお姉さまを！　マイナーで《デスターゲット》、メジャーで《ファニング》。左右の銃でベロニカとクリスティーヌをそれぞれ撃ちます。（ダイスを振ふる）うっ、低いのでフェイト１点で振りなおし。（ダイスを振る）今度はよし、31！

ＧＭ：それだとクリティカルのみ。ベロニカは（ダイスを振る）失敗。クリスティーヌは……（ダイスを振る）。６と５で失敗。うーん、惜しい！

ヒルダ：あ、あぶなー!!　本当に藤井さん、ダイス目がきわどすぎです！

リージュ：当たってよかった（笑）。（ダイスを振る）。81点の物理ダメージ！

ＧＭ：弾丸がベロニカたちをとらえ、血ち飛沫しぶきを舞わせますが、ふたりとも倒れはしません。

ヒルダ：じゃあ、最後は私だ。ムーブなしで、マイナー《コネクトフォース》三段だん階かい目。これでやっと完成だよ。メジャーは《バッシュ》。光の槍の効果も使う。（ダイスを振る）31。

ＧＭ：（ダイスを振る）クリティカルせず。命中です。

ヒルダ：（ダイスを振る）87点の〈光〉属性の魔法ダメージ！

ＧＭ：魔法ダメージはけっこう抜ぬける……。まあ、まだ立ってますが。これで全員行動済ですね。第二ラウンドへまいりましょう。




●第二ラウンド

行動値

ベロニカ　　　　　27

ギデオン　　　　　20

チコ　　　　　　　17

クリスティーヌ　　16

リージュ　　　　　13

ヒルダ　　　　　　７

[image: ]




ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアップ～。まずベロニカ。《タウント》＋《裏切りの鎖》をやはりヒルダに使います。「あんた、なかなかやるじゃないか。臆病者のゴーダ伯の娘とはとても思えないね」（ダイスを振る）こちらの達成値は21。【精せい神しん】で判定してください。

ヒルダ：（ダイスを振る）ダメだっ、［逆上］した。顔を真っ赤にして槍を振り回しながら。「お義父様を侮辱するのは許せん！　貴様は私が絶対に倒すっ!!」と言う！

リージュ：あわわ！　お姉さま、落ち着いてー！

ＧＭ：さらにギルドサポートの《アンリ皇帝の応援》を使います。対象はクリスティーヌ。

チコ：それ、複ふく数すう持っていたっすね……。

ＧＭ：はい（にっこり）。虚像のアンリが一いつ生しよう懸けん命めい、クリスティーヌへ応援のダンスを踊おどっています。「さあ、ゴーストレイダーズよ。邪魔者を排除するのだ！」

ヒルダ：くそっ、うっとうしいな！（笑）

ギデオン：こっちもダンスで対抗だ！　《ミステリアスダンス》をベロニカに。わしゃわしゃ踊って挑ちよう発はつするぞ。フェイト１点使って（ダイスを振る）19。

ＧＭ：クリティカルでしか防げない……（ダイスを振る）おっ、クリティカル！　ギデオンの踊りに、ベロニカは冷たい視線を返しました（一同笑）。

ヒルダ：さすが藤井さんや（一同笑）。




　この後、チコが《アンパッサン》によってリージュがベロニカのエンゲージから離脱。

　さらに《陣形》でギデオンとリージュがクリスティーヌにエンゲージしました。

　対するクリスティーヌは《追い打ちの瞳》でダメージ上昇のチャンスをうかがいます。




ＧＭ：セットアップが終了したので、ベロニカのメインプロセスです。目の前のヒルダを攻撃しましょう。ムーブが《ピンポイントアタック》、マイナーで《フェイント》、メジャーで《ビースティング》。研ぎ澄ました一撃で、確実に命中させようと集中力を高めます。

ヒルダ：ちょ、ちょっと！　そもそも回避判定１Ｄで避けられるわけないでしょー!?




　そんな叫びのとおり、ベロニカの攻撃はヒルダを直ちよく撃げき。《ウェポンガード》と《プロテクション》に阻まれながらも32点のダメージを与あたえ、残り【ＨＰ】13まで追い込みます。




ヒルダ：ま、まだ立ってるけど、次の攻撃は本当にヤバイ！

ギデオン：クリスティーヌに行動順を回さずに落としたいところだな。よし、クリスティーヌを集中攻撃だ。《フェイント》と《ワイドアタック》で攻撃で……（ダイスを振る）24！

ＧＭ：（ダイスを振る）それは無理。ダメージどうぞ。

ギデオン：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）15＋34だから49点。

ＧＭ：ちくっと刺さって、ダメージは19点。ギデオンの短剣がクリスティーヌをとらえますが、厚い防具に阻まれて、あまりダメージが通りませんでした。

ギデオン：射撃キャラのくせに、こいつけっこう硬いな！

チコ：なら、おいらに任せるっすよ。ムーブで《ランニングセット》＋《ブーストマジック》。マイナーで《エキスパート》、メジャーで《ウォータースピア》に《リゼントメント》も入れて、クリスティーヌに攻撃っす！（ダイスを振る）命中は28！

ＧＭ：それはクリティカルのみ！　（ダイスを振る）当たりました！　ダメージを！

チコ：ありったけの魔力を込めた超巨大な水の槍……いったれー！（ダイスを振る）　わっ、出目がよくない！　[image: ]点〈水〉属性魔法ダメージ。当たったら［放心］が入るっすよ。

ＧＭ：一気に三分の一以上持っていかれましたが、まだ生きてますよ！

チコ：あれをくらってもまだ生きているっすか！

ＧＭ：さあ、クリスティーヌの行動です。前回と同じくムーブは《ファストセット》＋《インビジブルアタック》。マイナーが《ブルズアイ》で、メジャーは《ストラグルクラッシュ》。対象はもちろんヒルダ！

ヒルダ：くっ！

ＧＭ：一発目の命中判定！　《ダンスマカブル》の効果で、一個でも６を出せばクリティカル。（ダイスを振る）きた！　６が一個出たのでクリティカル!!




　クリスティーヌの放った渾身の矢を、ヒルダは避けることができませんでした。

　もう、ダメか……。ヒルダが覚悟を決めた、その時───。




リージュ：お姉さまはあたしが守ります！　そのダメージを《アフェクション》で０に！　銃じゆう弾だんで矢を撃うち落おとす!!

ヒルダ：おおっ！　リージュ、ありがとう。た、助かった……。

ＧＭ：いえ、まだです。こちらの二撃目が残ってる!!　ヒルダが安堵した直後、新たな矢をクリスティーナがつがえ、解き放ちます！




　クリスティーヌが放った二本目の矢が、ヒルダの胸に突き立つ。

　前線で攻撃を受け続けてきたヒルダに、その一撃に耐たえるだけの力は残っていなかった。




ＧＭ：ダメージは[image: ]点の物理ダメージ！

ヒルダ：切り札は使い切ってるし耐えられない。胸を押さえながら、どさっと地面に倒れる。そして、気絶する前に一言。すまない、あとは頼む……。

リージュ：お姉さま……！　分かりました、あのふたりはあたしが必ず仕し留とめます！

ヒルダ：リージュの答えに満足して、気を失う。

リージュ：では、あたしの番。マイナーで《デスターゲット》、メジャーは《ファニング》でベロニカとクリスティーヌを攻撃！　命中判定にフェイトを１点使って（ダイスを振る）やった、クリティカル!!

ギデオン：ＰＣの気合いがダイスに乗のり移うつった！（笑）

チコ：すごいっす、リージュお姉ちゃん!!

ＧＭ：クリスティーヌは［放心］のペナルティがあるので回避不ふ能のう。ベロニカは３Ｄで回避。（ダイスを振る）ダメ、命中しました。

チコ：ここで《チェックメイト》！　（ダイスを振る）13点っす！

リージュ：ありがとうー。残るフェイトをここに入れて……。（ダイスを振る）95！

ＧＭ：95っ!?




　リージュの両手に構かまえられた魔導銃キヤリバーから複数の銃弾がはき出された。

　螺ら旋せんを描えがきながら空中を進むその銃弾は、クリスティーヌとベロニカの急所を同時に貫つらぬく。

　クリスティーヌとベロニカは、鏡映しのようにまったく同じ体たい勢せい、表ひよう情じようで大地に倒れた。




ＧＭ：それは耐たえられない。ふたりとも戦闘不能です……。

一同：やったぁぁぁぁぁぁっ!!

ギデオン：リージュの怒いかりの一撃が勝負を決めたか（笑）。

ＧＭ：ゴーストレイダーズ全員が倒れると、虚像のアンリは地じ団だん駄だを踏ふみつつ「なんと使えぬ奴ら。この程てい度どの相手に負けおって！」と怒いかり狂くるいますが。

リージュ：……さようなら、アンリさん。もう二度と会うことがないことを祈いのってます。そう言って、伝心の人形を魔導銃で撃うちます。

ＧＭ：「な、へ、陛……」ぶつっ、と通信が途と切ぎれてアンリの虚像が消えたところで、このシーンは終了としましょう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆ビルベリの新しき領りよう主しゆ




　無事にロッシュを救出し、ヒルダたちは領主の館へと戻ってきた。

　そんなヒルダたちを待っていたのは、ヴィクトリオの意外な言葉だった。




ＧＭ：それでは、エンディングフェイズに移うつります。

一同：はい。

ＧＭ：みなさんは無事、ロッシュを救出し、ヴィクトリオの館へと戻ってきました。もう夜も明け、朝日が昇ろうか、という頃合いです。

ヒルダ：ヴィクトリオ殿どののご容よう態だいは？

ＧＭ：ヴィクトリオはベッドで休んでいます。命には別べつ状じようがないそうです。

チコ：良かった～。フェイトをつぎ込こんでＦＳ判定をがんばった甲か斐いがあったっすよ！

ヒルダ：ファインプレイだったな、チコ。ともかく、ヴィクトリオ殿の安否をこの目で確認したい。いいだろうか？

ＧＭ：いいですよ。ヴィクトリオは私し室しつのベッドで横になっています。アナリタとレイチェルが看かん病びようしています。

チコ：ただいま～！　戻ったっすよ～！

ＧＭ：みなさんが戻ったのを見ると、ヴィクトリオは「無事で良かった……」と言います。

リージュ：それは、こちらの台詞せりふですよ、ヴィクトリオさん。

ヒルダ：あなたが体を張ってロッシュを護まもってくれなかったら、どうなっていたことか。

チコ：リージュお姉ちゃんも、王威の竜輝石も守り通したっす！

リージュ：中央広場の爆ばく破はも未然に防ふせぎましたしね！

ＧＭ：ヴィクトリオは「さすがだな。大したものだ」と柔やわらかく微笑ほほえみます。

ヒルダ：だが、今回の一件で、ビルベリは他の国から狙ねらわれるようになるだろうな。

ギデオン：神聖アンリ帝国が手を出して、追い返された……それが明るみに出れば、黙だまってないだろうな。

リージュ：王威の竜輝石、〝偉い大だいなるヒース〟、そしてピアニィさんそっくりなあたし。

チコ：オイラたちがいなくならない限かぎり、ビルベリは狙われ続けるっすね。

ヒルダ：辛つらいな……。私たちがいなくなれば、何とかなりそうな気がするから。そして、私自身の中にも今回のシナリオで迷いも芽生えたしな。

チコ：迷い？　……ああ。アンソンさんが仇ではなかった件っすね。

ヒルダ：そう。ビルベリを守ることと直接の関係はないことだが……。

ＧＭ：ヴィクトリオは体を起こし、神しん妙みような面持ちで「ヒルダ殿」と声をかけます。

ヒルダ：まだ寝ねていた方が……！

ＧＭ：「このくらいなら大だい丈じよう夫ぶさ」

ヒルダ：…………。

ＧＭ：「今回の件けんで身に染しみた。やはりワシは限界だよ。それに比くらべて君たちはよくやってくれた。竜輝石、リージュ、ロッシュ殿、そしてこのビルベリ。すべてを守ってくれた」

ヒルダ：いえ、それは……。

ＧＭ：「わしは引いん退たいしようと思う。どうかビルベリを引き受けてはくれないか、ヒルダ殿」

ヒルダ：私が？

ＧＭ：「この半年、君たちがビルベリのためにどんなにがんばってきたか、町の者たちはよく分かってる。ヒルダ殿が新しい領主になるならば、みな、納なつ得とくしてくれるだろう」ヴィクトリオの言葉に、アナリタとレイチェルが頷うなずいています。

リージュ：オズモッドＫ７さんも、モルダンさんも、この町はいいところだって言ってくれました。ビルベリが居い心ごこ地ちの良い町になったのは、ヒルダお姉様ががんばったからです。

チコ：今回だって、爆ばく弾だん処しよ理りをして、町の人たちを、ビルベリを、守ったっすよ！

ヒルダ：う～ん……今回の事じ件けんに関わる間に、住人や来らい訪ほう者しやがビルベリを良いところだと思ってくれてるって分かったし、アンリにも啖たん呵かを切ってしまったし、な。

ギデオン：どうした？　随ずい分ぶんと歯切れが悪いじゃないか。

ヒルダ：領主に抜ばつ擢てきされると思ってなかったから、戸惑っているんだ。……そして、自分の中に、お義父様の仇の件での迷いも抱えてるからな。自分の出発点がゆらいでいて、なんだか地に足がつかないんだ。そんな私が領主になど……。

一同：…………。

ＧＭ：ヴィクトリオはヒルダの返事を待ってますよ。

リージュ：ではお姉様に声をかけます……「迷ったままでも、いいのではないですか？」

ヒルダ：リージュ。だが……。

リージュ：あたしも、外の世界のことが分からずに迷ってばかり。でも、みんながいてくれたから、なんとかやってこられました。

チコ：いいこと言うっすね。ヒルダ姉ちゃんが迷ってもオイラたちがサポートするっす。

ギデオン：ああ。だから、ヒルダは自信を持っていいと思うぜ。だが……（ここで力強い口調で）俺のことはあまり当てにしないでくれると嬉しい！

チコ：だから、なんでそこを強調するっすか！（一同爆笑）




　部屋の中に集った人々が弾けるように笑った。




ヒルダ：……では。しばらく黙だまり込こんで考えたあと、毅き然ぜんと顔を上げて「分かりました。お引き受けします。……未み熟じゆくな身ですが」と答えよう。

ＧＭ：「ありがとう」と安心したような顔になります。

ヒルダ：「ただ、ビルベリが良い町に変わったのは、みんなの力ちから添ぞえがあったからだ。また、これからも力を貸かしてくれないか？」とみんなに言うぞ。

リージュ：もちろんですよ～。

チコ：当たり前じゃないっすか。

ヒルダ：ヴィクトリオ殿に「私たちはまだまだ経験不足。領主はお引き受けするが、相談には乗ってください」と言うぞ。

ＧＭ：「ああ。ビルベリはわしが生まれ育った町だからな」

ヒルダ：はい。ですが、今しばらくは、怪我を治すことに専せん念ねんしてください（笑）。

ギデオン：よし、俺も羽を伸のばすぞ！

ヒルダ：お前は私たちと一いつ緒しよで、働く側だっ！（一同爆笑）

ＧＭ：ギデオンがオチをつけてくれたところで、シーンを終了します。







◆Ending 02◆ロッシュとの別れ




　朝焼けに染そまるビルベリ。

　再び旅装束に身を包んだロッシュが、城じよう門もんにて、チコたちの見送りを受けていた。




ＧＭ：では、翌よく朝あさ。ロッシュがビルベリを出立するシーンになります。

一同：はい。

チコ：見送り、見送りに行きたいっす！

ＧＭ：はい。朝焼けに染まるビルベリ。城門の前で、見送りに来たチコたちに、ロッシュは「どうもありがとう。今回は本当に助かった。助けるために情じよう報ほうを持ってきたつもりが、かえって迷めい惑わくになってしまったね。申もうし訳わけない」と言います。

チコ：気にする必要ないっすよ。

ヒルダ：むしろ、こちらの事じ情じように巻まき込こんでしまったな。ほんとにすまない。

ＧＭ：ロッシュはヒルダに「この町の領主としてがんばってください」と言ったあと、チコに視し線せんを移うつします。

チコ：ほえ？

ＧＭ：「僕ぼくは、いつまでも君のことを待っているよ。困こまったことがあったら、いつでもアガルタ公国を頼たよってきてくれていいからね」

ヒルダ：ロッシュ……男前だ！

チコ：真っ赤になってもじもじするっす。「もう少し世の中が落ち着いたら、必ず遊びに行くっす」

ＧＭ：「その日を楽しみにしてるよ」そしてロッシュは「ヒルダさんも、是ぜ非ひ遊びに来てください」と微笑みかけます。

ヒルダ：私も、か？

ＧＭ：「姉さんが会いたがりますよ。三人で、ゴーダ伯はく……オスウィンのおじさまの話をしましょう」

ヒルダ：（少し顔をほころばせて）そうだな。

ＧＭ：「では、みなさんお元気で」とロッシュは踵きびすを返し、城門から街道へ足を向けます。

チコ：……駆かけ寄るっす！

ヒルダ：チコ？

チコ：ロッシュさんの背せ中なかに飛とび込こんで、背中からギュッと抱だきしめます。

ＧＭ：「……チコ？」

チコ：絶対、絶対、遊びに行くっす！　遊びに行けるような世の中になるように、オイラがんばるっす！

ＧＭ：「……ああ。僕もがんばるよ」　優やさしく言って、ロッシュはチコの体を離はなします。

チコ：また会える日まで、お元気で。

ＧＭ：「チコもね」と笑い、ロッシュは去って行きます。

リージュ：チコちゃん、プチロマンスだったね～。

チコ：……そうっすねぇ。

ギデオン：それを一生の思い出にするがいい（一同爆笑）。

チコ：おっちゃん、何を言ってるっすか、もう！

リージュ：そういえば……お姉様、アンリさんは今回の件で懲こりてくれたと思いますか？

ヒルダ：（やれやれといった表情で）そうもいかないだろうなぁ。

ギデオン：一いち応おう、リージュだってプチロマンスだったじゃないか。

リージュ：アンリさんはあたし自身を見てくれてなかったじゃないですか。全然ロマンスじゃなかったです！（ぷんぷん）

ＧＭ：それでは、リージュが怒おこったところで、シーンを終了します。







◆Ending 03◆動き出す大国




ＧＭ：では、最後にマスターシーンです。

一同：おや？

ＧＭ：場所は、とある王宮の会議室。裏うら目め軍ぐん師しマルセルが、座すわって調べ物をしています。




　静かに書類をめくるマルセル。彼のもとに、カツカツと甲かん高だかい靴くつ音おとが近づいてきた。

「マルセル、聞いたかね！」

　乱らん暴ぼうにドアを開けて室内にやってきたのは、紫むらさきの髪かみをした貴き族ぞく、アベル。

「どうなさいました？」

　面倒そうな表情のマルセルに対してアベルは苛立った口調でまくし立てる。

「どうもこうも！　ロッシュ・アガルタが秘ひ密みつ裏りにビルベリを訪ほう問もんしたそうじゃないか！」

「……はぁ」

　煮え切らない返事をするマルセルにかまわず、アベルは言葉を続ける。

「〝偉大なるヒース〟はメルトランド人にとって心のより所だ。それをアガルタ公国に奪うばわれるわけにはいかない。どんな手しゆ段だんをとっても、我われ々われが押おさえなければ！」

「え？　え、ええ……そう、ですね」




チコ：ちょ、ちょっと！　マルセルさん、賛さん同どうしちゃうっすか!?

ＧＭ：さて。また別の王宮内では、違う人物がため息をついています。




　とある王宮の執しつ務む室しつ。育ちの良さそうな金きん髪ぱつの優やさ男おとこが書類をめくっていた。

「うーん……これはちょっと……厄介かな？」

　向かい側に立つ、銀ぎん髪ぱつのエルダナーンの女じよ性せいはため息とともに呟つぶやく。

「ロッシュも困ったことをしてくれたものだ」

　苦々しい言葉に、男だん性せいは「まぁまぁ」と笑いかける。

「問題ない。ロッシュは信しん頼らいできる子だって、君も知ってるだろう？　……なぁ、カテナ」
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「気楽に言ってくれる……。まあ、ロッシュなりの考えがあるだろうことは同意しよう」

「うん。ただ、それよりも、大きな問題があるよね」

　読んでいた書類をペシッと叩たたき、優男、アンソンはカテナをじっと見つめた。

「ビルベリにあるという、白い王威の竜輝石の方だ」




ヒルダ：くっ、アンソン……。

チコ：なんか、悪人っぽいっすね（笑）。




「王威の竜輝石を、アンリに取られたら問題だ。何としても、我々が手に入れないと」

「……もう、王威の竜輝石には頼たよらないんじゃなかったのか？」

「グラスウェルズの竜輝石を、誰かに悪用されては困こまる」

「ふむ……」なるほど、とカテナは頷いた。

「では、どうする？」

　問いかけを待っていたかのような顔で、アンソンは宣言する。

「リシャール先せん輩ぱいを呼よぼう。幻げん竜りゆう騎き士し団だんを動かすぞ」
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一同：ええ[image: ][image: ][image: ][image: ]!?（驚愕）

ヒルダ：アンソン！　大人おとな気げないぞ!!（笑）

ギデオン：これは……フェリタニアとグラスウェルズが動き始めたってことか……。

ＧＭ：はい。では、第五話「邂逅★ロマンティック」は終了です。お疲つかれ様さまでした！

一同：お疲れ様でした！




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

第五話「邂逅★ロマンティック」

─ＦＩＮ─
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆飛とび込こんできたニュース




『ゲッタウェイ』第五話の収しゆう録ろくが終わり、第六話の収録準じゆん備びをしているさなか、その報しらせは電話でもたらされました。




「藤ふじ井いさん、ボイスドラマですよ！　ボイスドラマ!!」

「はにゃー！　おめでとうございます」




　ボイスドラマとはＣＤに収録された音声ドラマのこと。二〇一〇年以来『アリアンロッド・サガ』のボイスドラマ付きの本、いわゆるファンブックが出ているのですが……。




「今年は『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』を中心に本を作ると菊きく池ちが言っております」

「な、なるほど」




　ちなみに電話をくれたのは、『デスマーチ』シリーズの著ちよ者しやである〝かわたな〟さんこと田中信二たなか・しんじさん。ただでさえ忙いそがしいかわたなさんに、ファンブックという大仕事が舞まい込こんで来たわけで、めでたくも大変なわけですが……。




田中：そんなわけで、ファンブック掲けい載さいのリプレイは藤井さんにお任まかせします。

藤井：はにゃー!!




　見事に無茶振ぶられました（笑）。




藤井：ありがたくお受けさせていただきます。……その代わりといってはなんですが。

田中：なんですか？

藤井：私わたしの方からも『ゲッタウェイ』第六話でお願いしたいことがありまして……。

田中：転んでもタダでは起きませんな（笑）。それで、お願いとは？

藤井：はい、実はですね……。




　とまあ、そんな感じでシナリオの〝ネタ〟の許きよ可かをいただき、シナリオの準備を進め。

　やがて収しゆう録ろく日びを迎むかえたのでした。







◆Preplay 02◆ビルベリは燃もえているか




ＧＭ：では、ゲッタウェイ第六話の収録を開始します。

一同：よろしくお願いします！

ＧＭ：では、今回予告を読み上げます。




●今回予告とハンドアウト

　領りよう主しゆとしてビルベリの町を預かることになった、ヒルダたちゲッタウェイの面々。

　しかし、アルディオン大陸の戦せん乱らんの波が　平和な町を呑のみ込こもうとする。

　アンリに続き、フェリタニアが、グラスウェルズが、圧あつ倒とう的てき大軍で、ビルベリに迫せまる。

　はたして、この状じよう況きようからゲッタウェイできるのか？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

　第六話「死し線せん★クリティカル」




　───竜りゆうの石は散り、新たなる戦乱の時代へ。




渋しぶ沢さわ：死線★危き機き的てき……。

菊池：タイトル、訳やくすと面白いな（笑）。

渋沢：とにかく、大変な目に遭あいそうだということは分かった（笑）。

緑りよく谷や：これって、押おし寄よせる大軍から逃にげ出だせってことっすかね？

ＧＭ：そして今回は、かわたなさんに許可を取りシナリオにとある〝ネタ〟を仕込みました。

渋沢：ネタ!?　かわたなさんに許可を取ったってことは『デスマーチ』絡み？

ＧＭ：ふっふっふ、そのあたりは、セッションの中で明かしましょう。

菊池：藤井さんのことだから、かなり腹黒いネタに違いない（笑）。

ＧＭ：失礼な（笑）。……続いて、ハンドアウトを読み上げます。




▼ヒルダ用ハンドアウト

コネクション：ビルベリ　　　関係：庇ひ護ご

　キミはヴィクトリオの希望を受け、ビルベリの領主となった。

　ゴーダ伯の仇がアンソンでは無かったということで、心の中に迷いが残っているかもしれない。だが、人々はキミに信しん頼らいを寄よせてくれている。




渋沢：うん。「アンソンがお義父さまの仇ではなかった」という葛藤がまだ心の中ですっきりしていないんだよな……。こんな私が領主でいいんだろうか？

菊池：ヒルダの悩みは深いなぁ。

大竹：ヒルダお姉様は自分らしくやればいいんですよ～。

渋沢：ならいいのだがな（笑）。




▼チコ用ハンドアウト

コネクション：ダーインスレイブ　　　関係：警けい戒かい

　夢ゆめの中にエリカが現あらわれて警けい告こくしてきた。

　魔ま族ぞく、ダーインスレイブが迫せまり、ヒースの芽を狙ねらっている、と。

　警戒せよ、魔族の陰いん謀ぼうは音も無く、姿すがたも見せず、ひそやかに迫せまってくる。




緑谷：いやぁぁ！　オイラ狙ねらわれてる！　怖こわいっす～！　ヘルプミー！（笑）

菊池：ふ、狙われているのは〝偉大なるヒース〟だろ（笑）。

渋沢：ダーインスレイブってバルムンクの大幹部だろ！　むしろそっちを気にしてよ！（笑）




▼リージュ用ハンドアウト

コネクション：アンバー　　　関係：幼おさな子ご

　町の中を歩いている時、記き憶おくをなくしたエクスマキナの少女に出会う。

　彼かの女じよは君と話している最中に、アンバーという自分の名前を取とり戻もどす。

　アンバーはキミのそばから離はなれない。しばらく一緒にいるしかないようだ。




大竹：あたしの側を離れないの？　かわいい～♪

緑谷：リージュが懐なつかれるみたいっすね。

大竹：あたしをお母さんと勘かん違ちがいしてるのかなぁ？




▼ギデオン用ハンドアウト

コネクション：ビルベリの住人　　　関係：庇護

　領主の館への襲しゆう撃げきと、爆ばく弾だん騒さわぎを解かい決けつしたおかげで、君への信頼はさらに高まった。

　フェリタニアやグラスウェルズの動きが気になる今、彼かれらのためにできることは何か？




菊池：……これ、ギデオンに死し亡ぼうフラグ立ってないか？（一同笑）

緑谷：ビルベリの住人を守って死にそうっすね、ギデオン（笑）。

大竹：危あぶなくなったら、ヒルダお姉様のうしろに隠かくれればいいんじゃないですか？

菊池：それもそうだな（笑）。

渋沢：納得しないでー!!（笑）




●ＰＣの成長




▼ヒルデガルド・ゴーダ（11レベル）の場合

渋沢（以下、ヒルダ）：11レベルになったヒルダだ。ギルドの資し金きんを使わせてもらって、装そう備びを充じゆう実じつさせ、防ぼう御ぎよが固くなったぞ（笑）。

大竹：ヒルダお姉様はこのギルドの盾たて役ですからね～。

ヒルダ：うん。光の槍やりとビッグウォールを持つために、《パワーアーム》という両手武ぶ器きを片かた手てで扱あつかえるようにするスキルを取得。

大竹：どんどん逞たくましくなっていくお姉様……（笑）。

ヒルダ：ははは（笑）。《ハイパーシールド》も取ったから、【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】に盾の物理防御力も上乗せできるようになったぞ。《ファイナルガード》も取ったから、《インバルネラブル》が実じつ質しつシナリオ中二回使えるようになったぞ。

緑谷：防御がすごい強くなったっすね！

大竹：頼たのもしいです！




▼チコ・Ｈ・ワトソニー（11レベル）の場合

緑谷（以下、チコ）：チコっす！　スキルは《アンプリフィケイション》を取得。《クラッシュバリア》のレベルを上げたので、１シーンに二回、相手の【魔法防御力】を無む視ししてダメージを与あたえられるようになったっす。それから……。

ＧＭ：それから？

チコ：ついに、《ダブルキャスト》を取得！　シナリオ中一回だけっすが、魔ま術じゆつの二回攻こう撃げきができるようになったっす！　装備は、胴どう部ぶ防ぼう具ぐがガードローブになったっす。




▼リージュ・フェア・リース（11レベル）の場合

大竹（以下、リージュ）：《インペレイティブ》と《シャインストライク》と《ワイドプロテクション》を取得しました！　セットアップで自分を強化して攻こう撃げき力りよくを上げておき、もし敵てきの範はん囲い攻撃が来ても《プロテクション》を範囲に展てん開かいできるようになりました！　どんな敵が来ても負けないぞっ！（一同笑）

チコ：《ワイドプロテクション》便利っすね。

リージュ：うん！　そして、装備は、頭部防具を守しゆ護ごの輪に変へん更こうしました～。以上です。
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▼ギデオン・ガバドン（11レベル）の場合

菊池（以下、ギデオン）：やればできる子と言われてきた俺おれですが……ようやく11レベルに到とう達たつしたぜ！　イエェーッ!!

チコ：おっちゃんは、四〇歳さい過すぎてからが真しん骨こつ頂ちようだったっすね。

ギデオン：そのようだ（笑）。ここからがエクスプローラーの伸のびどころ！　《ボーパルアーツ》と《ゲイルスラッシュ》のお陰かげで、攻撃力がかなり上がったぞ。回かい避ひも《バタフライダンス》を使えば11＋５Ｄだから、けっこう避よけるぞ。

チコ：「蝶ちようのように舞まい、蜂はちのように逃にげる」ってやつっすか？（一同笑）

ヒルダ：だから、蜂のように戦ってくれってば（笑）。

ギデオン：装備は、右手武器を風折りの刃やいばにしたので、ＨＰダメージを与あたえた場合はラウンド終しゆう了りようまで回避判はん定ていマイナス１Ｄのペナルティを与あたえるようになったぞ。そして、左手の武器も変更し、ウェポンブレイカーを装備した。




＊　　　＊　　　＊




●ギルドの成長

ＧＭ：では、ギルドの成長と、ギルドサポートの選定をしてください。

ヒルダ：ギルドレベルが１上がって、７になったぞ！（一同拍はく手しゆ）

リージュ：ギルドサポートは《ギルドハウス》にしましょうよ。

チコ：前回、オイラたちはビルベリの人たちに受け入れられてるって分かったっすからね。

ギデオン：まぁ、いいんじゃないか。

ヒルダ：では、《ギルドハウス》ということで。

ＧＭ：了りよう解かいしました。

リージュ：やった～！　ビルベリに私たちのおうちが建ったんですね！

ギデオン：どっちかというと、領主の館に住んでいて、俺らの部屋を増ぞう築ちくしてるって感じじゃねぇか？（笑）

ヒルダ：だがしかし、今回は《ギルドハウス》を持っていく余よ裕ゆうはなさそうだ。

リージュ：うぅ、お部屋はリフォーム中なのですね……（笑）。

ヒルダ：持っていくのは《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》《限界突破Ⅱ》《再さい行こう動どう》かな。

リージュ：前回はＭＰがきつかったから、今回は《祝福》を持っていきたいですものね。

ギデオン：意外性のない選択だが、それでいいと思う（笑）。

ＧＭ：ということは、《偽ぎ装そう情じよう報ほう》と《ギルドハウス》を置いていくのですね。了解しました。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆住人たちとの約束




　ゴーストレイダーズが起こした事じ件けんから、数日が経過していた。

　爆ばく破は缶かん騒ぎで一時は騒そう然ぜんとなったビルベリも、どうにか落ち着きを取とり戻もどし始めていた。

　早朝のビルベリ城じよう内ないを歩きつつ、ギデオンは町の人々の様子を窺うかがってた。




ＧＭ：では、オープニングフェイズを始めます。まずはギデオンのオープニングシーンから。

ギデオン：ほいほい。

ＧＭ：場所はビルベリの町中。前回のシナリオで爆破缶を処しよ理りして守り抜ぬいた、中央広場にしましょうか。時間帯は朝です。

チコ：えっ……。

ヒルダ：ギデオンが朝起きているだって!?

リージュ：そ、そんなことがあるんですか!?

ギデオン：お前ら、俺がどんな日にち常じようを送ってると思ってるんだ。

ヒルダ＆チコ＆リージュ：夜遊び三ざん昧まい。

ギデオン：おまえら……（笑）。

ＧＭ：ギデオンが朝起きているのは、おかしいですかね？

ギデオン：そ、そんなことはないぞ？　夜通し酒場で遊んでも朝には帰るから（一同笑）。

チコ：オイラたちのイメージと、何ら変わらないじゃないっすか！

ＧＭ：では、夜遊び帰りのギデオンは、領主の館へと戻もどる前に、朝ご飯を食べるために、露ろ店てんが広がる中央広場へとやってきました。

ギデオン：じゃ。すがすがしい朝に感かん謝しやしていよう（笑）。

ＧＭ：ギデオンがそうやっていると、シャリオン二世が声をかけてきます。「ギデオンさん、おはようございます！　あなたがトレヴィアーンな手しゆ腕わんで事件を解決してくださったお陰で、私もこうやって牢ろう屋やから出ることができました！」

ギデオン：おお、牢屋を出ることができたのか！

ＧＭ：騙だまされていたシャリオン二世は「ビルベリ近辺の農家で真面目に農作業をして働く」という条じよう件けんのもとに、牢屋から出してもらったそうです。

チコ：シャリオン二世も大崩壊グレートデイストラクシヨンの被害者っすからねぇ。利用されただけっすし。

ヒルダ：ギデオンがきちんと面めん倒どう見て、二度と悪さをさせないなら、私は別にかまわない。

ギデオン：では、「外の空気はうまいだろう？　いいか、これからはちゃんと真面目に働くんだぞ」と言いながら、もらったお茶をわけてやろう。

ＧＭ：「ああっ、すいません……はい、もうあんな目に遭あうのはコリゴリですから。これ、さっき畑で収しゆう穫かくしたトレビアーンな野菜です」と朝あさ採どり野菜をお裾すそ分わけしてくれます。

ギデオン：今日の食事代が浮うきそうで嬉うれしいが、いいのか？

ＧＭ：「この野菜は私の労働報酬の一部ですから。……そうだ。新聞見ましたよ！　ギデオンさんたち、ご活かつ躍やくですね！」と、アルディオン・ニュースをギデオンに手て渡わたします。

ギデオン：そういや世界情じよう勢せいとかどうなってるんだろう、ガサガサ（新聞を広げる仕草）。

ＧＭ：「フェリタニア、グラスウェルズの各軍に動きが。ビルベリへ派は兵へいか？」という見出しが大きく躍おどっています。

ギデオン：（笑顔のまま、新聞をたたんでしまい込こむ）……俺は何も見なかった（一同笑）。

ヒルダ：現げん実じつから目を逸そらそうとするな！（笑）

ＧＭ：「フェリタニアやグラスウェルズに怪あやしい動きがあるみたいですけど、トレビアーンなギデオンさんがいれば、このビルベリは安あん泰たいですよね！」

ギデオン：え？

ＧＭ：「私の元もと領りよう地ちは妖よう魔まに奪われましたが、ビルベリにはギデオンさんがいる！」

チコ：そういえば、シャリオン二世さんは、一度領地を失なってたっすね。

ギデオン：も、もちろんだとも！　フェリタニアだろうが、グラスウェルズだろうが、ビルベリには手出しなんてさせないぞ！　お前が同じ悲しみを二度味わうことはない！

ＧＭ：シャリオン二世が安心したように「そうですよね！」と言います。

ギデオン：お、おう……。

ＧＭ：そんな話をしていると、子こ供どもたちが「わー、ギデオンさんだ～」とやってきます。




　あっという間に子供たちに抱だきつかれるギデオン。




ギデオン：うわ、くっつきすぎ、ちょっと離はなれろって！　俺、こんなに懐なつかれてるの？

ＧＭ：町を救った英えい雄ゆうのひとりだし、子供も懐くというものです。

ギデオン：じゃあ、ちょっとくらいは遊びにつきあってやるか……。

チコ：花いちもんめとかするっすね。

ＧＭ：そうですね。そして、遊んでいる最中に、子供たちがふと「大きな国が攻せめてくるかもって大人が話してるの聞いちゃったんだ……」「俺もそれ聞いた」と暗い顔になります。

ギデオン：うっ！　それは違ちがう、とは言えない……。

ＧＭ：「でも、ギデオンさんがいるから、大だい丈じよう夫ぶだよ……ね？」と不安げに見上げてきます。

ギデオン：…………。

ＧＭ：「今までだって、ギデオンさんたちがいたから、何とかなってきたんだもんね？」

ギデオン：……あ、ああ、そうだな。何が攻めてこようが、俺が何とかしてやるよ。

ＧＭ：すると「さすがはギデオンさんだ！」とみな口々に賞賛します。

チコ：安やす請うけ合あいしちゃって平気っすか？

ギデオン：（バツが悪そうな顔で）子供を不安がらせるわけにはいかないだろ……。

ヒルダ：ちゃんと考えてはいるんだな、ギデオン。

ギデオン：まぁ、本当に何かあったら、ヒルダに丸投げするけどな！（笑）

ヒルダ：そういうオチかっ！（笑）

ＧＭ：「良かった！　ギデオンさんがいるなら、俺たち安心できるよ！」

ギデオン：ああ、安心していい。ただし……お前たちも、ちゃんとがんばるんだぞ？

ＧＭ：「うん、分かった！」

ギデオン：「だから、何かあったら、俺もがんばる！」……俺、こんなこと言っても平気なのか？　このシナリオで死んだりしないよな？（一同笑）

ヒルダ：確かに、着々と死亡フラグを立てているように見えるな（笑）。

チコ：きっとＧＭの計算どおりっす（笑）。

ギデオン：うぉお、俺はまだ死にたくない！　死にたくないぞおおお!!（笑）

ＧＭ：では、子供たちと約束し終えたところで、シーンを終了します。







◆Opening 02◆不思議なエクスマキナの少女




　敬けい愛あいするヒルダは、領主になると決まった途と端たん、よりいっそう忙いそがしくなってしまった。

　少しでも負ふ担たんを軽けい減げんしてあげたいと、リージュは積極的に手伝いを申し出るようになった。

　そして、今日も、ヒルダから頼たのまれた買い物に出かけたのだが……。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーは、リージュです。

リージュ：はい♪

ＧＭ：リージュはひとり、ビルベリの町中を歩いています。

リージュ：じゃあ、ヒルダお姉様から頼まれて買い物をしていることにします！

ヒルダ：ああ、リージュも成長したなぁ（笑）。

リージュ：はい♪

ヒルダ：そういうことなら、来客用の茶の買い出しでも頼んでいたことにしよう。

ＧＭ：では、リージュが茶屋で頼まれた物を買い、品物を受け取ると、ふいにリージュの服の裾すそがひっぱられます。

リージュ：何でしょう？　そちらへと視し線せんを向けます。

ＧＭ：そうすると、エクスマキナの少女が、服の裾を掴つかんでいます。年ねん齢れいはチコと同じくらいか、もう少し幼おさなく見え、物静かな感じがします。

リージュ：「お嬢じようちゃん、誰だれ？　いったい、どうしたの？」と聞いてみます。

ＧＭ：「わたし、は……アンバー」とたどたどしく口を開きます。

リージュ：「アンバーちゃんね」……ハンドアウトに書いてあった少女ですね。

ＧＭ：はい。茶屋の店主が「おや、これは珍めずらしい」と言います。

リージュ：珍しい？

ＧＭ：「この町に昔からいるエクスマキナなんだけど、特に喋しやべるでもなく、どこからともなくふらっと現われて、その辺に静かに座すわっていて、気づくといなくなっている……不思議な子だったんだよ。その子自身、自分がどこの誰なのか、分かってないかもしれないね」

リージュ：へぇ。じゃあ、あたしと似にたような境きよう遇ぐうなんですね！　親近感が湧わきます♪　アンバーちゃんの手をぎゅっと握にぎりしめますよ～。

ＧＭ：アンバーは握りしめられた手を見つめたまま、黙だまっています。

リージュ：静かな子なんですねぇ。さて、どうしましょ～？

ＧＭ：客のひとりが「リージュちゃんに懐なついているようだし、領主の館で預あずかってあげたらどうだい？　昔からビルベリにいるけど、保ほ護ご者しやを見たことがなくてさ」と言ってきます。

リージュ：なるほど。放っておくのはかわいそう……（ちらりとヒルダを見る）。

ヒルダ：身元不明だが、古くからのビルベリ住人だと言うなら、保護していいと思うぞ。

リージュ：そうですよね……。

ＧＭ：アンバーは無言のまま、ぴたっとリージュにくっつきます。

リージュ：……なんか、昔のあたしを見ているみたい。お姉様に会う前の、あたしを。

ＧＭ：アンバーは小さく首を傾かしげます。

リージュ：自分のことがよく分からなくて、どうしたらいいのか分からなくて。でも、お姉様たちと出会って、ひとりじゃなくなって……最終的には、こうやって居い場ば所しよを見つけた。

ヒルダ：リージュ……。

リージュ：だから、あなたがあたしの側にいるんなら、あたしがあなたの居場所を探さがしてあげる。あたしが、お姉様にしてもらったみたいにね（微笑ほほえみかける）。

ＧＭ：アンバーは静かな瞳ひとみで頷うなずきます。リージュの言葉を理り解かいしているかは不明ですが……。

リージュ：今はそれでもいいです。とりあえず、館へと連れて行きます。

ヒルダ：ハリィ！　ハリィ！　早くかわいい幼よう女じよを連れておいで！　……あ、言っておきますが、大喜びしているのはプレイヤーであって、ヒルダではないです（笑）。

リージュ：あはは（笑）。

ＧＭ：では、町の人から「頼んだよ～」と見送られたところで、シーンを終了します。







◆Opening 03◆エリカの忠ちゆう告こく




　ゴーストレイダーズの事件も解決し、チコは安あん眠みんできる日々が続いていた。

　今夜もぐっすり眠ねむれると思っていたチコだったが……。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはチコです。

チコ：はいっす！

ＧＭ：時じ刻こくは夜。チコは自室のベッドで眠っています。

チコ：もう分かったっす。夢ゆめの中で、エリカおじいちゃんから神しん託たくを受けるっすね。

ＧＭ：おおむね、そのとおりです（一同笑）。

チコ：青空の下、穏おだやかな風が吹ふく草原っすよね。いつもと変わらない風景というか。

ＧＭ：ところが、チコの思いとは裏うら腹はらに、空は灰はい色いろ雲が重く立ちこめ、冷たい風がビュウビュウと吹ふき荒あれ、草原はザワザワと不気味になびいています（一同笑）。

チコ：いや～っ!?　何でこんな怖い雰ふん囲い気きなんすか!?（笑）

ＧＭ：そして、ヒースの巨きよ木ぼくのもとには、穏やかな容よう貌ぼうの老人が……。

チコ：エリカおじいちゃ～ん！　オイラに神託与あたえたいのは分かったっすが、何でこんなにおどろおどろしい雰囲気なんすかっ!?（泣きつく）

ＧＭ：「ちょっと話が長くなるからのう、とりあえずそこに座すわるとよい」

チコ：草原に正せい座ざさせられるっすか!?

ＧＭ：じゃあ、木もく製せいのベンチがしゅっと出しゆつ現げんしました。「腰こしをかけてゆっくり聞くと良い」

チコ：うぅ……はいっす。夢は便利っすねえ……。

ＧＭ：「チコ、おぬしはダーインスレイブについて知っているか？」

チコ：二巻かんでダーインスレイブが登場した時に、【知力】判定でクリティカル成功したんで、バッチリ知ってるっす！　バルムンクの大幹部っすよね。

ＧＭ：「そうじゃ。〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとり、〝血の螺旋ダーインスレイブ〟。恐おそるべき魔族なのじゃが……」

チコ：じゃが？

ＧＭ：「そのダーインスレイブが、チコを狙っているのじゃっ！」

一同：何だって!?

チコ：ダーインスレイブがオイラを狙ってるって、どういうことっすか？　もっと詳くわしく教えるっすよ！（エリカを揺ゆさぶる）

ＧＭ：「うっ、く、首が折れそうじゃ。年とし寄よりなのじゃから、もっと優やさしく扱あつかうのじゃ。もし、わしがここでポックリ逝いってしまったら、おぬしの、おぬしの未来は……」（一同笑）

チコ：ちょっと、オイラどうなっちゃうっすか!?

ＧＭ：「なんてな。すでにわしは枯かれとるから、今さら逝いくもなにもないのじゃ」（笑）

チコ：おじいちゃん！　笑えないジョークはやめるっす！

ＧＭ：「ふぉっふぉっふぉ。さて、本題に入るとするかのう。これはまだ、チコが生まれるずっと前。古い古い話じゃ……」




　エリカは語る……〝偉い大だいなるヒース〟と〝血の螺旋〟の壮絶な戦いを。

　両者は、遙はるか昔から幾いく度どとなく戦い続けてきた宿敵なのだ、と。




チコ：ちょっ！　聖せい樹じゆと巨人みたいな化け物がどうやって戦い合ったっすか!?

ＧＭ：直接戦っていたわけではなく、〝偉大なるヒース〟を信仰する者たちとダーインスレイブ配下の者たちが、それぞれの命を受けて代理で戦っていたのです。

ヒルダ：バルムンクは、レイウォールをベリアル、グラスウェルズはアザゼルが担たん当とうしていたな。さしずめダーインスレイブはメルトランド担当ってとこか。

チコ：でも、〝聖せいなるヒース〟を枯からしたのは、ファントムレイダーズって噂うわさが流れてるっす……。ファントムレイダーズがエリカおじいちゃんの敵ではないんすか？

ＧＭ：「ファントムレイダーズがわしを枯らしたわけではない。あれは、わしの寿じゆ命みようじゃ。ファントムレイダーズは、どちらかというと、わしを守ってくれたといえるのじゃ」

チコ：そうだったっすか……。

ＧＭ：「それはそれとして、聖樹わしに落書きを彫り込んだアンソンは赦ゆるさん！」（笑）

ギデオン：俺、恨まれてる!?

リージュ：恨まれているのはおじさまではなく、アンソンさんですよー（笑）。

ヒルダ：『ブレイク』一巻のネタか。懐かしい。

ＧＭ：「それはさておき」と偉大なるヒースことエリカは言います。「おそらく、ダーインスレイブは〝偉大なるヒース〟が復ふつ活かつするのを恐れているんじゃろう」

チコ：なるほど。だから、オイラが狙われるんすね！

ＧＭ：「そうじゃ」

チコ：……これって、もしかしなくても、大変なことなんじゃないっすか？

ＧＭ：（優やさしい笑顔で）「大だい丈じよう夫ぶじゃ、チコには良い仲間がおる」（一同笑）

チコ：そ、そうっすよね！　ヒルダお姉ちゃんがいる、リージュお姉ちゃんがいる……そして、一いち応おうおっちゃんもいる！　だから、何とかなるっすよね！

ＧＭ：「ああ。何を企たくらんでいるかは分からないが、魔族というものは、人の心につけ込こんで、惑まどわすもの。一見もっともらしいことを言っている人物の裏うらに、罠わながあるかもしれんぞ」

ギデオン：それってお前のことじゃね？（一同笑）

ＧＭ：「わしはチコと一いち蓮れん托たく生しようのようなものじゃから、信じて欲ほしいのじゃが」（笑）

チコ：エリカおじいちゃんのことは信じるっすよ！

ＧＭ：「アルディオン大陸の人々は、魔族に対する知ち識しきが少なく、対たい処しよの仕方も学んでおらん。特に、チコは……純じゆん粋すい、すぎ、て、すぐ信じこ……」

チコ：…………。

ＧＭ：「…………」

チコ：……どうしたっすか？

ＧＭ：（温かい眼まな差ざしで）「チコが惑まどわされることはないじゃろう。毒三下だから」（笑）。

チコ：ちょっ、どういうことっすか!?　オイラは可か憐れんな乙女おとめっす！（笑）

ＧＭ：「ともかく、くれぐれも気をつけるのじゃ。ダーインスレイブがどんな手を使っておぬしを狙ねらうか分からないからのう」

チコ：分かったっす！

ＧＭ：というところで、風景が白み始め、やがてチコは目を覚まします。

チコ：はっ！（目を覚ました）

ＧＭ：チコが目を覚ますと、そこはビルベリの領主館内にある、自分の部屋でした。

チコ：夢っすか。でも、ただの夢じゃないのは重々分かってるっす。……あとで、ヒルダお姉ちゃんたちに報ほう告こくしないといけないっすね……。

ＧＭ：では、チコがそう呟つぶやいたところで、シーンを終了します。







◆Opening 04◆ヒルダの就しゆう任にん式しき




　謁えつ見けんの間では、正せい装そうの兵士たちがずらりと整列していた。

　彼らは新しい自分たちの指導者を待っているのだ。




ＧＭ：お待たせしました。ヒルダのシーンになります。

ヒルダ：はい！　衝しよう撃げき的てきなハンドアウトだから、どんなことが起きるかドキドキだ。

ＧＭ：舞ぶ台たいは館の謁見の間、ヒルダがビルベリ領主になるという就任式になります。登場したい人は登場してかまいません。

リージュ：は～い♪　登場したいです！

ヒルダ：オウ……（顔を覆おおう）。

チコ：ヒルダお姉ちゃん、どうしたっすか？

リージュ：たぶん、お姉様は緊きん張ちようしていらっしゃるんですよ。

ギデオン：ハハハ、これくらいで緊張するなんて。ヒルダもかわいいところがあるな（笑）。

ヒルダ：こういうときはギデオンの性格が羨ましい……（笑）

ギデオン：はっはっは。自分がその立場になったら逃げ出しているだろうけどな。

一同：おいおい（笑）。

ＧＭ：ビルベリはさほど大きな都市ではありませんから、謁見用の部屋もこぢんまりしています。それでも、内ない装そうは格かく式しきを感じさせ、領主が座る椅い子すも立りつ派ぱなものです。

リージュ：ドアから椅子まで赤い絨じゆう毯たんが引かれていたり……。

ギデオン：その脇わきに、鎧よろいに身を包んだレイチェルを始めとした衛えい兵へいたちが、ずらっと並ならんで待ってるんだな。

ヒルダ：プ、プレッシャーを感じる……（笑）。

ＧＭ：正装したヴィクトリオが玉ぎよく座ざの側で待っています。ヒルダはもちろん、リージュたちも今日はおめかししています。

チコ＆リージュ：わ～い♪

ヒルダ：物もの怖おじしていても仕方ない。玉座のところへ歩あゆみ寄よろう。

ＧＭ：では、ヒルダが玉座の側へやってくると、レイチェルが歩み出て、剣けんを抜いて差し出してきます。

ヒルダ：剣を？

ギデオン：今日からは、ヴィクトリオの、ではなくて、ヒルダの騎き士しになるってことだろ。受け取ってやれ。

ヒルダ：……ああ、誓ちかいの儀ぎ式しきをするのか。では、受け取ろう。




　跪ひざまずいたレイチェルの肩かたに、ヒルダは剣を当てた。




ヒルダ：誓いの言葉を口にしながら、「私も偉えらくなってしまったものだ」と心の中で呟つぶやく。

ＧＭ：レイチェルたちの騎士任にん命めいが終わると、ヴィクトリオが領主の証あかしである都市の城じよう門もんの鍵かぎをヒルダに手渡します。「アーケンラーヴとセフィロスの名の下に、ヒルデガルド・ゴーダにビルベリの領主の地位を譲じよう渡とする」

ヒルダ：……謹つつしんで、お受けいたします。

ＧＭ：そして、ヒルダは領主の椅子に座らされます。

ヒルダ：正直、ゴーダ伯殺害の件について……復讐という戦いの動機がなくなってしまった事による心の穴はまだ残っている。そんな自分が領主になってよいのだろうか……？

ＧＭ：そんなあなたの思いをよそに、レイチェルが「ヒルダ様、参列者たちへ、何かひと言おかけください」と促うながします。

ヒルダ：うお。迷っている場合じゃないな。それに、こんなシーンがあるとは思わなかったから、何も考えてこなかったよ……ちょっと待ってくれ、今考えるから。

リージュ：ヒルダお姉様、がんばって！　プレイヤーとして、あたしも同じように演説しなくちゃいけなかった経けい験けんがあるから、今の気持ち、よく分かります～（一同笑）。




　渋沢さんを励ます、ピアニィ様のプレイヤー大竹さん。




ヒルダ：ええと……私は領主として若わかく、至いたらないところもあるだろう。この町を守り、ともに歩んでいくことを、ここに誓ちかおう。みな、よろしく頼たのむ。

リージュ＆チコ：わ～！（拍手）

ＧＭ：では、就任の挨あい拶さつが終わると、次々とお祝いの挨拶をしに、町の偉えらい人がやってきます。商店街の会長さんとか、学校の校長とか……（一同笑）。

ギデオン：ヒルダ、大変だなぁ（笑）。

ヒルダ：他人事のように言うな！（笑）

ＧＭ：前ぜん領りよう主しゆとなったヴィクトリオも、ビルベリ護ご民みん団代表のアナリタも、騎士隊長に返かえり咲ざいたレイチェルも、ヒルダのサポートをしてくれますけれどね。

チコ：ヒルダお姉ちゃん、ファイトっす！

ヒルダ：ははは……まぁ、がんばるよ。

リージュ：ところで、アンバーちゃんのことをお姉様たちにお話ししたいんですけれど……。

ＧＭ：すみません。その前に、シーンを切って伝えたいことがあります。

一同：おや？







◆Opening 05◆裏目軍師、動く！




　ヒルダの就任式よりも数日前のこと。

　ノルウィッチでは、青髪の軍ぐん師しが、紫髪の青年貴き族ぞくに詰つめ寄よられ、困こまり果はてていた。




ＧＭ：では、ここで、特別ゲストをお呼よびしたいと思います。

一同：ゲスト！

ヒルダ：誰だろう!?

ＧＭ：では、今回の特別ゲスト……たのあきらさんです、どうぞ！

たの：（ドアを開けて入ってくる）どうも、たのです（一同拍手）。




たのあきら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の製せい作さく部長兼けん営えい業ぎよう部長。詳しい紹介は本書15ページを参照のこと。




ＧＭ：これから、数シーンの間、たのさんには『デスマーチ』でおなじみのマルセル・ベルトランを演えんじてもらいます。

ヒルダ＆チコ＆リージュ：やったああああああ！（拍はく手しゆ喝かつ采さい）




　キャーという甲かん高だかい歓かん声せいがＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室内に響ひびき渡わたります。




ヒルダ：いやあ、どのキャラも好きだけど、私マルセルが一番好きなんですよ!!

リージュ：ピアニィのプレイヤーとしても会ったことのないマルセルさんに会えるなんて!!




　この盛り上がりは……正直予想以上でした。




たの（以下、マルセル）：……菊きく池ちさん。

ギデオン：何？

マルセル：私は、生まれてはじめて菊池さんに同どう情じようしました。

ギデオン：……もう少し頻ひん繁ぱんに同情してくれてもいいのよ？（笑）

ＧＭ：なお、たのさんには大まかなシチュエーションの説明はしていますが、どうプレイをするのかはお任せします。サブマスターとプレイヤーの中間的な立場だと思ってください。

たの：なんだかプレッシャーを感じるなあ（笑）。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、始めますよ。場所はノルウィッチ。マルセルの執しつ務む室しつで、メルトランドの王族のアベルと、マルセルが話をしています。「マルセル。アガルタ公国のロッシュ公こう爵しやくが、ビルベリを訪ほう問もんしたそうじゃないか。もし、〝偉大なるヒース〟が奪うばわれたら一大事だ!!」

リージュ：ロッシュさんのお忍び、バレてますね。

ヒルダ：（諦あきらめ顔で）まあ前回のエンディングでも、このやり取りはやってたしね。

ＧＭ：「それに、王威の竜りゆう輝き石せきがあることも、ピアニィ陛へい下かに似た少女がいるのも、問題だ。一刻も早く軍を送り、ビルベリを押さえるべきではないかね？」

マルセル：……アベル殿でん下かの仰おつしやるとおり、ビルベリを放置してはおけません……しかし、フェリタニア軍をビルベリへ派兵すれば、グラスウェルズを刺し激げきする可か能のう性せいがあります。

ＧＭ：「グラスウェルズを刺激？」

マルセル：はっ。情報によればビルベリにある王威の竜輝石の色は白とのこと。すなわち白竜王国、グラスウェルズの石にございます。

ＧＭ：「フェリタニアが軍を動かせば、グラスウェルズが竜輝石を奪われまいと攻撃してくるということか？」

マルセル：そのとおりです。

リージュ：なんでグラスウェルズが攻撃をしてくるんです？

マルセル：それは、白い王威の竜輝石さえあれば、フィリップ陛下は合衆国の手を借りずとも白竜王国国王の正統性を主張できるようになるからです。

ギデオン：なるほど。

ＧＭ：「グラスウェルズは王威の竜輝石に頼らぬ体制を築きずくという話ではなかったか？」

マルセル：最終的な目標はともかく、その過程で竜輝石を利用することを、王国軍師のアンソン伯はためらわないでしょう。

ギデオン：そりゃそうだろうな。




　アンソンのプレイヤーである菊池さんが言うんだから、間違いありませんね（笑）。




ＧＭ：「それで君はどうするつもりなのだ？」とアベルは問います。

マルセル：ビルベリに赴おもむき、かの町の領主と話し合いをいたします。

ＧＭ：アベルは「なにっ！」と驚いたあとで、「……悠ゆう長ちような話だな」と言います。

マルセル：穏おん当とうというべきでしょうな。無計画に軍事行動をするのに比べれば。

ＧＭ：「……使者は誰を立てるつもりかね？」

マルセル：ビルベリへは私が直ちよく接せつ赴きましょう。ピアニィ陛下に似た少女が、陛下ご本人かどうかの確かく認にんも、私ならばできます。

ヒルダ：マルセルが来るのか!!

チコ：手強いっすね。裏目さえなければ超有能っすからね。……裏目さえなければ（笑）。

リージュ：でも、生なまマルセルさんに会えるのは嬉しいですよ（笑）。

ＧＭ：「そこまで言うのならば仕方ない」とアベルは言います。「行ってきたまえ。しかし、君の仲間であるエンジェルファイヤーの諸しよ君くんは他の任にん務むで手て一いつ杯ぱいだぞ？」

ギデオン：ドランなんて、他のＰＣを演えんじるので手が塞ふさがってるからな！（笑）

マルセル：まあ、そんな話だろうとは思ってました。『デスマーチ』のプレイヤーが全員揃ってない時点で（笑）。……マルセルは言います。「数名の護ご衛えいだけを引き連れて、極ごく秘ひ裏りにビルベリを訪問してきます。少人数なら敵に気け取どられることもないでしょう」

一同：それは裏目フラグだ！（笑）

ＧＭ：「では、信頼のおける兵の手配をしよう。必ずや、いい結果を持ち帰るのだぞ？」

マルセル：「フェリタニア合衆国にとって実りのある話し合いをしてきましょう」　……と。こんな感じでいいですか？

ＧＭ：はい。では、マルセルが出立を決めたところで、このシーンは終了します。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆フェリタニアからの風




　ヒルダの領りよう主しゆ就しゆう任にん式しきが終わり、祝いに来た客も帰った。

　ようやくひと息ついたヒルダだが次の難題はすぐそこまで迫っていた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ります。最初のシーンのシーンプレイヤーはヒルダ。ゲッタウェイチーム全員登場となります。就任式が終わり、来客も一いち段だん落らくしたあと。ゲッタウェイのメンバーだけで集まったという感じです。マルセルはこのシーンに登場はしません。

マルセル：はい。

ヒルダ：では、私わたしの執しつ務む室しつに集合でいいか？

チコ：そうっすね。

リージュ：あたしはアンバーちゃんと一いつ緒しよに行きますよ～。

ヒルダ：では、アンバーを見て、「その子は？」とリージュに訊たずねよう。

リージュ：「え？」と首を傾かしげます。

ＧＭ：アンバーも「え？」と首を傾げます。

ヒルダ＆チコ：かわいい～っ！

ＧＭ：アンバーはリージュの仕草を真似まねしてます。

ヒルダ：ふむ……その子はエクスマキナ、なのか？

リージュ：はい。保ほ護ご者しやもなくずっとひとりだったみたいで……とりあえず、連つれてきちゃいました。

ヒルダ：なるほど。うーん……どうしたものか？

ＧＭ：さて、皆みなさんがそろったところで、手紙が届きます。

リージュ：また……手紙ですかぁ？（←前回手紙で酷いめにあった人）

ＧＭ：封ふう蝋ろうが施されたその手紙は差出人の名前がありません。密みつ書しよです。

ヒルダ：おや、いったい誰からだろう？（手紙を開ける）。

ＧＭ：すると差出人がわかります。「フェリタニア合がつ衆しゆう国こく軍ぐん師し代行　マルセル・ベルトラン」

ヒルダ：いよいよ来たか……。

リージュ：どんなお手紙ですか？

ＧＭ：というわけですが……どんなお手紙にしますか、マルセルさん？

マルセル：無茶振られた（笑）。まあ普通に考えて「ビルベリもフェリタニア合衆国に参加しなさい」という内容にしますね。

ヒルダ：まぁ、そうくるだろうと思っていたよ。で、用件はそれだけ？

マルセル：もう少し細かい内容も書くでしょう。「ピアニィに似た少女については……」

リージュ：あたしのことですね。

ＧＭ：「ぜひ、ノルウィッチに来て欲ほしい。身の安全は保ほ証しようする」

リージュ：……う、う～ん（困こまり顔）。

ＧＭ：「ヒルデガルド・ゴーダ」に関しては……。

ヒルダ：はい。

マルセル：「ヒルダに関しては、フェリタニアがビルベリ領主の地位を保証する。代わりに王威の竜りゆう輝き石せきは、フィリップ王に返へん却きやくするのでまずフェリタニアに渡して欲しい」

ヒルダ：なるほど、そう来たか。

ＧＭ：「〝偉い大だいなるヒース〟を持っているという少女は……」

チコ：ほいっす。

マルセル：「最終的な身み柄がらについては周辺各国と相談するが、まずはフェリタニア合衆国の保護下に入って欲しい」

チコ：知らない人のところに行くのは怖いっす……。

ギデオン：…………（笑顔で自分の方を「くいくい」と指さしている）。

一同：…………。

マルセル：「……他の人は好きにするといいのではないだろうか」

ギデオン：そういうオチかよっ！（一同爆笑）

マルセル：「こちらの提てい案あんを呑んでもらえれば、ビルベリの安全は保障する。納なつ得とくがいかない部分もあるだろうから、自分がそちらに赴おもむくので、話し合いの場を設もうけて欲しい」

ヒルダ：「近日中に行くから、会談の場を設けろ」ということか（笑）。

ＧＭ：非ひ公こう式しき訪ほう問もんですけどね。

マルセル：手紙の内容はおおむねこんなものだろう。

リージュ：このマルセルという方は、アンリさんと違って、無礼ではなさそうですね？

ヒルダ：そうだな。交こう渉しようの余よ地ちはありそうだ。

ＧＭ：「マルセルという方が来るなら迎えに行った方がいい」とヴィクトリオが言います。

ギデオン：なぜ？

ＧＭ：「もし、この町に来る途中に襲われたら、それを口実に戦争が始まるだろう」

一同：あっ！

リージュ：そういえば「少人数で行けば敵に見つからない」って断言してました～！

ヒルダ：これは……我われ々われが直々に迎えに行った方が良さそうだな。




　さすが裏目軍師。シリーズを超えた信頼感です。




リージュ：迎えに行くあいだ、アンバーちゃんはどうしましょう？

チコ：連れて行くのは危き険けんっす。戦せん闘とうになりそうだし（笑）。

ギデオン：この館で待たせておくのがいいんじゃないか？

リージュ：そうですね。じゃあ、アンバーちゃんに「あたしは今からお仕事に行ってきます。しばらくの間、ここで待っていられる？」と訊きいてみましょう。

ＧＭ：アンバーは頷うなずくと、手近なソファーに座すわります。そして、そのまま静かになりました。

チコ：おとなしいっすね。

ヒルダ：リージュの言うことは聞くのか？

リージュ：う～ん……不思議なエクスマキナさんですね～。

ＧＭ：では、みなさんがマルセルを迎えに出発するところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆マルセルを救出せよ！




　マルセルを迎むかえるため、ヒルダたちはノルウィッチ方面へと続く街道を進んでいた。

　そして、展てん開かいは大おお方かたの予想どおりに推すい移いするのだった。




ＧＭ：次のシーン。みなさんはマルセルを迎えるため、街道を進んでいます。そして、みなさんが街道を進んでいくと、青い神官服に身を包んだ青年が、短たん剣けんを持った黒くろ装しよう束ぞくの男たちに襲おそわれているのを発見します。

ギデオン：さっそくだな、おい！（笑）

ヒルダ：その青年の方へ向かって急ぐぞ！

ＧＭ：では、ここで襲われている青年、マルセルの登場となります。

マルセル：……やはり襲われていたのは私なのか（笑）。

ＧＭ：そうです（笑）。あのアベルとの問答のあと、護ご衛えいと共にノルウィッチからビルベリに向かったのです。もう少しで到とう着ちやくというところで、黒装束の男たちに急きゆう襲しゆうされました。

マルセル：護衛たちは？

ＧＭ：エキストラでしたので、あっさりと倒たおされてしまいました。

マルセル：私を護まもるために……悪いことをした……。

ＧＭ：さて。黒装束の男たちは短剣を構かまえなおし、マルセルに向かって言います。「これで終わりだ。すぐに、護衛たちと同じところへ送ってやろう」

マルセル：「もはやこれまでか。こんな街道で、救きゆう援えんなど来るはずもない」と呟つぶやく（一同笑）。

チコ：すごい裏うら目めな発言！　あれはもしや……！

ギデオン：知っているのか、チコ!?

チコ：元レイウォール三二将しようで、今はフェリタニアの重じゆう鎮ちん……〝裏目軍師〟と呼よばれる男、マルセル・ベルトランに違ちがいないっす！

ヒルダ：スゴイのかスゴクないのかだかそうでないんだかわからんな（笑）。とにかくそのマルセルらしき、青年に向かって叫ぼう。「そこの御ご仁じん、ご無事か!?」

マルセル：（死ぬほどわざとらしい声で）「おお、まさかこんな所に救援がくるとは！」

チコ：ヤバイ、面白すぎるっす！（笑）

ＧＭ：ヒルダたちが乱らん入にゆうしてきたので、黒装束の男たちは「ちっ、邪じや魔まが入ったか。面めん倒どうだ、早めにやっちまおう」と言い放ちます。

ヒルダ：面倒なら、とっとと帰れ！

ＧＭ：「これも仕事だからな。目的を果たさずには帰れないさ」

ヒルダ：仕方ないな。マルセルに向かって「今助ける！」と声をかけ、槍やりを構えるぞ。

ＧＭ：では、戦闘に移うつりましょう。さて、みなさんと対峙している黒装束の男たちは、マルセルキラーという名前です。

マルセル：私を殺すためだけに生み出された暗殺者!?

ヒルダ：何て汎はん用よう性せいのない暗殺者！

ＧＭ：はい、そのためのエネミーですから。

一同：なにぃ!?

ＧＭ：かわたなさんにはマルセルを殺してもいいと許きよ可かを取ってあるので、マルセルキラーは本気で殺しにいきます（にっこり）。

チコ：あわわわわ……、ＧＭの目がマジっす！

ヒルダ：冒頭で「かわたなさんの許可をとってネタをやる」と聞いた時にイヤな予感はしたんだよなぁ。

マルセル：かわたなと藤井さんにマルセル役でのゲスト出演を依頼されたとき、「マルセルが襲われますよ」とは言われたけど、まさか本気で殺しに来るとはなあ……。

一同：…………。

ヒルダ：……だから、その裏目思考をなんとかしなさいよ!?（一同爆笑）

マルセル：いやあ、この状じよう況きようは普通読めないと思うよ（笑）。

リージュ：じゃあ、ここでマルセルさんが死ぬと……。

ギデオン：……次の『デスマーチ』は「マルセルが死んだ」という状態で始まるな（笑）。

マルセル：そうなりますね。まあ、その時はかわたなが苦労するんでしょうが（笑）。

チコ：（しみじみと）なるほど……こうやって無茶振りは巡るっすね（笑）。

ＧＭ：さて、説明を続けます。マルセルは『デスマーチ』第六巻かん終了時のデータです。

一同：おおー。

ヒルダ：マルセルが援えん護ごしてくれるのか、それは心強い！

ＧＭ：ですが、シナリオでの使用回数制せい限げんがあるものや、代だい償しようにフェイトを使用するものは使えないので気をつけてください。皆さんが来るまで生き残るために、強力な切り札系スキルをマルセルは使い切ってしまったという設定です。

ギデオン：《アンパッサン》とか《アフェクション》とかだな。……なあ、今ならもしかしてマルセルを倒せるんじゃねぇ？

ヒルダ：本ほん末まつ転てん倒とうだろ!?（笑）　我々は何のためにここに来たんだ！

ギデオン：す、すまん。つい（笑）。

ＧＭ：では配置から（笑）。まず、ＰＣたちが１エンゲージで、その５メートル奥にマルセルキラー三体が１エンゲージ。その奥おく、５メートルにマルセル。さらにその奥にマルセルキラー三体のエンゲージがひとつ存そん在ざいします。

チコ：つまり、マルセルキラーが全部で六体っすか。

ＧＭ：説明は以上。では、第一ラウンドにいきましょうか。




●第一ラウンド

行動値

マルセルキラーＡ～Ｆ　　　20

ギデオン　　　　　　　　　19

チコ　　　　　　　　　　　19

リージュ　　　　　　　　　14

マルセル　　　　　　　　　９

ヒルダ　　　　　　　　　　２
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ＧＭ：セットアッププロセス。一番はマルセルキラー。マルセルキラーは全員、オリジナルスキルの《裏目殺しの毒》を使用します。

ヒルダ：なんですか、それ（笑）。

ＧＭ：全員が構かまえたダガーに毒を塗ぬる。これでこのシーンの間、マルセルキラーが行なう攻こう撃げきに対して、マルセルはリアクションを行なえず、ダメージ軽けい減げんも行なえない。

一同：…………。

ＧＭ：また、その攻撃ダメージは【物理防ぼう御ぎよ力りよく】【魔ま法ほう防御力】を０として算出し、１点でもダメージを受けた場合、マルセルは死し亡ぼうする。

一同：な、なにぃ──っ!?

ギデオン：まさにマルセル殺しの毒（笑）。

チコ：酷い効こう果かっす！

マルセル：うーん、これはＧＭが本格的に殺しに来てるな（笑）。

ギデオン：ヤバイ！　マルセルが殺される前に、さっさと敵を葬るぞ！

一同：おうっ!!

ＧＭ：マルセルキラーのセットアッププロセスの宣せん言げんは全員これで終わり。次は【行動値ち】19のチコとギデオン。

リージュ：まず《陣じん形けい》ではないでしょうか？

ヒルダ：……そうだな。《陣形》を使用承しよう認にんだ。

ギデオン：これでチコ以外の三人が、手前のマルセルキラーたちに突入する。

ＧＭ：了りよう解かいしました。

チコ：で、次はオイラ。《アンパッサン》を使用します。対象はヒルダお姉ちゃん。

ヒルダ：チコの《アンパッサン》で現在のエンゲージを離り脱だつし、マルセルにエンゲージ。これで《カバーリング》できる。……間に合ったようだな。

マルセル：すまない、手助け感かん謝しやする。

ヒルダ：気にするな。まずはここを切きり抜ぬけるぞ！
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ギデオン：俺おれは《クイックステップ》＋《ファイアステップ》。攻こう撃げき力りよく＋９する。

リージュ：次はあたし。《インペレイティブ》でスキルふたつ使用します。《シャインストライク》と《ホーリーアタック》＋《ホーリーウェポン》。さらに《ホーリーウェポン》の判はん定てい直前に《グレイスフォース》を宣言です。

ヒルダ：パラディンになると、セットアップにすることが増えるなあ。

リージュ：（ダイスを振ふる）ん、発動成功。これでダメージが33上がりましたー♪

マルセル：次は私か。支し援えんはいるかね？　《ヘイスト》くらいしかできないが。

ヒルダ：とりあえず、今は必要ないな。

マルセル：そうか。なら私はなにもなし。

ヒルダ：最後は私。《グレートコネクト》から《コネクトフォース》の一回目。セフィロスよ加か護ごを……。と祈いのって、ダメージと【物理防御力】に＋７。これで【物理防御力】が46！

チコ：ヒルダお姉ちゃん、すごい！

ＧＭ：改めて聞くとヒルダは硬かたいですねえ。……これでセットアッププロセスは終了。イニシアチブに割わり込こみがなければ、マルセルキラーのメインプロセスになります。

リージュ：ありませんわ～。

ＧＭ：では、マルセルキラーＡの行動。彼かれは毒を塗ぬりつけたダガーをマルセル目がけて投げます。ムーブアクションはなし。マイナーアクションは《武ぶ器き投とう射しや》、メジャーアクションでマルセルに射しや撃げき攻撃。ここで死ぬがいいマルセル！　（ダイスを振る）達成値19！

マルセル：ぐっ、確たしかにそれをくらえば私は死ぬ。しかもリアクションは自動失敗。

ヒルダ：では、私が《カバーリング》！

ＧＭ：不気味な色をした刃が迫る！　ダメージは……（ダイスを振る）67点物理ダメージ！

リージュ：《プロテクション》（ダイスを振る）22点軽減ですわ。

ヒルダ：それならカキーン。ダメージは０だ！

ＧＭ：な、なんですと!?

チコ：ヒルダお姉ちゃんは鉄壁っす！

ＧＭ：ええい、これで終わりと思うなよー！　Ｂ～Ｆの攻撃いきます!!




　と、ＧＭが勢いきおい込こんだのはいいものの、Ｂ～ＦのデータはＡとまったく同じ。である以上、結果もまた推おして知るべし。

　結局、マルセルへの攻撃は命中しても、《カバーリング》するヒルダの【物理防御力】と《プロテクション》をほとんど抜ぬけず、合計して４点のダメージしか与あたえられずに終わった。




ヒルダ：……ふむ。かすり傷きずしか受けなかったな。この程てい度どか？

ＧＭ：ヒルダの言葉にたじろぐマルセルキラー。じりっ、と思わず一歩下がりかけます。「なんだ、この女騎士……まるで城じよう壁へきだ」

ギデオン：さて……ここからは俺たちの番だが、覚かく悟ごはいいか？

ＧＭ：よくないけど、こちらの行動は全部終わったのでどうぞー！




　というわけで、ここからはＰＣたちの行動です。

　先頭のギデオンは新しん必ひつ殺さつ技わざの《ゲイルスラッシュ》を披ひ露ろう。エンゲージしていたＡ～Ｃをあっさりと倒たおしてしまいます。

　さらにチコとリージュの連続攻撃によって、Ｄ～Ｆも撃げき沈ちん。

　ほとんどＰＣにダメージを与あたえることができず、戦闘は終了しました。




ＧＭ：…………さすがに勝つつもりはなかったけど、もう少し粘ねばれると思っていたのに。

ヒルダ：このデータだと、セットアッププロセスの移動で、勝負アリだったな（笑）。

チコ：マルセルさんを殺すことに気を取られすぎたのが敗因っす！（笑）

マルセル：…………（やれやれと無言で首を振る）。

ギデオン：とりあえず、ぶっ倒したマルセルキラーたちから話を聞こうかね。

ＧＭ：そのマルセルキラーたちはすでに事切れてます。どうやら、倒された時に毒を飲んでいたようですね……。

ヒルダ：なに！

ギデオン：「こいつは普ふ通つうの相手じゃねぇな。厄やつ介かいな連中っぽいぞ」と言っておくか。

ヒルダ：だろうな。ともかく、マルセルに「怪け我がはないだろうか？」と声をかけよう。

マルセル：感謝する。おかげで助かった。……ビルベリからやってきたのか？

ヒルダ：ああ、私はビルベリの新しん領りよう主しゆ、ヒルデガルド・ゴーダだ。

マルセル：なんだと!?　まさか領主みずから、私を助けに来たのか……！

ヒルダ：非公式とはいえ、フェリタニアからの使者。私が迎えに上がるのが礼れい儀ぎだろう。

マルセル：それでは、値ね踏ぶみをするようにヒルダをじっと見ます。

チコ：えっと……こんなところで立ち話もなんだし、ビルベリに戻らないっすか？

マルセル：わかった。だがその前に、私を守って死んだ者のために祈いのる時間をくれないか？

ヒルダ＆チコ＆リージュ：…………マルセル、かっこいいっ！

ギデオン：はん！　偽善だな。

チコ：おっちゃん言い過ぎっす！

マルセル：……では、手短に祈りを捧ささげたあと「待たせたな。では、行こう」と言います。

ヒルダ：わかった。私たちの町へご案内しよう。

ＧＭ：というわけで、みなさんがビルベリの町へ向かったところでこのシーンは終了です。

一同：了解です。







◆Middle 03◆予想外の危機




　ヒルダたちは暗殺者からマルセルを救出し、ビルベリへと戻もどってきた。

　だが救出してお終いというわけではない。むしろこれからが本番なのだ。




ＧＭ：マルセルを救出したゲッタウェイのみなさんは、ビルベリへと戻ってきました。

チコ：マルセルさんを領主の館までご案内っす～。

マルセル：ありがとう、感謝する。

ＧＭ：では、場所は領主の館にある会議室。マルセルとヒルダを中心に会談が行なわれる、というシーンです。

ギデオン：俺らも登場して、見物してていい？（笑）

ＧＭ：もちろんです。ああ、簡かん単たんな自じ己こ紹しよう介かいは道すがらに済すませたことにしましょう。

リージュ：じゃあ、あたしたちはお姉様のお側で成り行きを見守ります。

チコ：ドキドキしながら会談を見てるっす！

ヒルダ：見守るだけじゃなくて、一緒にいろいろと考えてくれよ！（笑）




＊　　　＊　　　＊




マルセル：では、挨拶をすませて一服したところで、話を切りだそう。「単刀直入に言おう。ビルベリは、フェリタニアに帰順していただきたい」

チコ：ストレートに来たっす！

リージュ：（ヒルダに向かって）きじゅんって、なんですか？（一同笑）

ヒルダ：マルセル殿は「フェリタニアの勢せい力りよくに入ってくれ」と言っている。

リージュ：何故なぜ、あたしたちがフェリタニアに入らなきゃいけないんでしょうか？

マルセル：まず、ひとつ目の理由。君たちの存在自体が戦争の火種になるから。王威の竜輝石、〝偉大なるヒース〟、ピアニィ様に似た少女。どれひとつでも戦争を呼よびかねない。

チコ：〝偉大なるヒース〟は戦いなんて求めてないっす！

マルセル：〝偉大なるヒース〟が望まずとも、それを欲ほつする者との争いは起こり得る。

チコ：そ、それは……そのとおりっすけど。

リージュ：……そう言えば、先日はあたしを狙ねらって神しん聖せいアンリ帝てい国こくが動きましたものね。

マルセル：ふたつ目。ビルベリは様々な勢力が、手を出しやすい位置に存在している。

ＧＭ：ビルベリは戦国メルトランドの領りよう内ないにありますが、グラスウェルズ、アガルタ公国、神聖アンリ帝国、ゴルフォード、そして、フェリタニアからも近いですね。

チコ：領りよう土どを広げたいって野望をもたれたら、真っ先に攻せめ込こまれる位置っすね……。

マルセル：あなた方もご存ぞんじだろうが、エストネルの大崩壊以来、アルディオン大陸は日を追うごとに不安定さを増ましている。このままでは、ビルベリでの騒乱をきっかけにして世界を巻まき込こんだ大戦争が発生しかねないのだ。




　シビアにフェリタニア陣営の都合を解説するマルセル。




チコ：「オ、オイラたちのせいで、大戦争……!?」と、子こ供どもっぽくオロオロするっす。

ギデオン：ヒルダ、言ってやれ。「ろくな護衛もつけずにビルベリにやってくるなんて、戦争のきっかけを作りそうになってるのは、マルセルの方だろう」って！

チコ：お、おっちゃん、それは言い過ぎっすよ！

ギデオン：だって、あそこでマルセルが死んだら、俺らのせいにされてたんだぞ!?

チコ：そ、そりゃそうっすけどね！（笑）

ヒルダ：そ、そう、だな。せめて、極ごく秘ひ裏りに来ていただけたら、よかったのだが。

マルセル：む……（何かを考え込む様子）。




　さりげなく重要な情報を含むヒルダたちの発言に黙り込むマルセル。

　なにが重要なのかはこのあと明らかになります。




マルセル：こちらとしても訊いておかなければならないことがある。

リージュ：なんでしょう？

マルセル：君たちが守りたいものとはなんだ？

ヒルダ：守りたい……もの？

マルセル：そうだ。お互いの守りたいものを確認すれば、妥だ協きようや交渉の余地はあると思う。君たちにとって一番大切なものはなんなのだ？

リージュ：いきなりそう言われても……。

ギデオン：そういうマルセルは何が大切なんだ？

マルセル：私がもっとも大切だと思うもの……それは、この大陸の平和だ。

一同：あああ。

ギデオン：青臭い！

ヒルダ：でもマルセルらしい（笑）。

マルセル：私はこの混乱した大陸に秩序を取り戻すことで、不幸になる人間をひとりでもなくそうと考えている。それが現在一番大切で守りたいものだ。フェリタニアを守るのは、私にとってそのための手段だ。

一同：…………。

マルセル：改あらためて訊こう。君たちにとって一番大切な守りたいものはなんなのだ？

ヒルダ：うっ、痛いところを突いてくるなあ。

リージュ：前回ロッシュさんにも同じことを訊かれましたね。

ヒルダ：ああ。そして心揺らぐ私は即答できない……。

ギデオン：俺はひと言で言えるけど……。（チラチラとマルセルの方を見つつ）まずは身内で相談してからにしたいなあ。




　この時、チラリとＧＭに視線を跳ばす、マルセルのプレイヤーのたのさん。

　ＧＭである藤井は小さく頷うなずきました。




マルセル：時間を掛けて相談するといい。……色々想定外の事態も起きていることだしな。

ヒルダ：想定外の事態？

マルセル：先ほど、私はフェリタニアの軍師として、「フェリタニアへ帰順して欲しい」と言ったわけだが。

ヒルダ：ああ……？

マルセル：前言を撤回する。……私はあえて言おう。「あなた方は逃にげろ」と！

一同：逃げろ!?

ヒルダ：そ、それは、いったいどういうことだ？

マルセル：そこのギデオン氏が言ったではないか。「あそこでマルセルが死んだら、俺らのせいにされてたんだぞ!?」と。

ギデオン：え？　俺、そんなこと言った!?

ＧＭ：はい。確かに言いましたよ。

マルセル：私のビルベリ来らい訪ほうは、フェリタニア内でも、ごく少数にしか知らされていなかった。……にも関かかわらず、私を殺すための暗殺者が送おくり込こまれた。

チコ：確かにこれ以上無いくらいマルセルさんを殺すのに特化した暗殺者だったっす（笑）。

マルセル：つまりフェリタニア政権内部には、「私を抹まつ殺さつすることで現げん状じようを悪化させ、戦争を起こそうと画かく策さくしている者がいる」そう考えるべきだ。

チコ：内通者、っすか。

マルセル：ああ、この状じよう況きようでは、とても君たちの身の安全を保証することができない。

ヒルダ：……なるほど。

マルセル：しかし、あなた方がビルベリにいては、戦争の火種になることも間ま違ちがいない。

ヒルダ：だから町から「逃げろ」、か。




　しん、と静まりかえるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室。

　想定外の展開に、プレイヤーのみなさんが戸惑っているのがありありと分かります。




ギデオン：このタイミングで「逃げろ」と言うくらいなら、なんで最初に「帰順しろ」なんて言うんだよ！　混乱するだろ？

マルセル：すまんが、話には順番というものがあるし、フェリタニアの使者として口上を述べる必要もあった。なにより……君たちが何を考えているか私が知る必要があったしな。

ヒルダ：な、なるほど。

チコ：……でも、急にそんなことを言われても……。

リージュ：マルセルさん、あたしたちには、逃げこめる場所なんて、どこにもないんです。

マルセル：ふむ……。しかし、ここに君たちがいれば、ビルベリの市民を巻き込んでの戦争になりかねない。それでは、誰だれひとりとして救われないだろう？

リージュ：そ、それは……。

ギデオン：この町の人口ってどのくらい？

ＧＭ：難なん民みんまで含ふくめると、何千人という規き模ぼです。身元確かく認にんが終わると一万人に届とどくかもしれません。

ギデオン：けっこうな人数だな。それだと、集しゆう団だんで移動することも厳きびしい。

一同：う～ん……。

チコ：ある意味一番穏便にすむはずだった、フェリタニアへの帰順という選択肢が削られてしまったっすね。

ギデオン：ＧＭが「計算どおり（ニヤリ）」って表情をしている（笑）。




　それはどんな表情ですか！（笑）

　……たしかに「フェリタニアに内通者がいる」という状況はあらかじめたのさんに伝えてはありましたが。




ヒルダ：……マルセル殿、すぐにビルベリを発たれるのか？

マルセル：いや、ひと晩ばんは泊とまっていこうと思う。その間にゆっくり話し合ってくれ。

ヒルダ：時間をいただけるのは、正直ありがたい話だ。感謝する。大したもてなしはできないが、この領主の館へ泊まっていってくれ。

マルセル：ありがとう。では、ひと晩、過すごさせてもらおう。

チコ：それじゃあ、オイラ部屋まで案内するっす！

ギデオン：チコが戻ってきたところで、俺らだけで相談するか。

リージュ：そうですね。それがいいと思います。

ＧＭ：では、マルセルが退たい室しつしたところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle 04◆帰順か逃亡か？




　マルセルは、フェリタニア側からの提案を述のべ、退たい出しゆつしていった。

　ヒルダたちは顔を見合わせ、ため息をつくと相談をはじめた。




ＧＭ：では、次のシーンですが……。

ヒルダ：ＧＭ、このあたりで状況をＰＣ同士で話し合うシーンが欲しいのだが？

ＧＭ：前のシーンの流れでそうなるとは思ってました。私はかまいませんよ。

ギデオン：ま、いい頃合いじゃないかな？

ヒルダ：ではみんな、私の執務室に集まってくれ。現状確認から始めよう。

リージュ：はい。

ヒルダ：まず、王威の竜輝石、〝偉大なるヒース〟、ピアニィにそっくりなリージュ、これが、様々な勢力に囲まれているビルベリに集まっている。

チコ：だから、周りから狙ねらわれやすく、戦争の火種になるって話っすね。

ギデオン：だから、逃げ出せばいい、という話だったな。

リージュ：あたしたちが逃にげ出だしたら、ビルベリはどうなっちゃうんでしょう……。

ヒルダ：領主になった責せき任にん上、簡単に争いを招まねくわけにもいかないが……。

チコ：話は変わるっすけど、例のマルセルキラーって、バルムンク関係っすかね？

ＧＭ：はい。使用していた技わざや、奥おく歯ばに毒を仕し込こんでいて死ぬなどの徹てつ底ていした秘ひ密みつ保ほ持じの姿し勢せいから、そう判はん断だんできます。

ヒルダ：そうなると、ビルベリが抱かかえている問題には、バルムンクも絡からんでいるってことだ。私たちがいなくなったあと、この町が安全だという保ほ証しようはないな。

ギデオン：だが、バルムンクは俺らが目当てなんだろ？　ビルベリから去れば、とりあえず町はバルムンクの脅きよう威いからは逃のがれられると思うぜ。

ヒルダ：そうなんだよな。自分たちの罪ざい悪あく感かんを別にすれば、マルセルの提案は正しい……。

一同：うーん…………（考えこむ）。

ＧＭ：今焦あせって結論を出さなくていいです。実のところ、ＧＭ側から提示する情報はまだすべて出そろったわけではないので。

ヒルダ：なるほど……。焦っても仕方ない。情報の整理に専念しようか。

チコ：そういえば、〝偉大なるヒース〟のエリカおじいちゃんから、ダーインスレイブに気をつけろって言われたっす！

ヒルダ：ダーインスレイブに？　何故なぜだ？

チコ：ダーインスレイブにとって、〝偉大なるヒース〟は強きよう敵てきらしいっす。だから、復ふつ活かつして欲しくないらしいんす。

ギデオン：なるほど。つまり、ダーインスレイブたちバルムンクは、〝偉大なるヒース〟を宿してるチコが邪魔で消してしまいたいと！

チコ：バルムンクの狙ねらいはオイラの命!?　いやっす～！（ガクガクと震ふるえる）

ヒルダ：私は王威の竜輝石を手放せば、狙われる理由はなくなるが、チコはそうもいかない。

一同：…………。




　なぜか、チコのプレイヤー、緑谷さんの頭部を見つめる一同。




チコ：（頭をひしっと手で押おさえながら）頭の芽は取り外しできないっすよ!!

リージュ：あたしも、ピアニィさんにそっくりな外見は隠かくしようがないですし……。

ヒルダ：そうだな。リージュも逃にげられないな。

ギデオン：マルセルを人ひと質じちにとって、帰さないってのもＯＫ？

一同：おいっ！

マルセル：口を挟まないように今まで黙っていたけど……さすがは菊池さん、汚い!!（笑）

ヒルダ：マルセルに何かあったら、フェリタニアが正々堂々と攻せめてくるだろ！（笑）

ギデオン：でもさあ、別シリーズのＰＣを人質に取るのって面白くない？（笑）

チコ：ここは、友好的にいこうっすよ～！

ギデオン：友好的にいくってことは、逃亡するか、フェリタニアに帰順するってことだぞ？

チコ：うっ！

リージュ：いっそ、これを機会にフェリタニアと協力体たい制せいをとるのはどうですか？

ヒルダ：フェリタニア傘さん下かに入るのではなく、対等な関係が保たもてるなら、いいんだが。

マルセル：この場にいないのを承しよう知ちで言っておこう。申もうし訳わけないが、私は一いつ介かいの雇やとわれ人にんでしかない。フェリタニア側が提てい示じした条じよう件けんを勝手に変えることはできないのだ……。

ヒルダ：こ、困こまった……。




　黙り込んでしまう一同。




ＧＭ：さて。そろそろシーンを締しめようかと思いますが、ここでひとつ伝えておきます。次のシーンでマルセルはフェリタニアに帰き還かんすることになります。

ヒルダ：……ああ、マルセルに何と答えるかを決めておけってことか……。

ＧＭ：はい。結論を出さなくてもいいですが、マルセルの帰還は延のばせないということです。

ギデオン：わかった。とりあえず、マルセルには各自が今思ってることを素す直なおに伝えよう。

ヒルダ：そうだな。それしかないようだ。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Middle 05◆四人の回答




　ヒルダたちの議ぎ論ろんは、明け方まで続いた。

　朝日が昇のぼり始めた頃、マルセルはビルベリを辞じす旨むねを伝えてきた。




ＧＭ：さて、朝になりました。そろそろマルセルはノルウィッチに帰る頃ころ合あいです。

マルセル：では、ヒルダ殿どのの執しつ務む室しつに行き、ビルベリを辞す旨を伝えよう。

ヒルダ：引ひき留とめるわけにはいかないからな。「そうか……分かった」

マルセル：ところで、話はまとまったのか？

ヒルダ：いや、この短時間では、さすがに結けつ論ろんらしい結論が出なくてな。とりあえず、我われ々われは個こ々この考えを述のべるので、それを回答代わりにしていただけないだろうか。

マルセル：……ふむ。では、聞こう。

ギデオン：少なくとも、俺おれは、ビルベリを出るつもりはまったくない。この町は居い心ごこ地ちがいいからな。俺は、俺ができることを、ここでするだけさ。

チコ：これって、マルセルさんに「ギデオン殿には、ビルベリにいてもらってもかまわないのだが」と言われるんじゃ？（一同笑）

ギデオン：うるさいぞ、毒三下！（笑）

マルセル：私は茶ちや化かすこともなく「そうですか」と答えよう。

ＧＭ：さて、チコはどうですか？

チコ：オイラは、〝偉い大だいなるヒース〟と「平和になった大地にヒースを根付かせる」って約束をしたっす。

マルセル：ほう。

チコ：でも、まだ大陸は平和じゃない。だから、勝手に〝偉大なるヒース〟を取引に使うようなことはできないっす。それに……。

マルセル：それに？

チコ：「オイラは、まだ、ヒルダお姉ちゃんたちと一いつ緒しよにいたいっすから……」

ＧＭ：チコも一いち応おう「ビルベリに留とどまりたい」という意見のようです。

マルセル：そうか。……君のような子供に、そのような決意をさせてしまって、すまない。

チコ：えっ!?　こ、この人、ちょっと優やさしいかもしれない！（笑）　じゃあ、ついでに「マルセルさんを襲おそったやつらは、もしかすると、秘ひ密みつ組そ織しきバルムンクかもしれないっす」と言っておくっす。

マルセル：では、そろそろこの台詞を言いましょう。「な……なんだってぇっ!?」

一同：やったあああ──っ!!（爆笑）

チコ：ああっ！　生で「なんだってぇっ!?」が聞けた！　嬉うれしい！

マルセル：私わたしは「なるほど。それなら、すべてのつじつまが合う」と呟つぶやきます。

チコ：つじつま……？

マルセル：いや、何でもない、こちらの話だ。

ＧＭ：チコもマルセルも、お互たがい詳くわしいことは語らないんですね（笑）。

マルセル：バルムンクのことは公にできる情じよう報ほうではないからな。〝偉大なるヒース〟の神しん託たくだと言うのなら、そうなのだろうと受け止めるまでだ。

チコ：オイラたちも、まさかマルセルさんがバルムンク・ノヴァと戦いを繰くり広ひろげてるとは知らないっすからね。あくまでちらっと教えるだけ。

ＧＭ：分かりました。では、次はリージュ、どうぞ。

リージュ：あたしも、ビルベリから離はなれるつもりはありません。

マルセル：君もか。

リージュ：あたしたちはビルベリにたどり着くまで、ずっと逃とう亡ぼう続きでした。匿かくまってくれる人もいたけれど、あたしがピアニィさんにそっくりなせいで、迷めい惑わくがかかってしまって……。

マルセル：…………。

リージュ：そのお陰かげで、分かったんです。逃にげただけでは解かい決けつしないと。だから、あたしたちを受け入れてくれたビルベリに腰こしを据すえ、平和な場所を築きずき上あげようと決めたんです！

ヒルダ：そのとおりだ。

リージュ：それに、あたしは、ヒルダお姉様のお側にいることが、一番の安全だと思っています。だから、離はなれません。……ごめんなさい、マルセルさん。

マルセル：よく分かった。失礼だが、それにしてもリージュはピアニィ陛へい下かによく似にている。外見だけでなく、心のあり方も……。

リージュ：…………。

ＧＭ：では、最後にヒルダ。

ヒルダ：まず……ビルベリは、フェリタニアに帰順するつもりはない。

マルセル：ふむ。

ヒルダ：チコもリージュもギデオンも、バラバラになることを望んでない。そして、マルセル殿はフェリタニアも安全ではないと言ったな。

マルセル：ああ、残念ながら、フェリタニアに来てもらっても、身の安全は保ほ障しようできない。

ヒルダ：私は町の人たちから頼たよられ、期待もされている。平和に導みちびきたいとも思っている。だから、ビルベリを放り出し、どこかへ逃にげるような真似まねはできない。

マルセル：それが、戦せん禍かを呼よぶとしても？

ヒルダ：……マルセル殿、これだけは言わせてもらう。戦禍を呼ぶとしたら、それはチコやリージュの責任じゃない。あなた方大国の都つ合ごうが乱を呼ぶんだ！

リージュ：さすがお姉様、カッコイイです！

ヒルダ：ありがとう（笑）。

マルセル：それにはマルセルは反はん論ろんの余よ地ちがありませんね。黙り込んでしまいます。

ＧＭ：これで四人の回答が出ましたね。「合がつ衆しゆう国こくの提てい案あんは受け入れられない」と。

マルセル：了りよう解かいした。「今回の件けんで、こちらもいろいろと見えてきたものがあった。それについては、こちらで対たい処しよをしよう」

ギデオン：フェリタニア内部に潜ひそんでいるバルムンクはそっちで何とかするってことか？

マルセル：そのとおりだ。そして、ヒルダを真っ直ぐに見み据すえてこう言う。

ヒルダ：な、なんだ？

マルセル：あなたは、とてもよい瞳ひとみをしている。私の知り合いにも何人か、そういう瞳をした女じよ性せいがいる。皆みな、強い決意を持って、自分たちの戦いを戦い抜ぬいた人たちだ。

ヒルダ：そうなのか？

マルセル：ああ。そして、その筆頭が、我わが国くにの陛下、ピアニィ様だ。

ヒルダ：……もったいないお言葉だ。そう評ひようしていただけたのならば、それに見合うだけの人物でいようと思う。どうもありがとう。

マルセル：次に会う時は、敵てきか味方かはわからないが、それまで健すこやかで。

ヒルダ：ありがとう、そちらもお元気で。

ＧＭ：ヒルダたちの回答を得たので、マルセルはノルウィッチに帰ります。マルセルが領りよう主しゆの館を出ると、「マルセルさん、迎むかえに来ましたよ～」という女性の声が響ひびきます。




　弾はずむような足取りでやってきたのは、赤い髪かみを頭のうしろで束ねた女剣けん士しだった。

　さらに鋼はがねの体を持つ円えん筒とう状じようのエクスマキナと、隻せき眼がんの剽ひよう悍かんな青年も続く。




マルセル：赤い髪の剣士……アキナか？

チコ：ドランや、ギィもいるみたいっす。

ＧＭ：はい。護ご衛えいがやられてしまったため、迎えに来てくれました。

マルセル：すまないな。迷惑をかけて。

ＧＭ：アキナは「仲間同士なんだから、迷惑も何もありませんよ！」と笑います。

ヒルダ：アキナさん来たの!?　見ーたーいー！（一同笑）

リージュ：あっ、私もひと目見たいですよ～！

チコ：オイラもオイラもっ！　うわ、ドランさんって本当にドラム缶みたいっす！

ギデオン：（ドランになって）「ふふふ、ビルベリの領主ご一行は、賑にぎやかな方々ナリね」

ヒルダ：す、すまない。つい、ファン心がくすぐられてしまった（笑）。

ＧＭ：では、マルセルはエンジェルファイヤーと合流し、ノルウィッチに帰き還かんし、ヒルダたちは領主の館へと戻もどっていくところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 06◆グラスウェルズの思おも惑わく、フェリタニアの思い




　グラスウェルズ王国王都ベルクシーレ。

　王国軍ぐん師しのアンソン・マンソンは、執務室にて副ふく軍ぐん師しのカテナ・アウレアと話をしていた。




ＧＭ：さて、次はマスターシーン。舞ぶ台たいはグラスウェルズ王国ベルクシーレ、王国軍師の執務室になります。ここで、特別ゲスト第二弾だん！

一同：またゲスト!?

リージュ：どなたでしょう？

ＧＭ：特別ゲスト第二弾は……『ブレイク』シリーズのアンソン・マンソンのプレイヤー、菊きく池ちたけし先生です！（一同笑）

ギデオン：俺、ゲストなのかよ!?

ＧＭ：このシーンはアンソンとカテナが会話するシーンです。一応、こちらも台詞せりふを作成してきましたが、菊池さん、どんどん演えん出しゆつに絡からんでください（一同笑）。

ギデオン：分かった。「アンソンはそんなこと言わない」とかダメ出ししろってことだな！

ＧＭ：まぁ、おおむねそんな感じです（笑）。では、始めますよ。




　グラスウェルズ王国ベルクシーレ、王国軍師の執務室。

　王国軍師であるアンソンは、副軍師であるカテナに頼たのみごとをしていた。

「なぁ、カテナ。白はく竜りゆう騎き士し団だんの半分を率ひきいて南の方へと駐ちゆう屯とんするよう、エゼルバルドに頼たのんでおいてくれないか？」

「神しん聖せいアンリ帝てい国こくへのけん制せいか？　だったら、王国軍師であるお前が頼たのめばいいだろう？」

「いやぁ、エゼルバルドは、カテナの頼みなら、発はつ憤ぷんするからさ」

「…………。分かった。お前の頼みは、私から伝えておこう」

　カテナが頷うなずいたところで、ドアが軽やかにノックされた。

「どうぞ」

「お呼よびかな？　アンソン伯」

　ドアを開け、優ゆう雅がに歩あゆみ寄よったのは、幻げん竜りゆう騎き士し団団長リシャール・クリフォードだった。

　アンソンはリシャールにイタズラっぽい笑みを向けながら言った。

「リシャール先せん輩ぱい、幻竜騎士団を一万ほど率いて、ビルベリに進軍して欲ほしいんです」




ヒルダ：嫌いやだぁぁぁ！

リージュ：リシャールさんが来ちゃうんですか!?




リシャール・クリフォード

　グラスウェルズの公爵にして武人。大陸最強といわれるベルフトと単騎で互角に戦える人物。グラスウェルズの幻竜騎士団団長。

　要するにこの人が出てきたら、戦って勝つという目はなくなる。




ＧＭ：リシャールは「ビルベリに？」と怪け訝げんそうな顔をします。




「王威の竜輝石、〝偉大なるヒース〟、そして、ピアニィに似た少女……他国に奪うばわれたら、大変でしょう？　だから、奪われる前に、こちらが保ほ護ごしてしまうんです。」

「……幻竜騎士団を派は兵へいしてまで、やらねばならぬことなのか？」

　リシャールの問いかけに、アンソンは深く頷く。

「ビルベリにある王威の竜輝石は、どうやら、元はグラスウェルズのものだったようです」




ギデオン：おお、アンソンはちゃんと情報を握にぎっているじゃないか。有ゆう能のうだな。

ＧＭ：第五話でアンリが騒さわぎ立たてたから、情報が世界中に流れたとも言います（一同笑）。

ヒルダ：アンリめ、本当に余よ計けいなことを！（笑）

チコ：王威の竜輝石は分かるけど、何で〝偉大なるヒース〟まで狙ねらってくるっすか？

ＧＭ：それについては、カテナがアンソンに尋たずねます。「何故なぜ、〝偉大なるヒース〟まで狙う？　あれはグラスウェルズとは関係ないだろう」

ギデオン：（アンソンになって）「決まってるだろう？　ロッシュへのプレゼントさ！」

チコ：えっ、そ、そんな理由？

ＧＭ：アンソンは「〝偉大なるヒース〟をグラスウェルズから提てい供きようすれば、ナーシアやロッシュが、グラスウェルズとより仲良くしてくれるじゃないか」と言います。

ヒルダ：ふーむ（笑）。アンソンは恩おんを売って優位に立ちたいのか。

ギデオン：い、いや、純粋にナーシアやロッシュを思っての行動ですよ？（一同笑）

ＧＭ：で、リシャールは「わかった、すぐに準じゆん備びしよう」と答えます。

ギデオン：（アンソンになって）「僕ぼくもあとから行くつもりですから」

ヒルダ：アンソン、来るのか!?

ＧＭ：アンソンはお気楽そうに振る舞っていますが、内心「ビルベリにある重要物をアンリに奪われる前に確保しなければ」と思っていますから。

チコ：強引に軍を動かしてでも、問題を解決してしまおうってことっすか。

リージュ：アンソンさんは、本当にアンリさんにあたしたちを取られるのが嫌なんですね。

ヒルダ：幻竜騎士団を率いてアンソンが来るとは、面めん倒どうなことになったなぁ。

ＧＭ：でも悪いことばかりでもないですよ。白竜騎士団が睨にらみをきかせるため、今回、神聖アンリ帝国はビルベリにちょっかいを出してきません。

チコ：それは不幸中の幸いっすね……。

ＧＭ：さて。アンソンのプレイヤーでもある菊池さんに、ここで、ひとつお願いがあります。

ギデオン：何だ？

ＧＭ：アンソン役を担当して、「フェリタニアに連れん絡らくを取り、マルセルを説得して、共同でビルベリに派兵する」というロールプレイをお願いします。

一同：おお！（笑）

ヒルダ：なんと！　マルセルと舌ぜつ戦せんとは!!

ギデオン（以下、アンソン）：ほほう。じゃあ、ちょっとアンソンにチェンジするよ。

ヒルダ：……♪（わくわくしている）

アンソン：で、アンソンは「グラスウェルズ単たん独どくでビルベリに攻せめ入いってしまうと、フェリタニアと不仲の原げん因いんになるから、共きよう同どう戦せん線せんにしろ」とマルセルを説とき伏ふせればいいの？

ＧＭ：そうです。

アンソン：（頭をかきながら）グラスウェルズだけ派兵したら、フェリタニアとの対立が公になっちゃうからなあ。合同で取ったことにすれば、角が立たないからね。

ＧＭ：はい。「一緒に戦って、戦果は仲良く分配しようじゃないか！」という方向で。

マルセル：こちらに連絡を取るということは、錬れん金きん術じゆつ製せいの通信機での会話でいいのか？

ＧＭ：はい。テレビ電話……じゃない、錬金術通信会話をお願いします（笑）。

アンソン：じゃあ、こっちからフェリタニアへと回線を繋つないでもらうよ。（低い声で）「……久しぶりだな、フェリタニアの諸しよ君くん！」（一同笑）

チコ：何で悪人口調なんすか！（笑）

マルセル：私は苦り切った顔で応おう対たいするぞ。「相変わらずですね、アンソン伯はく。今日はどんなご用事で？」

アンソン：君のことだ。もう知っているだろうけど、我わがグラスウェルズは、幻竜騎士団をビルベリに差し向けることにした。

マルセル：……ふむ。

アンソン：で、フェリタニアがどうするつもりなのか、聴いておこうと思ってさ。

マルセル：そうですね。（意を決したように）……アンソン伯。単刀直入に言う。現時点でのグラスウェルズ軍の投入は見送って欲しい！

アンソン：それは無理だ（即そく答とう）。優ゆう秀しゆうな君なら分かるだろう？　我々と敵てき対たいするアンリがビルベリを狙っている以上、グラスウェルズはビルベリから手を引くことはできない。この件については譲れないねえ。

マルセル：そちらの事情は理解しますが……下手へたをすればこのまま大陸全体を巻き込んだ戦争になるかもしれませんよ？

アンソン：ならばなおのこと、ビルベリとあの町のＶＩＰたちを押さえないとね。

マルセル：それがバルムンクの罠だったとしても？

アンソン：うーん……そう言われると一瞬躊ちゆう躇ちよする。けど「一〇〇パーセント罠だというなら考えるけどさ。証拠はあるの？」と言うね。

マルセル：……むう。

アンソン：さぁ、僕を止めるんだ、マルセル。

マルセル：では、フェリタニア軍もビルベリに向かいます。現地で会いましょう。

アンソン：止めてよっ！（笑）

マルセル：いやあ。アンソンの言うことが、あまりにももっともなので。

アンソン：もうちょっと粘ねばってよぉ～。

マルセル：そう言われましても（笑）。今、フェリタニアとグラスウェルズの間で問題を起こすわけにはいかない。それこそ、大戦争になる。……すまない、ヒルダ殿。

ヒルダ：うーん。……でもこれは仕方ない。ありがとう。

マルセル：（アンソンに向き直って）こちらの作戦は追って連絡を……。

アンソン：（発言を遮さえぎって）いや、こちらの軍の進路を教えるから、フェリタニア軍はそれに動きを合わせてよ。お互い行動はオープンにしよう。

マルセル：何だと!?

アンソン：ピアニィ陛下を失ない、第一の騎士アルも、王国軍師ナヴァールも帰ってこない現げん状じようで、そちらを信しん頼らいするのは難むずかしい。君だって、僕のすべてを信用してはいないだろう？

マルセル：…………。

アンソン：さぁ、今度こそ僕を止めるんだ、マルセル。

マルセル：うーん、アンソンは手て強ごわいなぁ。反論できない……。

アンソン：反論しろよっ！（笑）

マルセル：……分かった。確かにアンソン伯の言うとおりだ。

アンソン：待ってぇ!?　もうちょっと反はん抗こうして！　そうしないと、僕アンソンが、自分ギデオンのいる町を攻せめちゃう!!（一同爆笑）

マルセル：幻竜騎士団を送おくり込こんだと言っていましたね。主しゆ将しようはリシャール・クリフォード、軍師はセシル・フォーミダブルといったところですか？

アンソン：いいや。今回指揮を執とる軍師は、セシルではない。……この僕だ。

ヒルダ：そういえばアンソンが来るって言ってたな！

マルセル：王国軍師アンソン伯と、グラスウェルズ最強の騎士リシャール殿が出しゆつ陣じんが……。

アンソン：ああ。ビルベリの件は、そのくらい重要なことだと判はん断だんした。

マルセル：「……分かりました」と言って、通信を切りたいんだが、いいかな？

ＧＭ：はい。ＯＫです。

マルセル：では、通信を切ったあと、アキナにこう言う。




「アベル殿の命令で、フェリタニア軍約一万が、ビルベリへと出撃する準備を始めているはずだ。アキナは至し急きゆうフェリタニアの将しよう軍ぐんとして陣じん頭とうに立ち、ビルベリの町を包囲してくれ」




一同：マルセル!?

ＧＭ：アキナは「分かりました、マルセルさん。でも……本当に、進軍しちゃうの？　それでいいの？」と問い返してきます。

マルセル：ああ、先に町を包囲して、決してグラスウェルズに先に手を出させるな。アリ一匹通さないように地上を封鎖するんだ！

ヒルダ：……なるほど！　そう来たか！

チコ：かっこいい！

マルセル：言っておくが、君たちのために言ったわけではない。あくまで、我がフェリタニアのための策だ。

リージュ：そうなんですか？

マルセル：グラスウェルズより先にビルベリを押おさえれば、フェリタニアが今後の交渉で優ゆう位いに立てるということ自体は歴然とした事実だからな。

ヒルダ：なるほど。ただのツンデレではない（笑）。

アンソン（以下、ギデオン）：というわけで、我々……主に、ヒルダたち三名がピンチになったわけだが（一同笑）。

チコ：嫌っす～！（笑）

ギデオン：言っておくが、ＧＭのせいであって、俺のせいじゃないからな！　シチュエーションを指定したのはＧＭで、俺はあくまでそれにそってロールプレイをしただけ！

ヒルダ：うん、まぁ、分かってるけど、何ともなぁ……（笑）。

ＧＭ：では、これでたのさんの出番は終了です。どうもありがとうございました！

一同：ありがとうございました～！

マルセル：では、最後にサービスを兼ねてマルセルの台詞を残していきましょう。




「フェリタニアとグラスウェルズの軍が、ビルベリを包囲する……もう脱出は不可能だ。ヒルダ殿、町をあきらめないのなら残された道は降こう伏ふくするか最後まで戦い抜ぬくかしかないぞ」




リージュ：すぐ裏うら目めに出てしまうマルセルさんが、こう言い出すってことは、つまり……。

ヒルダ：たぶん、我々には脱出する何らかの手しゆ段だんがあるってことだな。

ＧＭ：……さて、どうでしょう。ここでシーン終了です。







◆Middle 07◆旅の予言者、三み度たび現あらわる




　ビルベリを目指して、グラスウェルズ軍とフェリタニア軍が進軍してくるらしい。

　その情報はたちまち拡散し、町はただならぬ雰囲気に包まれた。

　こういう困こまった時に、現われるのは……。




ＧＭ：では次のシーンです。シーンプレイヤーはチコです。

チコ：ほーい。

ＧＭ：先ほどのマスタシーンを受けたしばらく後のことです。「グラスウェルズ軍とフェリタニア軍が進軍を開始した」という情報が流れてきて町は騒そう然ぜんとします。

リージュ：それは大騒ぎになりますよねぇ～。

ヒルダ：そうだな。それにしても、展開が早い。黙って見ているわけにはいかないが、打開策もない状態だし……。

ＧＭ：そんな絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの雰ふん囲い気きの中、ひとりのお客さんが館を訪たずねてきます。

ヒルダ：どちら様で？

ＧＭ：「嫌いやだなあ、こういう時に来る人物なんて、ひとりしかいないじゃないか」

リージュ：……もしかして、マーリンさん？

チコ：マーリン、キター。
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ＧＭ：というわけで、シーンの舞台は領りよう主しゆの館の謁えつ見けんの間です。全員登場です。

ギデオン：よう！　胡う散さん臭くさい少年！

ヒルダ：「わー、やっぱりこういうタイミングで来るのかー」という顔をしています（笑）。

ＧＭ：「どうやらお困こまりのようだね？　予言が欲ほしいだろう？」と、両手を広げて笑います。

ヒルダ：計ったように出てくるな。

ＧＭ：「いやあ、押おし売うりはしたくないからさ。必要だと思った頃に現われる方が、ありがたみがあっていいじゃない？」

ヒルダ：まあ、とにかくお話を伺うかがおうか。さすがに三回目となれば、我われ々われも話を聞こうという気がある（一同笑）。実じつ際さい困っているしな。

ＧＭ：「素直でけっこう。では予言をしよう。キミたちの前には、いくつかの道があると思うけど、キミたちは全員一いつ緒しよにいる方が一番いいんじゃない？　まあ、少なくともキミたちは、ある程てい度どは決めているようだけどね」

ヒルダ：ふーん。まあ、言われるまでもないかな。

ＧＭ：「離はなれ離ばなれになると、破は滅めつが訪おとずれるって予言だと思ってね」

チコ：マジっすか!?

ヒルダ：さすがに二回当たると馬ば鹿かにできんなぁ。

ＧＭ：「いやあ、うれしいよ。素直に信じてくれるようになったんだねぇ。さて、これはあくまでボク個こ人じんとしてのアドバイスだけど」

ヒルダ：ふむ。

ＧＭ：「逃げるのが一番いいんじゃない？　このままじゃ、どう考えてもこの町は……わかってるだろう？」と、にこにこしながら言います。

ヒルダ：肩かたをすくめる。痛いたいほど理り解かいしてるさ。

ギデオン：だが、それは予言の類のものではないな？　常じよう識しき的てきな考えだ。

ＧＭ：「これはあくまでもアドバイス、だよ。予言は『全員一緒にいる方がいいんじゃないか』ってことだけ。お勧すすめは全員一緒に、アガルタ公国に保護してもらう、かな」

ヒルダ：お前の個こ人じん的てきな意見は、ありがたく聞いておこう。それだけか？

ＧＭ：「さあ、この偉い大だいな予言者に何か質しつ問もんがあるなら、今のうちにしておいた方がいいよ。あまり短いとつまらないだろうしね」

ヒルダ：そうね（笑）。

ＧＭ：「というわけで、マーリンタイムだよ。今日のラッキーカラーは……琥こ珀はく色いろ！」

一同：あー。

ギデオン：へっ！（一同笑）

ＧＭ：「あ、今鼻で笑ったね」（笑）

ギデオン：ふん、なるほどね。琥珀色アンバーね。

ＧＭ：「そして、魔ま法ほうに注意だ」

リージュ：魔法に注意？

ギデオン：ところで俺おれ、個人的な質問があるんだよ。この一〇年以内に結けつ婚こんできるかな？（一同笑）　つまり、未来はあるかなって意味なんだが（笑）。

リージュ：超個人的～！（笑）

チコ：というか、このシナリオを生き残れるかどうかを予言させようとしてるっすね。

リージュ：きくたけさん、ずるい！（笑）

ＧＭ：マーリンは笑いながら「キミの努力次第じゃないかな？」と言います。

ギデオン：もう努力する気も失うせたわ（笑）。

ヒルダ：ギデオンは仕方ないな（笑）。それはそうと何か質問すべき内容はもうないかな？

リージュ：そうだ。アンバーちゃんにマーリンを紹しよう介かいします。そして「よかったら、アンバーちゃんも予言してもらったら？」と聞きます。

ＧＭ：アンバーは、自分からは質問したりはしないですね。きょとんとした顔で、リージュの手をぎゅっと握にぎっています。

ヒルダ：マーリンの方は、特に反応はないですか？

ＧＭ：マーリンはアンバーをじっと見て「エネルギーが切れかかったエクスマキナだね。かわいそうだが、自じ立りつ行動はできないよ」と言います。

リージュ：そうなんですか……。

ＧＭ：「うん。とても古い古いエクスマキナだ。リージュが側にいないと持じ続ぞく的に動けない状態だね」

ヒルダ：へぇー、古いのか。

チコ：なんか可哀かわい想そうっす。

ギデオン：ＧＭ、参考までに聞きたいんだが、リージュがいなくてエネルギー切れになった場合、アンバーはどんな様子になるんだ？

ＧＭ：リージュが「待っていて」と言えば、その場に座すわり込こんで待ってます。ただ、リージュが側に居ないと、自分からはまったく動きません。

ギデオン：なるほどねぇ。自立行動できないとは、そういう状態ってことか……。

ＧＭ：どうやら、リージュと会ってほどなくして、エネルギー切れの状態になったようです。

ヒルダ：でも、ＧＭの説明を聞くと、まるでリージュがエネルギー源げんみたいだな？（笑）

リージュ：ええ？　あたし、そんなおかしな力ちから持ってないですよ～（笑）。

ギデオン：リージュそのものというより、リージュが持ってる竜輝石がエネルギー源げんなんじゃねぇの？　ほら、『デスマーチ』のドランが竜輝石で動いているみたいにさ。

ヒルダ：言われてみれば、竜輝石を動どう力りよく源げんにして動くエクスマキナがいたな……。

リージュ：（少し考えて）ＧＭ、アンバーちゃんのことをもう少し調べられますか～？

ＧＭ：アルケミスト関連のスキルを持っていれば可能です。持ってなければ、調べることはできません。

ギデオン：一いつ般ぱんスキル《アルケミーノウリッジ》を持ってるから、俺、調ちよう査さできるわ（笑）。

リージュ：ギデオンさん、お願いします♪

ギデオン：くそ、昔取った杵きね柄づかが、役立つ日が来ようとは！　《ダンシングヒーロー》も使って、３Ｄ＋７だ。

一同：（息をのんで見守っている）

ギデオン：てやっ！　（ダイスを振る）……出たよ！　クリティカル!!

一同：やった！

ギデオン：アンバーを問もん診しんして、「ははは、何だ、こういうタイプがあると聞いたことがあるぞ」とみんなに説明しよう！

ＧＭ：簡単に言いますと、どうやらリージュの竜輝石がアンバーのエネルギー源になるようです。リージュの近くにいる間、アンバーは自立的に活動することができるようです。

リージュ：なるほど～。

ヒルダ：ＧＭ、私も竜輝石を持っているが、私のでは駄だ目めなのか？

ＧＭ：アンバーの動力源になれるのは、リージュが持っている謎の竜輝石のみのようです。

ヒルダ：そうか。ちょっと残念（笑）。

ＧＭ：さて、少し話も長くなりました。このあたりでマーリンは「しっかりやりなよ」と言って去っていきます。




　こうして、謎の予言者はまた一行の前から去っていった。




ギデオン：アガルタ公国に保護してもらえ、ねぇ。

ＧＭ：予言ではなく、アドバイスですけどね。

ヒルダ：ある意味穏当な策さくのひとつではあるな。

チコ：離れ離れになると破滅する、って言ってたっすね。

ギデオン：まとも過ぎて意外性がないのが残念だ。

ヒルダ：だが、残される住民のことを考えるとな。さて……これからどうするべきか。

ＧＭ：と、ここでまた状況が動きます。次はＧＭシーンとなります。

ギデオン：ほほう。では、様子をみさせてもらおう。

ＧＭ：では、シーンを切りますね。







◆Middle 08◆ロッシュの支し援えん




　フェリタニアとグラスウェルズの首脳陣が共同でビルベリを攻めると決め、それに向けて軍を動かし始めた頃ころ……。

　アガルタ公国では、ロッシュが部下とビルベリの一件けんについて話し合いを行なっていた。




ＧＭ：と、ここで短いＧＭシーンをさせてください。場所はシャールズベリのロッシュの居城。その城内にある執務室です。登場してるのはロッシュ、とその部下のファブリス・ローガです。

ヒルダ：ここで、ロッシュの方を描写するのか……。




ファブリス・ローガ

　アガルタ公国の重臣。ロッシュの父、マクリルの友人であった。まだ若じやく年ねんのロッシュを実じつ務む面めんで支ささえている。アガルタ公国ができたばかりということもあり、その判はん断だんは慎しん重ちようなものに偏かたよりがちである。
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ＧＭ：「ロッシュ様、我わが国も軍隊を派は遣けんしては？　〝偉大なるヒース〟を確かく保ほするために行動を起こすべきかと」と、ファブリスは渋い顔でいいます。

チコ：やっぱりアガルタ公国も〝偉大なるヒース〟が欲しいっすよね。

ヒルダ：彼かれらの立場からすると、ここで合がつ衆しゆう国こくやグラスウェルズの立場が強化されすぎても困こまる、という意味もあるだろう。

ＧＭ：そうすると、ロッシュは「軍は出さない。今すぐではないかもしれないが、チコはきっと来てくれるさ。約束をしたからね」と答えます。

ギデオン：（ファブリスになって）はぁ？　チコとは？

ＧＭ：すると、ロッシュはニコっと笑ってこう言う。「それに強力な援えん軍ぐんはもう送ったんだ」という風に言います。

一同：？

ギデオン：（ファブリスになって）「この方は時々、よく分からないことを言われるなぁ」と不思議がるわけだな。

ＧＭ：ええ、そんな感じです。と、いうわけでアガルタ公国軍は進軍しません。

チコ：（腕うで組ぐみをして）いったい援軍って何っすかねぇ？

ＧＭ：それはすぐわかりますよ？　というところでシーンを切ります。







◆Middle 09◆幻げん影えいとの再さい会かい




　様々な勢力の利害が絡み合い、不可避の災厄が眼前に迫ろうとしているビルベリ。

　今や大陸でもっとも注視されることとなったこの都市に、音もなく忍び込んだひとつの蒼い影があった。




ＧＭ：さて。マーリンが去った後、みなさんはさらなる出会いをすることになります。

ヒルダ：ほう。本日は客が多いな（笑）。

ＧＭ：ええ（笑）。シーンプレイヤーはチコ。みなさんがマーリンのもたらした予言を検討しようとしていた時、部下が「来客があります」と報ほう告こくしてきます。

ヒルダ：こんな時にか？

ＧＭ：「ヒルダ様の古い知人とのことで、応接室へお通ししています」と部下は言います。

チコ：な、なんか怖こわいっす。

ＧＭ：ひとまず、みなさんが入っていくところまで描びよう写しやしてしまいますね（笑）。みなさんが入っていくと、青い髪かみ、紫むらさきの目をした、ベレー帽ぼうを被った女じよ性せいがいます。

一同：あっぶーっ！（←驚いて盛大に肺の中の空気を吐き出している）

ギデオン：ま、ま、ま、まさか……。

ＧＭ：「久ひさしぶりね、ヒルデガルド・ゴーダ」と、待っていたナーシアが声をかけます。

チコ：ナーシアだー！　ナーシアが出たぞーっ!!




　まるで猛獣扱いされるナーシアさん。




ヒルダ：一いつ瞬しゆん目を丸くした後「久しぶりだな、ナーシア・アガルタ」と言います。

リージュ：お姉様、こちらの方は？

ヒルダ：お前たちにわかりやすく言うと、ロッシュのお姉さんだ。

チコ：なんと！　そういえば似にてるっ！　……にしても、どうしてここへ？

ＧＭ：そうすると、ナーシアはちょっと悪戯いたずらっぽく「アガルタ公こう爵しやくの命で来た」と言います。

ヒルダ：なるほど。ロッシュの頼たのみで来てくれたんだよ。と解かい説せつします。

リージュ：さっきのシーンでロッシュさんの言っていた〝強力な援軍〟ですね。

ギデオン：おそらくな。というか、強力すぎるだろ！（笑）

ＧＭ：さて、その〝強力な援軍〟ナーシアは淡々と言います。「チコをアガルタ公国へ迎むかえるわ。他に希望者がいるなら一いつ緒しよに。なお、私わたしが来たのは、アンソンには内ない緒しよ」要ようは、みなさんをアガルタ公国で保ほ護ごすると言っています。

ヒルダ：信じて良いのか？（笑）　この話に乗っかれば先ほどのマーリンの予言どおりだな。

チコ：ていうか、この情報を知ってたんじゃないっすか!?　マーリンのヤツは。

ＧＭ：ふふふ、それはどうでしょう？

ギデオン：まったく、ＧＭが腹黒いと苦労するよ（笑）。安心させて、アガルタ公国まで連れてきた後ゆっくりと……とかさ。いえいえ冗じよう談だんですよ、ナーシアさん（笑）。

チコ：さすが、アンソンさんと同じ中の人っす。地雷踏みすぎっす！（笑）

ＧＭ：ナーシアはギデオンを冷たい瞳ひとみで一いち瞥べつした後「信じてもらうほかないわね」と言います。「これはロッシュの最さい大だい限げんの好意よ」とも。

リージュ：助けようとしてくれてるのね。

ギデオン：だが、簡単に町を見み捨すてるわけにもいかないしな～。

ヒルダ：うむ……領主になったばかりで、そう簡単に町を諦めたくはないな。

チコ：ですよね。「ロッシュお兄ちゃんの申し出だから、ありがたいっすけど、オイラこの町好きだし、見み捨すてたくないっす」と言います。

ＧＭ：それでもナーシアは冷静に「でも戦っても勝てないでしょ？」と言います。

ヒルダ：それにはぐぅの音も出ません。だって、一番良いのはナーシアにチコを預あずけて竜りゆう輝き石せきも一緒に預かってもらうことだろうし。

チコ：なんすけど。

ＧＭ：フェリタニアはチコよりもむしろリージュの身み柄がらを押おさえたいでしょうけれどね。

ヒルダ：ああ。たぶん、マルセルは、リージュが最優先だろうな。彼かの女じよをピアニィと偽いつわって前面に押し立てられれば、合衆国は非常に困こまりそうだ。

チコ：なら、グラスウェルズが攻こう撃げきを開始すると、フェリタニアも争って進軍してくるということっすね～。

ギデオン：全面戦争だな。

ＧＭ：ちなみに、申し出は断ことわるんですか？　「一緒には行かない」と。

チコ：「はい。まだ行けないっす」と。

ＧＭ：「そう。じゃあしょうがないわね」とナーシア。「ロッシュに無理強いは絶ぜつ対たいしないように釘くぎを刺さされてるから。切り取ってもってきたり、殴なぐって連れてこないように、と」

一同：怖ぇーっ！（笑）

ヒルダ：ロッシュにお礼言っておかないとね（笑）。

チコ：ごめんなさいっす、でも、そのー、うーっ。

ＧＭ：「わかった。気が変わったらいつでも言って。そして、ロッシュからはこうも言われてる。一緒に来られない時でも、みなさんに何か問題があれば手助けするように、と。何かお困りのことは？」

ヒルダ：うおおおー!!　ロッシュありがとおおお──っ!!

リージュ：至いたれり尽つくせりですね（笑）。

チコ：ナーシアさんありがとうっす。あ、アンソンさんにナーシアさんをけしかけるってのはどうっすか!?（笑）

リージュ：アンソンには内緒って言ってたような～（笑）。

ヒルダ：……いや、発想は悪くない。実現できれば効こう果か的てきなんじゃないか？

チコ：そうっすね。ナーシアさんとアンソンさんの関係を考えれば、何か時間稼ぎになりそうな嫌がらせを、やってくれそうっす！（笑）

ギデオン：ちょっ!?　お前、それはやめようよ!?（←アンソンの気持ちを代だい弁べんしている）

ヒルダ：このように、彼にナーシアに対する苦手意い識しきがあるのは明らかだ。

リージュ＆チコ：なるほどぉ～！

ギデオン：うおおおおおぉぉ──っ！




　菊池さんの慟どう哭こくが、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室に響き渡ります。




ＧＭ：ではナーシアは「分かった。私にできる範囲でグラスウェルズ軍を攪かく乱らんし、時間稼かせぎをする。あとは頑がん張ばって」と言う。

ヒルダ：「ありがとう」と心からお礼を言う。「力を借してくれて感謝する」

ＧＭ：では、ナーシアは部屋を出る前にくるっと振ふり向むいて。落ち着いたらシャールズベリへ来て、三人でオスウィンおじさまの話をしましょう。

ヒルダ：その話をされると「うるっ」と来てしまうんだけど、そこは抑おさえて、「あぁ必ず」と短く返そう。

チコ：じゃあ、ヒルダお姉ちゃんの陰かげからちょろっと出て、平和になったら遊びに行くっす。
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ＧＭ：最後に、チコに近づいて「ヒースを見せて」と言います。

チコ：じゃ、じゃあ。ぴよっ（←帽ぼう子しをとった）。




　そこには小さな緑色の──しかし不思議な威厳を備えた、〝芽〟が息づいていた。




ＧＭ：ナーシアはしばらく、じっとその芽を見つめ、そして呟きます。「あなたが決めるといいわ、今は私にはエリカの声が聞こえない」

ヒルダ：〝声が聞こえない〟……か。なるほど、な。

チコ：じゃあ「この人……本当にメルトランドの王族なんすね……」と内心で思っておこう。

ＧＭ：まだその時ではないのでしょう。ナーシアはごり押おしはしません。「じゃ、待ってるから」と言い残して、ナーシアがすたすたと部屋から出て行ったところでシーン終了です。

チコ：かっこいいーっ！　できる女って感じっす。

ヒルダ：あーもう！　ナーシアとお義父とうさまの話がしたいよー！（笑）







◆Middle 10◆地下遺い跡せきへの鍵かぎ




　リージュは、自室でおとなしく待っていてくれたアンバーと触ふれあう。

　愛らしい仕し草ぐさのエクスマキナの様子は、疲れたリージュの心を癒やしてくれた。

　だが、そんな穏やかな時間は、あまりにも短くて……。




ＧＭ：では、次のシーンのシーンプレイヤーはリージュです。ナーシアとの話し合いが終わって、自室にリージュが戻ったところから、シーンが始まります。

リージュ：わかりました。あたしの部屋に戻ります。

ＧＭ：そこで、これまで忙いそがしさのせいで、ゆっくりアンバーの相手してあげられなかったことにリージュは気づきます。アンバーはその間、リージュの部屋でおとなしくしてました。

ギデオン：まあ、自立行動できないからな。

リージュ：ごめんね、アンバーちゃん、ほったらかしにしちゃって……。

ＧＭ：そう声をかけると、アンバーはトコトコと、リージュの側へと歩み寄ってきました。

リージュ：アンバーちゃんに「良い子にしてた？」となでてあげます。

ＧＭ：リージュがアンバーの頭に手をおいても、おとなしくなでられています。微かすかですが、でも確かに嬉しそうな様子ですね。

リージュ：可愛くて、なんだか最近の事件で感じていた憂ゆう鬱うつも吹き飛んじゃいます～。

ヒルダ：確かに、かわいい（笑）。保護欲がそそられるな。

リージュ：ですね～。あっ、アンバーちゃんに質しつ問もんしようと思っていたことがありました～。「いつこのビルベリに来たの？　生まれた時からここにいるの？」

ＧＭ：アンバーは「……分からない。でも、ずっと前からいた、気が、する」と答えます。

チコ：あいまいな答えっすねぇ。

リージュ：記き憶おく喪そう失しつみたいだから、仕方ないけど……。

ヒルダ：アンバーはエクスマキナなんだよな。偏へん見けんが根強いメルトランドにずっと居い続けたというなら、不思議な話だな……。

リージュ：ねぇ、アンバーちゃん、やりたいこと、行きたいところとか、ある？

ＧＭ：リージュをじっと見つめた後、アンバーは花がさいたように笑います。そして「……ここに、一緒にいられれば、それで、いい」と呟きます。

リージュ＆ヒルダ＆チコ：か、かわいい──っ!!

ヒルダ：ああもう、この子かわいいなぁ！

ＧＭ：と、ここでアンバーに異変が生じます。




　それまで楽しげな様子だったアンバーが、突とつ然ぜん頭を抱かかえて苦しみ始めた。




ＧＭ：「う……、う……」と、大きな声ではありませんが、明らかに苦痛をこらえる様子で、アンバーは頭を押さえます。

チコ：ど、どうしたっすか!?

リージュ：どうしたの、アンバーちゃん？

ＧＭ：「たくさんの人馬が町に迫せまってくる……何とかしなきゃ」と、弱々しく呟きます。

リージュ：アンバーちゃん、何があったの？

チコ：人馬……つまり、軍隊ってことっすか!?

ギデオン：グラスウェルズもフェリタニアも動きが速いな！　さっきのシーンでも話が出たとおり、ビルベリに二カ国の軍が迫っているんだろう。

ヒルダ：アンバーはその接近を感知できる、ということか……。

リージュ：え!?　ど、どうしましょう～！

ＧＭ：そしてアンバーは虚こ空くうを見て、「本当のワタシ……別の場所にいる……送られてくる。たくさんの人や馬、車輪の音が近づいてくる……情報が……」と呟きます。

リージュ：おっ？

チコ：「本当のワタシ」……？

ヒルダ：「本当のワタシ」って何だ？　本体がいる、ということか？

リージュ：かもしれませんね。じゃあちょっと訊いてみます～。「アンバーちゃん……だったら、本当のアンバーちゃんは今、どこにいるの？」

ＧＭ：答えはありません。

チコ：うーむ、記憶喪失だからわからないのかもしれないっすね。

ＧＭ：先ほども言ったとおり、「どこかに」という漠ばく然ぜんとした感覚でしか彼女には掴めてないようです。

リージュ：……あ！　前にお会いしたあの方に、お話を聞いてみましょう！　あの方もエクスマキナでしたよね？

ＧＭ：オズモッドＫケー７セブンですね。エクスマキナで、遺跡の研究をしている大学の先生の。

リージュ：そうです。アンバーちゃんのことをちょっと調べてもらいましょう。このまま苦しみ続けるのも可愛そうだし。

ヒルダ：それは名案だ。彼ならこの町の昔の話を知っているかもしれないしな。

リージュ：しばらく遺跡を探たん索さくすると言ってましたから、まだいらっしゃるのでは？

ＧＭ：なるほど。……ではシーンはこのままで、場所をオズモッドＫ７の住み処に移しましょう。

リージュ：了解で～す。




＊　　　＊　　　＊




　エクスマキナであり、イルシール大学の教きよう授じゆであるオズモッドＫ７。

　彼はビルベリの町にある幽霊屋敷に滞在し、地下遺跡の調査を行なっていた。




ＧＭ：では、リージュはオズモッドＫ７が住む、幽ゆう霊れい屋や敷しきにやって来ました。

リージュ：では、幽霊屋敷に行きます。せんせーい！　オズモッドＫ７せんせーい！

ＧＭ：「おお、リージュさんじゃないかね！　このドクター！　オズモッドＫ７！　Ｋ７！　に何か用かね？」（一同笑）

チコ：愉ゆ快かいな先生っすね！（笑）

リージュ：先生、今日は遺跡のことじゃなくて、このエクスマキナのアンバーちゃんについてご相談があって来たんです～。と、アンバーちゃん。

ＧＭ：「アンバー、聞いたことがあるぞ」

リージュ：聞いたこと、あるんですか!?

ＧＭ：本をぺらぺらとめくって、「おお、あったあった」とそこを見せてくれます。本来は判はん定ていをするはずでしたが、リージュが自力で思いついたので、判定なしでわかります。

リージュ：おーっ！　正せい座ざして聞きますっ。

ＧＭ：「当然ではあるが、遺跡を調べるには、町の歴史も調べなければならん。町の歴史書を繙ひもとくと、大陸の歴史の初期にこの町は築きずかれたようだ」と、ここで、実はビルベリがすごく古い町であるということが明かされます。

リージュ：何とぉ！　そうだったんですか、先生ー！

ＧＭ：「そのとおり。そして、町を最初に築きずいたものたちの中に、アンバーの名が出てくる」

リージュ：えっ？　そうなのですか？

ＧＭ：「そうだ。アンバーはこの町を築いた錬れん金きん術じゆつ師しが作成したエクスマキナのようだ」

チコ：なるほどー。

ＧＭ：「そしてこれは、この遺跡の謎と繋がるかもしれんぞ！」

リージュ：（身を乗り出すように）そうなんですか？　先生！

ＧＭ：「実は!!　このビルベリの町は!!　巨きよ大だいな遺跡の上に築かれた町だったのだ!!」

リージュ：そ、そうだったんですか先生ーっ!!（一同笑）

チコ：楽しいっすね、このふたり（笑）。

ヒルダ：本当にな（笑）。

ＧＭ：「その話は前回もしたと思うが、遺跡の研究を進めていくうちに、もうひとつ！　驚きよう愕がくの事実が浮うかび上あがった！」

リージュ：ででんでんででんっ！（一同笑）

ＧＭ：「何と、この地下に眠ねむる巨大な遺跡は、自じ律りつ行動の取れる機械!!　いうなれば！　町自体が巨大なエクスマキナの一種であり、古代では、この町は自律行動を取っていたのではないかと思われるのだ!!」

一同：な、何だってー!?（笑）

リージュ：何とぉーっ!!

チコ：そう言えば、ノルウィッチ城も巨大ロボ……エクスマキナみたいなものに変形できたっすよね。

ヒルダ：ああ、『デスマーチ』第五巻でそんな話があったなあ。

ＧＭ：「そもそもエクスマキナとは、自じ意い識しきのあるゴーレムのことだ。自分でものを考えて動くことができる。そして巨大なエクスマキナが、様々な目的のもと、他の人間と交流するために人間大のアバターを作る事例は、いくつか報ほう告こくが上がっているのだ」

ヒルダ：ファリストル城じようもそうだったな。

チコ：『ブレイク』一巻に出てきたミネアは、ファリストル城のアバターだったっすね。
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リージュ：なるほど！　じゃあ、アンバーちゃんは、この遺跡のアバターなんですね！

ＧＭ：「……の、可か能のう性せいがある」

一同：おおーっ。

リージュ：何と何と！　じゃあ、アンバーちゃんが「本当の自分」と言っていたのは、遺跡自身だったからなのですね！

ＧＭ：「本当の自分と言っていたのか！　うむ、もしかしたらそうかもしれんな」

リージュ：おおーっ！　アンバーちゃんすごいです～!!　ぴょんぴょん！

ＧＭ：アンバーは「ぴょんぴょん」とリージュの真似をします。

ヒルダ：かわいい、ぴょんぴょんかわいい！（笑）




　かわいいリージュとアンバーに興奮する渋沢さんでした（笑）。




ＧＭ：「実はフェリタニア古代帝てい国こく時代には、巨大な自じ律りつ型がたメカニズム……簡単に言えば、巨大なエクスマキナが、兵器として使われたことがあったらしい」

リージュ：そんなものがあるのですか……！

ＧＭ：「たとえばガイガー、〝嘆きの一撃ドウラーレスストローク〟といった兵器が、大陸のあちらこちらで発見されている」
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リージュ：へぇ～……。

ギデオン：この先生はなぜそのことを知ってるんだろう（笑）。

ＧＭ：その辺は「蛇の道は蛇」的な理由ですね。でオズモッドＫ７先生は言います。「そして！　それらの中には竜りゆう輝き石せきを動力源とするものがあったようなのだっ!!」

リージュ：なるほど!!　納なつ得とくしました先生、リージュ、とっても納得です！（一同笑）

ＧＭ：「とても強力な竜輝石か、それに相当するエネルギーがあれば、この町をもう一度動かすことができるかもしれんな」

リージュ：ほっほーう！　何か結びついてきた気がします、先生。

ギデオン：それにしたってどうやって？

ＧＭ：「もしアンバーがこの町のアバターだとすれば、彼女が案内してくれれば遺跡の中ちゆう枢すう部分にまでたどり着くことができるかもしれない。そして、そうすればなんとか稼動させられるかもしれん。まあ、エネルギー源さえあればの話だが」

リージュ：（身を乗り出して）おーっ！　それは、ダンジョンアタックですねっ！




　ダンジョンの臭いをかぎつけて、目を輝かせる大竹さん。




チコ：大竹さんがわくわくしている（一同笑）。

ＧＭ：「だが、先ほども言ったとおり、この町全体を動かすほどの強力な竜輝石……もしくはそれに匹ひつ敵てきする動力源がなければ、動かすことはできないぞ。遺跡はエネルギー不足でスイッチが切れている状じよう態たいだからな」

リージュ：竜輝石なら、ここにありますよ～？（一同笑）

ＧＭ：もしかして、自分の竜輝石を見せます？

リージュ：リージュだと見せちゃいそうな気がする（笑）。なので、出して見せます。

ＧＭ：「ふうむ？」オズモッドＫ７は検査用のレンズを取り出して、きゅーっとその倍ばい率りつを変えたりしながら竜輝石を見ています。「おお、確たしかに、これはすばらしい！」

リージュ：これで動きますか、先生？

ＧＭ：それは、オズモッドＫ７でもわかりません。「動く可能性はある」とだけ言います。

リージュ：なーるほど！

ＧＭ：「これは興きよう味み深ぶかい。だが、こういう大事なものは簡単に人に見せてはいけないよ？」

リージュ：は、はい。

チコ：オズモッドＫ７、いい人っすねぇ。

ＧＭ：オズモッドＫ７先生は竜輝石をリージュに返し、「ワシはそれを見なかったことにしよう」と言います。

一同：おおー！　本当にいい人だーっ!!

ＧＭ：「ワシは、遺跡にしか興きよう味みがないからなっ!!」（一同笑）

チコ：せっかくの感動が台なしっす!!（笑）

ＧＭ：「ただ、もしもこの遺跡がもう一度動くことになったら、中ちゆう枢すう部のコントロールルームに是非ワシを招まねいてくれ！　そこで研究がしたい！　はっはっはー！」

リージュ：（こくこく頷うないて）はい先生！　わかりましたっ！　……あ、そうだ。先生に訊いておきたいことがあったんだ。先生、遺跡の入り口って、ここでいいんですか？

ＧＭ：教授は、入り口に行く道は教えてくれます。「ここからなら入り口にたどり着けるぞ」

リージュ：よかった！　先生、ありがとうございました！

ＧＭ：すると、リージュに合わせてアンバーも「した」って言いますね。

リージュ：か～わいい～！　よし、アンバーちゃん、行きましょう！　しゅたたたー！

ＧＭ：ててててっ、とついていきます。

リージュ：お姉様ーっ！

ＧＭ：「さまーっ」（←リージュの真似）

チコ：なんだろう、このかわいい生き物たち（←緑谷さんがもじもじしている）。

ヒルダ：あ、あばばばばばかわいいぃぃ（一同笑）。

ＧＭ：オズモッドＫ７はそんなふたりを微笑んで見送ります。では、ここでシーンを切りましょう。

リージュ：はい！　お姉様たちのところに戻もどる、ということで！







◆Middle 11◆突きつけられた刃やいば




　兵へいは神しん速そくを貴たつとぶ。

　ひとたび行動を起こしたグラスウェルズ軍はあっという間にビルベリの城下に迫っていた。

　対抗すべく出動したフェリタニア軍もその近くに布陣する。

　その偉い容ようを眺ながめるヒルダは、自分の選択の重さを痛感せずにはいられなかった。




ＧＭ：さて、今度はヒルダのシーンとなります。先ほど登場していなかったチコ、ギデオンも登場してください。

ヒルダ＆チコ＆ギデオン：了解～。

ＧＭ：先ほどのシーンで、リージュが部屋に戻ったあとです。アンバーの様子を見るために部屋に戻った彼女以外の三人が食堂に集い、これから早めの夕食でもとろうか、という状況と御持ってください。

チコ：わーい、ごはんっす！

ギデオン：お前、こんな時でも食い意地が張ってるなぁ（笑）。

ヒルダ：「腹が減っては戦はできぬ」って言うからなぁ。

ギデオン：待て！　今その台詞はシャレになんねぇよ！（笑）

ＧＭ：するとそこへバタンッ！　と扉が開けて、レイチェルが飛び込んできます。「グラスウェルズの兵が押し寄せてきた！」

ヒルダ＆チコ＆ギデオン：なにぃ──っ!!

ギデオン：ヒルダが変なフラグを立てるから！（一同爆笑）

ヒルダ：わ、私のせいか!?（笑）

チコ：そんなこと言ってる場合じゃないっす！（笑）　ともかく様子を見に行くっす！　と言いつつも、オイラわしゃわしゃと食事をかっ込んどくっす！

ヒルダ：と、とにかく急ぐぞ！




　レイチェルの案内で、ビルベリの城壁に赴いた一同。

　城外を眺めれば、鎧を着込んだ無数の兵たちが、夕陽に照らされていた。

　この町を攻めるには多すぎるほどの軍勢が、すでにビルベリを包囲しているのは誰の目にも明らかだった。




ヒルダ：……ついに来たか。

ギデオン：いや、軍の展開が早いねぇ。これから、ナーシアの誘いに乗ってアガルタ公国に向かっても無事に逃げられるかどうか……。

チコ：難しそうっすね～。

ＧＭ：攻めてきた軍勢はふたつの大きな集団に分かれ、それぞれの兵数は約一万ほどです。

チコ：フェリタニアとグラスウェルズっすね。

ＧＭ：そうです。それはそれぞれの軍が掲げる旗を見ても明あきらかです。……あ、リージュもここから後、好きなタイミングで登場してＯＫです。

リージュ：わかりました～。

ＧＭ：さて、グラスウェルズ軍のひときわ大きな天幕から、二騎きの騎士がやってきます。

ギデオン：二騎の騎士？

ＧＭ：ヒルダにはすぐにわかります。アンソンとリシャールです。

ヒルダ：くっ、敵に回すとなると、イヤなふたりだな！

ギデオン：このふたりが城に近づけるということは、フェリタニア軍が先行して包囲するというマルセルの作戦は間に合わなかったということか……。

ＧＭ：アンソンたちは城門に声を掛けられる距離まで近づくと大声を張り上げます。「この町の領主、ヒルデガルド・ゴーダ殿どのとお見受けする！」

ヒルダ：いかにも、私がヒルデガルド・ゴーダだ！

ＧＭ：私はグラスウェルズ王国軍ぐん師し、アンソン・マンソンだ。

ヒルダ：では複雑な感情はあるが、ここは奥おく歯ばをぎりっと噛かみしめて、その姿を見据えよう。

ＧＭ：では、アンソンはこう言います。「竜輝石と、〝偉大なるヒース〟を譲ゆずっていただきたい。従したがってくれれば、誰も傷きずつけない。僕たちも無む益えきな戦いはしたくないのだ。二時間待つ。もう考える時間はたっぷりあったはずだからね」

ヒルダ：うーん。内心で「口調は柔らかいが、完全に脅迫だ」とつぶやく。……ちなみにリシャールの様子はどうかな？

ＧＭ：リシャールは護衛に出てきたようです。城攻めの下見も兼ねてるかもしれませんが。

チコ：こ、怖いっす！

ＧＭ：さて、アンソンは笑顔を崩さずに言います。「どう捉とらえるかは自由だ。だが、無益な戦いをしたくないのは本心だよ」

ギデオン：そりゃ本心だろうな。下手に戦えば国力が下がるからな。

ＧＭ：「では、双そう方ほうにとって利り益えきのある回答を待っているよ」とアンソンは言います。そして超ちよう笑え顔がおのままリシャールとともに帰って行きます。

ヒルダ：じゃあ、歯がみをしながら見送ります。今はうかつなことはできない。

リージュ：では、ここで登場します。いいですか？

ＧＭ：了解です。

リージュ：「ヒルダお姉様！　この町を救う方法がわかりました！」と言ってやってきます！

ＧＭ：すると、帰りかけていたリシャールが「ん、あの少女は？」と振り返ります。

ギデオン：どんな視力だよ、リシャール！（笑）

ヒルダ：ってそんなことはどうでもいいから！　リージュ、掴つかんだことを教えてくれ。この城壁の上では何だから、いったん領主の館に戻ろう。

リージュ：はい、お姉様！




　領主の館に戻った後、リージュはオズモッドＫ７から教えられた情じよう報ほうを一同に披ひ露ろうした。

　このビルベリは古代遺い跡せきの上の建けん設せつされていること。その古代遺跡は巨きよ大だいなエクスマキナであること。そして、みずから動くことが可か能のうなのだということ。

　オズモッドＫ７の見つけたダンジョンの奥おくにあるだろうコントロールルームに、竜輝石をセットすれば、その遺跡は復ふつ活かつするかもしれないのだ。




一同：…………。

ヒルダ：荒こう唐とう無む稽けいで、正直信じがたいが、このダンジョンに潜もぐって遺跡を再さい起き動どうするという手段ができたのか。

ギデオン：ＧＭ、つまり俺たちはアガルタ公国へ脱出する方法と、ビルベリの遺跡を起動させて軍隊に対抗する方法という、ふたつの選択肢を得たと考えていいんだな？

ＧＭ：グラスウェルズに帰順するという選択肢もありますよ。もうアンソンが仇ではないとヒルダは知ったのですから。

ヒルダ：増えても嬉しくない選択肢だ（笑）。さて、どうしたものか。

リージュ：どういうことですか？　お姉様。

ヒルダ：ロッシュの保護を受け入れる場合、この町の住民を見捨てる形になる。逆に、遺跡を起動させると、住民を軍との戦いに巻き込むことになる。

ギデオン：グラスウェルズに帰順する手は？

ヒルダ：まあ、ないな（笑）。実は住民を戦争に巻き込む可能性が高いし。

チコ：……なるほどっす。

ギデオン：そのうえで、残された時間は少ないしなぁ。

ヒルダ：ああ。アンソンから提示された猶予は残り二時間。我々が遺跡へダンジョンアタックをする余よ裕ゆうは……（とＧＭを見る）。

ＧＭ：ええ。十分な時間とは言えませんね。

チコ：そうっすよねぇ～（頭を抱える）。

ヒルダ：（決然とした表情で）……いずれにせよ！

リージュ：お姉様？

ヒルダ：領主としての責任を考えると、住民たちに最低限の説明が必要だろう。

ギデオン：この町を退去するにせよ、遺跡を起動させるにせよ……か。

チコ：なんというか、ヒルダお姉ちゃんって律りち儀ぎっすよね～。

ヒルダ：それのためにも、私たちの意見をすりあわせておきたい。

ギデオン：ごもっとも。急いで話し合おうぜ。




　こうして、遺跡探索かアガルタ公国への脱出かの選択を一同は大急ぎで相談します。

　議論はさほどの混乱もなく、むしろあっさりと結けつ論ろんに至りました。




ヒルダ：……という方針で行こうと思う。

リージュ：……わかりました！　あたしは、お姉様の決断に従います！

ヒルダ：みんなには苦労をかけるが、よろしくたのむ。

チコ：そんな！　今さら水くさいっすよ、ヒルダお姉ちゃん！

ＧＭ：──と、みなさんの方針が決まったところで、招集をかけるまでもなく、町の住民たちの代表が、何十人も領主の館に集ってきます。

ヒルダ：この状況だ、無理もない……か。（ふっきれたように）が、時間もないし、集める手間もはぶけるというものだな！（笑）　住人たちと会おう。

ＧＭ：では、このシーンを終了します。







◆Middle 12◆決意




　グラスウェルズへの返答期き限げんまであと二時間。

　ヒルダたちに与あたえられた時間はあまりにも短い。焦しよう燥そうが四人の胸むねを占しめる。

　そんな中、ビルベリの住民たちが、領主の館につめかけてきた。




ＧＭ：では、住人たちに情勢を説明するシーンです。みなさん全員が登場です。場所はヒルダたちが話していた領主の館ということで。

ギデオン：うっす。

ＧＭ：みなさんが議論を終えたところへ、町の住人が……それも、商店街の会長のような、地ち域いきの代表者たちがやってきました。それから、シャリオン二世やモルダンも一緒にいます。

ギデオン：ん？　なんだなんだ？

ＧＭ：商店街会長が「ヒルデガルド様に、重要なお話があって参りました」と、わりと興こう奮ふん気味に切り出します。

チコ：と、とりあえず、会議室に通すっす。




　ビルベリ、領主の館の会議室はあっという間に住人たちで埋め尽くされた。

　ざわめきに満たされたその部屋は、戸惑い、不安、恐怖と言った負の感情が見えざる煙のように充満しているようだった。




ヒルダ：では、町のみんなを見渡して言うよ。「では、さっそく話を聞こうか」

ＧＭ：シャリオン二世が「城じよう壁へきの外側の畑で作業してたら、フェリタニアやグラスウェルズの旗を掲かかげた軍隊に町が包囲されました。これはいったい？」と言います。

チコ：驚くのも無理はないっす。

ＧＭ：商店街会長が「もともと、世せ情じようが不安定なのは知ってましたが、ビルベリにまで迫っているとは、知りませんでした」と言います。

ヒルダ：こ、困ったぞ。明らかに住人の間に動揺が拡がっているな。

ギデオン：とりあえず、住人たちの意見を聞こうぜ。

ヒルダ：……分かった。腹はらをくくって、どんな言葉も受け止めよう。

ＧＭ：「ヒルデガルド様、いったいこれから、何が起ころうとしてるんですか？」

ヒルダ：説明しよう。「まず、フェリタニアは、このビルベリに帰順しろと言ってきたのだ」

ＧＭ：「帰順？　フェリタニアの傘さん下かに入れということですか？」

ヒルダ：そうだ。そして、申し出を断ったところグラスウェルズとともに軍を出動させたようだ。その結果が、ビルベリが包囲されているというわけだ。

ＧＭ：そうすると、「俺たちが困っているときには何もしないで、今になって従したがえなんて横おう暴ぼうだ！」「あいつらは勝手だ！」という声があがります。

ヒルダ：話には続きがある。落ち着いて聞いてくれ。

ＧＭ：ざわめきつつも、人々は話を聞く態たい勢せいになりました。

ヒルダ：そしてグラスウェルズ軍の軍師アンソンは、王威の竜輝石と、チコの身み柄がらを要求してきた。だが、彼かの女じよを生いけ贄にえに差し出すわけにはいかない、というのが私の判断だ。

ＧＭ：「グラスウェルズなんかに、〝偉い大だいなるヒース〟を渡わたせるものか！」「メルトランドを食い物にしようとした連中に渡せるか！」「チコさんは、この町の象しよう徴ちようでもあるんだぞ！」

チコ：ヒルダお姉ちゃん……町のみんな……ありがとうっす（感動）。

ギデオン：向こうはリシャールもいるし、戦力差は圧あつ倒とう的てきだな。正直こっちに勝ち目はない。

ＧＭ：「……そう、ですね」ややあって、商店街会長が「我々の希望を言わせてもらっていいですか？」と言います。

ヒルダ：ああ、聞かせてくれ。

ＧＭ：「オレは、この町で生まれ、育ち、生きてきた。なかには、酷ひどい出来事があったあと、この町へと逃にげてきた者もいる。最初はバラバラだったみんなの心も、今は、ひとつ。みんな、今のビルベリが好きだ。そして……ヒルダ様たちが、本当に、大好きなんだ」

ヒルダ：みんな……。

ＧＭ：「王威の竜輝石も、〝偉大なるヒース〟も、その真の価か値ちなんて、オレたちにはどうでもいい。だが、ヒルダ様たちが去るのは、嫌だ」

一同：…………。

ＧＭ：「この間だって、オレたちのために、体を張はって、爆ばく破は缶かんテロを防ふせいでくれた。どれほどアンタたちががんばってくれたのか、オレらはちゃんと見てたから、知ってるさ」

チコ：うん……。

ＧＭ：「今度はオレたちがアンタたちを守る番だ！　大国がアンタたちに無む理り難なん題だいを言ってきたというなら、俺たちは徹てつ底てい的に戦う!!」

ヒルダ：ちょっと待って!!




　慌あわてるヒルダさん。




ＧＭ：「それで死んだって悔くいはない。大国ので、好き勝手されるのはうんざりだ!!」と商店街の会長さんは言います。

ヒルダ：みんな熱くなりすぎだ！

チコ：てっきり、町の人たちは戦いに怯えていると思ったっす……。

リージュ：みなさんやる気まんまんです！

ギデオン：そうか、どうも町の住人が俺をチヤホヤすると思ったが……このための伏線か。

ＧＭ：まあ、そういう面もありますが……。

チコ：が？

ＧＭ：それだけじゃなく、これはこの世界に住むＮＰＣたちの本音の一部だと私は考えています。

ギデオン：……ああ、そういうことか。この大陸の一般人としては大国やエストネル、そしてバルムンクの都合で弄もてあそばれてきたんだもんな。

チコ：まあ、腹を立てていても無理からぬ話っすね。

ＧＭ：そんな彼らにとって、みなさんは生きる希望に等しいのです。みなさんのためになら命を懸けるというのは大げさな表現ではありません。

ヒルダ：だからってまともに戦って勝てる相手じゃない！　一度落ち着かせないと……。




　町を包囲され、過熱し興奮状態になるビルベリの住民たち。

　ここで立ち上がったのは……。




ギデオン：……では、ここは俺が前面に立とう。「お前ら落ち着けっ！」と町の衆しゆうに向かって声を張はり上あげるぞ。
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ＧＭ：…………（実は意外だったので成り行きを見守っている）。

ギデオン：一緒に戦おうという気き概がいは大変嬉うれしい。だが、それは間違った意い気き込ごみなんだ！

ＧＭ：えーと。ギデオンの制止に、住人たちは戸惑います。

ギデオン：みんな……。俺はこのビルベリの町が好きだ！　朝、町を歩いていると、パン屋から漂ただよってくるあのかおり……中央公園でベンチに座すわってかわす雑ざつ談だん、花屋で毎日売り出される花の色、元気に町を駆かける子こ供どもたちの笑顔、そして、この町を吹ふき抜ぬける風が好きだ！　生きている人々が好きだ！

ＧＭ：町の人々は「シーン」と静まりかえってギデオンの話を聴いています。

ギデオン：俺たちが戦うのはそんな町を守るためだ。無闇に戦いを挑めば、すべては失なわれる。お前たちは命を散らし、町は破は壊かいされ、何も残らないだろう。俺たちは死ぬために戦うわけじゃない。




　ギデオンはここで一拍おいて息を吸い込むと、大きな声で一息で言った。

「この町を守り、明日を掴つかみ取とるために、戦うべきだろう？」




一同：かっこいいー！

チコ：なんと！　菊池さんがカッコイイ!!

リージュ：かっこよかったですきくたけさん！

ギデオン：言うな！　……実は結構テレてるんだから（笑）。




　でも、確かにちょっと格かつ好こう良かったですよ。




ＧＭ：「なるほど……ですが、どうやって戦えば、明日を掴み取れるんですか？」と町の人々はギデオンに問いかけます。

ギデオン：いいか、よく聞け。今、ここに我々がいるのはラッキーである！

一同：？

ギデオン：まず、かつてグラスウェルズの隆りゆう盛せいを支ささえたひとりの男がいた。彼の名は、オスウィン・ゴーダ伯はく。戦いの半ばにして命を失なったが、その遺い志しを受うけ継ついだ者がいる！

リージュ：（民衆になって）誰だれっすか、誰っすか！

ギデオン：それこそが、ヒルデガルド・ゴーダ。君たちが領主と仰あおぐこの女じよ性せいだ。

ＧＭ：民衆は「おお」とどよめきます。

ヒルダ：ぎゃーっ！　照れる！　やーめーて!!（笑）

ギデオン：「そしてっ！」と言って、オチにチコを使おう（笑）。

チコ：まじでーっ！

ギデオン：帽ぼう子しをばーっと取って。

チコ：あ───っ!!

ギデオン：これぞ、メルトランドの象徴！

チコ：ちこーん！




　チコの頭部には、〝偉大なるヒース〟の芽が息づいていた。
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ギデオン：君たちの前にあるこの芽こそが、新たな〝偉大なるヒース〟だっ！

ＧＭ：町の代表者たちは「おお！」と感嘆の声を上げます。

ギデオン：俺たちには、これだけのものがそろっている。だから、希望を捨すてるな！　死ぬために戦うのではなく、明日を掴つかむために戦おう!!

一同：おおおおお!?

ＧＭ：実は……ちょっと意外です。ギデオンがここまで熱く、人々の前で演説するとは……。

ギデオン：まあガラじゃないのはその通りだが……この町の連中に情が移っちまったのはウソじゃないんだぜ。

ヒルダ：（感心したように）……なるほどな。

ギデオン：……とはいえ、俺は前ぜん座ざだ。この町の連中に希望を与え、導みちびくのは……ヒルダ、お前の役目だぜ。

ヒルダ：えええ──っ！（驚愕）

ギデオン：ではみんな！　名軍師ゴーダ伯の教育を受けたこの町の領主ヒルダが、勝利への策を示してくれる。しっかりと、聞いてくれ！

ＧＭ：「おおおおおっ！」と住民たちは、ヒルダを注目します。

リージュ：あたしも、キラキラとした瞳ひとみでヒルダお姉様を見つめます。

ヒルダ：み、みんなでハードルを上げるなぁ──!!（笑）　だがひるまないぞ。「聴いてくれ！　今、町のみんなに言いたいことがある！」

ギデオン：ほほう。

チコ：おおっ！　今度はヒルダお姉ちゃんのターンっすね！

ヒルダ：まずは、みんなにありがとうと言おう。みんながこの町を好きだと言ってくれて、とても嬉しい。私もみんなが好きだ。みんなと一緒に作っているこの町が好きだ。

ＧＭ：住人の代表たちは、静かに聴いています。

ヒルダ：もちろんこの町の外のことだって大切だ。戦乱がうち続くのは耐えがたいし、大国の連中だって彼らなりに平和のために戦っている。できれば協力だってしたい……」

リージュ：お姉様……。

ヒルダ：では、リージュの方を向き「心配をかけたなリージュ」と言う。そしてまたみんなの方を向いて語りかける。「正直私は迷っていた。何のために戦うのか……と」

ギデオン：〝ゴーダ伯の仇を討つ〟という目的が宙に浮いてしまったからな。

ヒルダ：だが、ギデオンの演説を聴いて、みんなの姿を見て……改めて確信した。この町を犠牲にしなければいけないなら、そんな平和は間違ってる！　少なくともこの町の人たちが不幸になるような世界じゃいけないんだ！　それじゃ今までの繰り返しだから……。




　ヒルダは町の代表たちに語りかける……。

「私はみんなとこの町を認めさせるために戦う！　それはフェリタニア合衆国やグラスウェルズ王国の大義では救われない、力無きすべての人々のための戦いだ。だから……」




　ひと呼吸置いた後、ヒルダは力強く宣言した。




「みんな、私と一緒に生き延びよう！　それこそが私たちの戦いの勝利なのだから!!」




一同：おおおおおおおお──っ!!

リージュ：お姉様かっこいいです!!

ギデオン：……ついに言ったな。

ＧＭ：「おおっ、ヒルデガルド様！」「そこまで私たちのことを考えてくれていたとは……」「この方たちがいれば、この町は大丈夫だ！」などと町の代表たちは盛り上がります。……が。

一同：が？

ＧＭ：ここでモルダンが質問をします。「では、どうやって大国の軍隊に対抗するんです？　何か策はあるのですか？」と。




「策はある」

　ヒルダは自信を込めた口調でそう言った。




ヒルダ：何も戦って相手を屈くつ服ぷくさせる必要はない。要は譲ゆずれないものを守れればいいんだ。

ＧＭ：「というと？」愉快そうな口調でモルダンは続きを促します。

ヒルダ：このビルベリの地下には古代兵器が眠っている。我々は急ぎそれを覚醒させ、起動させる。彼らの攻撃を止めさせるのだ！

ギデオン：勝てないまでも大きな損害が出るとわかれば、敵も闇やみ雲くもに攻撃はしてこないだろうさ。

ヒルダ：とにかく時間を稼かせいで、有利な条件で交渉に持ち込みたい。

チコ：急がないといけない事情があるのは、お互い様っすからね。




　これが、先ほどのシーンで決まった、ＰＣたちの作戦でした。




ＧＭ：「……なるほど」と、急に知らされた古代兵器の存在に戸惑いながらも、モルダンをはじめとした住人たちは作戦の概要を理解します。

ヒルダ：だが、敵の攻撃まで時間がない。とある協力者が時間稼ぎのために尽力してくれることになってはいるが、それも確実なものではないのだ。

チコ：ナーシアさんのことっすね。

ヒルダ：正直に言うと、古代兵器の起動が間に合わず、敵の攻撃が始まったら町の人に犠牲が出るのは避けられない。

ＧＭ：その犠牲という言葉に、この場に集った人たちはざわめきます。

ヒルダ：だから、私の意見に賛同できない者はいまのうちに町を出て欲しい。包囲している軍勢も戦いが始まる前に投降してくる者を悪いようにはしないだろう。

リージュ：ヒルダお姉様……。

ギデオン：やれやれ。馬鹿正直というか何というか……（笑）。

ＧＭ：しかし、その場を去ろうという人はひとりもいません。

ヒルダ：みんな……。

ギデオン：そりゃ、この成り行きで逃げ出すやつはいないだろ。……つまり、逆に俺たちのハードルが上がったってことだぜ。やれやれだ（笑）。

チコ：町の人たちの期待は裏切れないっすもんね。

ＧＭ：「わたしたちは、ヒルダ様を信じてお待ちます！」「いや、レイチェル様をお助けして、城壁の防御をやらせてもらいます！」「この町以外で暮らすなんて、考えられねぇ！」などと、遺跡の起動を目指す作戦を町の人々は積極的に支持します。

ギデオン：やれやれ。物好きなヤツが多い町だねぇ。

ＧＭ：モルダンは苦笑しながら言います。「いや私が見たところ、町の住人たちの方がヒルダさんやギデオンさんの影響を受けたようにも見えますがね」

ヒルダ：「みんな、ありがとう！」と礼を言おう。「すまないが、もう時間がない。我々は古代兵器を起動させに、この町の地下へ向かう」

リージュ：四人でがんばってくるから、大丈夫です～。

チコ：〝偉大なるヒース〟の加護もあるっすよ～。

ＧＭ：そうすると、商店街の会長さんが代表で、わかりました、信じて待ちます。オレたちはみんなヒルダさんたちを信じてますよ。と、言って去っていきます。

ヒルダ：では、あとはレイチェルに託し、我々は地下遺跡に向かうぞ！

ＧＭ：では、このシーンはここで終了します。







◆Middle 13◆アンソンの弱点




　ビルベリ側の回答期限まで、あと一時間。

　チェスで言えばチェックをかけた状態。

　タカをくくるアンソンの許に、思いも寄よらぬ訪ほう問もん者しやがやってきた。




ＧＭ：では、ＧＭシーンを始めます。場所はグラスウェルズ軍の天幕です。

ヒルダ：アンソンたちの描写をするんだな。

ＧＭ：ええ。天幕の中で、「あと一時間～」と時計を見ながら待ってるアンソンの所に──。

ギデオン：（アンソンになって）「あと、一時間か～」と言いつつ髭ひげをなでるぞ。

ヒルダ：あれ？　アンソン髭生やしたの!?

ＧＭ：すると「アンソン」と、言いながらナーシアがやってきます。

ギデオン：（アンソンになって）「……ナーシアじゃないかっ！」髭をピッと取る（笑）。

チコ：つけ髭だったのか（笑）。

ヒルダ：よくそんなくだらないことを思いつくなあ（笑）。

ＧＭ：「どうやって攻せめるか、ちゃんと合衆国側と打ち合わせた方がいい」

ギデオン：（アンソンになって）「手の内を見せろと言うのか？」

ＧＭ：「あなたフォーキャスターじゃないんだから。手の内なんて無いでしょ？」（一同笑）

ギデオン：（アンソンになって）「ずいぶんメタな台詞をはくじゃないか、ナーシア！　ええい！　セシルっ！　セシルはいないか!?」

[image: ]

ＧＭ：ナーシアがセシルをじろっと見ると、セシルは……「僕ぼくは、その……意見はありません！」と言います。そしてそれを聴いたナーシアが「ふふ、いい子」と言う（笑）。

ギデオン：いつの間にセシルを調教したんだナーシア！

チコ：お、恐ろしいっす!!

ギデオン：（アンソンになって）「だ、だが約束の時間があってな、あと一時間でビルベリの領りよう主しゆと会合をせねばならないんだ」

ＧＭ：「待たせればいいじゃない、ねぇ」と、ナーシアがセシルの方を見るとセシルは、「わかりました」と（笑）。

ギデオン：（アンソンになって）「露ろ骨こつな時間稼かせぎだな！　セシル、なんか言ってやれ」

ＧＭ：そうすると、「カテナさんに、ナーシアさんには逆さからわない方がいいと聞いてます」とセシルは答えます。

ギデオン：（アンソンになって）「……はぁ、わかったよ。選択肢は無いってことだな」

ＧＭ：ナーシアは「そういうこと」とアンソンをマルセルのところに連れて行って打ち合わせをさせます。

ギデオン：（アンソンになって）「一時間だ。それより時間は、かけられないからな」

ヒルダ：ナーシアありがとう、本当にありがとう！

チコ：ロッシュありがとうー、ナーシアありがとうー。

ヒルダ：これは、本当に助かる！

リージュ：でも、いーんですかね。仮にも一国の首脳がひとりの女性の言いなりになって。

ＧＭ：真面目な話をすると、ナーシアはメルトランドの女王候補でアガルタ公国のトップの姉です。彼女の扱あつかいにしくじると、この後の国際情勢がコントロールできなくなる可能性があるのです。

ギデオン：（アンソンになって）「マルセルなら無茶はしないだろうという信頼があるけど、ナーシアがキレたらなにをするかわからないからなあ」

リージュ：マルセルさんがアンソンさんを苦手なように、アンソンさんにも苦手なタイプがいるってことですね。

ギデオン：（アンソンになって）「そういうことだな……はあ」（ため息）

ＧＭ：それではこんなところで、シーン終しゆう了りようです。







◆Middle 14◆遺跡の関門




　ナーシアが稼かせいでくれた時間を無む駄だにするわけにはいかない。

　ヒルダたちは、オズモッドＫ７が待つ幽ゆう霊れい屋や敷しき……遺跡への入り口をくぐり抜ぬけ、ダンジョンを奥へ奥へと進む。




ＧＭ：次はヒルダのシーン。みなさんは、オズモッドＫ７がリージュに教えてくれたダンジョンの中です。扉とびらの前に立つと、アンバーが扉を開けてくれ、そのまま長い通路を下おりています。

チコ：遺跡の中をトコトコ進むっす！

ＧＭ：通路は石造りのひんやりとした薄うす暗ぐらい空間です。空気も乾かわいており、みなさんの足音がカツーンカツーンと響ひびきます。やがて、一個こ目めの部屋にやってきます。

チコ：おや？

ＧＭ：入り口の扉に金きん属ぞくのプレートがかけられています。そして、こう書いてあります。「知ち恵えと力と技わざ、そして心。これらを順番どおりに示しめせ。開始位置は５メートル」（笑）

ヒルダ：最後にメタな台詞が入った！

ＧＭ：で、最後に一文。「知恵と力と技と心のない者は通行禁きん止し」

チコ：ええ[image: ][image: ]！

ヒルダ：これは、なんだ？

ＧＭ：まず、一個目の部屋の配置を解説します。みなさんの前５メートルの位置に、石せき像ぞうが四体並ならんでいます。ちなみに、２メートルずつ間かん隔かくを空けているので、エンゲージはしていません。

ヒルダ：ふんふん。

ＧＭ：で、さらに10メートル先には扉があるんですが、その前は不思議な色に包まれており、明らかに魔ま法ほうのフィールドが張はられています。

チコ：魔法のフィールド？

ＧＭ：これは、オリジナルのトラップで、フィールド発生装そう置ちです。要するに、フィールド発生装置がＡＢＣＤの、四つのユニットそれぞれについています。

ヒルダ：防ぼう衛えいユニット？

ＧＭ：防衛ユニットＡ、これは【筋きん力りよく】判はん定てい難なん易い度ど14でトラップを解かい除じよできます。

ギデオン：ふむ。

ＧＭ：防衛ユニットＢは【器用】判定の難易度14。防衛ユニットＣ、【知力】難易度14。防衛ユニットＤ、【精せい神しん】の難易度14。入った瞬しゆん間かんにウィーンと起動します。ちなみに、この魔法のフィールドは破は壊かい不ふ能のう、解除不能のトラップです。接せつ触しよくすると１０００点のＨＰロス。

ヒルダ：死ぬ！　消けし炭ずみやん！

ＧＭ：はい、で、これが徐じよ々じよに移い動どうしてきます。広がっていくんですね。

ヒルダ：こっちに来るのか！

ＧＭ：はい、クリンナッププロセスごとに５メートル移動します。

チコ：それが来る前に解除するっすか！

ギデオン：逃げよう。

ヒルダ：諦あきらめんなっ！

ＧＭ：では、よろしいですか？

ヒルダ：了りよう解かいいたしました。




●第一ラウンド

行動値

ギデオン　　　　　　　　　　　　　19

チコ　　　　　　　　　　　　　　　19

防衛ユニットＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ　　　　15

リージュ　　　　　　　　　　　　　14

ヒルダ　　　　　　　　　　　　　　２
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ＧＭ：【器用】判定の防衛ユニットＢのみ、［トラップ解除］を用いて解除できます。ではセットアッププロセスは19のチコとギデオンから。

チコ：我々っすね。

ギデオン：どうする？　ギルドサポートの《陣じん形けい》使うか？

リージュ：大だい丈じよう夫ぶだと思いますー。

ギデオン：というわけで、なし。

ＧＭ：何も使わない？　はい。こっちのセットアップはなし。

ヒルダ：私もなし。

ＧＭ：ではメインプロセスに入ります。19のギデオン、チコから。

ギデオン：じゃあ、俺おれからいこうか。

リージュ：あ、待って！　これ順番にやらなきゃいけないのでは？

ギデオン：あ、忘わすれてた──!?　で、どうする？（笑）

ヒルダ：……（少し考えて）看かん板ばんは知恵と力と技と心の順だったな。【知力】・【筋力】・【器用】・【精神】、の順番だ。防衛ユニットＣ、Ａ、Ｂ、Ｄの順で解除する。

ＧＭ：了解です。危あぶないところでしたね。

ヒルダ：よく気づいてくれた、リージュ！

ギデオン：てことは、チコ。【知力】の高いお前からだ。

チコ：行くっす、行くっすよー。じゃあ、【知力】の防衛ユニットＣにエンゲージして、【知力】の判定っす。こちらの【知力】は11＋２Ｄ。いきます（ダイスを振ふる）。８の19で成功。

ＧＭ：成功ですね。チコが石像の額ひたいに隠かくされたボタンを押おすと、トラップが解除されます。石像の動きがぴたりと停止、防衛ユニットＣが停止しました。

チコ：やった！　なんか止まったっすよ。

ＧＭ：では次。ギデオン。

ギデオン：《カリキュレイト》で割わり込こむかどうかだな。

ヒルダ：次は力ですからね。

ＧＭ：じゃあギデオンが待機ですか。

ギデオン：応おうとも！

ヒルダ：リージュも待機か。

リージュ：はい、待機です。

ＧＭ：ギデオンが待機、次は防衛ユニットの番ですね。石像三体は「侵しん入にゆう者しや発見」と発声。キュインと眼めを光らせ、ビ──ム！　と撃うってきます。全部がチコを狙ねらいます。

チコ：いやぁ──!?

ヒルダ：私は《カバームーブ》がシーンに三回使える。危あぶなくなったら使うぞ。

ＧＭ：ではいきましょう。まずはＡから。メジャーアクションでオリジナルのスキル《防衛ビーム》を宣せん言げんし、命中判定！　（ダイスを振る）おお、クリティカル！

ヒルダ：庇かばわないとやばい。《カバーリング》と《カバームーブ》でチコを守る。

ＧＭ：ダメージ出します、うりゃー。（ダイスを振る）66点の魔法ダメージ。

リージュ：《プロテクション》！　（ダイスを振る）22点軽けい減げん！

ヒルダ：27点受けたー。

チコ：ああ、ありがとうっす。ヒルダお姉ちゃん！

ヒルダ：ビームを光の槍やりで断たち切きってやる！　てやー!!

ＧＭ：では、ヒルダは光の槍をかざしてチコを狙ねらったビームを弾きました。続いて防衛ユニットＢ。（ダイスを振る）22で命中ですね。

チコ：（ダイスを振る）15で当たりです。

ヒルダ：チコ、大だい丈じよう夫ぶ？

チコ：い、一回ぐらいなら。

ＧＭ：（ダイスを振る）。51点の魔法ダメージ。

リージュ：《プロテクション》（ダイスを振る）。17点軽減。

チコ：24点くらうっす。まだ大丈夫っす。

ＧＭ：じゃあ最後防衛ユニットＤ。（ダイスを振る）うっ、低い！　２が３つで16。

チコ：（ダイスを振る）８！　17で回かい避ひ成功。

ヒルダ：よかったよかった。

チコ：めっちゃ怖いっす！

ＧＭ：では次リージュ。

リージュ：待機です。

ヒルダ：じゃあ私が動こう。【筋力】の防衛ユニットＡにエンゲージ、メジャーアクションで判定。（ダイスを振る）……あ、危ない、ダイス目４で15、成功。

ＧＭ：成功したので、防衛ユニットＡはトラップが解除され、無力化されました。では、待機していたリージュはどうします？

リージュ：行動放ほう棄きです。

ＧＭ：なるほど。では、もうひとり待機していたギデオンは？

ギデオン：うい。【器用】のやつをトラップ解除。（ダイスを振る）出目11、18で成功。

ＧＭ：では解除と。で、フィールドは５メートルずずず～っと動きます。

リージュ：怖いよ～。

ヒルダ：ああ、すっごく怖い。




●第二ラウンド

ＧＭ：では二ラウンド目、セットアッププロセスで何かする人はいますか？

一同：大丈夫でーす。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスです。

リージュ：《カリキュレイト》で割わり込みまーす。残っているＤにエンゲージして、メジャーで判定します。【精神】は守しゆ護ごの輪で＋１されてるので13（ダイスを振る）。おおう!?

ヒルダ：出目１と２で３！

リージュ：15で成功。危あぶなかった～。

ＧＭ：きゅぅぅぅん。防衛ユニットＤが活動停止。それと共に魔法のフィールドが消えて、扉が開きます。

ヒルダ：なんとかなるとわかっていても、心しん臓ぞうに悪いな、あのトラップは。

ＧＭ：見事知恵と力と技と心を示しめしたみなさんは、この部屋を通ることができました。

ヒルダ：ちなみに、これ順番どおりじゃなければどうなってたんだ？

ＧＭ：順番どおりにしないと、敵てきの【ＨＰ】が全ぜん快かいして最初からやり直しになります。

ヒルダ：それは、危なかったな！

ＧＭ：停止させた防衛システムが全部再起動して、壁かべがどんどん近づいてきてアウトー。

チコ：やだー！

ヒルダ：ともかく、無事攻略できた。

ＧＭ：そして、みなさんはダンジョンを奥へと進みます。では、次のシーンに移うつります。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆ビルベリの地下へと進め！




　遺跡の奥おくを目指し、ヒルダたちは進んでいく。

　進めば進むほど暗くなっていく通路。不安になりながら進むと、やがてひとつのドアへと突つき当あたった。

　ここが、遺跡の中心部なのだろうか？




ＧＭ：では、ここからクライマックスフェイズに入ります。遺跡中心部の扉とびらの前までやって来ました。扉の横にはプレートがあり、「管制室　スタッフオンリー」と書かれています。

ヒルダ：スタッフではないが入らせてもらおう。

ＧＭ：では、アンバーが手をすっと前に出すと、〝ガガガガガッ〟と大きな音を立てながら扉が開いていきます。

ギデオン：さて……中に入る前に、ポーションとか使って回かい復ふくしていいか？

ＧＭ：はい、大だい丈じよう夫ぶですよ。

リージュ：それじゃ、お姉様とチコちゃんに《ヒール》をかけますよー。




　この《ヒール》でヒルダとチコの【ＨＰ】は完全回かい復ふくしました。




チコ：ありがとう、リージュお姉ちゃん。

リージュ：いえいえ～♪

ヒルダ：それじゃ、管制室に踏ふみ込こむとするか。

ＧＭ：動力室に入ると、とても広い部屋になっていますね。奥には用途よくわかりませんが巨きよ大だいな機械が配置されてるのが分かります。

ギデオン：コイツを起動させればいいのか。

ＧＭ：ギデオンの言葉にアンバーがこくんと頷うなずきます。それと同時に、がしゃーんがしゃーんと音を立てながら、機械の陰かげから多くのゴーレムたちが姿すがたを現わしますよ。

チコ：きっと、ここの防ぼう衛えい部隊っすね。

ヒルダ：では、ここで引き締まった表情になって言おう。「行くぞ、みんな！」

ギデオン：どうしたヒルダ、急にシリアスな顔をして？

ヒルダ：シリアスにもなる。この戦いに私たちとビルベリの未来がかかっているのだからな。

チコ：そ、そうっすね。

ヒルダ：この戦い、ビルベリの町のみんなのためにも負けられないぞ！

一同：おう！

ＧＭ：というところで、戦せん闘とう開始です！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、初期配置。まずはみなさんが１エンゲージ。その５メートル前に、いろいろな宝ほう石せきで作られたゴーレム、ジュエルゴーレムが８グループいます。これはモブ。

チコ：宝石のゴーレムっすか！

ギデオン：これは金になりそうだなー。

ＧＭ：さらにその奥10メートル、ＰＣたちからは15メートルの位置に、ブリリアントゴーレムと、ブリリアントタンクというゴーレムがいます。

ヒルダ：ブリリアント……？

ＧＭ：ブリリアントゴーレムは、黄金のボディとブリリアントカットされた宝石で作られたゴーレム。ブリリアントタンクは素そ材ざいが同じで、下半身が無限軌道、上半身が砲ほう台だいになったゴーレムです。

ヒルダ：ブリリアントってカットのことかー！

リージュ：今回は敵てきが豪ごう華かですねー（笑）。

ＧＭ：配置は以上。質しつ問もんがなければ、第一ラウンドに入りますよー！




●第一ラウンド

行動値

ジュエルゴーレムＡ～Ｈ　　30

チコ　　　　　　　　　　　19

ギデオン　　　　　　　　　19

ブリリアントゴーレム　　　15

ブリリアントタンク　　　　15

リージュ　　　　　　　　　14

ヒルダ　　　　　　　　　　２

[image: ]




ＧＭ：では、セットアップ。まずは【行動値】30のジュエルゴーレムから。

リージュ：速いです～。

ＧＭ：セットアップはなにもないんですけどね。で、次はチコとギデオン。

ヒルダ：《陣じん形けい》使う？

チコ：それよりも《エンチャントウェポン：地》を範はん囲いにかけるので、ばらけるのは待ってほしいっす！

ギデオン：相手はゴーレムだから魔ま法ほうダメージがかなり有ゆう効こうだろうし、移い動どうは待った方がいいだろう。

ヒルダ：そのとおりだな。じゃ、今回は《陣形》なし。《限げん界かい突とつ破ぱ》だけは宣せん言げんしておこう。引ひき延のばしておく時間にも限界があるし。急いで決めるぞ。

ギデオン：そうだ、アンソンを早く助けるんだ（笑）。

ＧＭ：目的が変わってる（笑）。

チコ：じゃあ、改めてオイラの番。《アンパッサン》を自分にかけて、エンゲージから離れておくっすよ。

リージュ：チコちゃんは《エンチャントウェポン》必要ないもんね。

ギデオン：俺は《クイックステップ》＋《ファイアステップ》だ。

ＧＭ：次はブリリアントゴーレムとブリリアントタンク。

チコ：キラキラ光ってて眩しそうっす。

ＧＭ：おお、すごい！　よく分かりましたね？

チコ：…………ほえ？

ＧＭ：ブリリアントゴーレムが《ブリリアントな輝かがやき》を使用。キラキラと輝いてＰＣたちの目を眩くらまし、あらゆる判はん定ていにマイナス１Ｄします。

ヒルダ：げげっ!?

[image: ]

ＧＭ：これはラウンド終しゆう了りようか、ブリリアントゴーレム、ブリリアントタンクのいずれかが戦闘不ふ能のうになると効こう果かが消えます。

ギデオン：これは《インタラプト》するしかない。こんな時のために用意していたゴーグルをみんなに配る（一同笑）。

リージュ：おじさま、準じゆん備びがいいですわ（笑）。

ヒルダ：シュールだが、ありがたく使わせてもらう（笑）。

ＧＭ：では《ブリリアントな輝き》は打ち消されました。タンクの方は何もないので、次はリージュ。

リージュ：はい。《インペレイティブ》でセットアップふたつ使用。《シャインストライク》に《ホーリーアタック》＋《ホーリーウェポン》。《ホーリーウェポン》の判定直前に《グレイスフォース》を使います。

ヒルダ：何度聞いても長いセットアップだ。

リージュ：魔ま術じゆつ判定。（ダイスを振ふる）……あぶなかった。１、１、３で発動成功（笑）。

チコ：３Ｄじゃなかったら、ファンブルっすね（笑）。

ヒルダ：最後は私わたし。《グレートコネクト》から《コネクトフォース》。神しん竜りゆう王おうセフィロスよ、今こそ私に守るための力……っていうか手っ取り早くこいつらを倒たおすための力をください（一同笑）。

ギデオン：ぶっちゃけやがったぞ、コイツ（笑）。

ヒルダ：いいんだよ！　セフィロス様は優やさしいから、これでも加か護ごをくれる！（笑）

ＧＭ：……面白いからまあいいや（笑）。まずは、ジュエルゴーレムたちから動きます。遠えん距きよ離り攻こう撃げきはできないので、みんな近づくしかないんですよね……。

ヒルダ：ってことは、仮かりに一グループ一〇体として……。

リージュ：八〇体の宝石ゴーレムがわーっと一いつ斉せいに向かってくる？

ＧＭ：処しよ理りは一グループずつですが、【行動値】は同じだし、絵え的てきに面白いのでそれで（笑）。八〇体のゴーレムが、がしゃがしゃ音を立てつつ怒ど濤とうのごとく向かってきます。

ギデオン：それは怖ぇ!?　俺おれは帰る、アンソンごめん！（一同笑）

ヒルダ：アンソンに謝あやまってどうするんだ！　というか、逃げるなっ!!（笑）

チコ：これ、オイラから見たら、三人がゴーレムの群むれに呑のみ込こまれたように見えますよね。みんなー!?（笑）

ＧＭ：では、ジュエルゴーレムＡの行動から。まずはリージュから殴なぐろう。どうせ全部《カバーリング》されるだろうし。

ヒルダ：任まかせろシュッシュ（←シャドーボクシング）。

ＧＭ：ムーブで移動、マイナーはなし、メジャーで白兵攻撃。（ダイスを振る）26。

リージュ：３Ｄで回かい避ひ（ダイスを振る）８。19で当たりです。

ヒルダ：じゃ、《カバーリング》。

ＧＭ：ではダメージ。（ダイスを振る）66点物理ダメージ。

リージュ：《プロテクション》。（ダイスを振る）22点軽けい減げんです。

ヒルダ：それだと68点までダメージなし。ノーダメージ！

ＧＭ：か、硬かたい……。これ、ヒルダにダメージが通らない気がしてきた……。




　ＧＭの予想は大的中。

　リージュへの攻撃はことごとくヒルダがカバー。

　カバーに入ったヒルダの【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と《プロテクション》はそうそう抜ぬけず、ノーダメージが続きます。

　これはヒルダを狙ねらった攻撃も同様で、唯ゆい一いつの被ひ害がいは《プロテクション》のダイスロールが低かった時に６点のみ。

　さらにギデオンを狙った攻撃も──……。




ＧＭ：次のジュエルゴーレムはギデオンを攻撃しますよ！　（ダイスを振る）29!!

ギデオン：《ドッジムーブ》！　（ダイスを振る）34。ひらり。

ＧＭ：おおー、当たらなーいっ!!




　とまあ、こんな感じでかすりすらしないありさま。

　結局、ジュエルゴーレムたちは何の成果もないまま、行動を終えました……。




チコ：ゴーレムの動きが止まったと思ったらみんなが無事な姿ででてきたっす。

ギデオン：ふう、大したことないじゃないか、びっくりさせやがって。

リージュ：おじさまの台詞、とっても小こ悪あく党とうっぽいですー（笑）。

ヒルダ：このあと負けるフラグだな（笑）。

ギデオン：なら、そのフラグをここでへし折ってやる！

チコ：そのためにも支し援えんするっすよ。まずはオイラから。ムーブなし、マイナー《マジックブラスト》、メジャーで《エンチャントウェポン：地》を三人に。（ダイスを振る）お、クリティカルだ！

ＧＭ：クリティカルしたので《エンチャントウェポン》のコストが０に。

チコ：ちょっとお得っす。

リージュ：これで、みんなの頭に芽が生えるんですね～？

ヒルダ：いやいや、ないないない！（笑）

チコ：むしろ武ぶ器きにぴこって芽が生えてくるっす。

ギデオン：それじゃ切れ味鈍にぶるだろ！（笑）

ＧＭ：ともかく、これでみなさんの武器攻撃が魔法ダメージに。

チコ：そして、ゴーレムならば【魔法防ぼう御ぎよ力】は０のはずっす。

ギデオン：次は俺の行動。ジュエルゴーレムをなぎ払はらう。《フェイント》と《ゲイルスラッシュ》。一いち撃げき目の《ワイドアタック》は（ダイスを振る）36。

ＧＭ：クリティカルのみ。そのうえ、１Ｄしか振れないので、自動的に命中です！

チコ：《チェックメイト》を使うっす。（ダイスを振る）こっちは22点。

ギデオン：《ピアシングストライク》を使って（ダイスを振る）86点。合わせて[image: ]点魔法ダメージ。直抜ぬけだろう！

ＧＭ：うっ、はい。お察しのとおり【魔法防御力】は０なので、全部もらいます。ですが、まだまだ！

ギデオン：ならば、ぐるりと回ってもう一撃。（ダイスを振る）27。

ＧＭ：それもクリティカルのみなので、自動命中！

ギデオン：自動命中か。《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）87点魔法ダメージ。ま、こんな俺でもしたってくれてる町のヤツらがいるからな……。「ここは一気に決めさせてもらうぜっ！」

チコ：おっちゃんが、おっちゃんが燃えているっす！




　チコによって〈地〉の魔ま力りよくを込こめられた短たん剣けんを手に、ギデオンは素す早ばやくゴーレムの間を駆かけ抜ぬけ、斬きりつけます。

　それはまさに疾しつ風ぷうのごとく。

　ゴーレムたちはただの一度も視し界かいにギデオンを捕とらえられないまま、丁てい寧ねいに二回ずつ斬きられ、一体残らず砕くだけ散ちりました。




ＧＭ：それは無理ー！　ジュエルゴーレム全ぜん滅めつです……。

一同：やったー!!

チコ：今日のおっちゃん超ちようかっこいいー!!

ＧＭ：何もできないまま、ゴーレムが宝石になっちゃった。次はブリリアントゴーレムとタンク。ゴーレムは「よくも我わが部下を！」と……。

一同：しゃべった！（一同笑）

ＧＭ：いやいや、そういう顔をするだけです（笑）。

ヒルダ：意外と表ひよう情じよう豊ゆたかだなー（笑）。

ＧＭ：ブリリアントゴーレムの行動。ムーブ、マイナーなし。メジャーは《ブリリアントビーム》。視界内の範囲を対象に特とく殊しゆ攻撃を行ないます。対象はチコ以外の三人。

リージュ：《カウンターショット》……うーん、もっと危あぶない攻撃がありそうだから、取っておくってことでいいですか？

ヒルダ：そうだな、ここは普ふ通つうに回避しよう。

ギデオン：じゃ、《ドッジムーブ》。（ダイスを振る）……クリティカルで回避！

ＧＭ：うーん……ギデオンには本当に当たらない……。

ヒルダ：（ダイスを振る）３・３・３の９で、こっちはもらった。

リージュ：（ダイスを振る）あたしも当たりましたー。

ヒルダ：……《カバーリング》する？

チコ：即そく死しはないと思うっすけど……。

リージュ：今回はそれぞれダメージを受けるでいいと思います。

ヒルダ：じゃあ《カバーリング》はなし。

ＧＭ：では、ダメージ。（ダイスを振る）51点〈光〉魔法ダメージ。

リージュ：その程てい度どですか。なら《プロテクション》＋《ワイドプロテクション》。（ダイスを振る）22点軽減です。

ヒルダ：じゃあ私は22点もらった。まだまだ。

リージュ：あたしは20点。こっちもまだまだです。

ＧＭ：ぴかっと光ってゴーレムがビームを放ったけど、軽くやけどしたくらいですね……。次はブリリアントタンク。上半身の大たい砲ほうがウィィィンと狙ねらいを定めて……チコさーん、あなた目がけて砲ほう弾だんを撃うち込こみます！

チコ：ああ、なんということをいたいけな少女に～。

ＧＭ：チコのどのあたりがいたいけなのかさておいて。ゴーレムは巨大な砲ほう門もんをチコの胴どう体たいに向けて発はつ射しやします。ずどーん！

チコ：おおー!?　なんて無慈悲な機械っすかーっ！（一同笑）

ＧＭ：ムーブなし、マイナー《デスターゲット》、メジャーは通つう常じようの射しや撃げき攻撃。（ダイスを振る）12か、足して25。

チコ：25とか無茶言わないでほしいっす。（ダイスを振る）17で命中。

ヒルダ：じゃあ《カバーリング》と《カバームーブ》。射線に割わり込こんで、受け止める。

チコ：ありがとう、ヒルダお姉ちゃん！

ヒルダ：気にするな。それが私の役目だからな。だから、攻撃の時は頼むぞ。

チコ：わかったっす！　オイラの全力の魔法をたたき込んでやるっす！

ＧＭ：その前に、ダメージの処理をしましょう。身を挺してチコを庇うヒルダに非情な砲弾が直撃します。（ダイスを振る）……97点物理ダメージ。

ヒルダ：意外と痛いたいな。《ウェポンガード》。

リージュ：《プロテクション》（ダイスを振る）23。

ヒルダ：これで、21点抜け。

ＧＭ：さすがヒルダ、なんともないって感じ。

リージュ：とはいえ、無む視しできる数すう値ちでもありません……。イニシアチブで《クイックヒール》をヒルダお姉様に。

ヒルダ：おお、助かる！




　これによりヒルダは【ＨＰ】が[image: ]点まで回復しました。




ヒルダ：ありがとう、リージュ。

ギデオン：ヒルダの鉄壁ぶりを考えたらよほどのことが無い限り、しばらくは安心だろう。回復役としてイイ判断だな！（笑）

リージュ：それほどでも～。次はあたしですね。まずはムーブで８メートル移動。

ＧＭ：ゴーレムまであと７メートルのところですね。

リージュ：はい。アンバーちゃんが落ち着いて町をコントロールできるよう、今回は攻撃しましょう。マイナーで《デスターゲット》、メジャーで《ファニング》を使いゴーレムとタンク両方を攻撃。（ダイスを振る）29！

ＧＭ：クリティカル以外だめー。（ダイスを振る）両方とも命中です。

リージュ：（ダイスを振る）あ、ちょうど[image: ]点ピッタリの魔法ダメージです。

ＧＭ：[image: ]点かあ……痛いけど、まだまだ！

ヒルダ：次は私だな。ムーブで突入、マイナーで《コネクトフォース》二回目。これで【物理防御力】53点だぞー。

ＧＭ：ヒルダがまた硬かたくなった……。なんて厄やつ介かいな！

ヒルダ：この戦い、負けられないと、言ったはず。

ＧＭ：くっ！

ヒルダ：メジャーは《バッシュ》。タンクの方を狙ねらおう、《ボルテクスアタック》込こみで。（ダイスを振る）命中は31。

ＧＭ：クリティカル以外避けられない。（ダイスを振る）ダメでした、ダメージを。

ヒルダ：《スラッシュブロウ》乗せちゃうよ～。（ダイスを振る）[image: ]点魔法ダメージ！

ＧＭ：ぎ、ギリギリ生き残った！　ダイス目がもうちょっと高かったら、落ちてた……。

ヒルダ：くっ、惜おしかった。仕し留とめたと思ったんだが。

ＧＭ：で、これで全員行動済ずみという状態ですね……。

ヒルダ：《再さい行こう動どう》を使用する。

ＧＭ：ですよね……。こちらはなにもありません。

リージュ：なにもないんですか!?

ＧＭ：はい……。




　そう、このタイミングでは何も使えないんですよね。

　これはよかったのか、悪かったのか……。




ＧＭ：仕方ないので、行動はギデオンから。

ギデオン：ムーブでヒルダたちに合流するよう移動。マイナーで《フェイント》。メジャーで《ワイドアタック》。（ダイスを振る）24だ。

ＧＭ：《フェイント》の効果で振っても避けられない。自動命中です。

ギデオン：じゃあ、《ピアシングストライク》を使って、行くぞ、ゴーレム！　（ダイスを振る）90点、魔法ダメージ。

ＧＭ：さすがにそれはタンクが耐たえられない。ギデオンが斬きりつけた一拍ぱく後、ちゅどーんと爆ばく発はつを起こして、大砲が吹ふっ飛とびます。

ギデオン：たーまやー。

ＧＭ：横にいたブリリアントゴーレムは、自身が傷ついたのも顧みず、相あい棒ぼうが吹ふっ飛とんだのを見て「キュ──ン、キュ──ン！」と甲高い音を上げはじめます……。

ヒルダ：もしや、仲間が倒れて哀しんでいるのかっ!?

ＧＭ：いえ。ガシャガシャと沈黙した相棒のところに近づきます。そして下半身からドッキングパーツを露出させ、残ったタンク部分に乗っかって合体します。

ヒルダ：ま、まぎらわしいことを!?（笑）

ギデオン：ていうか、合体するのかよ！　どうりで【ＨＰ】少ねえと思ったよ！

ＧＭ：オリジナルスキル、《タンクコンバイン》を使用。ブリリアントゴーレムは全身が輝き出し、データが変へん更こうされます。スキルが追加されました。また防御力も変更されました。

ヒルダ：もしかして【魔法防御力】が増ふえたりするのか。

ＧＭ：詳細は攻撃してみないとわからないでしょう。また《エネミー識別》に成功すればわかります。これでギデオンは終了ですか？

ギデオン：ああ、終わりだ。

ＧＭ：じゃあ、そのあとのイニシアチブプロセスで《タンクコンバイン》により取得したスキル《アデンダム》を使用！

リージュ：きた～！

ＧＭ：「うおー。我が相棒、タンクの仇かたき！」という顔をしながら、ムーブなし、マイナーなし、メジャー《ブリリアントフラッシュ》！　ピカーッ！　と目ま映ばゆい輝きが周囲を満たします。

一同：眩しぃ──っ!!

ＧＭ：タンクと合体したブリリアントゴーレムから放たれた光が、ＰＣ全員を撃うち抜ぬきます。場面（選せん択たく）なんでＰＣ全員を対象に特殊攻撃！

一同：うわぁぁぁぁぁっ!!

ヒルダ：で、できるだけ低い目を～。

ＧＭ：はっはっは……（ダイスを振る）31です！

リージュ：ここは《カウンターショット》の使い時！　判定にフェイトを３点使います!!　（ダイスを振る）44！




　合体したブリリアントゴーレムが強く輝き始めます。

　光が膨ふくれあがり、はじける……その瞬しゆん間かん。

　リージュは狙いを定めて一発の銃じゆう弾だんを放ちました。

　弾だん丸がんは狙いどおりゴーレムの魔力増ぞう幅ふく器きの一部、ビームのエネルギー供きよう給きゆう部分を撃ち抜き……光ははじけることなく、唐とう突とつに消え去りました。




リージュ：……みんなをやらせませんから。

ＧＭ：くう、シナリオ一回の切り札が止められたっ！

ギデオン：リージュ……みんながダメージを負う前に、敵の攻撃を防ぎきった（笑）。こういう回復役もアリだな（笑）。

チコ：次はオイラの番！　ムーブ《ランニングセット》《ブーストマジック》、マイナーで《クラッシュバリア》、メジャーで《ダブルキャスト》！

ギデオン：大おお盤ばん振ぶる舞まいだな、チコ！

チコ：こっちも切り札を切る時っすよ！　オイラも、まだまだビルベリにいたいし、みんなとも別れたくないっすからね！

ヒルダ：ああ、そうだな。

チコ：まずは一回目《ウォータースピア》。《リゼントメント》を宣言。フェイトを１点使用して命中＋１Ｄ。（ダイスを振る）31！

[image: ]

ＧＭ：クリティカルじゃないと回避できない！　（ダイスを振る）まあ、無理です。

チコ：《マジックフォージ》を宣言。さらにフェイトを２点使用して、19Ｄ＋[image: ]点。（ダイスを振る）[image: ]点の魔法防御力無視ダメージっす！

ＧＭ：ごはっ、防御力無視でそれは痛い……。

チコ：それと［放心］、および回避判定マイナス１Ｄのペナルティをプレゼントっす。

ＧＭ：［放心］はいらなーい。《バッドステータス無む効こう》で打ち消します。代わりに【ＨＰ】が10点減へります。

チコ：では二回目の《ウォータースピア》。（ダイスを振る）命中は30！

ＧＭ：回避できるのはクリティカルのみ、そして振れるのが１Ｄなので自動的に命中です。

チコ：ここでフェイトは全部使っちゃおう。２点使用します。いくっすよー。（ダイスを振る）81点の魔法防御無視。ブリリアントがなんぼのもんじゃーい！

ＧＭ：あががが……合わせて[image: ]点もダメージを受けた……。

ヒルダ：おおー、すごいなチコ！

チコ：どやー（胸むねを張はる）。

ギデオン：すごいと思うが、あの顔はなんかむかつく（笑）。

リージュ：次の行動はあたしですが、【ＭＰ】が少ないので《祝福》がほしいですー。

ヒルダ：じゃあ《祝福》承しよう認にんだ。

リージュ：これで【ＭＰ】全回復ー♪　メジャーは普通に攻撃。

ＧＭ：どうぞ！

リージュ：「リージュは難しいことはわかりません。でも、お姉様がやろうとしていることをお手伝いしたいんです。だから、負けません！」と言って射撃します！　（ダイスを振る）命中は31。

ＧＭ：ダイスが振れないから、自動的に命中ですよー……。

リージュ：（ダイスを振る）91点の魔法ダメージです。

ＧＭ：うぐぐ……【魔法防御力】は20点あるので71点。ま、まだまだ！

ヒルダ：なら、次は私の番だな。ムーブなし、マイナー《コネクトフォース》三段だん階かい目。じゃあメジャーで《バッシュ》、判定前に光の槍やりの効果を宣言しておきます。（ダイスを振る）29。

ＧＭ：回避できないので、好きにしてください。

ヒルダ：私たちに残された時間は少ない。ここで可能な限りダメージを与えておく！　フェイトを３点ダメージに使用。（ダイスを振る）[image: ]点の魔法ダメージ！

ＧＭ：20点引くから82点ダメージ。ま、まだ倒たおれない！

ギデオン：これで全員行動済の状態か。

ヒルダ：じゃ、クリンナッププロセス……。

ＧＭ：待った！　ここでブリリアントゴーレムが《二回行動》を宣言します！

ギデオン：おわ、持ってなかったんじゃなかったのか!?

ＧＭ：《アデンダム》と同じく、《タンクコンバイン》の効果で増ふえたんですよ。ははは、これでゴーレムだけ未行動！　何か割わり込こみはありますか？

リージュ：特にない……ですね。

ＧＭ：では、ブリリアントゴーレムのメインプロセス。ムーブアクションなし、マイナーアクションは《スマッシュ》、メジャーアクションで《連続攻撃》！　対象はヒルダです。

ヒルダ：リージュを殴られるよりはいい。こい！

ＧＭ：では、ここで死ぬがよい！　一回目の攻撃と同時に《ブリリアントシュート》宣言。ビームと光る拳こぶしの連係攻撃でダメージが＋60点！

リージュ：ダメージ修正が大きいっ！

ＧＭ：ふふふっ。ベースのダメージが決まる前に＋60ですからね。ドキドキしてください。（笑）　では命中判定！　（ダイスを振る）わ、ダイス目がよくない。29。

ヒルダ：それでも、クリティカルじゃないと避けられない。（ダイスを振る）惜しい、ダイス目11！

ＧＭ：素が75＋４Ｄ、それに60足すので[image: ]＋４Ｄ！　（ダイスを振る）[image: ]点〈光〉魔法ダメージ!!

ヒルダ：げ、それは耐えられない！

ＧＭ：でしょう？

ヒルダ：だから《インバルネラブル》。

ＧＭ：ガーンっ!?




　光ひかり輝かがやくブリリアントゴーレムの拳がヒルダ目がけて振ふり下おろされました。

　それと同じタイミングで、ブリリアントゴーレムからビームが放たれます。

　ふたつの攻撃はヒルダに命中し、その体を粉々に砕くだく……ことはありませんでした。

　槍が拳を逸そらし、盾たてがビームを弾はじきます。

　命中したかに思われた攻撃は、ヒルダの体に触ふれることなく終了しました。




ヒルダ：ダメージ０。この程度で私を倒たおせると思うなっ！　私は色々な人の思いを背負うと決めた。だから決して揺らがない！

リージュ：お姉様……カッコイイ！

ＧＭ：だが、まだ攻撃は終わってない。もう一回、パーンチッ!!　（ダイスを振る）やったクリティカル!!

リージュ：ええー!?

チコ：さすが藤井さん、イヤな時にクリティカルを出すっすね！

ギデオン：さすがだ。ダイス目まで黒い！




　どんなダイス目ですか（笑）。




ヒルダ：ならば、クリティカルを出して避ければいいのだろう！　……（ダイスを振る）さすがに無理か!?

ＧＭ：でも、さっきの《ブリリアントシュート》は乗らないからプラスの修正が減っています。……。（ダイスを振る）91点、〈光〉魔法ダメージ。

リージュ：お姉様へ、《プロテクション》！　（ダイスを振る）18点軽減。

ヒルダ：じゃあ56点くらって78点残り。まだまだぁ！

ＧＭ：これで全員行動済。クリンナッププロセスにやることある人ー？

ヒルダ：《ファイナルガード》を宣言して、《インバルネラブル》を復ふつ活かつさせます。絶ぜつ対たい負けない、絶対倒たおれない。そう誓ったのだ！

ギデオン：ほう、まさに不沈艦だな……。

ＧＭ：じゃあ、このラウンドは終了。




●第二ラウンド

行動値

ギデオン　　　　　　　　　19

チコ　　　　　　　　　　　19

ブリリアントゴーレム　　　15

リージュ　　　　　　　　　14

ヒルダ　　　　　　　　　　２

[image: ]




ＧＭ：では改めまして第二ラウンドのセットアップです。まずは19の人から。

ギデオン：はーい。変な踊おどりを踊ります。《ミステリアスダンス》。（ダイスを振る）25。

ＧＭ：ゴーレムに【精せい神しん】判定とは……。（ダイスを振る）惜おしい！　５と６でクリティカルせず失敗。《バッドステータス無効》を使って【ＨＰ】10点失います。

ギデオン：よし、追加で10点ダメージと考えれば上出来だ。

チコ：オイラは……なにもやることないっす。

ＧＭ：ではゴーレム。《パーフェクトブリリアント》。ゴーレム最終モード！　各所が変改して、より強く輝き始める。名づけて、パーフェクトブリリアントタンクゴーレム。

一同：おおー！（笑）

ギデオン：見ろ、あの完かん璧ぺきなブリリアントカット！（笑）

ＧＭ：というわけで、ゴーレムが取得しているシナリオ一回制せい限げんのスキルの使用回数がすべて＋１回。

ヒルダ：なんだとっ!?

チコ：またシーン全体攻撃とか《アデンダム》とかやってくるっすね……。

リージュ：次はあたし、《シャインストライク》を使って終わりです。

ヒルダ：私はもうできることがない。

ＧＭ：セットアッププロセスは以上ですね。では、イニシアチブプロセス。パーフェクトブリリアントタンクゴーレムが《アデンダム》を使用。

チコ：きゃー、やめてー！

ＧＭ：そう言われても止めませんよ！　ムーブ、マイナーなし。メジャー《ブリリアントフラッシュ》。ばっと魔法の光を部屋全体に放ち、ＰＣ全員を攻撃です！

リージュ：これが「魔法に注意」!?　お願いＧＭ、クリティカルはしないでっ！

ＧＭ：うりゃー。（ダイスを振る）残念クリティカルはなし、達成値27。

ヒルダ：（ダイスを振る）くらったー。

チコ：（ダイスを振る）オイラも当たりー。

リージュ：（ダイスを振る）回避失敗ですー。

ギデオン：俺は避けられるはず。《ドッジムーブ》。（ダイスを振る）……げぇ！　ダイス目が低い!?

ＧＭ：ギデオン、当たりました？

ギデオン：ま、まだだ！　フェイトで振ふり直すぞ。蝶ちようのように舞まい、蜂はちのように刺さす。……（ダイスを振りなおす）よし27で回避成功！

ＧＭ：ピッタリの数値で回避ですか。

チコ：おっちゃんらしいっす（笑）。

ヒルダ：それじゃ、私は《カバーリング》《カバームーブ》でチコをカバーする。

ＧＭ：ダメージいきまーす。（ダイスを振る）86点の〈光〉魔法ダメージ！

ヒルダ：ぐっ、さすがにそれは厳きびしい。カバーした私は倒たおれる……。《インバルネラブル》でダメージを０にするぞ！

リージュ：それなら、あたしは自分に《プロテクション》です。（ダイスを振る）あわわ、ダイス目が低い！




　確かに、転がったダイスは赤い一の目が目立ちますが……。




リージュ：これはもしかして倒れちゃった……？

チコ：本当っすか、リージュお姉ちゃん!?

ヒルダ：ちょ、ちょっと、ちゃんと計算してみよう！

リージュ：ええっと……（計算中）……11点軽減で、残り【ＨＰ】６で立ってます！

ギデオン：きわどかったな……。

ＧＭ：ゴーレムは「馬ば鹿かな、この一撃ですら誰だれも倒れないか!?　なんという強者たちよ!!」と……。

一同：しゃべった？

ＧＭ：と、言いたそうな驚きよう愕がくの表情を浮うかべてます（一同爆ばく笑しよう）。

ヒルダ：面白いな、このゴーレム（笑）。

ギデオン：さて、次は俺。ムーブで《ピンポイントアタック》、マイナーは《フェイント》、メジャーが《ワイドアタック》（ダイスを振る）……23。当たるか？

ＧＭ：回避判定のダイスが減へっているので避けられませんよっ！

チコ：ならそこに《チェックメイト》。（ダイスを振る）ダメージに＋20点っす！

ギデオン：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）合わせて87点、防御無視！　軽やかなステップで近づき、装甲の隙間に刃を突き刺してやったぜ！

ＧＭ：ま、まだです！　挙動がぎこちなくなり、光が明めい滅めつしていますが、まだ生きてます。

チコ：なら、次のオイラの番で落とすっす！

ヒルダ：頼んだぞ。お前ならやれる。

リージュ：トドメはお任せします。

ギデオン：美味しい所はゆずってやるよ!?

チコ：うおおおっ！　なんなんすか、このみんなでオイラにプレッシャーをかける流れは!?（笑）　でもオイラだって決める時は決めるっすよ!?

ＧＭ：では、行動の宣言をお願いします。

チコ：はいっす！　ムーブで《ランニングセット》《ブーストマジック》。マイナーで《クラッシュバリア》、メジャーで《ウォータースピア》。（ダイスを振る）24。

ＧＭ：クリティカルのみ（ダイスを振る）。くっ、６と１。惜しい！

チコ：いくっすよ！　（ダイスを振る）うわっ、めちゃくちゃ低い!?

リージュ：９Ｄ振って19しか出てないね……。

チコ：合計51、【魔法防御力】無視。どうだ!?




　チコの放った水の槍は、まるで生き物のように空中をうねりながら駆け抜け、ゴーレムのボディに突つき刺ささる。

　ビシリ。

　耳みみ障ざわりな音とともに、ボディのヒビが拡かく大だい。

　次の瞬間、パーフェクトブリリアントタンクゴーレムは粉々に砕くだけ散ちった。




ＧＭ：こちらの最大【ＨＰ】は[image: ]、今までの累るい計けいダメージが[image: ]。これ以上は耐えられません。ゴーレムはチコの水の槍を受けて砕け散ります。

一同：やったー!!

ＧＭ：戦闘が終わったので、ここでクライマックスフェイズを終了します。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆ビルベリ、大地に立つ




　チコが放った水槍にボディを貫つらぬかれたゴーレムは、機き能のうを停止し、その場に倒たおれました。

　それまで静かに状じよう況きようを見ていたアンバーが、制御用と思しき錬金機器へと近づきます。




ＧＭ：では、ゴーレムは起動を停止して倒れ伏します。

ギデオン：いやっほぅ！

チコ：さあ、町を動かすっす！

ＧＭ：では、かなり古い時代の物と思わしき錬金機械を見ると、パネルに石をはめ込こむような台だい座ざがあり、アンバーが静かにそこを指します。

リージュ：お姉様……。

ヒルダ：……ああ、やってくれ。

リージュ：じゃあ、あたしが持っている謎なぞの竜りゆう輝き石せきを嵌はめてみましょう。えい！

ＧＭ：すると、錬金機械が光り始め、やがて部屋全体へと琥こ珀はく色いろの光が広がります。巨大な機械が動き出すときに出る重低音が響いて、アンバーが「システム、起動」と呟つぶやきます。

ヒルダ：本当に、古代遺跡だったんだな……。

ＧＭ：やがて、大きな地じ響ひびきと共に、町全体が揺ゆれ始めます。

ヒルダ：これは……。

ＧＭ：では、ここで、カメラを切り替えます。




　フェリタニア軍の天てん幕まく。ナーシアの工作によりアンソンとマルセルは軍議を行っていた。




ヒルダ：まだ軍議をやっていたのか。

ギデオン：それでも始まってから小一時間くらいじゃないか？




　会議の場にひとりのフェリタニア軍兵士が血相を変えて駆かけ込こんできた。

「アンソン様、マルセル様！　ビルベリが……動き出しました」

「はぁ？　な、何だって!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげて、アンソンはテントの外へと飛び出す。

　アンソンの目に飛とび込こんできたのは、ゆっくりと立ち上がるビルベリの姿……。




ヒルダ：立ち上がるって……。

ＧＭ：文字どおりの意味です。ビルベリの町からにゅっと脚あしが生え、そのまま〝ズゴゴゴゴッ〟と立ち上がります（一同笑）。

ギデオン：どんな図だよ、オイ！（笑）

[image: ]

ヒルダ：シュールだな～（笑）。




「ど、どういうことだ!?」驚おどろきを隠かくせないアンソンに、ナーシアが歩あゆみ寄よる。

「……ビルベリも、古代遺跡だったのね。誤ご算さんだった」

「アルディオン大陸は遺跡が多いからな」と、マルセルは平然とした顔で言い放った。




ギデオン：まぁ、『デスマーチ』で、世界の主要都市が古代遺跡の上に建っていたことが判はん明めいしたからなぁ。マルセルからすれば、見み慣なれてしまった光景なのだろう。

ＧＭ：さて、みなさん【筋力】か【敏捷】か【幸運】で判定をどうぞ。難易度は10です。

一同：へ？

ＧＭ：みなさんがいるのは、動き出したビルベリの下にあった起動用管制室です。……要するに町の外部にいるので、乗り込まないと置いて行かれてしまいますよ？

ギデオン：なんじゃそりゃ？

リージュ：起動に使った竜輝石はどうなるんですか？

ＧＭ：アンバーが「起動成功、竜輝石の忘れ物にご注意ください」と言ってくれます。

一同：親切設計だ！（笑）

チコ：電車の社内アナウンスみたいっす！（笑）




　その後、判定は全員成功。

　まあ、これは予定のとおりでした。




ＧＭ：さて、みなさんが乗り込んだ直後、立ち上がったビルベリは、そのまま、ガッションガッションと走り出します。

一同：えっ!?　走り出すのぉっ!?

ヒルダ：歩くぐらいはすると思っていたが……走るんだ！（笑）

リージュ：アンバーちゃん、行く先をコントロールできない？

ＧＭ：アンバーはふるふると首をふります。

リージュ：どうやら、コントロールできないようです～。

一同：な、なんだってえええ──!?

ヒルダ：どこへ行くんだこの町はぁ──っ!?

ＧＭ：ビルベリは走り続けます。やがて、幻げん竜りゆう騎き士し団だんの陣じん営えいに近づきます。もちろん、何とかして町を食い止めようと剣けんや弓を構えて待ち受けているわけですが……。

一同：…………（ごくり）。

ＧＭ：ビルベリはぴょーん！　と華麗にジャンプをすると、フェリタニアとグラスウェルズの包囲網を軽やかに飛び越えます。

一同：なんじゃそりゃあああっ！（爆笑）

ギデオン：華麗にジャンプって、都市に使う形容じゃないぞ!!

チコ：ＧＭが好き勝手言ってるっす！

リージュ：アンソンさん、リシャールさん、さようなら～！

ＧＭ：華麗に着地したビルベリは、そのまま、「えっほ！　えっほ！」とシーンの果てまで走っていきます（笑）。

ギデオン：どどど、どこへ行くんだよ!?（←がたがた揺れている）

チコ：オオオ、オイラたちはどうなるっすかぁぁぁ──っ!?（←がたがた揺れている）

リージュ：あたしは、お姉様と一いつ緒しよなら、どこまでもお供します！

ヒルダ：「リージュ、キミは本当に大物だな」（笑）と揺れながらはっはっは、と笑おう。もうヤケだ！（一同爆笑）

ＧＭ：さて、そんなビルベリを遠くに見るひとりの人物が呟つぶやきます。




　巨大な古代遺跡ビルベリは、すたこらと逃にげ去さってしまった。

　その跡あと地ちに残されたのは、攻撃対象の〝町〟に逃にげられた軍ぐん勢ぜいと巨大なクレーター。

　予言者マーリンはその様子を少し離れた丘から眺ながめていた。

「この展開は予想外だったねぇ。ま、彼かの女じよたちがここで囚とらわれても困るし……」

　フードを被かぶった少年は、愉ゆ快かいそうに目を細めながら言った。




「……むしろますます面白くなってきたってとこだよね」




チコ：マーリンっすか！

ヒルダ：こいつは何を考えているんだぁ──っ!?

ＧＭ：さて。みなさんとビルベリの運命がこれからどうなるのか……。それは次の物語のお楽しみ、ということで。お疲つかれさまでした！

一同：お疲れさまでしたぁ！




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

第六話「死線★クリティカル」

─ＦＩＮ─







あとがき




　出会いは、人生に影えい響きようを及およぼします。

　ましてや、それが胸むねがときめくような出会いだったら……？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ③　邂かい逅こう★ロマンティック』いかがでしたでしょうか。

　著ちよ者しやの藤井忍ふじい・しのぶです。




　第一巻かん『革かく命めい★センチメンタル』にて、ＰＣたちは世界平和研究所にて出会い、逃とう亡ぼうの旅を開始。第二巻『逆ぎやつ境きよう★ワンダフル』にて、ビルベリという居い場ば所しよを見つけました。

　第三巻は、ビルベリに腰こしを据すえてから約半年後。激げき変へんしてしまった大陸の流れに、ＰＣたちは翻ほん弄ろうされることになります。




　さて、このあとは本書の内ない容ようについて触ふれた、いわゆるネタバレの内容を含ふくみます。

　本ほん編ぺんをまだ読んでいないという方は、うっかり読まないように気をつけくださいませ。




●第五話「邂逅★ロマンティック」

　本書のタイトルとなったお話です。

　ビルベリという居場所を得たＰＣたちですが、アルディオン大陸は群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代。

　争いの火種に事欠かないビルベリを、他の勢せい力りよくが放っておくわけもありません。

　そこで、伏ふく線せんとなるようにネタを仕し込こみつつ、チコとリージュにそれぞれロマンスが訪おとずれるという展てん開かいにしてみたのですが……いかがだったでしょうか？（笑）

　それにしてもアンリさんは便利なＮＰＣです。これからも活かつ躍やくしてくれるでしょう（笑）。




●第六話「死線★クリティカル」

　さて、第六話です。

　第五話で神しん聖せいアンリ帝てい国こくは退しりぞけましたが、この結果グラスウェルズ王国もフェリタニア合がつ衆しゆう国こくも、ビルベリを無む視しできなくなりました。

　大国グラスウェルズとフェリタニアに睨にらまれ、ビルベリは絶ぜつ望ぼう的てきな状じよう況きように陥おちいります。

　それでも、ＰＣたちはきっと逃にげ出ださないだろうと思いましたし、実じつ際さい、「ビルベリを捨すてて逃亡の旅を再さい会かいする」という選せん択たくをするつもりはなかったようです。

　ＰＣたちが談だん判ぱんに来たビルベリの人々を説得するシーンは、とても良いシーンになったと思っています。




●その他

　今回も、読者の皆みなさまからの投とう稿こうを採さい用ようさせていただきました。一部設せつ定ていを追加させていただいたりした部分もありましたが、前回より多めに採用できたのではないかと思います。

　また、『ゲッタウェイ』用の投稿も増ふえてきました。本当にありがとうございます。今後も積極的に採用していきたいと思っていますので、さらなるご投稿をお待ちしております！




　また、本書と同時に富ふ士じ見みドラゴンブックから発売されている鈴吹太郎すずふき・たろう先生の『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』に、大竹さん、緑谷さんとともに藤井もプレイヤーとして参加しています。こちらの方も読んでいただけると、とても嬉うれしく思います。




　それから。今後の『サガ』シリーズの展開について触ふれておきます。

　田中信二先生の『デスマーチ』六巻での流れを受け、本書『ゲッタウェイ』三巻が作成されたわけですが。今度は、本書の仕し掛かけを受け、『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』中心でファンブックが作成されます。そして、その少し前には『無印』九巻が発売。それと同時に『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ　超ちよう上じよう級きゆうルールブック』が発売される予定です。これで、『アリアンロッド・サガ』を含ふくむ世界全体が新たなステップへと進んでいくことになります。

　さらに、それらの流れを受けて、この秋発売予定の『デスマーチ』の次巻に『ゲッタウェイ』メンバーが出しゆつ張ちようし、クロスオーバーが展開をすることになりました。

　無茶振ぶりの応おう酬しゆうもついにクライマックスがやってきた、という感じです。これらの本の出しゆつ版ぱんスケジュールや内容については随ずい時じ発表しますので楽しみにお待ちください！




　最後になりましたが、関係者の方々に感かん謝しやを述のべたいと思います。

　まず、セッションに参加してくださった、プレイヤーの方々。

　次回もよろしくお願いします。

　それから、本の制せい作さくに関わってくださった方々。

　シナリオ制作、ことに『ブレイク』に関する件の相談にのっていただいた鈴吹太郎社長。

『ゲッタウェイ』にマルセルを出張させてくれた田中信二先生と、たのあきら先生。

　素す敵てきなイラストを描えがいてくださった、ヤトアキラ先生。

　そして、掲けい載さい漫まん画がを描いてくださった渋沢佳奈しぶざわ・かなさん。

　いつも色々と支ささえてくれている家族。

　そして、本書を手に取ってくださった皆さま。

　本当にありがとうございました。また次の本でお会いできることを願っています。




二〇一二年卯う月づき　藤井　忍
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